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はじめに 

 

 自転車は、近距離交通手段として広く日常生活に密着した乗り物であり、近年は地球温暖

化問題がクローズアップされる中、環境に優しい乗り物として注目を集めている。 
 また、健康志向が強まる中、手軽な運動手段として通勤の際に利用されるほか、スポーツ

面やファッション面での関心が高まっている。さらには、自転車の走行空間整備に動きが見

られるなど、自転車に対する社会の期待は高まりつつある。 
 他方、道路交通法改正に伴う法運用の議論を発端として、自転車の幼児複数同乗に関する

議論なども行われ、自転車の安全性はもちろん、安全な運転についての社会の要請も強くな

ってきている。もとより自転車については、道路交通法の規制の下、同法の求める規格・基

準を満たすとともに、同法に沿った利用（交通ルール）が前提となるものの、幼児の複数同

乗の議論に見られるように、自転車を巡る法制度や開発体制が様々な社会的ニーズを抱える

利用者から見て、十分なものとなっていない可能性がある。 
 このため、自転車利用者の視点に立ち、多様なニーズの発掘を行い、今後の自転車開発の

方向性や法制度の在り方、道路をはじめとする利用環境の在り方について明らかにする作業

が求められている。このような認識の下、これからの自転車とその利用環境のあり方につい

て、有識者からなる委員会を組織し、さまざまな自転車利用者の多用な意見を綿密に調査し、

利用者のニーズに応じた自転車開発や規格・基準の策定等に寄与することを目指して、議論

を行った。本報告書は、その調査の分析と、得られた知見を含めた委員の議論から、今後の

課題及び執るべき施策の方向について提言をとりまとめたものである。 
 ヒアリング調査の対象者が７１名、試乗モニターが７０名、サイト・モニターが６１名と

なり、全体的にモニターの数が少ない印象を受けるかもしれないが、ヒアリングにはおおむ

ね２時間、試乗には１時間半以上、サイトの設問に答えるために各試作車の説明に目を通す

だけで約４０分を要しているところから、子育て中の多忙な母親をこれだけ多く長時間拘束

できたことは幸運に恵まれたと言って過言ではない。 

 調査にあたっては関係各機関、団体、企業の多大なご協力を賜った。深く感謝の意を表す

るものである。 
 

利用者ニーズに基づく自転車の開発に向けた調査検討委員会 
座長 屋井鉄雄 
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●自転車大国・日本 

 

 わが国の自転車保有台数は、（社）自転車協

会資料によれば２００６年の７１，８９３万台

をピークとして、２００７年６９，５８３万台

と減っている。（財）自転車産業振興協会の自

転車統計要覧では、販売店のモニタリング調査

から推計して８６００万台以上としており、約

２０００万台の差がある。いずれにせよ、中国、

米国に次ぐ保有台数を誇る自転車大国である

ことに間違いはない。 

 （財）自転車産業振興協会の資料から販売動

向を見ると、年間１０００万台もの自転車が市

場に流れていながら、年間の増加数が微増、あ

るいは微減となっている。すなわち新しい自転

車の供給量に等しい約１０００万台が廃棄さ

れていることがわかる。 

 最近の傾向としては、シティ車（軽快車）で

は販売価格が３万円以下のものが５割以上を

占めるものの、３万円以上は３５％から４３％

と拡大しており、４万円台では平成１９年度ま

での３年間で２倍になっている。スポーツ車で

も１０万円以上が２９％と最も多くなってお

り、３万円台が減少傾向を見せ、５万円台以上

が６１％を占めるまでになっている。 

 さすがに、平成２０年暮れからの世界同時不

況の波は、自転車業界にも影響を与えたが、自

家用車を手放した層が、比較的高価な自転車の

購入に向かう傾向も報告されており、自転車が

都市内で短距離の自動車交通を代替するツー

ルとして認められ、都市交通の新しいファッシ

ョンに成長しつつあると思われる。 

 

●急激に増加する「ツーキニスト」 

 

 最近の自転車利用のトレンドは「自転車通勤」

である。ＮＰＯ自転車活用推進研究会の理事で

１、自転車利用増大の背景 

 

自転車利用の拡大とニーズの多様化 
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もある疋田智氏の造語「自転車ツーキニスト」

が、いまや現代用語として普通に使われるよう

になった。国勢調査では１０年ごとの大規模調

査で通勤手段について調査しているが、東京２

３区だけを見ても１９９０年に比べ、直近の２

０００年の調査では３０％近い増加傾向を示

している。来年２０１０年の調査ではおそらく

さらに増えているものと思われ、エネルギー価

格の高騰、地球環境保全意識の高まり、強まる

健康志向、そして特に大都市における猛烈なラ

ッシュアワーの敬遠など、さまざまな動機から

自転車通勤利用がこの傾向に拍車をかけてい

ると思われる。 

 

●高齢化と自転車利用 

 

 また、わが国において急激に進む高齢化が、

間接的に自転車利用の増大を促していると思

われる。わが国は６５歳以上人口が全国民の２

１・５％（平成１９年１０月）を超える超高齢

社会になった。ＥＵ諸国の平均が１９％といわ

れているから、すでに世界最高レベルと言って

良い。しかも、高齢化率が７％を超えてからそ

の倍の１４％に達するまでの所要年数（倍化年

数）をみると、フランスが１１５年、スウェー

デンが８５年、イギリスが４７年、ドイツが４

０年かかっているのに対し、わが国は７０（昭

和４５）年の７％からわずか２４年で１４％

（９４年）に達するという猛スピードぶりであ

る。（平成２０年版 高齢社会白書・内閣府） 

 （財）東京都老人総合研究所の溝端光雄生活

環境研究室長によると、社会参加や日常的に身

体を動かすこと、頭を使うことの多い高齢者ほ

ど認知症にかかりにくく、長寿であることがわ

かっている。出歩くための手段としてクルマを

運転する高齢者は多い。しかし、反射神経や五

感の衰えによる交通事故が増えることも事実

である。であるからといって、高齢者を家に閉

じ込めれば、寝たきりが増え、廻り巡って国家

財政を破綻させかねないジレンマに陥る。では、

クルマを運転することはやめた高齢者の交通

手段とはなんだろう。 

 

●クルマから自転車へのシフト 

 

 自由学園最高学部長で千葉大学の鈴木春男

名誉教授が１９９６年に国際交通安全学会誌

（９月号）に寄せた論文「生活構造からみた高

齢者交通政策への提言」によると、運転しなく

なった高齢者の６４・４％が代替手段として

「自転車」を選んでいる。二位の「電車」が４

５・８％、三位の「家族が運転する車」が３２・

２％であるから、圧倒的な一位である。 

 自転車の利用は、高齢化の進展と平仄を一に

していると言って間違いではないだろう。高齢

化の波が早く押し寄せてきた欧州各国は、歩行

者、自転車利用者、ドライバーの高齢化によっ

て引き起こされる交通問題に対処するため、８

０年代後半から街づくりや道路整備、交通規制

などに取り組んできた。この点、わが国ではあ

まりに急激な高齢化現象のために、準備する時

間がなかった。実際には心の準備ができないう

ちに高齢化が押し寄せ、年金や医療の対応に見

られるように、政策の切り替えができないまま、

世界最高レベルの高齢化に向かって社会全体

が驀進している。 

 

●道路利用の再配分を 

 

 高齢社会では、年寄りが気軽に出歩ける環境

を整備することが必要になる。でなければ、医

療費の増大で社会全体が崩壊しかねない。欧米
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で、９０年代初頭に自転車・歩行者に関する政

策の強化が提案されたとき、各国政府は交通事

故や渋滞、大気汚染などの改善という目的の次

に「健康増進による医療費の削減」を掲げたの

は当然のことである。 

 出歩ける環境を用意することが高齢社会で

は大切である。最近では電動車椅子、いわゆる

シニアカーが増えてきた。既に５０万台を越え

るシニアカーが街を行き来しているが、溝端室

長によると、歩けないのでシニアカーを使う人

よりも、お出かけの足としての利用者のほうが

はるかに多いとのことである。 

 シニアカーでゲートボールに行く、公園に散

歩に行く、病院や買い物に行くという使い方が

一般化しつつある。時速６キロメートルに制限

されているシニアカーや、少子化時代にはます

ます存在を尊重すべき乳幼児を乗せたベビー

カーなど、歩道を行くのは歩行者だけではない

時代が到来しているのである。 

 これまでのように、クルマからの脅威を回避

するために、狭い歩道に歩行者、車椅子、ベビ

ーカー、そして自転車を押し込め、無理矢理共

存させるやり方には限界が来ている。 

 必要なことは道路の使い方を、時代の要請に

沿って見直すことである。 

 

●調査の目的 

 

 本調査は、自転車の持つ優れた機能を、これ

までより一層、社会の役に立てることができる

よう、利用者のニーズに着目して行われたもの

である。自転車は、（１）近距離交通手段とし

て広く日常生活に密着した乗り物であること、

（２）地球温暖化問題がクローズアップされる

中、環境に優しい乗り物として注目を集めてい

ること、（３）健康志向が強まる中、手軽な運

動手段として通勤の際に利用されるほか、スポ

ーツ面やファッション面での関心が高まって

いることなどから、活用はますます拡大されて

いくものと思われる。

しかし、現状では走行

空間が確保されていな

いため、安全に利用す

ることができない、保

管場所が利用しやすい

場所に十分に用意され

ていないなど活用を妨

げる要素もあり、交通

ルールが利用者に必ず

しも周知されていない

こともあって、歩行者

や他の交通にとって迷

惑な存在になっている場合がある。 

 世界的な環境保全意識の向上や、エネルギー

価格の高騰といった大きな時代の流れを背景

にして、最近、我が国でもモデル的に自転車走

行空間の整備とネットワーク化を目指す動き

が見られ、健康ブームもあいまって自転車利用

者が増加する傾向にある。１０年ごとに行われ

自転車会館で開催されたニーズ検討調査委員会 
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る国勢調査の大規模調査によれば、東京区部で

は１９９０年に比べて２０００年には通勤者

の絶対数が約４万人減少する中で、自転車通勤

者は約１１万人増加している。通勤状況調査を

含む２０１０年の大規模調査では、おそらくこ

の傾向がさらに進んでいると予測される。 

 本調査は、こうした自転車に対する社会の期

待が高まりつつあるところから、自転車利用者

の視点に立ち、多様なニーズの発掘を行い、今

後の自転車開発の方向性や法制度の在り方、道

路をはじめとする利用環境の在り方について

明らかにするとともに、利用者のニーズに応じ

た自転車開発や規格・基準の策定等の一助とす

ることを目的として行われたものである。 

 

●調査の方向 
 

 都市交通における自転車の有用性が再認識

されつつある一方で、道路交通法改正に伴う法

運用の議論を発端として、自転車の幼児複数同

乗に関する議論などが高まりを見せている。 

 もとより自転車については、道路交通法の規

制の下、同法の求める規格・基準を満たすとと

もに、同法に沿った利用（交通ルール）が前提

となるものの、幼児の複数同乗の議論に見られ

るように、自転車を巡る法制度や開発体制が

様々な社会的ニーズを抱える利用者から見て

わかりにくく、法令遵守が

履行されにくい部分の残

ることも否定できない。 

 

 

 

 

 

 

 本調査では、 

１）喫緊の課題となっている幼児複数同乗可能

な自転車の開発のためのニーズ調査、 

２）高齢社会を迎えたわが国にとって重要な高

齢者向け自転車の開発のためのニーズ調査、 

３）現在、ほぼ独占的に自動車（主にトラック

など）が担っている流通輸送部門における自転

車活用の可能性検討のためのニーズ調査‐に

ついての研究の３分野に、段階的に取り組むこ

ととした。その後、検討を進めた結果、（３）

については別途に研究会を設置して取り組む

こととなった。 

 

 

大阪でのヒアリング／グループディスカッションの様子 
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●放置問題の呪縛 
 
 これまで、自転車の問題について議論されて

きたのは、多くが駅前などへの「放置自転車」

問題であった。駅利用者や、松葉杖、車椅子、

ベビーカーなどの交通弱者はもちろん、万一の

際の救急車や消防車の活動にも支障をきたす

ものとして毛嫌いされ、自治体の自転車対策の

大半は放置自転車撤去である。 

 放置自転車問題に悩む自治体は、平成４年に

「全国自転車問題自治体連絡協議会」を組織し、

当時全国で 80 万台を越えるとされていた放置

問題の解消を目指し、２００近い自治体が連携

協力して、国に支援や法整備などを求める活動

を開始した。内閣府の平成１９年版放置自転車

等実態調査報告書によると、放置数は１９８１

年の約９８万８千台がピークだったが、２００

７年には約３３万台にまで減少した。駅周辺に

おける自転車駐車場の設置状況をみると、８１

年には約１３３万４千台分であったものが、平

成１９年８月末には約４３７万７千台分の自

転車駐車可能台数となっている。これには平成

６年のいわゆる自転車基本法改正が寄与した

ものと思われるが、次のステップとして、地球

環境問題への対応を視野において、自転車を都

市交通体系における有効な交通手段とする目

標についてはさしたる進展は見られない。 

 「単に放置自転車の解消活動にとどまること

なく、わが国における自転車交通の社会基盤の

整備をはかり、『21 世紀の交通の主役』として

自転車が活用」されるように努力することが謳

われているが、放置問題の解決を進展させると

見られている鉄道事業者の協力について、自転

車基本法などに明確な規定を盛り込むという

全自連の当初の目的が達成されていないこと

もあって、自転車活用に軸足を移すことができ

ないでいるのが現状である。 

 

●駐輪ニーズに応える自治体の登場 

 

 自転車利用者側のニーズは、事故への不安、

走行空間整備についての関心が高く、自治体と

利用者の関心の方向には大きなギャップがあ

ることがわかる。 

 自転車を巡るさまざまな問題のいくつかは、

こうした市民側の潜在化しているものを含む

ニーズと、行政側の関心や施策の優先度とのミ

スマッチから生まれている。たとえば、駅前に

放置された自転車が迷惑であることは論を待

たないが、そこに駐めたいという市民のニーズ

があることもまた言うまでもない。江戸川区が

葛西駅前の広場地下に大規模な機械式駐輪場

を建設したが、地価が高く、用地確保が困難な

都市部で、通行の邪魔をせずに駐輪するという

背反した市民のニーズに応えた好例と言える

だろう。 

 自転車のデザインについても、矛盾した要求

の狭間で開発側、行政側は方向を決めかねてい

るように思える。これまで、どちらかというと

クルマ主体の交通だけを考えてきた傾向があ

るが、近年、都市に住む若者を中心にクルマ離

２，利用者ニーズとサプライ側とのギャップ 
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れが進む状況が生まれ、２００８年後半には世

界不況の波が、隆盛を誇ってきた自動車業界を

直撃したことによって、クルマ以外の交通にス

ポットライトが当たるようになった。 

 

●コンパクトシティの完成された道 

 

 なかでも自転車は、都市交通の一翼を担う可

能性のあるものとして見直され、その以前から

続いていた自転車ブームとの相乗効果によっ

て、政府や自治体が政策テーマのひとつとして

取り上げるまでになった。長い間、モータリゼ

ーションの陰で忘れられてきた自転車のルネ

サンスが始まったと言えるのかもしれない。２

１世紀に入って、映画、小説、漫画などで昭和

３０年代ブームが起きたが、当時、道路交通の

主役であった自転車の復権は、こうした風潮と

まったく無縁ではない。オーバースペック時代

の反省が、かつての古き良き時代へのノスタル

ジーをかき立てる要因となっており、最新のテ

クノロジーとノウハウを盛り込んだシンプル

かつ高級な自転車が人気となっている。 

 特に道路整備については、欧米各国が先んじ

て整備思想に新たなコンセプトを持ち込み、わ

が国にも少なからぬ影響を与え始めている。欧

州では、早くから到来した高齢化に対応するた

め、歩いて暮らせるコンパクトシティ構想が推

進されている。 

 一方、多様な都市交通システムの開発におい

てはやや欧州に遅れをとった米国でも、自動車

だけのものと思われがちな道路を、歩行者や自

転車にも優しいものにしようと訴える、

「Compete Street」（完成された道）」運動が広

がりを見せているっている。 

 道路整備について多くを米国から学んだわ

が国と同様、本家の米国でも歩道や自転車用レ

ーンが未整備な地域が多く、交通量の多い道路

では弱者優先がないがしろにされてきた。とこ

ろが、いまや、米国において天然資源保護協議

会（ＮＲＤＣ）、全米退職者協会（ＡＡＲＰ：

3,800万人の高齢者で組織されている団体）、さ

まざまなレベルのサイクリング団体などの市

民 団 体 が 「 National Complete Streets 

Coalition（全米完成された道同盟）」を組織す

るまでになった。この団体は政策実現のために

積極的なロビー活動を展開しており、既に１４

州と４０の大都市圏・市・郡で、歩道・自転車

レーン・車道を有した「完成された道」を実現

している。2008年初めに、アイオワ州選出のト

ム・ハーキン上院議員とカリフォルニア州選出

のドリス・マツイ下院議員がそれぞれ、全米で

適用される「完成された道」法案を連邦議会に

提出している。 

 

●他のアジア諸国に後れをとるな 
 

 これまで米国型のクルマ社会を目指してき

た隣国・韓国においても、２００８年１１月に

首都ソウル市の自転車交通分担率を、現在の１.

２％から１０年で１０％にまで引き上げる「計

画」を発表し、得意の「集中と選択」方式を採

用して、翌１２月にはバス停留所前にシャワー

施設付き駐輪場や、コミュニティ自転車システ

ムをスタートさせている。特に注目すべきは２

０１２年までにソウル市だけで２０７ｋｍの

自転車専用道を建設するとしていることだ。 

 わが国でも２００８年に全国９８カ所で自

転車モデル道計画がスタートしたが、目標の総

延長は平成２１年度末で自転車道・自転車レー

ンの合計が１１１ｋｍである。しかも、地方に

よっては未だに歩道上に自転車通行部分を造

って、モデル道と称するところもある。地元の
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理解、予算の壁など、さまざまな要因で計画は

なかなか進展しない。現実には目標年の１月時

点で自転車道は４・２ｋｍ、自転車レーンは

３・４ｋｍが整備されたにとどまっている。 

 ただ、これは日本特有の完全主義に負うとこ

ろが大きく、急激に進む高齢化対応を含め、

着々と地道に進んでいると期待したい。 

 高齢化に加えて、世界的な原油生産量の減少

が新たな課題を生じさせている。わが国は戦後

一貫して自動車が便利な街づくり、自動車がな

ければ暮らせない街づくりを続けてきた。現在

の繁栄はその結果であるとも言える。 

 しかし、原油以外のエネルギーの安定供給や

使い勝手の悪さなどの制約から、移動手段のエ

ネルギーの主役はやはり石油の時代が続いて

いる。わが国は原油供給不足という重圧に耐え

うる環境にはない。徒歩や自転車で移動するこ

とが安全で快適な道路が十分に整備されてい

れば、自動車の分担率を簡単に数十％減らすこ

とができるはずである。 

 

●先進技術で注目を浴びる日本 

 

 環境学者として名高いレスター・ブラウンは

こう言っている。「自転車には魅力的な点が多

い。交通渋滞は緩和され、大気汚染は少なくな

り、肥満も減る。気候を乱す二酸化炭素も排出

しないし、舗装する面積も少なくて済む。そし

てその価格は、自動車を買えない数十億の人々

にも手の届く範囲にある。また短距離の移動に

車ではなく自転車を使うことほど、効果的に炭

素排出量を減らす方法はあまりない。自転車は、

工学的に見て驚くほど効率が良いのだ。金属と

ゴムでできた約１０キロの製品を買えば、個人

の移動能力は３倍に跳ね上がる。私の自転車な

ら、ジャガイモ１個を食べたエネルギーで優に

１１キロは移動できるだろう。一方自動車は、

１人の人間を運ぶために少なくとも１トンの

物質が必要で、極めて効率が悪い。（中略）多

くの都市で、自転車がさまざまな用途に活用さ

れるようになってきた。米国は現在、人口５万

人以上の地域を管轄する警察署の約７５％が

毎日のパトロールに自転車を利用している。自

転車による配達サービスは、世界中の大都市で

普及している。小さい荷物を届けるには車より

速く、コストもかからないという単純な理由か

らだ。自転車の潜在能力を活かす上で重要なの

は、自転車に優しい交通システムを構築するこ

と、つまり自転車専用道を造り、さらに車道に

は自転車用レーンを設けることだ。」 

 レスター・ブラウンはさらに、わが国におけ

る自転車利用を次のように評価している。「日

本も、自転車利用と電車通勤を結びつけるため

に関係者が一丸となって取り組んできた。駅に

駐輪場を設置して、自転車利用者が電車で通勤

しやすいようにしたのだ。日本では、電車通勤

のために駅まで自転車を利用する人の数があ

まりにも多くなったため、立体駐車場ならぬ立

体駐輪場を設置した駅もある。」 

 確かに世界に類例のない機械式地下駐輪場

を持つ国はわが国をおいて他にないだろう。残

念なことにそれ以外に、利用者の安全や利便を

考える施策がまだ実行されていない事実を、ブ

ラウン博士は知らないようだ。 
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●議論の進め方について 

 

 本委員会は当初、まず、喫緊の課題となって

いる幼児複数同乗可能な自転車の開発に向け

た背景調査として、子どものいる母親の生の声

を集め、アンケートなどでは抽出することが難

しい「実感」に基づく実情把握を行う調査事業、

次に、高齢社会を迎えたわが国にとって重要な

高齢者向け自転車の開発に寄与する有識者か

らの情報提供、さらにはこれからの自転車の製

品ニーズに関する意見交換会を開催し、自転車

を取り巻く所要の法制度及び利用環境整備等

について整理したうえ、必要に応じて関係機関

への提言を行うことを予定していた。 
 しかしながら、第一の幼児複数同乗可能な自

転車については、交通規制を担当する警察庁の

「幼児２人同乗用自転車」検討委員会、新たな

自転車の開発を担当する財団法人自転車産業

振興協会の「安全性に配慮した幼児２人同乗用

自転車開発委員会」も精力的に研究と議論を進

め、試作品の製作をすすめており、利用者のニ

ーズを把握した上で、開発計画を進める方向で

進めることができなくなった。 

 子ども乗せ自転車についての方向を示すこ

とは、日々、子どもたちを乗せて走っている母

親にとって喫緊の課題であり、猶予できること

ではないが、根本に及ぶ議論が尽くせないまま

に対処療法的に対策を講じ、拙速に過ぎること

は将来に禍根を残す可能性がある。本調査の成

果を今後の施策に活用することを望みたい。 

 第二の高齢者向け自転車、及び第三の今後の

自転車政策に関する調査及び提言については

本調査報告書の二部にまとめられている。 

 

●歩行者自転車の優先通行を 

 

 わが国は世界に冠たる自転車大国である。同

時に、世界有数の自動車大国でもあり、長い間、

歩行者や自転車の通行について、真剣に議論さ

れることはなかった。 

 前段に述べたように、エネルギー高騰、高齢

化、健康志向、地球規模の環境問題などの社会

的制約を乗り越えるための手段として、自転車

はその可能性が見直されつつある。自転車は、

それ自体ではなんの役にも立たない。走る空間

と利用目的があって、はじめて都市交通の有力

な手段になりうるのである。 

 では、実際に誰が自転車を活用したがってい

るのだろうか。そのニーズを探る前に、注目す

べき、そしてわかりやすい海外の事例に触れて

おこう。 

 ２００７年の夏以来、花の都・パリが「自転

車の街」に変わった。「ヴェリブ」というレン

タル自転車が、街中を埋め尽くす勢いである。

放置自転車を流用したちゃちなものではなく、

ＧＰＳ、コンピュータ内蔵の三段変速ギア付き

の頑丈なものが既に２万台以上配備され、駅や

公共施設などで自由に借り出し返却ができる

２４時間稼働の無人専用スタンドが１４００

箇所以上できている。市内では３００メートル

以内に必ずヴェリブ格納スタンドがあり、市民

３， ニーズの把握が拓く自転車の未来 
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は地下鉄やバスの拠点を移動するのに、ひょい

と借りて、次のスタンドで返却しながら、街中

を回遊できる。最初の３０分は無料、１時間ま

で１ユーロ（約 166 円）、ワンコインと格安だ

が、３０分ごとに返却する手間を惜しまなけれ

ば一日中無料で使うことができる。半年で延べ

２０万台の貸し出しが目標だったが、最初の一

年間で延べ２７００万アクセスを記録すると

いう大成功をおさめた。 

 

●ニーズは潜在化している 

 

 パリ市の人口は約２１７万人、ほぼ名古屋市

に匹敵する規模である。パリと言えば慢性的な

交通渋滞が連想されるほどのクルマ社会であ

る。自転車の交通分担率はヴェリブ以前で約

４・５％、ヴェリブ後でも５％そこそこと言わ

れている。つまり、パリ市民にはヴェリブを待

望するようなニーズはないのである。 

 ところが、いざヴェリブがスタートすると、

昼休みに少し離れたレストランへ出かける、仕

事先に乗っていく、買い物やデートにも使われ

るなど、さまざまな利用が生み出された。１２

年かけて４００ｋｍを超える自転車走行空間

を整備したおかげで、パリの街は自転車で移動

することが安全で快適になっていたのである。

その結果、クルマで出かけるよりも地下鉄やバ

ス、そして自転車を活用した方が便利で安全で、

しかも経済的であることが市民に浸透し始め

ている。自転車が便利だとなると、ヴェリブの

ような共用自転車に飽き足らない人々は、パー

ソナルな高級自転車を購入するようになり、観

光客も自転車で市内観光する場合には、いちい

ち返却しなくてすむ観光用レンタル自転車を

借りるようになる。自転車店も観光用レンタル

自転車店も、ヴェリブが始まる前は客を奪われ

るとして猛烈な抵抗運動を展開したと報じら

れているが、いまや、ヴェリブはそうした新た

な需要まで喚起したことがわかっている。 

 パリ市民に、ヴェリブが登場する前に「ヴェ

リブが欲しいですか？」と聞いても、ニーズは

顕在化しなかったのである。しかし、ニーズは

間違いなく存在し、具現化すれば圧倒的な歓迎

で受け入れられたのである。 

 まったく同じことが、社会環境の異なるわが

国で起きると主張するつもりはない。遠い異国

で起きた事実から教訓を得るとしたら、潜在的

なニーズを捉える作業が、いままさに求められ

ていると言うことである。 

 

●子育てこそ国家の使命 

 

 幼児を乗せて街を行く母親たちのニーズが

どこにあるのか、アンケートやとおりいっぺん

の調査では入口にすら到達できない。子育て中

の母親は猛烈に忙しいのである。インターネッ

トの調査ですら、答える時間がないほどである。

自分や自転車に乗る子どもたちは、道路のどこ

を通行すべきかを聞けば「歩道」と答えるしか

ない状況におかれている。幼児を臨時託児所で

預かって、ヒアリングとディスカッションを経

て、はじめて「実は安全に通行できるなら、段

差のない車道を走りたい」と本音がみえてくる。

それでも、多くの母親は、車道は危なくてとて

も走れない、クルマの通行を邪魔すれば肩身が

狭い、と思い込んでいる。 

 わが国はいつのまにこのような苛烈な子育

て環境にしてしまったのだろうか。少子化現象

がさまざまに議論されているが、卑近な環境に

おいてさえ子どもを持つことのリスクが顕在

化している限り、少子化傾向に歯止めをかける

ことは難しく、わが国全体の国力の低下は避け
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がたい。 

 今を生きる私たちにできることは、潜在化し

ている真のニーズを丹念に慎重に発掘し、長期

的な視野に立ってニーズに応える施策を実現

していくことである。 

 自転車を取り巻く状況は大きな転換期にさ

しかかっている。 

 この転換期に国民のニーズを先取りする施

策を打ち出すことこそ、自転車愛好家の底辺の

拡大を図り、自転車競技の頂点とも言うべき

「競輪」ファンの拡大にもつながる道であると

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小平市でお母さんたちが乗ってきた自転車 
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第一章「子育て支援を求める母親にどう応えるか」 
利用者ニーズに基づく自転車の開発に向けた調査検討報告（１） 
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●複雑なルール 
 

 そもそも二輪の自転車に複数の人間が乗る

ことは法律違反である。法律で禁じているのは、

自転車が車両の一種であり、本来の座席数を超

えて乗車することが危険であるからである。 

 乗車定員はそれぞれの自転車の型式によっ

て定められるべきものだが、我が国の場合には

自転車は車両でありながら、統一された規定が

無く、道路交通法第５７条第２項に基づき、都

道府県公安委員会規則において制限が定めら

れている。したがって、座席が複数の自転車、

たとえばタンデム自転車は長野県と兵庫県で

は公安委員会規則によって走行が認められて

 
子ども乗せ自転車のニーズに関する調査について 

 

 

ヒアリングモニター編 
 
 全国１０カ所において、６歳未満の子どものいる日常的に自転車を利用している母親を対象

に、聞き取り調査、フリーディスカッション等を行った。 

 対象者７１名からは、転倒の危険がないことを切望していること、生活上の必要から危険を

覚悟で自転車を利用していること、自転車のルールや特性に関する情報が不足していること、

安全な自転車への期待とともに、荷物を運ぶことができる工夫、デザインの良さ、貸出制度等

の経済的負担への配慮を望んでいることなど、子育ての実情に迫った報告がなされている。具

体的には、こぎ出しの苦労を避けるため、可能な限り停止したくない心理が出会い頭や歩道で

の対歩行者の事故を誘発している現状から、「子どもを乗せた自転車が安全に走行できる道路空

間」、「２人以上の子どもが乗車可能な安定性や走行性の高い自転車が安全に走行できる車道側

の自転車レーンなどの道路環境」などの道路整備の必要性、あるいは「道路空間が整備される

までやむなく歩道を通行する場合に子どもを乗せた母親が歩道を『徐行』できる安定性に優れ

た自転車の設計」など自転車規格の見直しの必要性、道路上の自転車を尊重し認識させるため

「自動車運転者の教育の徹底」、「子ども乗せの危険性の周知・徹底を行うとともに、自転車利

用者に対する交通ルールの遵守を徹底するための対策」などの③ソフト面での対策の必要性の

３点を求めている。 
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いるが、それ以外の地域では指定された観光地

など特定地域でのみ認められており、一般には

許されていない。兵庫県では、目の不自由な人

などにも自転車での移動や楽しみを享受する

ことを可能にするため、平成２０年７月１日

「兵庫県道路交通法施行細則」の一部改正によ

り、二輪のタンデム自転車の公道走行が許され

た。規則改正の目的は視覚障害者への福祉目的

だが、タンデム車を乗りこなすには健常者同士

の乗車での訓練が必須なため、結果として誰で

もが二輪の自転車であっても座席とハンドル、

ペダルが二人分あるタンデム車を走行させる

ことが可能となっている。 

 

●地域によってまちまちなルール 
 

 三輪あるいは四輪の自転車であれば、座席数

が複数の自転車で公道を走行できる自治体は

少なくない。三輪自転車の複数同乗を認めてい

る自治体は、平成２１年１月現在、山形県、福

島県、東京都、神奈川県、新潟県、長野県、静

岡県、愛知県、大阪府、山口県であり、四輪自

転車であっても公道は走行できないルールを

持っているのは千葉県、広島県、愛媛県、福岡

県、長崎県の４県のみである。 

 自治体によって対応が異なるのは、最近まで

複数同乗を前提とした自転車が公道上を走行

する必要がなかったが、１９９７年の気候変動

枠組条約締約国会議第三回会合（ＣＯＰ３）が

開催された折、環境にやさしい乗り物としてド

イツから輸入されて話題となったベロタクシ

ーの導入にあわせ、各自治体が三輪であれば座

席数の乗車を認める、あるいは認めないルール

を設けないという対応をとったためと考えら

れる。 

 

●ルールと安全の板挟み 

 

 いずれにしても、これらの自転車は、内閣府

令に定める「普通自転車」ではないため、歩道

の通行は認められていない。あくまで軽車両と

して車道の最左端を通行するものである。 

 本報告書で取り上げているのは、普通自転車

として歩道通行が認められている自転車であ

って、主に母親が幼児を複数人乗車させている

ものである。 

 まず、１６歳以上の運転者が、６歳未満の幼

児を一名、幼児用座席に乗車させるか運転者が

背負う場合は、道路交通法と各公安委員会規則

で認められている。加えて、もうひとりの幼児

を運転者が背負う場合を認めている場合と、こ

れを禁止する場合がある。いずれの場合も乗車

させる幼児を自転車のどこに乗せるかについ

ては規定がない。 

 欧州の例を見ると、幼児を背負うか、後部座

席に乗車させる、あるいは自転車のフレーム上

部に座席を取り付けて乗車させる場合【写真】

が見受けられ、ハンドル部分に座席を設けて幼

児を乗せるのはきわめてまれである。自転車を

車両と考えれば、最も重要な操舵部分に荷重を

かけることの危険は言うまでもない。ハンドル

操作を危うくする装置については見直しが必

要ではないだろうか。 
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 交通統計(平成１９年版)によれば、２００７

年には６歳未満の幼児が自転車同乗中に１８

００名以上死傷している。常に確実なハンドル

操作ができる状態にしておけば、犠牲者は減少

させることができるはずである。ヘルメットな

どの着用を推進することは大切だが、死亡しな

ければ良い、あるいは怪我が小さければ良いと

いうものではない。いかに事故を未然に防ぐか

について、メーカー、利用者をはじめ関係各層

に対して官民を挙げた積極的な働きかけを行

う必要を強調したい。 

 

●「徐行」は可能か 

 

 １９９１年に主婦の友社の母親向け雑誌「Ｃ

ｏｍｏ」との共同開発により丸石自転車が国内

初の子ども乗せ専用自転車として発売した「ふ

らっかーずＣｏｍｏ」は、ハンドルの軸受け部

分に荷重がかかるよう設計して、この問題にひ

とつの解決を提示し、今日までこの分野でのベ

ストセラーを記録している。ただし、ハンドル

中央部の座席に乗車している幼児が予期せぬ

動きをしたときには、大きくふらつく場合があ

り、安全性は高まったとはいえ、安心して幼児

を同乗させるところにまでは達していない。 

 また、子ども乗せ自転車の単体としての安全

性が高まったとしても、当該自転車が普通自転

車として歩道を通行する場合は、道路交通法に

よって「徐行」が義務づけられている。 

 自転車の「徐行」については、道路交通法第

二条に「車両等が直ちに停止することができる

ような速度で進行すること」と定義づけられて

いるが、「直ちに」が何メートルであるのかは

明記されていない。 

 

 

●「徐行」は何キロ／時か 

 

 自動車の場合には、運転免許更新講習などで、

徐行について具体的にブレーキを踏んでから

１メートル以内で停止できる速度とか、おおむ

ね時速１０キロメートル程度と教えているが、

歩道を歩いている歩行者の速度がせいぜい４

から５キロメートル／時と考えられるところ

から、同じ場所を通る自転車が自動車と同じ要

件とは考えにくい。 

 歴史的には、１９７８年に参議院地方行政委

員会において、当時の警察庁交通局交通企画課

長・鈴木良一氏が答弁した「時速四、五キロぐ

らいのことであろうと思いますが、すぐとまれ

る速度」というのがこれまでの公式な目安と考

えられる。２００７年に警察庁が開催した「自

転車の安全な通行方法に関する検討懇談会」の

第二回会合の資料１「自転車の通行ルール等に

関する教則見直し検討資料」の８ページには

「※「徐行」や「直ちに徐行に移ることのでき

る速度」の目安については、自転車走行実験の

結果を踏まえ検討」とされており、最終報告書

には「「徐行」の速度の目安は「ふらつかない

程度に走行できる最も遅い速度」とすることが

適当」と記載され、安定的に走行できる最も遅

い速度の平均速度は時速約７，５キロとしてい

る。これが自転車の徐行の定義と考えて良いだ

ろう。 

 

●無理のない交通秩序づくりを 

 

 つまり、幼児を乗せた母親に、歩道を時速

７・５キロ以下で走ることが求められているの

である。実際には不可能とは言わないが、およ

そ現実離れした想定と言わざるを得ない。教則

でどのように方針を示したとしても、子どもを
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自転車に乗せて歩道を疾走することを、多くの

母親たちはやめようとはしない。ひとことで言

うと「やむを得ない」だが、その背景には、子

育て環境の苛烈な現状があることを忘れては

ならない。少子化は、理由無しに起きている現

象ではないのである。 

 少子化対策として莫大な予算（平成１９年度

当初１兆６７４５億円）が計上され、さまざま

な施策が実施されているが、ベビーカーを押し

て街に出て、自転車やクルマに脅かされる環境

を放置したままでは、実感としての「子育て支

援」は感じにくい。ドイツをはじめとする欧州

各国で始まっている「子ども通り施策」（いわ

ゆる『おんも』を取り戻すため、住宅地などで

クルマの通行を禁止するか、徐行を義務づける）

といった政策が検討されるべきだろう。 

 

●親の本音に応える子育て支援を 

 

 さらに喫緊の課題は、子どもたちを伴っての

移動問題である。 

 地球環境問題を無視すれば、クルマでの移動

がベストである。ただ、現実にはガソリン代は

高く、クルマの維持費も年間平均６０万円が相

場となり、目的地の保育園や幼稚園に駐車場は

ない。母親として、子どもたちの時代に少しで

も良い環境を残したいと願うから、排気ガスを

敬遠するのも当然なのである。現代のわが国で

は、選択肢は一つしかない。自転車である。母

親たちの本音に耳を傾けてみよう。 

 調査は、主に６歳未満の子どものいる母親を

少人数集め、子どもたちを臨時一時保育に預か

って聞き取り調査を行った。１回の調査に要し

た時間は平均２時間強に及び、簡単な基礎デー

タ収集のためのアンケート記入に１０分間、個

別の質問に３０分間、共通の関心事に３０分、

さらに欧州の母親たちが使っているベビーカ

ー自転車などの情報提供を行い、その後、参加

者同士のフリーディスカッションに２０分を

配分するよう意図して進行した。 

 調査地点と調査対象は次ページの表のとお

り、東京都山の手、下町、北部と三多摩地域、

神奈川県、埼玉県の中核都市、関西の大阪、京

都、北海道札幌市、及び四国地方・愛媛県松山

市の１０カ所で行い、合計７１名から実態に即

した生々しい実感を聞き取ることができた。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

さいたま市でのグループ・ 

ディスカッションの模様 
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●調査対象地域一覧 

 調査地域 調査地点 調査日 対象 

1 

東京都世田谷区 

ひまわり保育園 東京都世田谷区下馬

6-15-13  SSビル2F 5月9日 7 名 

2 

埼玉県さいたま市 

レンタルスペース・ホーリィ  さい

たま市浦和区東仲町１－２３ 5月27日 6 名 

3 

神奈川県海老名市 

コアロード海老名V（ファイブ）エン

トランス２F集会場 海老名市中新田１

－２ 5月31日 8 名 

4 

東京都小平市 

三浦様宅 東京都小平市上水本町

1-7-11(西武線鷹の台駅徒歩８分) 6月2日 8 名 

5 

大阪府大阪市城東区 

ロイヤルアーク城東野江６０１号 大

阪市城東区成育２－５－２５ 6月6日 6 名 

6 

京都府京都市左京区 

京都市修学院児童館 京都市左京区一

乗寺燈籠本町26 6月17日 7 名 

7 

東京都豊島区 

社会福祉法人若草保育園：豊島区南大

塚1-10-3 ＆ 区民ひろば南大塚 豊

島区南大塚2-36-1 6月24日 10 名 

8 

東京都江東区 

社会福祉法人ひまわり福祉会 ひまわ

りキッズガーデン東雲 東京都江東区

東雲1-9-18-203 6月25日 5 名 

9 

北海道札幌市北区 

札幌エルプラザ 北海道札幌市北区北8

条西3丁目28番 7月8日 8 名 

10 愛媛県松山市 門脇邸 愛媛県松山市清住2丁目1206 7月14日 6 名 
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◆年齢層： 

◆子どもの数： 

◆住居の形態： 

 都市部と郊外地域に分けると、都市部ではマ

ンション・公団などの借家の割合が高く、郊外

地域では一戸建て持ち家が半分以上となった。 

◆ 都市部（札幌・江東・豊島・世田谷・大阪） 

◆郊外（さいたま・小平・海老名・京都・松山） 

持家 19 54% 一戸建 63% 
借家 3 9% 
持家 5 14% 共同住宅 37% 
借家 8 23% 

 ヒアリング項目（１３）「安全なものであれ

ば購入するか」との問いに「ＹＥＳ」と答えた

者の５０％は一戸建て持ち家に居住しており、

子ども乗せ専用自転車を家に置くことができ

る環境がある場合に積極的に求める傾向があ

る。そのため、家や玄関に余裕のない場合には、

ヒアリング項目（１）でほぼ全員が「子どもを

自転車に乗せることを危険と考えている」にも

かかわらず、欲しくとも環境が許さないため

「安くても買わない」と答えていると考えられ

る。 

◆ クルマの有無： 

自家用車の所有率は７５％、特に郊外地域では

89％に達する。しかし、１人を除いて日常の移

動は自転車と答えている。 

◆電動アシスト付き 

有り 7 19% 都市部 
無し 29 81% 
有り 2 6% 郊外地域 
無し 33 94% 

 

◆変速装置付き 

◆ふらっかーずタイプ 

ふらっかーずタイプは都市16台 郊外13台と

都市部の方が多い。 

 
調査対象の基礎データ 

20歳代 30歳代 40歳代 

11名 54名 6名 

15% 76% 8% 

1人 2人 3人 4人 

7名 42名 20名 2名 
10% 59% 28% 3% 

持家 27 38% 一戸建 46% 

借家 6 8% 

持家 19 27% 共同住宅 54% 

借家 19 27% 

持家 8 22% 一戸建 30% 
借家 3 8% 
持家 14 39% 共同住宅 70% 
借家 11 31% 

有り 22 61% 都市部 51% 
無し 14 39% 
有り 31 89% 郊外地域 49% 
無し 4 11% 

有り 23 64% 都市部 
無し 13 36% 
有り 20 63% 郊外地域 
無し 12 38% 
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（１）自転車に子どもを乗せることは危険だと

思うか？： 

 都市部では全員が危険だと答えた。 

 

（２）前のハンドル部分にある子ども用座席は

安全だと思うか？： 

子ども1人 5 7% YES 10% 
子ども2人 2 3% 

NO 90% 
 安全と答えた母親の自転車はいわゆるふら

っかーずタイプである。 

 

（３）後ろの荷台部分にある子ども用座席は安

全だと思うか？： 

YES １ 1% 
NO 70 99% 

 安全と答えたのは世田谷区に住む２０歳代

の子ども1人がいる母親で、問（１）に対して

は「危険だと思う」と答えている。高価なヘッ

ドガード付き最新型座席を購入したばかりで

あった。 

 

（４）こぎ出しの時や停止しようとする低速時

にふらつかないで安全に運転できるか？： 

YES 0 0％ 
NO 71 100％ 

 多くの母親は聞かれたとき質問の意味が理

解できない。状況を説明すると「危険であるこ

とは当然であり、考えてみるまでもない（意識

したことはない）」と答えている。 

 他の質問に対する場合でも、「危ないけれど

他にどうしようもないので意識しないように

している」としている。 

 

（５）歩道をふらつかずに徐行できるか？： 

YES 0 0％ 
NO 71 100％ 
 通常は全員が自転車で歩道を通行すると答

えている。歩道が歩行者でいっぱいの時や走り

にくい（看板や駐車、ゴミの日）場合に車道に

出て、クルマが少なければそのまま走ると答え

ているが、その危険性に対する認識は、問者が

なぜ危ないかを説明すると驚く母親がほとん

どという程度に低い。 

 また、この問いについては、全員が質問の意

味を当初、理解できなかった。歩道上での自転

車は「徐行」が義務づけられていることを知っ

ていた母親は皆無であった。改正道交法で、歩

道通行が禁止されたと思っていたものと、子ど

もと高齢者、そして子ども乗せ自転車（１３歳

未満を乗せているのであるから）は歩道走行で

きるようになったと思っているものがほぼ半

数ずついた。説明した上で聞いたところ、早足

程度で自転車を運転することは危険なので、安

定させるためある程度のスピードに早く達す

るよう頑張る、との答えが圧倒的であった。ち

なみにこれまで「３人乗り」や「徐行違反」で

注意を受けた経験のある（何か言われたが意味

がわからなかったというものを含む）ものはい

なかった。 

（６）子どもを前に乗せている場合、前方は見

 
ヒアリングへの回答 

都市部 36 100% YES 96% 
郊外地域 32 91% 
都市部 0 0% NO 4% 
郊外地域 3 9% 
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やすいか？： 

YES 4 6％ 
NO 67 94％ 
 前に乗せている子どもが３歳前後になると

前方が見にくくなる、と答えている。ヘルメッ

トをかぶせると見えなくなるので、前の子には

かぶせないと答えた母親が複数名いた。 

 

（７）子どもを乗せても一人で乗るときと同じ

ように運転しやすいか？： 

YES 3 4％ 
NO 68 96％ 
 ＹＥＳと答えたのは全員、松山市の母親であ

る。理由は定かでない。 

 

（８）子どもを乗せたままでスタンドは楽に立

てられるか？： 

YES 1 1％ 
NO 70 99％ 
 多くの場合、後部座席の子どもが年長であり、

母親が自転車を支えていれば自分で座席から

自転車を降りることができる。多くの母親は子

どもに降りてもらってからスタンドをたてる

と答えている。子どもが自分で降りられない場

合は、苦労してスタンドをたて、後部座席の子

どもを先に降ろす。子どもの予期せぬ動きで前

の座席の子どもごと転倒させた経験がいくつ

も語られた。 

 

（９）子どもを乗せたまま自転車を安全に押し

歩くことができるか？： 

YES 0 0％ 
NO 71 100％ 
 坂道や駐輪場、人混みなど、あるいはパンク

などの故障時にやむなく押し歩きを経験し、転

倒したと告白した母親は２割前後であった。経

験者はもちろん、転倒を経験していない母親も、

危険をよく承知しており、走り出したらできる

かぎり停まらないようにしている。 

 

(１０)子どもを乗せた上に荷物を十分にのせ

られるか？： 

YES 1 1％ 
NO 70 99％ 
 乗せられると答えたのは海老名市の４０歳

代の子どもを一人がいる母親である。比較的自

転車を使う頻度は低く、荷物があるときは乗用

車を利用するとしている。 

自 転車で荷物を運べないと答えた母親の中

には、荷物があるときには車を使うので、クル

マと自転車の両方が必要と答えたものがあり、

賛同者が数名いる。 

 荷物を載せる方法としては、子どもに持たせ

る、後部座席にぶら下げる、自分が背負う、子

どもの足元の隙間にねじ込む、ハンドルにぶら

下げる（あまりに危険なので前に子どもを乗せ

ているときにはやらない）などがある。 

 

（１１）変速やアシストが付いている自転車を

使っている場合、（それぞれの機能を）使って

いるか？： 

YES 12 17％ 
NO 59 83％ 
 電動アシストは使っているが、変速機を使い

こなしているのは４名にとどまった。付いてい

ても使ったことがないという母親が多い。小径

の自転車はペダルをたくさん回さなければな

らないと思い込んでいる。 

 

（１３）安全な自転車が完成したら購入する

か？： 

YES 32 45％ 
NO 39 55％ 
 今の自転車と同じ程度の価格（子ども用座席
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を含む）であれば購入を考える、とする母親と、

子育て後に使い回しがし難ければ購入しない

とする母親の意見が出されるたびに、全員の意

見がその方向に流れる傾向がある。 

 価格については、自分の経済状態に加え、他

者とのバランスを意識する傾向がある。 

 全体の傾向として、安全が保証されるのであ

れば、今より高いのはやむを得ないが、そのレ

ベルは2倍までには達しない。ＹＥＳと答えた

場合も、当然だが「価格による」という答えを

前提として、購入を検討するとしたものである。 

 ただし、検討するとした対象は一見して転倒

の可能性の低い三輪タイプ車である。画像で示

した内定１２社の試作車の説明資料が一般に

はわかりにくいこともあり、代わり映えしない、

格好悪い、との評価が多かった。 

 数年間の我慢なので、使い回しのできない子

育て専用車を購入するつもりはないとする答

えが過半となったが、子どもたちを守ることの

できる安全な移動手段を望む声は切実である。 

 

（１４）【参考】欧州型三輪車であれば、レン

タル料を月額いくらまで払うか？： 

借りない 15 21％ 
月 1000円 44 62％ 
月 2000円 9 9％ 
月 3000円 3 3％ 
4000円以上 0 0％ 
 ベビーカー市場では、近年、とみに外国メー

カー製品の人気が高く、国産メーカーは押され

気味の傾向にある。ヒアリングやディスカッシ

ョンでも、日本製はハンドルが低すぎるとの意

見が出され、体格の向上した日本の母親のニー

ズにメーカーが対応できていない状況を垣間

見ることができた。 

 自転車についても同様の傾向が感じられ、デ

ィスカッションなどで参考のために欧米の子

ども乗せ自転車を画像で見せたところ、それま

での議論が止まってしまう現象が見られた。こ

れは、ファッション性や、まったく発想を異に

したデザインセンスに驚くとともに、そうした

子ども乗せツールを使うことができる道路交

通環境が身近にない事実に思い当たるからで

あろう。 

 地域によっては、道路が広く、クルマの通行

が比較的少ないため、高くても購入したいと真

剣に訴える母親もいたが、邦貨にして２０万円

を超えると聞くとさすがに消沈する。欧州では

こうした期間と用途が限定されている子育て

グッズは、公的な機関あるいは市民団体などで

比較的安価で借りることができる仕組みがで

きている。 

【写真下】三菱化学

の試作車（ＨＰより） 

 

【写真右上】欧州製子ども乗せ自転車を実際に輸

入して試乗した。 

【写真下】前二輪を駆動するため雪道でも使える

北欧の子ども乗せ・荷物運搬用自転車。 
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■試乗車とモニター 

 

 試乗対象車は３月３日に開催された（財）自

転車産業振興協会の検討委員会において、８メ

ーカー１０台が指定された。【別紙：試乗対象

車一覧】 

 試乗は２日間４回（各回２時間）に分けてモ

ニター３０名ずつ計１２０名を目標に行った

が、前日の季節外れの降雪の影響もあり、最終

的にモニターは７０名となった。モニターのほ

とんどは子どものいる母親であり、同伴した子

どもたちを一時的に預かる体制を準備したが、

１０台の試乗車を評価するのに一人平均一時

間強を要することもあり、保育は一大事業とな

った。 

 天候などの影響でモニター数が目論見の６

割程度にとどまったためもあり、幼児のけがや

転倒事故などなく、無事に試乗会を終えること

ができたが、子どものいる親の時間を拘束する

ことの困難を痛感させられた。しかし、こうし

た労苦を惜しんでは、実情に迫る調査ができな

いことも事実であり、参加した母親から「よう

やく（政府・経済産業省が）私たちの声を聞い

 

幼児２人同乗用自転車試乗会モニター調査について 
平成21年3月４、5日実施 

於：葛飾区新宿交通公園 

協力：葛飾区役所、葛飾バイコロジー、亀有警察署 

 

試乗モニター編 
 

（財）自転車産業振興協会では、（財）ＪＫＡからの「競輪の補助金」を受けて１２のメーカー

（公募により決定）に、「安全性に配慮した幼児２人同乗用自転車」の製作を依頼し、１２月

の中間報告会（第一次試作車試乗会）を経て平成２１年２月末に最終試作車の開発が完了した。 

 （財）日本自転車普及協会では、製作が完了した最終試作車を借り受け、主に利用者となる

幼児のいる母親による試乗会を、東京都葛飾区などのご協力により実施した。 

本件は、警察庁の「幼児２人同乗用自転車検討委員会」において議論が行われていることも

あり、業界として現場の母親の意見・ニーズを汲み取り、少子化対策・子育て支援という国を

挙げての取り組みに寄与する意図をもって行ったものである。 
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てくれるようになった」という喜びの声も聞か

れた。 

 

■評価方法 

 

 モニターにはゼッケン並びにヘルメット（提

供協力：オージーケーカブト）を装着し、見物

する子どもたちへの教育上の配慮から、交通公

園で行われる走行にふさわしく、会場内では徹

底して交通ルールが遵守された。 

 試乗車は、試作品のため実際に乳幼児を乗車

させることはできず、一定量の水を封入したビ

ニール袋を子ども乗せ用座席に搭載し、全車の

条件を同一にした。 

 生身の乳幼児は乗車中に運転者が予測し得

ない動作を行うことが聞き取り調査で明らか

になっており、固形の重量物や重心の安定した

重り（砂袋など）では、実際の状況が再現でき

ない。人間の身体は約７０％が水分とされてお

り、これに近い積載物として水を含ませた高分

子ポリマー（紙おむつなど）などが考えられる

が、使用後の廃棄処分の問題や環境的配慮から

好ましくないと考え、非常用ポリタンクを使用

した。 

 加重は、前座席には２歳児を想定した１０キ

ログラム、後部座席には４歳児を想定した１５

キログラム（容量は１６リットル）とした。こ

れは厚生労働省雇用均等・児童家庭局「平成１

２年 乳幼児身体発育調査報告書」及び文部科

学省生涯学習政策局「平成 20 年度学校保健統

計調査・速報」から推計したものである。 

 当日は一部の開発メーカーが説明員を配置

し、試乗車の説明や運転指導を行った。 

 モニターは、葛飾区役所から占用を許された

一周２６０ｍのコース【別紙：コース図】を左

側通行、信号などを守り、原則として一人２周

し、感想、意見を所定の用紙に記入した。 

 

■全体の印象 

 

 子どもを日常的に乗せて走っている母親が

多いため、いずれのモニターもたいへん運転が

上手なことが印象的であった。乗り慣れた自転

車に、子どもを乗せることで比較的早く運転が

上達しているものと思われる。そのため、三輪

以上の試乗車や、新しい機能（ハンドルロック

装置や後進防止装置など）については慣れるま

での時間が必要で、乗りこなすところまで習熟

できたモニターはきわめて少なく、厳しい評価

につながっている。現実に自転車を利用する母

親に、特殊な機械的操作を要求する設計は無理

があると言わざるを得ない。 

 また、見た目に現行モデルと明らかな差異が

大きい場合は、恥ずかしい（奇異な目で見られ

たくない）という意識が強く働くものと思われ

る。それでも、個性的で格好いいおしゃれなデ

ザインのものには好意的な反応が見られ、試乗

対象ではなかったが、参考に展示した欧州製三

輪には強い関心が寄せられた。 

 モニターには自転車について、特にメカニカ

ルなことについての理解はほとんどないこと

が、この調査でも再確認されている。代表的な

ものは、タイヤサイズが小さいものはたくさん

こがなければスピードが上がらない、というも

のである。試乗会でも、ギアを使いこなす母親

は少なかった。また、乗り手の体格による評価

の分かれも大きかった。 

 この試乗会へのメディアの関心は高く、ＮＨ

Ｋ，フジテレビ、ＴＢＳをはじめ、各新聞や雑

誌も写真入りで報じた。
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●年齢層 

モニターの年代は次の通り 

10代 0 0.0% 

20代 6 8.6% 

30代 46 65.7% 

40代 16 22.9% 

50代以上 0 0.0% 

回答せず 2 2.9% 

 70 100.0% 

 

●自家用車の所有 

◆クルマを持っている者：５８名 

◆自転車を持っている者：６７名 

（いずれも回答せず１名） 

自転車を持っていない二人のうち一人は２０

代で「前と後ろで２人までできちんとした乗り

方をしていれば良いと思う」と想像で答えてい

る。もう１人は年代を答えていない。 

 

●子どもの数 
モニターのうち、子どもがいると答えた者は６

７名で、１人が１９名、複数が４８名であった。 
０人 2 2.9% 

１人 19 27.1% 

２人 37 52.9% 

３人 10 14.3% 

４人 1 1.4% 

回答無し 1 1.4% 

計 70 100.0% 

 

 また、複数の子どものいる母親の参加が７割

を超えた。複数の子どものいる母親を中心に呼

びかけたこともあるが、日頃、子ども乗せ自転

車で苦労しているだけに関心が高かった。 

 

●荷物載せ 

 子どもを乗せたときに荷物をどうしている

か、を聞いたところ、「子どもを乗せる時は、

荷物は乗せない」、「なるべく軽い荷物の時だ

け、自転車に乗るようにしている」、「トレー

ラー（米国製のチャイルドカートを自転車の後

ろに取り付けて牽引している特殊な例）のうし

ろ」とそれぞれ１名ずつが答えた他は、「カゴ」

が２３名、うち前カゴとしたものが１３名，後

ろカゴが２名であった。 

 これらの利用者はハンドルの内側に幼児用

座席を取り付けたタイプを使っているものと

思われる。 

 ふらっかーずタイプの場合、幼児を前後に乗

せると荷物を載せる場所がなくなってしまう。

しかたなくハンドルにかけると答えた者が１

３名おり、うち二人が「できればしたくない」

「ハンドルのふらつきに恐怖を感じる」と感想

を述べた。 

 
調査対象の基礎データ 

一人っ子 19 28.4% 

複数 48 71.6% 

計 67 100.0% 



 

 34 

 また、危ない思いをしてから、リュックなど

を担ぐようにしていると答えた者が６名、子ど

もを乗せたらリュックとした者が５名おり、ハ

ンドルへの加重が危険なことは経験から理解

していることがわかる。 

 主に「後部座席の子に持たせるか座席にかけ

る」が１１名、ハンドルやカゴが使えない場合

に「子どもに持たせる」が８名おり、荷物の処

理は親子の共同作業になっている。その場合、

２名が「後部座席に子どもを運転者と背中合わ

せに座らせ、荷物を持たせる」と述べており、

想定していない幼児用座席の使われ方が現実

には行われていることがわかった。 

 また、子ども１人の母親１９名のうち、荷物

を子どもに持たせると答えた者は１名であっ

たのに対し、複数の子どもがいる母親４８名の

うち７名が子どもに持たせると答えており、２

人以上の子どもを自転車に乗せようとすると

荷物の行き場がない現状に不満を感じている

ことがわかる。 

 

●危険の認識 

 

 子どもを自分が運転する自転車に乗せるこ

とに危険を感じるか、を聞いたところ、複数の

子どものいる４８名全員が「危険を感じる」と

しているのに対し、子ども１人の回答者１９名

のうち３名が「特に危険だとは思わない」、２

名が回答しない、という結果となった。 
 子どもを２人乗せた経験について聞いたと

ころ、３８名が「経験有り」と答えた。複数の

子どもがいる４８名では７７％にあたる３７

名が経験有りし、一方、子ども１人の１９名は

１名だけが経験有りと答えた。 
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試乗対象車一覧 
●今回試乗したのは、試作メーカー８社の作品である。Ｅ、Ｆ、Ｇは同一メーカーが仕様の異な

る試乗車を製作し、合計１０台が評価対象となった。 
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●試乗コースについて 

当日配布したコース（１周約２６０ｍ）図と注意事項は下記のとおりである。 
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設 問 別 傾 向 分 析 
 

■個別の評価について 
 

 試乗については、公園の使用時間、天候の影響があり、全１０作品すべてを試乗し評価できたモニターは７０名中４５名であった。以下、チェックポイ

ント別のまとめ、試作品ごとの結果と、評価の傾向などを分析する。 

 

 試乗対象となった全車が前後に幼児用座席を装着したデザインとなったが、全メーカーが歩道を通行することを前提に、内閣府令で歩道通行が許された

幅６０ｃｍ以内にサイズを抑えたため、これ以外の構造が不可能だからだと思われる。 

 

●棒グラフは「Yes」を青、「No」を赤で示した。 

 単に青のバーの高さだけでなく、赤との差に注目して、傾向を読み取っていただきたい。 

 

● 問１２の価格についての分析はきわめて難しい。まず、購入できる価格について回答を求めることを検討したが、安価な自転車が供給されている現実か
ら、安全だからといってどこまで支出が可能かを調査するよりも、リースあるいはレンタルの場合の希望を聞くことにした。 
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問１：前の幼児用座席の安全性は高いと思うか？ 
※ 最高点を青、最低点を赤で標示した。以下同じ。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

Yes 43 66.2% 45 75.0% 57 93.4% 60 93.8% 49 79.0% 29 43.9% 31 51.7% 54 87.1% 56 86.2% 56 88.9% 

No 22 33.8% 15 25.0% 4 6.6% 4 6.3% 13 21.0% 37 56.1% 29 48.3% 8 12.9% 9 13.8% 7 11.1% 

回答無 5   10   9   6   8   4   10   8   5   7   

 
試作品Ｄ、Ｃが９割以上、Ｊ、Ｈ、Ｉが８割以上の支持を得た。試作品Ｆ、Ｇについては約半数が危

険を感じているが、これはハンドルの内側に幼児用座席を後から装備し、荷物用前カゴの利用を確保

した設計のため、ハンドルに大きく荷重がかかっているためと考えられる。 

荷物スペースを犠牲にして前座席を確保したが、試作品Ａ、Ｂ、Ｅは２割以上が安定性に懸念を覚え

ている。 
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 問２：後ろの幼児用座席の安全性は高いと思うか？ 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

Yes 50 76.9% 48 80.0% 58 95.1% 59 93.7% 54 87.1% 53 84.1% 54 90.0% 53 86.9% 54 83.1% 60 95.2% 

No 15 23.1% 12 20.0% 3 4.9% 4 6.3% 8 12.9% 10 15.9% 6 10.0% 8 13.1% 11 16.9% 3 4.8% 

回答無 5   10   9   7   8   7   10   9   5   7   

 
後部座席は全試乗車ともおおむね合格ラインに達している。ただ、試作品Ａ、Ｂは２割

以上が懸念を感じており、座席への配慮がやや不足していると考えられる。 

ヒアリングによれば、体重の重い子、あるいはひとりを乗せる場合でも一定の体重にな

ったら後部座席に乗せるとしており、特に足を車輪に巻き込む危険が指摘されていた。

この点はほとんどの試作品で改良されている。 

ただ、後部座席で予想外の動きをされると運転に支障を来すため、幼児が外せず、親が

ワンタッチで外せる確実なシートベルトの要望が強かった。この点、改良の余地は大き

い。 
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問３：こぎ出すとき、停まるときのふらつきは少ないか？ 
 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

Yes 19 29.7% 29 48.3% 54 88.5% 46 74.2% 35 56.5% 29 45.3% 34 57.6% 44 71.0% 32 50.0% 44 71.0% 

No 45 70.3% 31 51.7% 7 11.5% 16 25.8% 27 43.5% 35 54.7% 25 42.4% 18 29.0% 32 50.0% 18 29.0% 

回答無 6 6.0% 10   9   8   8   6   11   8   6   8   

 
低速時の安定感は試作品Ｃが、後輪の左右に補助輪を装置して支える構造にして高い評価を得

ている。試作品Ｄ、Ｈ、Ｊが合格ラインに達していると言えそうだが、この条件下の事故が多

いことが各種調査でも明らかになっており、低速時の安定性を高める開発にいっそうの努力を

求めたい。 

試作品Ａに対する評価はきわめて低い。試作品Ｃ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｉについては改善されている

とは言い難い。 
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問４：幼児を乗せて徐行するときにふらつかずに徐行できるか？ 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

Yes 23 36.5% 32 54.2% 50 82.0% 47 74.6% 36 58.1% 30 45.5% 36 60.0% 48 77.4% 40 62.5% 52 83.9% 

No 40 63.5% 27 45.8% 11 18.0% 16 25.4% 26 41.9% 36 54.5% 24 40.0% 14 22.6% 24 37.5% 10 16.1% 

回答無 7   11   9   7   8   4   10   8   6   8   

 

 
試作品Ｊ、Ｃ、Ｈ、Ｄが比較的高い評価を得ている。ただし、今回はコースの都合で歩道上の走

行を行っていない。 

評価の高い試乗車は、従来の操作性を踏襲したものが多く、全体的に安心して子どもを乗せられ

るレベルに達しているかどうか疑問。 

今のものと変わらないという意見が多かったことは事実である。 
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問５：幼児を前に乗せた時の前方は見やすいか？ 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

Yes 61 95.3% 55 91.7% 56 93.3% 57 90.5% 55 90.2% 18 27.3% 25 41.7% 51 82.3% 49 75.4% 61 96.8% 

No 3 4.7% 5 8.3% 4 6.7% 6 9.5% 6 9.8% 48 72.7% 35 58.3% 11 17.7% 16 24.6% 2 3.2% 

回答無 6   10   10   7   9   4   10   8   5   7   

 
前方視認性はモニターの体格に大きく左右されるが、多くの試乗車が前輪サイズを小さくして、

前部座席の重心を下げる工夫をしていることが、前方視認性の改善につながっている。 

他に比べて目立って評価が低い試作品Ｆ、Ｇは、荷物カゴを残すためにハンドル手前に座席を配

置したものである。当然のことながらこの２車種は、問９「荷物は十分に載せられるか？」で、

抜きんでて高い評価を得ている。 

荷物載せのニーズは、男性にはなかなか実感として理解しにくいほど強いものがある。この点、

歩道を通行することを前提にした枠内で開発するには限界があると言わざるを得ない。 
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問６：運転しやすいか？ 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

Yes 9 15.0% 18 32.1% 44 74.6% 56 88.9% 43 72.9% 34 53.1% 26 44.1% 51 83.6% 46 74.2% 56 90.3% 

No 51 85.0% 38 67.9% 15 25.4% 7 11.1% 16 27.1% 30 46.9% 33 55.9% 10 16.4% 16 25.8% 6 9.7% 

回答無 10   14   11   7   11   6   11   9   8   8   

 

 
運転性能や操作性を従来車と同程度に維持するために二輪車を採用したものと推察されるが、

９割以上の支持は試作品Ｊのみ、ＤやＨの評価も高い。補助輪付きの試作品７以外の三輪車

は、小柄で非力な女性が主にあつかうものとしては操作性に問題がありそうである。 

全体的に、操作性が改善されたというよりは、従来車並みの取り回し感覚であることが評価

されている。運転のしやすさは、幼児同乗や荷物載せ、安定性などと相反する命題であり、

自転車は、特に運転について訓練を受け、運転免許のたぐいを得て使うものではない性格の

ものであるから、この分野に設計力、技術力の優劣が表れると考えられる。その意味では、

従来品と大差のない製品が多く、いっそうの開発努力が求められる。 
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問７：スタンドを立てる時、軽い力で安全に立てられるか？ 
 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

Yes 9 14.3% 43 84.3% 52 96.3% 41 66.1% 54 87.1% 55 83.3% 54 90.0% 14 23.0% 29 45.3% 52 83.9% 

No 54 85.7% 8 15.7% 2 3.7% 21 33.9% 8 12.9% 11 16.7% 6 10.0% 47 77.0% 35 54.7% 10 16.1% 

回答無 7   19   16   8   8   4   10   9   6   8   

 

 
二輪車では試作品Ｅ、Ｆ、Ｇのスタンドが高い評価を得た。この３台は同一メーカーの製品であ

る。また、試作品Ｊの評価も高い。いずれも新開発のスタンドであり、テコの原理と地面からの

高さを低く抑えることで、モニターが感嘆の声を上げるほど、後部座席に１５ｋｇの負荷をかけ

たまま楽に立ち上げることができた。 

後輪を二輪にしたＢは、簡単なロック装置で自立するが、ロック装置がハンドルから離れた位置

にあるため、やや支持が低い。 

後輪に補助輪を装備したＣは、手元で一時的にロックできる機構が評価された。 

スタンドに関しては改良の工夫をしたところは軒並み８割以上の支持を得た反面、スタンド開発

にまで手が回らなかったものと推察されるＡ、Ｈ、Ｉは「Ｎｏ」が多いという結果となった。Ｄ

は改善しようとした形跡は認められるものの成功していない。 
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問８：押し歩きの時、転ばない工夫があるか？ 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

Yes 39 62.9% 47 82.5% 60 98.4% 32 52.5% 30 49.2% 22 34.4% 29 49.2% 43 71.7% 29 45.3% 39 63.9% 

No 23 37.1% 10 17.5% 1 1.6% 29 47.5% 31 50.8% 42 65.6% 30 50.8% 17 28.3% 35 54.7% 22 36.1% 

回答無 8   13   9   9   9   6   11   10   6   9   

 
Ｃは、後輪に補助輪を装備して前１輪、後３輪という変則的な設計が功を奏して、圧倒的な支持

を得ている。後二輪のＢも評価は高い。 

Ａは前２輪でありながら、敬遠するモニターもあり、２輪のため不利なはずのＨより評価が低い。

Ｊは２輪ながら健闘しているが、他の２輪車はやはり、転倒の危険から逃れることはできない。 

押し歩き時の転倒は、母親のもっとも恐れる事故の一つであり、万一の被害も重大なところから、

開発側にいっそうの工夫と配慮を望みたい。 
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問９：荷物は十分に載せられるか？ 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

Yes 22 35.5% 27 45.8% 27 45.0% 31 51.7% 22 35.5% 53 80.3% 57 93.4% 23 38.3% 26 41.3% 24 38.7% 

No 40 64.5% 32 54.2% 33 55.0% 29 48.3% 40 64.5% 13 19.7% 4 6.6% 37 61.7% 37 58.7% 38 61.3% 

回答無 8   11   10   10   8   4   9   10   7   8   

 

 
母親へのヒアリング調査で明らかなように、荷物の搭載は切実な要望である。 

買い物はいうまでもなく、保育園や幼稚園への送り迎えでは、幼児だけでなく大量の荷物を

運ぶことが要求される。しかし、幼児１人を座席に乗せることだけがルール上は許されてき

たため、前後のいずれかのスペースが荷物用に空いていることになっていた。従って、荷物

スペースについては、これまで子ども乗せ自転車の開発目標から除外されてきたといって良

い。残念なことに、これまでの無策がそのまま踏襲されており、いずれも評価は低い。 

試作品Ｆ、Ｇについては、従来型の追加式幼児用座席を使っているだけで、あらたな工夫は

見られない。ハンドル手前に前部座席を置き、前カゴを備え、荷物や子育て後の利用しやす

さを追求した結果、安定性や操作性が犠牲になっていることは、問１、３、４、５、６、８

の結果を見れば明らかである。 

荷物載せニーズへの工夫について、いっそうの研究開発を望みたい。 
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問１０：変速ギア、電動アシストがほしいか？ 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

Yes 49 76.6% 40 67.8% 43 72.9% 49 83.1% 48 77.4% 47 71.2% 46 75.4% 46 75.4% 48 75.0% 47 75.8% 

No 15 23.4% 19 32.2% 16 27.1% 10 16.9% 14 22.6% 19 28.8% 15 24.6% 15 24.6% 16 25.0% 15 24.2% 

回答無 6   11   11   11   8   4   9   9   6   8   

 
この設問への回答は、主に「電動アシスト」の希望と思われる。 

今回の試作品のなかには、Ｄが電動アシストを装備しており、初めて経験したモニターから

強い支持を勝ち得た。 

電動アシスト自転車は、実際に経験しなければそのメリットを実感できない。店頭で電動ア

シスト自転車を試乗できるところは、きわめて限られているため、試してみる機会がなかっ

たとの声が多かった。 

幼児２人同乗自転車は、安全性確保のため重量が増すことが予想されるため、電動アシスト

付きを希望する利用者は多いと思われる。 

課題はやはり価格であり、よりコンパクトで耐久性が高く、１充電あたりの航続距離、充電

池の寿命など懸念も少なくない。 

 

変速ギアについては、試乗の際に使いこなせたモニターはほぼ半数にとどまっており、走行

条件に合わせてギアを切り替える余裕はないように見受けられた。 

かといって、非常に上手にギアを使いこなしているモニターもおり、車体の重量増加を想定

すると、内装３段は必須と考えられる。 
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問１１：実用化されたら購入するか？ 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

Yes 3 4.8% 3 5.4% 21 39.6% 31 51.7% 24 40.7% 15 23.4% 14 23.7% 23 39.0% 20 34.5% 30 49.2% 

No 59 95.2% 53 94.6% 32 60.4% 29 48.3% 35 59.3% 49 76.6% 45 76.3% 36 61.0% 38 65.5% 31 50.8% 

回答無 8   14   17   10   11   6   11   11   12   9   

 

 
従来品より５割から２倍以上と思われる価格を考えて躊躇が感じられる回答となった。 

試作品Ｄは電動アシストのためか、唯一５割以上の支持を得た。 
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問１２：レンタルできるとしたら月額いくら払うか？ 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

最低値 2 100 円 3 100 円 1 100 円 1 100 円 1 100 円 3 100 円 2 100 円 1 100 円 1 100 円 1 100 円 

1000 円未満 19 42.2% 13 28.9% 17 33.3% 10 17.9% 17 32.1% 23 43.4% 20 43.5% 19 38.0% 20 38.5% 20 38.5% 

1000 円台 16 35.6% 23 51.1% 17 33.3% 22 39.3% 24 45.3% 18 34.0% 17 37.0% 18 36.0% 18 34.6% 20 38.5% 

2000 円台 4 8.9% 2 4.4% 6 11.8% 10 17.9% 4 7.5% 5 9.4% 4 8.7% 5 10.0% 5 9.6% 6 11.5% 

3000 円台 4 8.9% 3 6.7% 6 11.8% 6 10.7% 5 9.4% 3 5.7% 1 2.2% 4 8.0% 4 7.7% 2 3.8% 

4000 円台 1 2.2% 1 2.2% 1 2.0% 1 1.8% 1 1.9% 2 3.8% 3 6.5% 1 2.0% 3 5.8% 1 1.9% 

5000 円以上 1 2.2% 3 6.7% 4 7.8% 7 12.5% 2 3.8% 2 3.8% 1 2.2% 3 6.0% 2 3.8% 3 5.8% 

最高値 1 ５千円 3 ５千円 4 ５千円 1 ７千円 1 ６千円 1 ６千円 1 ６千円 3 ５千円 2 ５千円 1 ６千円 

回答無 25   25   19   14   17   17   24   20   18   18   

 
子育て期間において、幼児２人同乗を余儀なくされる期間は限られている。だからこそ、ヒアリングで明らかになったように、母親たちはその間、我慢し

てきたのが実態だった。 

欧州には、前２輪の転倒しにくい自転車を、自治体やＮＰＯ，幼稚園や保育園などを通じて安価で貸し出すシステムがある。 

子どもたちが母親とともに出かけるようになってから、自分で自転車に乗るようになるまでの３年から５年の期間だけ、こうした子ども乗せ自転車の本来

のニーズが存在している。 

子育て期間が終わったら、子どもを乗せる機能は無用の長物となり、自転車を廃棄するか、不便さを我慢して使い続けるかの選択を迫られるが、子育て期

間だけのレンタルあるいはリースのシステムがあれば、悩む必要はなくなる。 

あるべき施策を前提として、自己負担部分の許容限度を聞いたが、おおむね月額１０００円が大勢であった。 
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■ 試作品Ａ 

 

前輪二輪のサスペン

ションについて、評価

がはっきり分かれた。

第一印象でもっとも

良さそうに感じた、と

いう声が聞かれたが、

試乗した後は、ギャッ

プが大きかったせい

か、辛口の評価が多か

った。操作性と段差の

乗り越え性能などに

特化した開発方針が

感じられるが、幼児を乗せたい母親のニーズに沿

っているとは言い難い。せっかく前を二輪にして

安心感を与えているのもかかわらず、いざ動かし

てみると簡単に転倒しそうになって驚く母親が

いた。 

 座席そのものやスタンドなどには工夫の跡は

見られなかった。 

 

○ プラスのコメント 

・カーブの時、タイヤが安定していた。 

・買うと思う。安全、前の子が守れてよい。 

・前輪が２つなので安心はするが、慣れないせい

かふらつきが怖かった。 

・ハンドルの取り回しの軽さ（を評価しているの

か、が欲しいのか判定できず）。 

● マイナスのコメント 

・前方のクッションのフワフワ感が、子供がわざ

とジャンプしそう。 

・フラつきがすごく気になる。カーブの時転びそ

うになった。運転が非常にしづらい。 

・バネで、前が常に揺れている感じがした。 

・ハンドルが近い。前に乗っている時、子供がふ

ざけて揺らしたら、ちょっと怖い。 

・ハンドルをとられ、曲がる時安定しない。 

・前の座席が、乗った後ズンと沈むのが気になっ

た。そのためにふらつく。 

・常にふらついて怖いので、あまり乗りたくない。

クッション性が高いので、ママへの衝撃は少なそ

う。 

・でこぼこ道だと怖い。前が固定されている感じ

で乗りにくい。 

・前乗せのイスが大きすぎて、手押しでの小回り

は難しい。前のイスが大きすぎて、ひざがこぐた

びにあたる。 

・カーブは曲がりやすかったが、こぎ始めがふら

ついた。 

試 乗 車 別 傾 向 分 析 

 試乗対象車についてモニターに自由記述方式で感想・意見を記入してもらった。寄せられたコメン

トを各試乗対象車別に羅列し、読み取れる傾向についてまとめた。 
 なお、試乗会は昼間にのみ行ったため、ランプ回りに工夫した車種もあったが、モニターの評価を

聞くことはできなかった。 
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・とにかくふらつく。子供を２人乗せて走るには

自信がない。今のままでは乗りたくない。 

・小回りがきかない。 

・ふらつきが怖かった。怖い。 

・駐輪するときはどう停めるか。タイヤの空気入

れが必要ない。特に後に子供を乗せていると週1

で入れているため、楽になると思う。 

・すごくふらつくし、角を曲がる時曲がりづらい。

ブレーキもききづらい。スタンドを立てる時、重

い。 

・こいでいる時に足が前カゴにぶつかりこぎにく

い。ハンドルがふらつきやすく怖い。 

・ひざが前カゴにあたって痛い。バランスがとり

にくい。スタンドを立てるのが難しい。 

・スタンドが重い。前輪にハンドルがとられる。 

・意外に安定性がなく、慣れるまですごく怖かっ

た。サドルと上のカゴが近すぎて足があたる。 

・前のカゴに足がひっかかり上手にこげない。 

・前サスが慣れるまで使いにくかった。思うよう

にハンドル操作ができないと思った。 

・走行が重たい。運転中ずっとふらつく。 

・スタンドが重くて立てられなかった。 

・ブレーキの効きが弱いような感じがした。慣れ

ていないせいなのか、曲がりづらい感じがした。 

・あきらかに体格差があるとしてもサドルの位置

が前すぎる。乗りやすいポジションがとれない。

前のスプリングは 

・かえって怖い。前のせのカゴがひざにあたりや

すい。立ちこぎ不能。急に曲がれない。押し歩き

不可。ぐらぐらしすぎ。安全に乗せることを考え

すぎて自転車の楽しさを忘れている。サドルの形、

硬さも考えてほしい。 

・重い。ハンドルが低い。 

・カーブの時に、まがりにくさを感じた。ブレー

キがあまりかからないようだった。 

・ハンドルがぶれて乗りにくい。 

・乗りにくい。カーブが曲がりにくい。 

・ブレーキをかけにくかった。カーブが怖い。 

・乗り慣れないせいか、かなりふらついた。スタ

ンドが重い。 

・こぐ時に、ひざが前に当たる。 

・前かがみ気味なので慣れれば大丈夫だがふわふ

わしたような乗り心地。前カゴに足があたる。 

・スピードが落ちた時、カーブのとき、ふらつき

が大きいと感じた。 

・ブレーキをかけた時に、左に傾く感じがする。 

・前が二輪のわりにはふらつきが気になる。立て

るのもやりにくく力がかかりすぎた。 

・ふらつく。曲がりづらい。 

・こぐ時に前座席に膝が当たる。前の二輪に慣れ

ていないせいか、曲がる時の感じが違って怖い。

でも、止まった時、バタンと倒れる感じがしない

のは良い。乗っているとき、前がふらふらする。 

・ぐらぐらしてとても乗りにくかった。乗ってい

て怖かった。 

・全体的に重く、曲がりづらい。スタンドが立て

づらい。 

・怖かった。 

・少しグラつくので、ハンドルがもう少し安定で

きるとよい。 

・少しハンドルが前傾で乗りづらい。 

・前3輪、すごく興味があった。今日乗ったのは、

乗りにくい。3輪にあわせた構造なのでしょうが、

ペダルとサドルのバランスがこぎづらい。 

・少し、ひざが当たる気がした。 

・前座席が低すぎる。乗ると前のめりになる。 

・カーブが怖いです。タイヤ２つなので持ってい

かれそう。 

・サスペンション？（が必要か？という意味） 

・電動アシスト（が欲しい？） 
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■ 試作品Ｂ 

 

安全性への評価は比

較的高いが、前後輪間

のロック機能など、通

常の自転車にはない

装置の扱いには戸惑

う声が多い。後二輪で

小径車でもあり、ふら

つきは小さそうに見

えるが、低速時の安定

感はいまいちで、癖の

ある運転性のため、使

いにくいとする母親

が多かった。後二輪の宿命として、押し歩く時に

自分の足を轢いてしまいそうになる。重いという

感想が多い。前部の幼児用座席も重く、ハンドル

のふらつきを支えきれない小柄な母親から酷評

された。荷物カゴはあるものの実用性には乏しい。

試作品ＡやＣにも共通しているが、駐輪場所につ

いて懸念している。 

 

○ プラスのコメント 

・タイヤが小さい分、たくさんこがなければなら

ないので疲れそう。三輪なので停めた時安定して

いた。 
・スタンドがないので楽だった。 

・ペダルに足をのせたまま、停止機能がうまく使

えなかった。スタンドがないのは良かった。 

・ふらつきも少なく、角が曲がりやすかった。ス

タンドなども負担がないので良いと思う。 

・ふらついて少し怖い。慣れれば大丈夫だと思う。 

・他の車体よりは曲がりは良かった。ロックの順

番はOK。スタンドでロックがおりると良い。三輪

は子供を乗せるとき安心。車体が重すぎ。もうす

こしサドルを硬くする（スポーツ車に近づけると）

と震動が伝わりづらいのではないか。本来の乗り

やすい自転車のポジションを見直すことが安定

性につながると思う。ロックは１つでこぎ出した

い。サドルの形、硬さも考えてほしい。 

・小回りがきくのは良かった。乗り慣れるとまた、

少し感覚がつかめるのかも。 

・後ろが二輪で安定性はあるが、少しふらつきが

気になる。立てやすい点はとても良い。 

・安全性はあるが、機能がつきすぎてややこしい。 

・押し歩くとき、足が後輪に当たった。カーブで

後方からふらついて怖かった。ハンドルの握る所

が持ちやすかった。 

・ペダルが重い。ギアを１にすると軽すぎる。ハ

ンドルが握りやすかった。止まった時に安定して

いて良かった。後ろのスタンドがロック式なのが

楽。３輪車タイプになれたら乗りやすいかも。 

・まがる時にコツがいると思う。慣れれば運転し

やすいのだろうか。 

・コーナリングは楽。ハンドルが遠く、やや前傾

姿勢になる。 

・後ろが安定しているのでスタンドを立てる手間

もなく、倒れる心配もなくよかった。走り出しが

むしろ軽くぐらついたが、すぐ慣れた。 

・ デザインもとても素敵ですが、押しづらく、段

差に乗り上げた時、少し怖かった。 
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● マイナスのコメント 

・ふらつきが激しい。前のめりに乗る感じで慣れ

るまでどうかという感じ。ロックが多くて面倒。

後のタイヤが足について動き出すときにひっか

かる（サンダルだと危ない） 

・三輪の割にぐらつくし、ロックが多くて面倒。 

・ロックが３つもあって少し面倒。後ろがかなり

フラつく。 

・三輪は初めてで慣れないと少し怖い。後ろはあ

まり安定感がない。カーブが不安定。 

・押して歩く際、かかとがひっかかった。ハンド

ルが短い。前かがみになる。 

・後ろが重たく、始めのこぎ出しでふらつく。ガ

タガタして揺れるのが気になった。 

・後ろの幅を気にかけなければならないので、な

れるまで時間がかかる。小回りが難しい。 

・前がかなりふらつくので、練習が必要。 

・停めておくのに場所が必要。 

・ハンドルの位置が低いので、運転時にやや前傾

姿勢になり、こぎ出しから安定するまでが少し怖

い。 

・ふらつきあり。押し歩きの際、足が後輪にかか

る。 

・グリップが太いので細いと良い。思った以上に

安定している。長くはレンタルしないが、子供が

幼いころだけレンタルというのは考えられる。 

・慣れないためかふらついた。内輪差が少し大き

く、住宅事情、住環境を選ぶと思う。 

・もっと安定させる。カーブが危険。 

・グリップが太いので少し握りづらい。安定感が

あるのかと思っていたが逆にふらふらする感じ

だった。 

・ハンドルグリップが太くて短いのでもう少し細

く長くして欲しい。鍵以外のロックがややこしい。

タイヤの空気入れの必要をなくして欲しい。パン

クしないタイヤとか。 

・スタンドロックをかける時、子供を乗せたまま

の状態は大変のような感じがする。 

・前輪側がフラフラして動かしにくい。重い。カ

ギがわかりにくい。自転車置き場におけない。 

・後ろの座席がぶれるような感じ（特にカーブの

時など）で怖かった。 

・前の座席がふらつきやすく、自転車をとめる時、

不安定。 

・車ハバの感覚が、慣れないと難しい。 

・自転車が低い。（ので心配なのか、安定を評価

しているのか不明） 

・車輪が多いためか、スピードがあまり出ないの

がもどかしい。倒れない安全性はあるが、ロック

が２か所というのが少し面倒。 

・少し前かがみ気味になるのでなれれば運転しや

すい。曲がる際にふらつくので少し不安。 

・スタンドいらずは安全性の点で良いと思うが、

乗ってみて意外と後ろのガタつきが気になった。

押し歩きも重さが気になった。 

・慣れるまでに多少時間がかかった。もう少し荷

物を積めたら、と思う。カーブで少しふらついて

しまう。 

・後ろが重くて曲がりづらい。 

・後ろがぐらぐらした。 

・スタンドがないのは良いが、カーブ含め、つね

に前のせ、後方の存在が気になる。イスとハンド

ルの距離が遠く乗りにくい（私、身長168cm） 

・前が軽いためか、少しふらつく気がした。 

・ハンドルが低すぎる。 

・アシストがあった方が乗りやすくなる。 
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■ 試作品Ｃ 

 

ふらつきも少なく、低速

時にも安心していられ

るうえ、後ろの補助輪を

ハンドル下のレバーで

ロックするだけで自立

するなど、評価は高い。

ただ、操作が特殊なため、

慣れるまでを心配して

いる。 

 幼児同乗に開発主眼

を置いていることはわ

かるが、運転する母親の

技量に頼っている点は今後検討すべきだろう。 

 低速時や押し歩き時には前後輪のスイング機

能を右ブレーキとは別のレバーで一時的にロッ

クできる機能に、なるほど、と感心する声が多い。

重く、幅をとることに加え、いかにも高価なイメ

ージがあり、購入やレンタルを考えるうえで躊躇

う声が多かった。 

 

○プラスのコメント 

・安定感はある。止めた時に、前カゴぐらつく感

じ。 

・三輪になっていて、ストッパーのようなものが

ついているのはこぎ出しの時、信号待ちのときに

ラクだと思った。 

・ペダルがとてもこぎやすかった。だが、前に子

供を乗せたら、子供の座高によっては、危ないと

感じた。 

・押し歩きの時、後輪に足がぶつかる。しかし、

とてもこぎやすかった。 

・揺れ防止、ペダルを足に乗せたまま停止する機

能が使いこなせなかった。スタンドがないのは良

かったです。 

・変速ギアが欲しい。スタンドは負担がないので

良い。 

・スタンドを立てる必要がなく、ロックも赤・黒

のわかりやすいレバーで操作するだけなので、手

軽に乗れそうです。 

・前かごと足（ひざ）の間に余裕もありこぎやす

い。 

・駅の駐輪場などに置けない。形の割に運転が楽。 

・ギアは２のままがベスト。３にすると重さを感

じる。サドルが低すぎる点、前にすべってしまう

点は改善して欲しい。安定性はとっても良い。ス

タンド部の操作も慣れが必要。 

・サドルの位置と前座席のバランスが良く乗りや

すかった。 

・思ったより走りごこちが軽くてよかった。ふら

つきも少なかった。 

・安定していたのだか、スピードがでない。 

・良いです。買いたい。 

・安定感があり、カーブも曲がりやすい。もう少

し軽いと良い。 

・トレーラーなみに曲がりが楽。ロック１つでこ

ぎ出しも良かった。ただ、自転車が重い。トピー

ク（外国の後ろ乗せのシート）のようにボタン１

つでとりはずしができたら良い。また、かご（荷

物用）を同じ取り外し機能でとりすけられたらよ

いと思いう。サドルをもう少し細くしてほしい。 
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・ペダルの位置が少し前方で、こぎやすかった。 

・前に乗った２台（試作品４，６）と比べると運

転しやすかったが、少し重い。 

・ロックをかける時に力がいるので少し不便。四

輪なので安定感はあって乗りやすい。ママが座っ

た際、どっしり座れるので、子供も乗せても窮屈

な感じがしない。ペダルが前の方についているの

で、最初は戸惑ったが、慣れると、前の子供用座

席に足がひっかからず、こぎやすく、ガニ股にな

らないのが良いと思う。 

・スピードが遅い。安定感はとてもある。 

・スタンドではなくレバーなのでラク。ペダルが

少し前なので足が疲れやすい。 

・今乗っている自転車よりも軽い力でこげました。

（楽でした）車輪の幅があるので、駐輪場に入ら

なそう。 

・見た目より軽く走れたが、少し重い。 

・安定性、乗りやすさともよかった。荷物置きさ

えあれば文句なし。 

・止まっても倒れづらくて良いと思う。曲がる時

に、後輪に足をぶつけてしまった。 

●マイナスのコメント 

・スウィングロックがあるのは良いが、別だと間

違える。（ブレーキだけを使ってしまう。使うの

を忘れる。）ペダルが前でこぐのに疲れる（重い

感じ）うしろのタイヤに足がぶつかる。停まった

ときに足があたる。 

・タイヤが小さいためか、こいでいる割に前に進

まなかった（ギア2の状態）。スピードも出ない。

長い距離は無理そう。 

・足が疲れそう。 

・曲がるのがなれないと難しかった。出発もいつ

ブレーキみたいなものを離すかタイミングが難

しい。 

・あまりスピードが出ない。 

・スピードを出す直線は良いが、カーブや乗り始

めはとてもふらつく。 

・３つ目のブレーキは必要性を感じない。 

・機能が多すぎる。もっとシンプルでも良い。 

・スイングロック慣れればすごく良い機能。（１

周目では使いこなせなかった）駐輪場でななめか

ら、まっすぐに車体を直すのが重くて出来ない。

後ろに子供が自分で乗るとき、後ろの補助タイヤ

に足を乗せるとおもうが、20㌔に耐えられるか。 

・重い、乗りづらい、荷物が乗らない。カーブが

まがりづらい。 

・ゴーカートみたいな感じ、慣れるまでは変な感

じがする。 

・ペダルをこぐ時に足が疲れた。 

・荷物乗せ。少し押す時も乗っている時も重たい

感じがあるが、１つの操作で止める時安定するの

が２つ操作を必要とする６番よりも良いと思っ

た。サドルのすわり心地が少し悪かった。 

・荷物入れがあったら良いです。 

・タイヤはいつもより小さいので慣れなかった。

乗り心地は安定していて良い。駐輪場にとめづら

い。 

・姿勢が楽。でも引っ張る時、重い。安定感があ

る。乗りやすい。１ロックなのはすごく簡単。他

の自転車より安定していた。 

・乗っている時の安心感があった。あまりふらつ

かずに乗れた。 

・今の自転車に近くて、とても安定していた。ロ

ックも容易で気に入った。走り出しのぐらつきが

とても少なかった。コーナリングもしやすい。 

・カーブ以外安定せず、怖かった。 

・後ろ三輪はよかった。でも、普通の自転車と違

って、サドルとペダルのバランスが悪く、こぎづ

らかった。 

・狭い場所にとめるのが大変な気がする。 

・ 殿様乗り。ふんぞり返っているようでイヤだっ

た。 
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■ 試作品Ｄ 

 

電動アシストの威

力に感嘆の声が多

かったが、基本性

能は従来のレベル

の高さを維持して

おり、ホイールベ

ースを広げて後部

座席に余裕を持た

せた以外に大きく

改善された様子は

見あたらない。重

いため、押し歩きの際の不安を指摘する声が比較

的多い。幼児を二人同乗させた場合に荷物スペー

スがなくなる点は、試作品Ｅ，Ｆを除く試作車に

共通しており、二輪車で幼児以外に荷物までを搭

載するデザインは無理なのかもしれない。従来か

らあるスタンド連動の前輪ロックは評価が高い。

母親の体格でチョイスできるラインナップが必

要かもしれない。 

 ふらつく低速時をアシスト効果で早く脱出し、

安定した速度に達するのはありがたいが、これを

歩道で行えば徐行違反となる。さらに重い物体と

なって歩行者を脅かすことにならざるを得ない。 

 本来、車道を通行すれば快適だと思われるが、

現状のドライバーのクルマ優先の感覚がまかり

通る車道では使いにくい。 

 

○プラスのコメント 

・電動はすごい。出だしが軽く子供が乗っていて

もふらつきがない感じ。スタンドを立てる時も軽

く出来、自動でハンドルロックがかかるのが良い。

値段がＯＫなら買いたい。 

・こぎやすい。子供を乗せていると思えない位、

楽にこげる。 

・安定感もあり、軽いし、速くてとても感動した。 

・慣れたら運転がラクだと思う。 

・10万円以下なら買いたい。 

・ハンドルの持ち手がもう少し太いと良い。手押

しの時以外は、とにかく軽い。 

・初めて電動自転車に乗ったが、こぎ始めがすご

く楽だった。 

・アシストが楽。 

・電動なのでとても運転しやすかった。 

・楽にこげて良かった。 

・電動アシストなので変速ギアはいらない。ギア

は３で十分。スタンドを立てる時の取っ手は便利

だと思うが、もう少し高い所にあると使いやすい。

スタンドをける部分も平らで良い。電動は苦手だ

ったが、子供を乗せるなら電動が良いと思った。

値段が気になる。 

・長く乗りたいのでレンタルではなく購入したい。

（価格次第１０万円まで）子供を２人乗せるなら

電動アシストは良い。５０ｋｍを走るならＯＫ、

坂道の時は３０％ぐらいになる時もあるという

ことなので帰路が心配。 

・電動は初めてだったが、アシストは本当に楽だ

った。こぐ力が軽かったことで、ふらつかず、こ

ぎやすかった。 

・電動なので走り出しがスムーズだった。 
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・重いイメージがあったが、楽だった。 

・後輪の子供の足が届きそうなところに、カバー

があるのが良い。背もたれはうれしいが、少し大

きい感じがする。 

・前子乗せ、腕が楽。 

・ 初めての電動でしたが、足が楽でした。 

・仕方ないのですが、全体的に重い。でも、タイ

ヤがとにかく軽いので楽だと思う。欲しいと思っ

た。 

・電動は良いなと思った。こぎやすい。 

・電動アシストがとても楽で、ペダルが軽かった。

押し歩きの時に、後ろが重くて大変だった。スタ

ンドを立てるとき、とても軽かった。 

・とてもこぎやすく、荷物の重みを感じなかった。 

・とても快適だった。電動自転車に乗るのが初め

てだが、とってもこぎやすく、カーブも安定。「ス

タンドと一緒にハンドルが固定される」という機

能は、とてもよく主婦（子供を乗せる）の気持ち

を分かってもらえていると感じた。 

・とても乗りやすい。 

・電動アシストはかなり楽です。 

・電動アシストはやはりとても良い。 

・電動のクセに慣れれば問題なし。 

●マイナスのコメント 

・前のカゴが結構フラつく。 

・重い。ペダルが足にあたった。 

・いすが座りづらかった。 

・サドルを一番下にさげても、つま先しか届かな

かったので怖かった。（身長143cm）初めて電動

自転車に乗ったがとても楽チンだった。 

・急な曲がり角の時、ふらつかないようにして欲

しい。 

・グリップ部分がもう少し長いと、手のサイズに

合って扱いやすい気がする。 

・徐行時に加速すると怖い。 

・電動には慣れが必要だと感じた。 

・加速がつき、逆に危険。電動の分重い。私は体

が小さいのでこの重みは押しても動かない。 

・タイヤの空気入れの必要をなくして欲しい。後

の子が重いとすぐに入れないといけないため。毎

日の足なのに週１で入れるのは面倒。 

・坂道などにはパワーがあって良いと思うが、普

通の道ではスピードが心配。（パワーモードで走

ったので、他の機能を使うとよいかも知れません

が。） 

・従来の乗りやすいポジションを無視せずに自転

車づくりをして欲しい。サドルはさげてもあたら

ないスタイルを作ってほしい。前カゴにそったハ

ンドルのでき方はよくできていると思います。ま

がりも良かった。サドルをもう少し硬く、細く、

少しスポーツ車を見直してはどうか。 

・減速すると急に加速するので怖い。カーブは曲

がりやすい。重い。 

・スピードの出加減がわからず怖かったが、慣れ

れば楽だと思う。ペダルがもう少し前だとこぎや

すかった。 

・スピードが出過ぎるので慣れるまで怖い。重い。 

・もっと軽くて、荷物が載せられたら good。 

・電動なので楽。スタンドが少々重い感じがした。 

・ちょっと強く踏み込んだら、思わぬスピードが

出て怖かった。電動のせいかひどく重かった。 

・電動だけあって下が重い。出発するときにびっ

くりした。 

・初めての電動で感動した。慣れないので少しび

っくり。充電時間が気になった。 



 

 
59 

 

■ 試作品Ｅ 

 

 この自転車は、基本

的な設計については

Ｆ、Ｇと同じであり、

同一メーカーの試作

品である。 

 このタイプは前後

輪とも重心を下げる

ために小径となって

いる。 

 ほぼ全員が評価し

たのはスタンドの改

善である。変形のＵ字フレームの後部を延長し、

後部座席の重心を後輪車軸上に位置させている。 

 ワンタッチ式の手元レバーでハンドルロック

ができるようになっているが、前部座席とハンド

ル部分の隙間が小さく、操作しにくい。そのため、

この機能を実際に使ってみたモニターも少なか

った。 

 前部座席はシリーズ中、このＥだけがいわゆる

ふらっかーずタイプだが、ふらつきを感じるとい

うコメントが散見される。また、サドルと前部座

席の下の部分が近すぎるとの指摘もあった。ほん

の数センチメートルのわずかな差で、Ｈ，Ｉ，Ｊ

などに比べて、乗りにくいとの評価が多くなると

ころを見ると、自転車の設計の難しさが実感でき

る。 

 また、重く感じるという声も多い。これより重

いはずの他の試乗車が、運転しやすいという評価

を得ている場合があり、自転車の実際の重さとは

別に、モニターが重いと感じる要素を研究する必

要がある。 

 

 

○プラスのコメント 

・スタンドが軽くてよかった。自転車自体が重く

感じた。 

・ハンドルの位置がちょうどよかった。 

・後ろのシートが特にきちんとしていて良かった。 

・スタンドがとても良い。前乗せイスのロックも

ハンドルの所にあって良い。 

・スタンドを立てる時に、簡単に停められた。 

・急なカーブもふらつかず、とても乗りやすかっ

た。スタンドは立てやすい。 

・楽でした。 

・スタンドがかけやすいし、運転しやすい。 

・快適に乗れた。 

・このシリーズで一番重い。 

・購入したい位、良かった。今乗っているものと

比較するとスタンドもすごく楽だった。 

・シンプルなものはこれで良い。 

・普通に安全 

・重さのせいかブレーキがかかりづらかった。乗

り心地はよかった。 

・運転はしやすかったが、少し重いように感じた。 

・ベルがかわいい。ギアが変えやすい。 

・ベルが簡単で良かった。 

・普段、乗り慣れているタイプなので乗りやすか

った。スタンドも立てやすい。 
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・スタンドはとても立てやすかった。可もなく不

可もなくという感じで、特に特徴を感じなかった。 

・スタンドがとても立てやすく、ぐらつきもほと

んどなかった。電動自転車より、自分でこいでい

る方が安定感があるような気がした。 

・Ｆよりgood。 

・乗り慣れているタイプで、一番安心できる。 

●マイナスのコメント 

・前輪のふらつきが多い。少し危ないと感じた。 

・前ハンドルが、とてもぐらつく。後ろもガタガ

タする。 

・カーブの時、前方のフラつき感が気になった。 

・倒れてしまった時、起こせなかった。前後に乗

っていたら危ない。震動が大きい。 

・押し歩きの時に重くてかなりふらついた。 

・普段乗っているものに比べて、重たく感じた。 

・自転車をこいでいる時に、前カゴに足（ひざ）

がぶつかってしまうので何か工夫があるとよい

と思います。スタンドを立てるのはものすごく楽

だった。 

・サドルの位置と前座席の距離があと数cm欲しい。 

・タイヤの空気入れの必要がないのが良い。 

・ポジションが悪い。ハンドルの位置はグリップ

よりもっと内側の位置が持ちやすい。立ちこぎ不

可。本来乗りやすい形、安定してスピードを出せ

る方法をスポーツ車から見習ってみてはどう

か？ 

・重い。スタンドが楽で止めやすい。スタンドを

立てるだけで止められて簡単。 

・こいでいる割にスピードが出なかった。ペダル

は軽いが、ハンドルが重い。 

・こぎ出しの際、前の座席のふらつきが気になる。

スピードが出れば、ふらつきは気にならない。後

ろに鍵がついているので、鍵がかけやすくて良い

と思う。 

・すごく重かった。デザインはかわいくて良かっ

た。かなり体力を使う感じがした。 

・無難な感じだが、自転車の向きを変えづらい。

重い。 

・ふらつく。ハンドルロックの説明が始めになか

ったので戸惑った。止めやすい。ギアの具合が悪

くて何度もメンテナンスしていたのを見て、不安

に思った。 

・ペダルが少し後ろ目についている気がして、こ

ぎにくかった。スタンドはとても軽くて良い。踏

むだけなのは簡単。前ロックのやり方がもう少し

簡単だとうれしい。 

・前がぐらぐらして怖かった。このような自転車

に乗るのは初めてだからか、慣れていないからか、

怖いと感じた。 

・かなり重たい。電動の次に乗ったせいか、ギア

３ではこげず。 

・こいでいる時の足が前カゴにあたる時があり少

しこぎづらかった。 

・少し重い気がするが、こぎやすかった。 
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■ 試作品Ｆ 

 

Ｅと同じタイプのフレー

ムと同サイズの小径車輪

を配し、前カゴを生かし

て前部座席をハンドル手

前に増設したタイプであ

る。後部座席もＥに比べ

て簡略化した軽量タイプ

を採用し、重心を後輪車

軸上に置いている。 

 改良型スタンドやハン

ドルロック装置など、配

慮も行き届いているが、

基本的には現行の軽快車の強度を増しただけに

見える。 

 取り回しのしやすさが評価されているが、前部

座席に膝があたる、がに股になる、という指摘も

多い。 

 低速時のふらつき、押し歩き時の工夫は感じら

れない。 

 

○プラスのコメント 

・とても乗りやすい。 

・全体的に乗りやすい。 

・シンプルなものはこれで良い。 

・普通に乗りやすい。このままの自転車でも安全。 

・とても乗りやすかった。今乗っているのに近い

感じ。 

・乗り心地はバツグンでした。 

・普段のタイプと同じなので、乗りやすかったで

す。 

・荷物置きがあるのは良い。 

・一番普通の自転車に近くて、乗りやすかった。

ひざが当たるという意見もあるが、いつも乗って

いるものよりずっと良い。 

・スタンドの軽さ（立てやすさ）はNO.1な気がし

た（3輪のものは別として）。運転もしやすく、

子供が成長した後、はずして普通のママチャリに

戻せるのが良い。ガニ股になるのは仕方ない。ブ

リヂストンに乗り慣れているせいか、とてもこぎ

やすかった。2人目の子しか乗せない場合は、す

ぐ重宝しそうで気に入った。 

●マイナスのコメント 

・前が見えづらく、前がふらつく。安全面が少な

い感じ。ハンドルロックが付いているのは良い。

足がぶつかる。 

・ガニ股になってこぎにくい。前方がふらつく。

ギア２で良好に乗れる。 

・最初に乗る時、前の子供用座席に足をぶつけた

ので、ぶつからない工夫が欲しい。こぎだしのフ

ラつき感が気になった。走行中は安定していた。 

・ハンドルにかけるタイプなので、大人も子供も

乗り降りしにくい。 

・ショルダーバックをしながら運転すると後ろの

付属品（手すり）にひっかかってしまう。 

・後ろの子供用イスの持ち手が不安。足が長いと

こぎにくそう。 

・こぐのはとても軽くスイスイ行くが、ハンドル

がとられてしまう。特にこぎ出し。 

・足があたり、乗りづらかった。 
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・目の前に子供用座席があった（身長１４３ｃｍ）。

とにかく前に子供を乗せたら見えないと思う。 

・前乗せカゴが近くて、密着度が良い。子供の座

高が高い場合はかえって邪魔かとおもう。ガニ股

にならずに良い。 

・最初から前がふらついたのでもう少し固定して

ほしい。スタンドは立てやすい。 

・前座席が邪魔。 

・変速ギアが欲しい。前の座席と自分との間が狭

い。 

・前に子供を乗せたら、前方が見えづらそう。 

・自転車をこいでいる時に、前かごに足がぶつか

りこぎにくい。 

・前の子供の位置は、ぐらぐらするし、足元が見

えにくい。子供の高さが邪魔になる。前後、窮屈

だった。 

・前の子供用座席の背もたれが高くて運転中に当

たって痛い。 

・サドルが高くふらつく。ころびそうになった。 

・足が前座席に当たりやすい。だが、軽く扱いや

すい。 

・前の子供用に子どもを乗せた時、前が見えなく

て怖い。 

・ひざがあたらなくて運転しやすいが、前の座席

の子供が上がり過ぎないか心配。 

・今までとかわらない。危ない。ステムを伸ばし

て前に出せば良い。ひざが前にあたる。子供の位

置が高すぎて怖い。押して曲がるのは危なすぎ、

乗せるときの安定性も欲しい。 

・子供前座席に足があたり痛い。スタンドが楽。

ハンドルが高くて乗りやすい。荷物カゴに深さが

欲しい。 

・押し歩きの時、重さをとても感じた。こぐ時、

少し足が前方子供座席にあたる。 

・前にかごがあるのはうれしいが、荷物を取られ

ないか心配。 

・前後に子供をのせて荷物も乗せられるのは良い

が、足がつっかえるのが気になる。ママが乗るに

も、少し窮屈に感じるので、パパや体の大きい方

には乗りにくいと思う。 

・カゴの部分に子供を乗せるタイプの方が安定感

を感じる。 

・押し歩きのとき、前ハンドルが重く不安定にな

るが、こぎ出すと軽やかで重さは感じない。 

・荷物が載せられるのは良いと思うが、運転中ひ

どくがたつく気がして乗りにくかった。足が前の

子供乗せにあたるので運転しにくい。スタンドは

立てやすかった。 

・自転車をこいでいる時、前の子供乗せに足があ

たり、こぎにくい。 

・子供との密着があったほうが安心する。しいて

言えば、子供シートに足がぶつかりこぐ時にガニ

股になるのが気になる。 

・運転する席が狭い。ひざがあたってこぎにくい。

思ったよりはふらつかない。他のゴツイ自転車よ

り車体が軽い。 

・足がぶつかってしまい、とても乗りにくかった。 

・前の子供座席に足があたるのでこぎづらい。 

・こぎ出す時とても怖かった。前にカゴがあり荷

物を乗せられるのは良い。 

・乗りやすいが、前のせ部分が怖い。 

・前の子供乗せが低く、足（ひざ）があたってこ

ぎづらかった。 

・前の子供乗せに両ひざがあたりこぎづらい。 

・09-1にくらべてふらつく。 

・腰掛ける時に前にヒザがあたるが、サドルとの

バランスが難しそう。 

・子供の乗せやすさの改善があるとよい。 
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■ 試作品Ｇ 

 
 Ｆより車輪が大きく

なっているが、基本的に

同じタイプであり、評価

も非常に似ている。 

 ただし、こちらの方が

乗りにくいという声も

多く、まさに実感として

の乗り心地の差は言葉

では表現できない。 

 同じくスタンドは絶

賛されたが、他に評価す

る指摘は少ない。 

 
 
○プラスのコメント 

・ハンドルロックが有るのは良いと思った。今ま

での補助イスに近いのでなれているが、背が高い

人（大きい人）には足がぶつかると思う。 

・車体フレームが低くて乗り降りが楽でした。前

は小さい子じゃないと不安定ではないかと思う。 

・Ｅと同じくらいふらつかず、スピードも出せて

気持ち良く運転できた。スタンドも立てやすい。 

・軽い力でスタンドを立てられるのは魅力的。 

・普通に安全 

・足が前座席に当たるのが少し乗りづらいが安定

していると思う。 

・胸元あたりに子供がいるのが安心できた。その

分乗る時が乗りにくい。 

・スタンドがとても立てやすい。こぐ時、前座席

が邪魔。 

・安定していて乗りやすかった。 

・全体的に安定感がある。カゴに大きなものを乗

せると前が見づらいかもしれない。足をかなり開

くので気になった。 

・やはり前にカゴがあったほうが、買い物をした

時に荷物が乗せられて良いと思う。 

●マイナスのコメント 

・こぎにくい。前方のぐらつきが怖い。 

・前の子供座席が足にあたってこぎづらかった。 

・スタンドを立てたらハンドルロックされる機能

は、サドルが狭いため、乗り降りが大変。足が子

供の椅子にあたる。 

・乗る時に狭い。もう少し乗るスペースがないと

サッと降りられない。 

・足が前の子乗せにあたり、ガニ股になりこぎづ

らかった。 

・形状は最新だが、元祖ガニ股自転車だと思う。

しかし、子供前カゴが密着していて安定している。

大きな子供は邪魔にならないか。 

・前の子供用座席にひざがつくのが気になった。 

・前座席が邪魔で運転しづらい。 

・足がガニ股になるのが気になる。カクカクして

乗りにくかったです。 

・前の席との間が狭い。 

・前乗せかごが近すぎて、怖かった。 

・こいでいる時に、前カゴにひざがぶつかりこぎ

にくい。ギアの１は軽すぎるので必要ない。 

・前の子供乗せが窮屈。 

・前の子供を乗せるイスの位置が近すぎてこぎに

くい。 
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・足が前イスにあたる。 

・サドル位置と前座席が近すぎて乗りにくい。 

・今までの自転車という感じ。乗り降りはしづら

かった。 

・前の子供用座席の背もたれが高すぎる気がする。 

・Ｆより乗りづらい。車輪が小さいと安定性は増

すが、取り回しが難しい。サドルの位置を後ろに

しては？もっと別に自転車が後ろに伸びても良

い。本来乗りやすい自転車のポジションを見直す

ことが安定して乗りやすい形につながると思う。 

・カゴに深さが欲しい。前子供座席が低く足があ

たる。ハンドルがもう少し高いと楽。ギアは変え

やすい。スタンドが楽、簡単。 

・前の子供用座席が低い分、足にあたり、こぎに

くい。（足を開かないとこげない） 

・自分が小さいので、子供を前に乗せると前方が

見えなくて危険。 

・前座席がじゃまで、押して歩く時や、サドルに

座る時に乗りづらい。 

・良く似ている09-2より安定している気がしたが、

前子供乗せに足が当たって運転しにくい。 

・前子供用座席が足に当たって痛かった。前方が

見やすくて良かった。 

・自転車をこいでいる時、前の子供乗せに足があ

たり、こぎにくかった。 

・Ｆの方が乗りやすかった。前席の痛い所にひざ

が当たる。 

・前座席があたる。狭い。足を開いて乗るのに慣

れない。後ろ席が腰にあたる。09-2より前が見や

すかった。 

・足がぶつかりこげなかった。グラグラして怖か

った。 

・前の子供座席と自分の距離が近すぎて運転しづ

らい。 

・前の２台（ブリジストン）よりはスムーズに乗

れたが、やはりこぎ出し時は怖い。 

・Ｆより断然、ガニ股度ＵＰでつらかった。子供

の身長があると前が見にくいように感じる。スタ

ンドがやはり楽チンだった。 

・前乗せ部分が近すぎて乗りづらい。かごがおし

ゃれだが荷物があまり入れられない様な気がす

る。 

・やはり前乗せが足にあたり、必然的にガニ股に

なる。かなりこぎづらかった。 

・ひざが前の座席にあたってこぎづらい。 

・前座席が近すぎる。 

・Ｆに比べてＮＯ。 
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■ 試作品Ｈ 

 

安定しているとの評価

が多い。基本フレームの

形状は、Ｅ，Ｆ，Ｇなど

とよく似ているが、こち

らの方が評判が良い。 

 逆にスタンドの評価

は悪い。 

 注目されたのはハン

ドルの左側のレバー操

作によって後進させな

くする機能である。停止

時や押し歩き時に、前輪が傾いて転倒につながる

ことがあるが、後進しなければその危険は低くな

る。実際にやってみて感心するモニターが多く、

一定の効果が認められた。 

 ２輪車としての基本性能は高く、乗りやすく安

定しているとの評価も多い。 

 

 

○プラスのコメント 

・とても安定感があった。こぎ出し、カーブの時

も全くふらつかなかった。スピードを出してカー

ブを曲がる時も安定していた。こぎやすく、スピ

ードも出るのでとても良かった。後ろの座席に高

さのある背もたれがあればパーフェクト。 

・スイスイ進めて、ふらつきも少ない。足元が見

えないのが少し不安。 

・前のかごがとても大きく安定しているので、10

か月くらいの子でも安心して乗せられそう。少し

ふらつくので練習が必要。 

・一番ふらつきがなかった。 

・前輪ロック機能が良かった。 

・後輪ストップの機能が良い。スタンドはたてや

すい。運転しやすい。 

・後ろに引く時に、前輪がロック（バックしない

機能）は良いが、もう少し簡単にできると良い。 

・今日、一番乗りやすかった。 

・子供乗せの自転車として普通だと感じた。 

・今、乗っている自転車に似ているところもあり、

乗りやすかった。ひざもあたらず、楽々こげて良

い。前輪がバックしない所も良いと思う。スタン

ドが重いのは改善してほしい。 

・サドル位置を高くしてもらったので、とても乗

りやすかった。 

・慣れてくると、運転もしやすくなる。 

・ハンドルとサドルの間が開いていて乗り降りし

やすかった。 

・乗りやすい 

・前の座席が足に当たらずに乗りやすかった。 

・すばらしい。一番良かった。本来の問題点を一

番わかっていると思う。前輪の後退ロックも考え

られている。このまま改良していく際にも、乗り

やすいポジションをくずさず良くしていって欲

しい。後ろが低く後ろに少し長いのが良い。 

・ハンドルがぶれない機能ありで、良い。 

・一番乗りやすかったが、スタンドを立てる時に、

重くて立てづらかった。 

・乗りやすく感じた。 
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・とても乗りやすかった。とめた時に前かごが動

いて怖かった。 

・前の車輪にロックがかかるのは良い。 

 

●マイナスのコメント 

・前輪のふらつきが目だった。 

・後ろの席が危なそう。 

・後ろタイヤが小さい分、スタンドがやりにくい。 

・乗り降りが楽（スタートがスムーズ）。 

・背が低いので前の部分が迫っていると前が見に

くい。 

・歩いて押す時のふらつき防止が必要。 

・サドルが一番下だったからか、前が見づらかっ

た。 

・スタンドを立てる時にとても重たかった。 

・バックの際の装置は不要。 

・スタンドが重かった。前のロックは良いと思っ

た。 

・ギア３は、かなり重い。ギアはほしい。ふらつ

きは少ない。 

・タイヤの空気入れを必要なしにして欲しい。 

・スタンドを立てる時、重く立てづらい。重い。

ハンドルと前子供乗せが近い。ハンドルがもう少

し斜め、高めが乗りやすい。 

・ロックをすると前輪が後ろに行かないのは、ぐ

らつかず良いと思った。 

・運転しやすい。 

・ベルが鳴らしずらい。 

・荷物置きがもっといると思う。車体が低いので

安定性は高いと思うが、足がしっかり伸びないの

で運転しにくい。足が疲れる感じがする。 

・ふらつき防止がとっさのときは利用できそうに

ない。ふらつき防止の切り替えをもっとスムーズ

に軽くできるとよい。 

・スタンドに工夫が必要。前に重さを感じる。 

・ハンドルのところがせまくて持ちにくい。後ろ

席が低いので、重心が下がるのか安定感があった。 

・スタンドが重く立てづらい。軽くしてほしい。 

・スタンドを軽い力で立てられるようにしてほし

い。2人乗せ自転車初体験だが、前３台に比べて

ふらつきもなく怖くなかった。 

・スタンドを立てるとき、一番重かったのが残念。

走行中は安定しているので、止まっている時、走

り出しの軽さ、操作のしやすさが課題。後ろにタ

イヤが動かない工夫は素晴らしいが、左手につい

ているレバーが重い 

・後ろに動かない機能がよくわからず。スタンド

が他社に比べ立てにくい。 

・スタンドを立てる時、力が必要。後ろ乗せの手

をかけるところがかけづらかった。 

・スタンドに工夫をして欲しい。 
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■ 試作品Ｉ 

 

 子ども乗せ自転車

の定番となったふら

っかーずの幼児２人

同乗用である。元々あ

る前部座席に加えて、

後輪車軸上に後部座

席を設置してある。後

部座席を加えるにあ

たって、後輪を小さく

し、ホイールベースを

延ばしている。 

 子どもを乗せた場合に安定するよう車軸に荷

重がかかるよう設計したことが、ふらっかーずの

特徴だったが、この試乗車もセオリーに忠実に造

られている。 

 スタンド連動の前ハンドルロックも評価は高

い。後部座席をカゴとしても使えるように工夫し

た点はＪとも共通の取り組みである。 

 低速時や押し歩き時のふらつきは２輪車の宿

命とはいえ、ふらっかーずを送り出した先駆性が

今回は感じられないところが残念である。 

 

○プラスのコメント 

・安定感があり、乗りやすかった。前の座席が若

干、高いような気がして圧迫感があったが、いず

れ慣れてしまうだろう。 

・後ろのカゴが子供・荷物の二通り使えるのが良

い。スタンドとともに、前ハンドルロックされて

いるのも良い。 

・後ろの座席が子供乗せ、荷物用と応用できるの

が便利だと思う。 

・レンタルより購入したい。後輪が小さいので大

きくしてほしいが、後ろの子供の安全性を考える

と、そうもいかないのか。全体的に良かった。後

ろのイスがカゴにもなり便利。 

・スタンドと連動したハンドルロックがとても良

い。 

・乗りやすい 

・止まると自動で前ハンドルロックがかかるのは

良いと思った。 

・後ろの子供用座席の所に持ち上げやすいような

取っ手のような物があると良い。 

・スタンドを立てると、自動的に前輪がぐらつか

ないようにロックがかかるのはとても良い。後ろ

の子供座席の足乗せがとてもしっかりしている

と思う。 

・後ろが荷物入れに変わるのが良いと思う。 

・後輪が小さめにできているので、子供を乗せや

すい。子供の足が車輪に巻き込まれない工夫も有

り難い。また、ロックが自転車をとめる際に一緒

にかかるのもうれしい。後ろの子供用の座席の背

もたれが、折りたためるのがうれしい。コーナー

の安定感が抜群。 

・荷物の工夫が、使ってみたい。 

・スタンドをはずすとロックが取れるのは良かっ

た。ハンドルがふらつく。 

・乗りやすく、スタンドが楽だった。始めのふら

つきが大きい。 

・後ろが用途に応じて荷台になったり、子供用に

なってよいと思う。 
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・前座席の安全性は高いと思いますが、奥行きが

あるので多少サドルに座る時の圧迫感がある。 

・他のものに比べてふらつきが少なく良かった。 

・ハンドルロックの機能操作が簡単ですばらしい。 

・立てた時に、ふらつかないようになっているの

はとても良い。 

●マイナスのコメント 

・前の子供用座席の位置が高くて前が見えないと

思う。出だしが重い。 

・ヒザが前カゴにあたってこぎにくい。 

・前がすごく重たく感じた。こぎ出すまでフラつ

きがある。 

・前の付属品が高い位置にあって、前が見にくい。 

・重い。こぐときがなかなか大変でした。 

・スタンドが重たい。自転車自体はこぎやすく快

適。 

・初めて乗ったが、前後に乗せるのは意外に重い

ものだと知りました。 

・変速が重いほど安定はするが、速度が遅いと少

し不安。 

・スタンドがとても重い。前のカゴが大きいので

少しふらつくが、運転が安定していてスムーズに

乗れた。 

・変速ギア、押して歩くのは重い。 

・重たいので子供を乗せて倒れそうな時が怖い。 

・バランスとるのが少し難しい。 

・全体的に重かった。ふらつきも多い。 

・スタンドが使いにくい。 

・ふらつきが少なく乗りやすかった。 

・走行中右方向に傾くことが何度もあり、気にな

った。 

・スタンドのペダルが子供のイスで見えにくい 

・重い。スタンドが立てづらい。ギアは変えやす

い。 

・荷物置きがもっと欲しい。 

・前のタイヤがすぐにとられてします。とても怖

かった。スタンド立てにくい。後ろ座席が荷物入

れにできるのはすごく良かった。 

・こぎ出せば走りやすいが、前の子供座席が重く

て、ハンドル操作しにくい。 

・スタンドが立てづらい。 

・前に重さを感じる。前席が乗りやすそう。後席

が工夫されていて長く乗れそう。ハンドルが他の

が持ちやすかったから、とりいれると良い。 

・押し歩き用に後ろ席にもう少ししっかりした取

っ手が欲しい。ギアの1、2が軽すぎなくて良かっ

た。 

・こぎ出す時に多少ふらつきを感じた。乗ってし

まえばスムーズだった。 

・スタンドが軽い力で立てられるようにしてほし

い。 

・スタンド立てる時に重い。運転はとてもしやす

い。 

・こぎ出すと快適だが、それまでが少し重く、ふ

らついて怖い。 

・前がふらつきやすい気がする。 
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■ 試作品Ｊ 

 

乗りやすい、という感想

が多い。細かなところに

まで神経が行き届いて

いる印象を受けた。乗り

やすさの評価として「普

通に」、あるいは「いつ

も乗り慣れているもの

に近い」というコメント

があり、２輪車の完成度

を高めようという意図

は成功している。ワンタ

ッチで手元操作ができ

るハンドル・ロックや立てやすいスタンドも好評

だった。前輪を小径にして、サドルとペダル位置

を相対的に後退させ膝前に余裕を持たせている。 

 ２輪車の宿命として、低速時の不安定さからは

逃れられていない。後部座席の重心は後輪車軸の

外側にあり、前部座席が軽い場合には前輪が浮く

可能性がある。 

 

○プラスのコメント 

・こぐ足がぶつからなくて楽だった。 

・割と乗りやすかった。 

・乗りやすかった。 

・スムーズに乗れた。楽チンだった。 

・自転車を降りた時に他のと比べてふらつきが少

なかった。 

・ハンドルについているロックはとても良い。 

・前の子供用座席が、低いため安定していた。 

・前かごが低いので、子供の背が高くなっても前

が見やすそう。乗り心地がスムーズで良い。 

・乗りやすい。前輪ロックも良かった。 

・スタンドも案外楽に立てられて、運転しやすか

った。 

・バランスがとりやすかった。 

・ハンドルの固定が、手元（ハンドルのところ）

でできるのは便利で良いと思う。 

・スタンドがとても良く、ふらつかない。 

・思ったより乗り心地が良くて軽くこぐことがで

きた。快適な走りだった。 

・乗りやすい 

・スタンドの足を踏むところが出っぱっていてわ

かりやすい。安定感はあった。 

・一番乗りやすかった。タイヤの空気入れを必要

なしにして欲しい。 

・前の子供用座席にひざがあたらないので運転し

やすい。 

・ハンドルロックがあるのが安心できてよい。 

・ママの椅子が座りやすくて良い。長時間乗って

も疲れなさそう。ずっしりと安定感があるので、

安心できる感じがする。 

・ギアが変えやすかった。 

・こぎ始めのふらつきが気になったが、他は満足

でした。 

・乗りやすかった。 

・普通に乗りやすかった。 

・荷物置き。スタンドは立てやすかった。 

・安全性は高そう。前方は見やすそう。荷物はあ

まり乗せられないのが残念。 
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・重心が低く、安定感があると感じた。 

・普通に乗りやすい。前乗せの形は初めて乗った

が、安定していて走りやすいと思う。 

・運転しやすかった。一番押し歩きがしやすかっ

た。 

・前方が見やすく、とても乗りやすかった。ふら

つかずにカーブを曲がれた。荷物を載せられたら

と思う。 

・前方のタイヤが小さく、しっかりしていたので

安定感がある。 

・スタンドが立てやすいのがよかった。ハンドル

ロックと連動しているのに乗ってしまうと、不便

さを感じてしまう。 

・いつも乗り慣れているものに近いので、乗りや

すかった。 

・ハンドルロックがとても良い。 

・ 安定感等、アシストがないタイプでも十分よさ

を感じた。 

・ハンドルロックが付いていて良い。しかも簡単

で良い。前が安定している。 

 

●マイナスのコメント 

・後ろの子供の足乗せが長すぎてこぎ出し時にあ

たる。 

・こぎはじめにフラつき感があった。スピードが

ない時もフラつく感じがする。 

・前タイヤが小さくて、ハンドルが広いのでフラ

つく。 

・とにかくふらついて運転するのが怖かった。走

り出すとスムーズで運転しやすかった。 

・今乗っているものとあまり変わらない。レンタ

ルはしない。可もなく不可もなくという感じだっ

た。 

・スタンドを立てるのに、コツが必要。少しやり

にくかった。 

・ふらつく感じがして怖かった。 

・なぜ、サドルがぐらつくのか？私の体格163cm

にもよるが、サドルの位置はもう少し後ろが良い。

ハンドルの幅は、ちょうどカゴの後ろ端を持った

幅なら安定するが、前を操縦しづらい。 

・ハンドルが低い、重い。 

・ハンドルのロック解除機能はいらないと思う。

解除を忘れ、事故につながると思う。 

・急なカーブを曲がる時にふらつき、一度ふらつ

くとしばらくふらつきが止まらなかった。直進走

行時は良い。 

・後ろ乗せの足乗せ部分に自分の足があたって運

転しにくかった。 

・ カーブ、走り出しにふらつきあり。 
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 ヒアリングや試乗会に参加できないお母さ

んの意見を集めるべく、インターネット・サイ

トを利用した。 

 サイトは２００８年１２月１０日から２０

０９年２月２８日まで８０日間開設した。メー

ルアドレスの記載のある６１をサンプルとし

て採用した。このサンプルをここでは「サイ

ト・モニター」と呼ぶことにする。 

 本格開設前に、１２試作車の諸元と説明を掲

示してアクセスした方に評価を求めたところ、

アクセスはあるものの意見を選択せずにログ

アウトするケースがほとんどであった。そこで、

１２月８日に行われた第一次試作車１５台の

試乗会で撮影した画像のうち、３車種を１社で

制作したシリーズのものを１車種に絞り、計１

２試作車分を掲示し、仕様や説明についてはボ

タンをクリックすることで追加的に情報を提

供する形式に変更した。また、ランダムに表示

される二台の試作車を比較し、いずれかを選択

させることによって最終的にサイト・モニター

がもっとも良いと思った試作車を選び出し、そ

の試作車についての評価をインプットしても

らう方式をとった。 

 さらに、欧州で子ども乗せ自転車として使わ

れている代表的な三車種を、１２試作車と同じ

ように画像と簡単な説明を付して、合計１５車

種から「お気に入り」を選択してもらった。 

 画像と説明では評価がきわめて難しいとの

電話連絡が４名のサイト訪問者から寄せられ

たが、アクセス数は６０３に達したにもかかわ

らず、実際の回答が少なかったことは、自転車

のような実際の乗車感覚が想像しにくい乗り

物についてのサイトアンケート調査の課題と

なった。 

 したがって、評価は「見た目」の判断でなさ

れており、試乗モニターの評価とは大きく外れ

ているものもある。特に、日本の現行の道路環

境では通行することが困難と思われる欧州製

子ども乗せ自転車の１車種に圧倒的な人気が

集まった理由として「格好良さ」が評価された

ものと思われる。わが国の自転車デザインをよ

り洗練されたものとしていく必要があり、ベビ

ーカーの世界で起きたような外国製デザイン

への雪崩現象的傾斜を防ぐことに、業界はなお

いっそう腐心すべきであろう。 

 

 

 

 

サイトアンケート【参考】 
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基礎データの分析 
 

●年代層 

 サイト・モニターの年代層や子どもの数は、

ヒアリング・モニターや試乗会モニターと傾向

が似ている。特徴的なのは、子どもを自転車に

乗せた経験が「ない」と答えているモニターが

非常に多いことだ。残念ながら、サイトでは「忙

しくてアンケートに答えていられない」という

子育て真っ盛りの母親からの意見は得られて

いないと考えざるを得ない。 

 

●子どもの数 

 ヒアリング・モニター及び試乗モニターから

意見を聞く場合、今回の調査ではいずれも、一

時的に託児担当を設け、お母さんたちを２時間

程度子育てから解放する形で意見を聞いてい

る。現役の母親から意見を聴取するには、この

方法が必須であり、そうでないとこのサイト・

モニター調査に見られるように、調査に協力す

る時間的な余裕のある「子育て卒業生」の意見

を集めることになってしまう。子育て現役の母

親たちが、自分たちの現状をわかってくれない、

と洩らすのは、これまで母親の意見として収集

されてきた意見が、必ずしも現役の立場からの

実感から発したものでなかった可能性を示唆

している。 

 

● 子どもを自転車に乗せた経験は？ 

 半数以上が幼児・子どもを自転車に乗せたこ

とがないと答えている。回答をみていくと、子

ども乗せ経験のあるなしで特徴的な意見の片

寄りはみられないところから、自転車に子ども

を乗せること、特にハンドルに荷重をかけるこ

との危険についてよく承知している回答者ば

かりではないかと思われる。 

 

 

● 格好良さに集中 

10代; 
3% 20代; 

8% 

30代; 
53% 

40代; 
28% 

50代か
ら; 8% 

いない; 
8% 

１人; 
28% 

２人; 
49% 

３人; 
12% 

４人以上; 3.3% 

54.1% 
34.4% 

3.3% 6.6% 1.6% 
無し あった ときど

き 
たいて
い 

いつも 
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どの自転車を選ぶかをトーナメント方式で

聞いたところ、下記のグラフのとおりとなっ

た。見た目の格好良さとカラーリングで選ば

れており、仕様や諸元を比べたものとなって

いるとは思えない。 

 しかし、昨今の自転車ブームの傾向を見て

もファッション生が強く求められており、こ

の面への対応が遅れていることは率直にみ

とめざるを得ない。（参１）とした車種は、

ドイツで２００８年初頭に発売されたもの

で、前に子ど

もが２人、左

右に並んで乗

ることができ、

子ども用座席

のへもたれ部

分に荷物スペ

ースまで用意

されている。 

 なお、Ｅ，

Ｆ，Ｇの三車

種を提示した

メーカーにつ

いては、サイ

トアンケート

の場合はＥの

みを対象とし

た。試乗では

ある程度評価

されていたＨ

は支持がなか

った。安全第

一は言うまで

もないがデザ

インにもつい

て検討が望ま

れる。 
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1 駐めるときはどうするのだろうか？ 

2 月／金の保育園の２人分の荷物 親の荷物

を想定して載せたところの写真が見たい。 

3 ３人のり自転車には絶対考慮してほしい事

項です。 

4 レンタル代が月１０００円だと、年間１万

円を超える。子供を乗せる期間はそれなりに長

くなることを考えると、自治体の補助などで年

間５０００円くらいに抑えて欲しい。 

5 今まで見たことのないタイプの自転車だ。

荷物はともかくとして子供二人を安心して乗

せられるようなデザインに思える。実際に市販

されたら売れそうな気がする。 

6 特になし 

7 変速機 

8 アンケートには選択肢がなかったので「価

格次第で購入」を選んだが、本当は商品の魅力

次第で購入と回答したい。うちは保育園等への

送迎で必要とかのニーズはない。夫婦の趣味が

サイクリングであり、サイクリストでも乗る気

がして、子供と一緒に出掛けたいと思える自転

車が欲しい。はっきりいって、この自転車含め、

アンケートに出てきたもの全てママチャリで

あり、こんなのはいらない。選んだ自転車は小

径ホイールを使わず、一番自転車本来の走行性

を犠牲にしていないと思うが、最低でもハンド

ルをマウンテンバイクのようなフラットバー

にして、安定して、状況がゆるせばそこそこの

速度が出せ、長時間走れるようにしないと買う

気はしない。また、本当に逆ハの字でないとだ

めか？リンク機構を工夫すれば、タイヤ接地幅

が広がっても小回り性は確保できると思う。い

ずれにしても子供を乗せる配置としてはこの

方式がベストだと思う。ベースをママチャリで

はなくスポーツバイクにして作って欲しい。た

だ、全体的にこの程度？と感じてしまう。不況

でクルマが売れなくて暇？な自動車メーカー

の優秀なエンジニアに既存の自転車の構造に

とらわれない斬新な発想で設計してもらえな

いものだろうか。 

9 鍵が簡単にかけられる機能 

10 集合住宅なので、駐輪スペースに限りがあ

るため、幅のサイズは気になりました。 

11 どの様な物にせよ、歩道を走れば歩行者に

は危険！雨の日の傘差し運転は危険！ 

12 とにかく早く発売してほしいです。電動ア

シストもほしいです。 

13 ママチャリの便利さは、国民の多くが周知

のものと考えます。各社が３輪（前２輪や後２

輪）を詩作しているようですが、走行上の運動

性能は、やはり２輪に勝るものはないようです。

日本の道路事情からも、諸外国の物のような、

車幅の広いものも非現実的です。子供を積載時

の安定性と言いますが、私の経験では、駐車時

サイトに寄せられた意見（自由記述） 
 
 

※ 番号は整理のためのものです。 

※ 目立った意見を強調してあります。 



 

 75 

及び極低速の停車 発進時、極低速走行時、引

き回し時の転倒の危険率が高いように思われ

ます。走行時の事故時の危険率は普通自転車で

もダメージは変わらないと思われます。さらに、

子供２人の家族で、３人乗車でママチャリを活

用する「時期 期間」は自転車の商品サイクル

のうちの短い期間と考えられます。よって、３

人乗り自転車の必要条件は「商品サイクルの間

に普通のママチャリに戻せる仕様のもの」また

は「純然たるリース レンタル」を一義に、「低

重心」「スタンド掛け時の安全性」「極低速時の

横転防止（低重心と力のアシスト）」の順で考

えるとよいのではないでしょうか？ 

14 見た目が格好いいのと、駐輪場に停められ

そうという理由が大きい。アシストは是非！子

ども乗せはカゴに変身できると良い。 

15 保育園の送迎で荷物を載せないわけには

いかないのでその点を考えて！！ 

16 春に１才となる子の為に専用自転車の購

入を検討中ですが、どうせなら３人乗り可能な

車を購入したいです。早くお上が正式な決断発

表をしてくれないと消費者は買うに買えませ

ん。また、実用を優先すればママチャリの延長

線上の設計になるのでしょうが普段ＭＴＢや

ロードに乗る私としては今更ママチャリ型を

購入する気になれません。スタイリッシュなミ

ニベロにこども乗せ機能のついた車種が増え

るとうれしいです。 

17 子供を５人、車の免許を持ってないため自

転車のみで送り迎えしました。今ほど子供を乗

せる自転車の種類もなく、一番目と二番目を前

後に乗せ、背中に三番目をおんぶして、四人乗

りで漕いでいた時期も有りました。今一番目は

社会人、五番目は小学二年、先日念願のロード

を買い、ついに２０年間のママチャリから卒業

したばかりです。もうわたしにはママチャリは

不要ですが、乗っていた期間の長さは誰にも負

けません。なんでも聞いてください。お役にた

てると思います。 

18 パーキングが問題 

19 保育園から週末に布団を持ち帰りますが

どの自転車も大きな荷物を持つには不安があ

ります。 

20 荷物を載せるスペースがないのでは実用

にはならない 

21 これでは子供２人乗車時には荷物を背負

うしかないのがつらい 

22 安定性重視で、３輪は不可欠。雨の時の利

用がとても怖く、子どもがなるべく濡れない、

レインコートを着なくても済む自転車があれ

ばいいな、と思っています。欲を言えば、運転

者の大人も濡れない構造（かつ大人部分は晴天

の時は取り外し可能）だと嬉しいですが、そう

なると大掛りな自転車になってしまいますね。 

23 自転車に乗るのが楽しみになりそうなそ

んなデザインがいいなあと思います 

24 これが走るには、道路環境、駐輪環境の整

備が必要でしょうね 

25 一時期しか使わないタイプの形なのでレ

ンタルで毎日の送迎ができたら楽しくなりそ

う。 

26 何につけ欧米製のものは、日本人にとって

大きく重たいものが多いので、そこが気がかり。 

27 後ろに荷物を乗せるカゴがあるともっと

良い。このような海外の自転車も走れるように、

路駐取り締まり強化、交通マナーの啓蒙をして

ほしい。この自転車は理想的だが、日本の道路

事情でどのくらい実用的かは乗ってみないと

わからない。 

28 やっぱり、二人の子供に目が行くように、

前に二人乗れる（重心も低く）のが良い、 
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29 三輪は機動性に難あり。専用車ならＢａｋ

ｆｉｅｔｓ Ｃａｒｇｏｂｉｋｅが良かった。

そうでなければチャイルドトレーラーを使い

ます。 

30 幼児自転車は使用期間が限られているの

で、価格を抑えるためには最後の設問のように

レンタル、又はシェアがいいと思います。また、

出会い頭の衝突事故だけは起きないよう、自転

車利用者に対しての徹底したルールづくりも

必要だと思います。 

31 法改正して、自転車の幅を大きくして欲し

い 

32 海外（デンマーク ドイツなど）では標準

的に使用されているので、できるのであれば輸

入したい。 

33 とにかく早く実用化するべきだと思いま

す。 

34 現在有る駐輪場は軒並みＯＵＴなので、普

及させようとするなら、こう言う自転車もＯＫ

な駐輪場も欲しい（もしくは、断られないよう

な通達なり法制化なり） 
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●代表的な意見 

（１）３人目からの子どもを除外して考えない

で欲しいという意見が多数あり、３人以上の子

どもがいる母親からは、２人同乗までが認めら

れ、３人目からはダメと言われても、ひとりを

残して出かけるわけにはいかないので、許可さ

れなくても複数の子どもを危険覚悟で運ぶと

している。 

【これは自転車の問題ではなく、子育て環境及

び道路交通全体の問題として捉え、早急に安全

策を講じる必要を指摘したものと考えられる。】 

 

（２）子育て中には、外出時に荷物が多くなる

傾向があり、子どもはもちろんのこと、荷物を

運ぶことも工夫して欲しいという意見があっ

た。 

 現状では子どもに持たせる、ハンドルにぶら

下げるなど、そうとう危険な運転を強いられて

おり、１人で移動することが原則の自転車とは

まったく別の設計思想が求められている点を

指摘しておきたい。 

 

（３）聴取した母親のほとんどが歩道を走行し

ており、道交法６３条４－２の「徐行」につい

て知っているものは皆無であった。 

 幼児同乗の自転車は、安定して走行するため、

歩道上であっても時速１０キロメートル以上

の速度が出ているものと思われ、出会い頭の事

故経験も多く聴取された。 

歩道での「徐行」規程は、歩行者の安全を確保

するうえで大切であり、自転車利用者が加害者

にならないためにも、遵守されるべき基本的な

ルールである。一方で、歩道での「徐行」規程

【提言】 
子育て支援を求める母親に 
どう応えるか 

 ヒアリングで抽出した７１名の現役の母親、並びに試乗モニターから得られた回答を基に、い

ま、母親たちが必要と感じている内容は下記の４項目に集約できる。特に、子ども乗せ自転車開

発の必須条件は「転倒の危険がないこと」であると結論づけることができる。 

 

（１）子どもを複数乗せて安全に移動できる手段が必要 

（２）子どもの他に荷物を運ぶことができるものが必要 

（３）低速時・押し歩き時にも転倒する危険のないものが必要 

（４）子育て期間にのみ必要 
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は一般に知られておらず、取り締まりも行われ

ていないのが実態である。歩行者自転車双方の

安全のために定められているとはいえ、子ども

を乗せた自転車が、安定した速度で歩道上を走

ることそのものは法律違反である。 

 逆に、子どもを乗せて法律を遵守して「徐行」

することは転倒の危険につながりかねない。 

 つまり、母親は危険と安全のどちらを選ぶか

ではなく、その都度、どちらがより危険度が少

ないか、を選ぶという究極の選択を迫られるこ

とになる。 

 また、自転車を押し歩く際に、支えている反

対側に重心が移って子どもごと転倒させた経

験があると答えた者は、録音時にはほとんどい

ないにもかかわらず、終了後に告白する例が２

０以上あったことから、実際に転倒させた経験

のある母親は３割近いのではないかと思われ

る。（平成２０年１月のネット調査３，０００

サンプルによる「転倒でけがをさせた」回答に

よれば１割以下である）  

 歩道走行を前提とするのであれば「徐行」し

ても安定し、停止時と押し歩き時に転倒しにく

い自転車を母親に与えることが必須条件であ

ろう。 

 

（４）全員が安全性の高い自転車を切望する意

見を述べたにもかかわらず、「安全性に配慮し

た幼児２人同乗用自転車の試作採用１２社の

試作設計図」と、欧米で使われているベビーカ

ー自転車４種類の写真を示して感想を求めた

ところ、転倒しにくくデザインのよいものであ

れば使用したいとの意見もあるが、子供乗せに

特化した自転車は子育て期間後に使い勝手の

悪さを指摘する声が多くあった。 

 安全な自転車が開発された場合、普及のため

必要な期間、限定的に貸し出すなどの制度的な

工夫が必要と訴える意見はほぼ全員に共通し

ている。 

 価格については欧米のベビーカー自転車を

「格好良いので」という理由で欲しがる意見も

あり、高額な製品であっても付加価値の高さで

乗り越えられる可能性があると言える。 

 また、欧州の子ども乗せ自転車のように普通

自転車の幅を超え設計され、低速安定に優れ転

倒の危険性の少ない製品ならともかく、現状、

わが国で販売されている自転車は２輪であれ

３輪であれ転倒のリスクがあることから、転倒

する自転車を幼児２人同乗用として認める際

には、母親たちに対してしっかり転倒のリスク

があること、法を遵守しつつ安全に通行する方

法についても、あらゆる機会を捉えて情報提供

することが肝要と考えられる。 
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■ゾーン形成の考え方 
①区画整理事業、計画開発市街地等の比較的道路基盤の

整った地区では、保育施設に至る安全ルートを中心にし

て、比較的広い幅員の道路での自転車専用レーン又は自

転車道の優先設置、そこから保育施設までの枝線では、

一般車の進入を禁止する子育て指定路線の設置等によ

り、環境を整える。 

②その他の地区では、道路基盤が整っていないことにか

んがみ、自転車の走行環境に関する調査を優先して実施

し、交差点の危険箇所、単路の安全性等について、自転

車走行環境についての地図を作成して、情報を提供する

とともに、特に、保育所等の存するゾーンでは、上記調

査を優先かつ詳細に実施して、その情報を提供すること

や(9)のような子育て指定ゾーンを設けて、ゾーンへの

時間的な自動車の進入禁止措置等により、保育所への自

転車によるアクセスを安全かつ快適できるように環境

を整える。 

 
米国の自転車通学路のルート情報の例(連邦交通省資料) 

より具体的な１０の提案 
 

（１）少子化傾向に歯止めをかけ、２人以上の子どものいる家庭の増加を期待するのであれば、

子どもの乗車人員のさらなる拡大を検討することも今後必要になる。 

（２）歩行者に混じって歩道を「徐行」する自転車を許容する現行の道交法を維持するのであ

れば、子どもを乗せた母親が歩道を「徐行」できる安定性に優れた設計が必要である。 

（３）安全性を最優先した設計を可能にする道路交通環境の整備が必要である。 

（４）歩道上で歩行者等に脅威を与えない速度遵守を徹底する交通教育の強化が必要である。 

（５）利用者に対して幼児２人同乗の危険性の周知・徹底を行うとともに、利用者に対する交

通ルールやマナーの遵守を徹底するための対策を講ずるべきである。 

（６）複数の幼児に加えて荷物を載せても安定して移動できることも、設計上の重要な要素と

して位置づけられるべきである。 

（７）今回試作された自転車についてのモニターの意見を見れば、スタンドや低い重心、停止

時のロック機構など、新たな工夫も随所に見られるものの、すべての面で満足できるレベルの

開発までには至っていない。子どもと母親のためにさまざまな垣根を乗り越え、国・業界など

が協力連携して、新たな国民車を開発すべき時期に来ている。 

（８）子育て期間限定利用を望む家庭の要望に応える貸出制度を検討すべきである。その際、

定期的なメンテナンスを含めた安全策を講ずる必要がある。 

（９）子育て支援は喫緊の課題であり、幼児保育施設周辺の道路環境整備の進展を待つ間、当

面、当該道路を送迎時間帯に限り路上駐車禁止と速度制限（あるいは通行禁止）を徹底する「子

育てゾーン」（仮）を創設するなどの交通規制により、歩行者として行き来する子どもの歩道上

での安全にも配慮する地域的な緊急対策の実施が必要である。 

（１０）子供乗せ自転車の安全かつ快適な利用のための自転車走行環境の整備をハード、ソフ

トの面から推進すべきである。 
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緊急提言【いますぐできること】 

 

「ゾーン３０」に「チャイルド・ストリート」を 

 
 警察庁は平成２１年３月、３年に及ぶ議論の末にまとめられた「規制速度決定の在り方に関す

る調査研究検討委員会（委員長：太田勝敏東洋大学教授）」報告の提出を受け、生活道路におい

て時速３０ｋｍ以下の速度規制を可能にする規制の見直しを検討することになった。見直し協議

に道路利用者が含まれていないとか、あくまで道路単位で考え「ゾーン規制」に踏み込んでいな

いなどの課題も残るが、フランスやドイツが街の中心部や住宅地を「ゾーン３０」に指定し、ク

ルマの制限速度を低く抑える法律を１９９０年に制定してから、２０年を経てわが国もようやく

着手することになった。急激な高齢化が進むわが国においても、歩行者優先の考え方に基づく同

様の法整備が一刻も早く行われることを期待したい。 

 「幼児2人同乗用自転車」問題を子育て支援全体から眺めると、歩道を徒歩で幼児保育施設に

向かう親子もおり、皮肉なことに自転車による通園が徒歩通園者にとって最も脅威の存在となっ

ている事実がある。特に、幼児保育施設周辺の道路環境整備による走行空間の確保の施策が急が

れる。道路整備というハード的な取り組みには時間を要する。ソフト面からできる限りの施策を

講じることが必要である。自転車の歩道通行というソフト対応を行ったために、道路整備の緊急

性が薄まり、結果としてハード整備が遅れたという過去の反省も踏まえ、両面から安全安心の暮

らし空間づくりを目指していただきたい。 

 未だに通学路においてすら交通規制が徹底されていないが、幼児保育施設周辺区域の道路を送

迎時間帯に限り車の路上駐車の禁止と車の速度制限を行うことで自転車の車道走行の安全性と

歩道における歩行者の安全性を高めることが出来る。 

 環境整備を考えると道路構造の改修となりがちであるが、子育て支援は即実行されなければな

らないことから、交通規制を中心とした走行空間の創設は即効性が期待できる点を指摘しておき

たい。 

【写真下左】：イタリア・トリノ、【写真下右】：ドイツ・マインツ 子どもが遊べる道路 
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第二章「高齢社会の健康維持と都市交通の接点」 
利用者ニーズに基づく自転車の開発に向けた調査検討報告（２） 
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 わが国において急激に進む高齢化が、間接的

に自転車利用の増大を促していると思われる。 
 その根拠の一つは、自由学園最高学部長で千

葉大学の鈴木春男名誉教授が１９９６年に国際

交通安全学会誌（９月号）に寄せた論文「生活

構造からみた高齢者交通政策への提言」にある。

この調査報告では、運転しなくなった高齢者の

６４・４％が代替手段として「自転車」を選ん

でいる。二位の「電車」が４５・８％、三位の

「家族が運転する車」が３２・２％だから、圧

倒的な一位である。 

 高齢化が比較的早く訪れたヨーロッパにおい

て、自転車利用環境の整備に取り組んだ時期も

高齢化の進展と平仄を一にしている。高齢化に

よって交通に対する考え方が変化していくのは

当然である。 

 クルマのドライバーが、安全運転を履行する

能力に陰りを生ずることは早くから指摘されて

おり、免許証更新時に一定以上の高齢者に認知

症テストを義務づける制度が導入されることに

なった。クルマの運転のように、高度な技術と

判断、そして反射神経を要することについて、

わが国は対応し切れていないと指摘する声があ

る。高齢者の状況については、専門の研究がわ

が国で始まったばかりという背景もあり、今後、

急速に知見が進み、政策的な対処も進展してい

くものと期待されるが、現状においては歩行者、

自転車利用者、ドライバーの高齢化によって引

き起こされる交通問題に対処するための具体的

かつ総合的な対策はみあたらない。 

 高齢者が自らクルマや自転車で出歩くことは

危険であり、望ましくないとする意見もあるが、

交通事故の危険とは裏腹に、出かけなければな

らない事情があり、出かける機会が少なくなれ

ば老いが進み、極端な場合には寝たきり高齢者

を結果的に増やしてしまうことにつながりかね

ない。本研究会でも専門家によって指摘されて

いるとおり、出歩ける環境をつくることが活力

のある高齢者を増やすことにつながり、増大す

る医療・介護財政の抑制を可能にする方策なの

である。 

 高速で移動するクルマに比べ、自転車は運動

神経がある程度衰えても安全に移動できる利点

があり、起き上がるための筋肉である腸腰筋の

維持、転倒しにくくするためのバランス感覚を

養いやすい健康運動機器としての側面も備えて

いる。 

 こうした利点についての評価は、専門家の間

では半ば常識となっているが、いまのところ一

般化していない。１９９１年にアメリカ合衆国

高齢者向け自転車 
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が「歩行者自転車コーディネーター」について

の連邦法を制定した折、法律の目的の上位に「健

康への寄与と医療財政への貢献」を掲げた。こ

こには道路整備、交通規制、市街地環境整備と

いった交通主体の政策課題に、健康厚生、そし

て財政についての視点までを含み、総合的長期

的な戦略を展開することの必要性が明確に打ち

出されている。 

 ヨーロッパにおいては、同じような考え方で

自転車走行空間の整備や、人とクルマが錯綜す

る市街地においてクルマの制限速度を時速３０

キロメートル以下に設定するなどの施策を、９

０年には法律の中に位置づけた。戦略的取り組

みについても９０年代半ばには、国家戦略とし

て位置づけるところが増えた。 

 アジアにおいても、中国や韓国などが、ヨー

ロッパ型の交通思想を取り入れ、成功している

とは言い難い側面もあるが、一部では自転車で

移動できる範囲に都市機能を集中させるコンパ

クトシティ化構想を意識した取り組みを始めて

いる。 

 この点、わが国ではあまりに急激な高齢化現

象のために、法律やインフラを準備する絶対的

な時間が少なかったこともあり、対応は、世界

有数の超高齢社会に突入しているいま、ようや

く始まったばかりである。残念なことに、心の

準備ができないうちに高齢化が押し寄せ、年金

や医療の対応に見られるように、政策の切り替

えができないまま、国民への負荷が増大する方

向に社会全体が驀進している。 

 繰り返しになるが、高齢社会では、年寄りが

気軽に出歩ける環境を整備することが必要にな

る。今後、自転車・歩行者に関する政策の強化

を進めるにあたって、交通事故や渋滞、大気汚

染などの改善という目的に並んで「健康増進に

よる医療費の削減」をしっかりと認識していく

ことが大切である。 

 クルマ最優先の社会を成熟させた結果、クル

マ無しには出歩ける環境がない現実が生まれて

いる。歩くにも、自転車に乗るにも、危険で不

便な環境があり、バスや電車などの公共交通機

関の未整備な地域では、必然的に閉じこもりが

ちの高齢者が目立つ。 

 せめても楽に出歩けるツールのニーズは高ま

り、最近では電動車椅子、いわゆるシニアカー

が増えてきた。既に５０万台を越えるシニアカ

ーが街を行き来している。 

 高齢化や障害によって歩けないためにシニア

カーを使う人よりも、お出かけの足としての利

用者のほうがはるかに多いと言われている。シ

ニアカーでゲートボールに行く、公園に散歩に

行く、病院や買い物に行くという使い方が一般

化しつつあるという調査もある。たとえば、日

本有数のシニアカー普及率と言われている島根

県大田市では、農作業の道具を積んだシニアカ

ーが行き交う光景を目にすることができる。 

 時速６キロメートルに制限されているシニア

カーや、少子化時代にはますます存在を尊重す

べき乳幼児を乗せたベビーカーなど、歩道を行

くのは歩行者だけではない時代に、自転車はど

のように使われるべきなのか、高齢者が使って

安全な自転車はどのようなものなのか、本調査

では、こうした近未来の課題について専門家の

意見を聴取し、有識者間の議論を通じて、自転

車の将来像について迫った。 
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●高齢者にクルマ以外の足を 

 

 エネルギー転換が迫られている今日、高齢者

がクルマから自転車に乗り換える時に何を考え

たらよいかを考えなければならない。全国どこ

でも同じとは行かないが、ちょうど、湖南病院

や高齢者施設が立地しているこの茨城県下妻市

をみると、非常に平坦で坂のない土地が広がっ

ており、自転車には好都合な環境がある。 

 昔はバス路線がこの近辺だけで３０路線以上

あったが、クルマ社会が進んで、バスの利用者

がいなくなった。現在、残っているのは数路線

で、２時間か３時間に一本という状態である。

クルマが使えない人には陸の孤島になってしま

っている。 

 また、この近辺で割烹料理店や寿司屋などが

どんどん減っている。足がクルマしかない状況

で、飲酒運転の取り締まりが強化されたために、

食事に行く、酒を飲みに行く時にはタクシーや

代行運転を使わざるを得ない。交通費の負担が

大きくなり、外食に金が回らないために、街の

賑わいがなくなっていくという悪循環に陥って

いる。 

 高齢者からクルマを奪うと、間違いなく数年

内に寝たきりになってしまう。外出できないこ

とが、どれほど高齢者の健康を害するかは、医

師が一番よく知っている。すぐ足腰が立たなく

なり、転倒の危険が増大し、何らかのきっかけ

で床についてしまう。買い物もできなくなると、

まず頭が呆ける。出歩けることの重要性につい

ての認識が一般に低いことは残念である。 

 

●電動アシスト自転車の限界 

 

 高齢化が進み、クルマを運転できなくなった

人々が自転車に頼らざるを得ない時代になった。 

 ところが、自転車の事故がたいへんに多い。 

 高齢者はこぎ出す力が低下しているため、ス

タート時によろよろしてしまい事故につながる。

そこで、電動アシスト自転車を試させてみると、

とても良い。すぐ安定した速度に達するし、ち

ょっとした坂もなんの苦もなく越えていける。

現在、電動アシスト自転車は８９歳の利用者が

３名おり、毎日外出して老化と闘っている。 

 ただ、停止しようとする時の不安定さが問題

で、転倒しかかると、不思議に悪い方の足をつ

いてしまい、動けなくなってしまう。やはり転

倒の危険から逃れるには、倒れない自転車、３

輪あるいは４輪の自転車が必要だと言うことに

なった。 

 しかし、いろいろ調べてみると、後二輪の三

輪車は、高齢者に内輪差の感覚が薄いために、

後輪を壁や段差などにぶつけてしまう事故が多

高齢者医療の現場から 
 
 
 

鴇田 典夫氏からのヒアリング 

介護老人保健施設しろかね・医療法人白峰会 理事長 
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いことがわかった。前２輪であればうまくいく

だろうと、実際に購入して使ってみた。 

 見た目は安定しているが、前輪が独立懸架に

なっていないため、回る時に内側の車輪にだけ

荷重がかかり、外側が浮き上がるという欠点に

直面した。独立懸架方式の前二輪車を見つけて

試乗してみると、前２輪の幅が狭すぎて、安定

せず、しかもサスペンションが柔らかすぎて高

齢者が運転できるものでないことは明らかだっ

た。 

 必要なのは、前輪の幅を、安定性が損なわれ

ないで、取り回しが楽なサイズとし、独立懸架

方式にしてコーナーワーク性能を高めたもので

あり、日本の技術力を持ってすれば必ず高齢者

のニーズに応えうる製品が誕生すると期待して

いる。 

 

●電動車イスの前に自転車を 

 

 医学的な見地からすると、人間は二足歩行を

するため、高齢化すると脊柱間が狭くなって足

にしびれを生じて歩けなくなることが多い。歩

けなくなった高齢者を自転車に乗せてみたら、

自転車には乗れることがわかった。 

 つまり、高齢者が生活する範囲は、そんなに

広いわけではないので、自転車で移動できれば

自立の可能性が出てくる。 

 ちょっとした買い物にせいぜい５００メート

ルを移動して、自分で商品を選び、お金を払っ

て持ち帰ってくる。そういうことができる環境

とツールを、少ない年金や蓄えの中から支出す

れば手に入る生活をつくること、それこそが高

齢者支援だと言える。 

 シニアカーと呼ばれる電動車イスがあり、高

齢者支援に使われているが、実際の現場ではい

ろいろ問題がでてきている。ただ座って移動す

る道具として使うのではなく、行った先で運動

したり、仕事をしてくれればいいが、そうでな

いと運動能力の低下が頭脳の低下につながって

しまいかねない。 

 時速６キロメートルとはいえ、移動する重量

物であることに変わりはないので、運転操作を

誤ると大事故につながる。医師の診断を経て、

借りたり買ったりすることができるような仕組

みになっているが、医師が診断した段階では能

力があっても、運動を怠ると予想外に痴呆など

が進むので、歩車道の区別や信号などの認識が

怪しくなるケースも考えられる。 

 その点、自転車はアシスト付きであってもこ

がなければ動かないため、脳神経や判断能力に

陰りがあると他からみてすぐわかる利点がある。

さらに、自転車に乗ることにより、筋力だけで

なくさまざまな判断や、バランス感覚などを鍛

えることになり、老化を防ぐ効果も期待できる。 

 

●現場の意見で製品の開発を 

 

 高齢者の移動という見地から考えると、理想

の手段としては電動アシスト付きで自動変速装

置あるいは三段程度の変速装置を備えた前２輪

の３輪自転車である。 

 現在売られているような幅の狭いものでは安

定性に問題があり、奨められない。 

 高齢者はふらつくものを嫌う度合いが強く、

その意味でも高い安定性が求められる。医師が

聞き取った限りでは、施設で３輪自転車を使っ

ている高齢者は、後二輪の三輪車は不安定だと

言っている。これは、高齢になって見えないと

ころを類推して対処する能力が衰えているから

である可能性が高い。 

 高齢者に与えるものは、操作する範囲が見え

るものというのが鉄則である。前２輪であれば、
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そこを通れるかどうかはみればわかる。若者な

ら、後二輪でも幅を想像して調整することがで

きるし、内輪差も感覚的に察知できるが、高齢

者に同じことを望んではいけない。 

 車幅については、実際に高齢者を乗せて徹底

的に理想のサイズを探る必要があり、介護の現

場をよく知る医師などと協力して開発にあたる

ことが必要だろう。 

高齢者が自転車などでリハビリテーションするためにも使われる施設の通路 
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●超高齢社会の到来 

 

 アメリカには古くから高齢者研究の拠点とし

て、ＮＹＡやＮａｔｉｏｎａｌ Ｃｅｎｔｅｒ

があるが、わが国ではようやく２００４年に愛

知県の大府に国立長寿医療センター研究所が開

設されたばかりである。 

 高齢者研究の遅れもあり、誤った高齢者のイ

メージが流布しており、そのイメージに基づく

議論で施策がきめられているという嫌いがある。 

 もうすぐ１００人に１人が１００歳まで生き

る時代が来る。高齢者の交通問題は喫緊の課題

である。 

 高齢化に伴う老化によって眼・耳・筋肉・骨・

認知判断などが衰えていく。順序としては筋肉

がいちばん最初に衰えを感じる。特に瞬発性の

筋肉である。 

 次に、眼だが、老眼は６０とか６５歳ぐらい

でそれ以上は進行しない。つまり最後まで、い

わゆる静止視力は維持されるが、自動車のなど

の運転にかかわる動体視力は、さらに衰えが進

行する。 

 

● 聞こえなくても安全を保てる仕組みを 

 

 次に耳、聴力が衰えるが、両耳からは同時に

は進行せず、必ず方耳から始まる。普通右利き

の方は左側に８割の聴神経があり、聴覚中枢が

ある。左利きの場合には５割ずつとなり、右利

きの場合とは差異がある。 

 いずれにしても、高齢化の進行とともに聴神

経、聴覚中枢への血流量がどんどん落ちていく。

外耳の部分あるいは内耳の部分が損傷していな

くても、中枢への血流量が減少して機能不全に

陥ると回復が非常に難しい。かといって落ち始

めた最初に補聴器などを調整して使い始めれば

日常生活ではけっこう頑張れる。なぜかと言え

ば、人の動きとか口の動きとかを先読みできる

ようになるからである。 

 ところが、道路上ではクルマなどには表情が

ないので先読みができない。聞こえなくなった

ら、きわめて危険な状況になる。聞こえない弱

者をどう守るかという全体の仕組みが必要にな

る。 

 

●平均値で交通設計をしてはいけない 

 

 骨の老化については、男性は骨粗鬆が進む前

におおむね寿命が尽きるが、女性のほうに骨の

問題が生じる場合が多い。骨芽細胞、すなわち

骨を造る細胞より、骨を壊す破骨細胞のほうが

多くなり、だんだん鬆（す）が入ってきて、密

度が落ちる。これを防止する上でも、自転車に

乗ってこぐと効果が高い。たとえば、カルシウ

ムの摂取に必要なビタミンＤはわずか１０分の

外出で体内に合成される。加えて、ブルーベリ

ー入りのカルシウムのヨーグルトなどを飲めば

と摂取が進む。 

 多様な身体機能には個人差が非常に大きい。

高齢者イメージの見直しの必要性 
 
 

溝端光雄氏の指摘 

（財）東京都老人総合研究所 
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道路づくりなど、平均値にあわせて設計されて

きたのを、平均より１、２段下のレベルを意識

する必要がある。 

 歩行者用の信号機の場合、青になっている時

間は２０メートルの道路幅があるところの歩行

者信号機では最低２０秒確保している。これは

歩行速度を秒速１.０メートルと想定している。

わが国より高齢化率の低いアメリカですら、既

に０.８メートル／秒でやっている。 

 

●握力・バランス感覚 

 

 これからはどうやって寿命の伸びに体力を合

わすかがキーワードになる。自転車の役割とし

て、手軽な都市交通手段、地球環境にやさしい

などいろいろなことがあるが、体力の衰えた高

齢者にはどのような自転車が必要かを考えたい。 

 たとえば、自転車の制動実験を行うと、高齢

者の方がブレーキをかけてからの停止距離が長

い。握力の弱った利用者でも安全に停止できる

性能が求められる。 

 また、握力が１０ｋｇを下ると、認知症の発

症率がものすごく高くなることもわかっており、

握力を自然に鍛える機能も視野におくべきであ

る。男性で１０ｋｇを下る場合はほとんどない

が、女性には多い。一つのバロメーターとして、

マンションにある小型の消火器を持ち上げられ

なくなったら危険信号と考えて良い。 

 また、車道でのクルマに危険を感じるため、

歩道通行する場合、歩行者の間をすり抜けて追

い抜くことは法律的には「徐行違反」だが、実

際には行われる。「徐行」を励行すると自転車

で転倒するという矛盾が現実には存在するが、

高齢者の場合、背後から近づく自転車にはまず

気づかない。また、自転車に乗っている場合、

脇や背後からのクルマにも聴覚が衰えているた

め気づかない場合が多い。ふらつきをなくす、

止まっても転倒しにくい機能が求められる。 

 

●高齢者に特化した調査の必要性 

 

 「自転車に乗っている時に交通事故を起こし

やすい人は？」をＩＴＡＲＤＡの調査でみると、

事故の第１、第２当事者としてかかわった自転

車乗用者の人数を人口で割ったばあい、小学校、

中学校、高校生が圧倒的に高くなる。しかし、

データを正確に読み解くには、自転車での外出

量が加味されていないことが問題となる。高齢

者の移動する距離や外出頻度などを考慮すると、

明らかに７５歳以上が、１６～１８歳に比べて

高くなると予想される。 

 前段の握力に関係する懸念として、下り坂で

の危険対策が考えられていないことも指摘して

おきたい。長い下り坂では、ブレーキを長時間

保持している能力を高齢者に期待することが妥

当でない場合がある。特に、電動アシストなど

の重量が重い車種については、高齢者用により

強力な回生ブレーキシステムや、自動ブレーキ

機能が必要になる。 

 

●ガンにも効くという説もある 

 

 イギリスの自転車協会が、自転車の健康効果

レポートを公表しており、そのなかに１９９５

年以降、約５、６年間の疫学的な調査によって、

特に大腸がんと乳がんに効果があるとの報告が

ある。乳がんの場合、自転車に乗る婦人の場合、

約３９％発症率が低くなるとされている。大腸

がんの場合は４０～５０％軽減できるとの報告

もある。 
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●専門家は３輪を推奨 

 自転車を乗ることが危険な限界は、本人の判

断に待つしかないが、バランスがきちんと取れ

なくなると危険である。乗りたかったら筋肉ト

レーニングが必要になる。また、倒れないため

には３輪も考えるべきであり、その場合は、後

ろが２輪だと段差を引っ掛けて転ぶこともあり、

高齢者研究の専門家は前２輪を推奨している。 

 

●超高齢化を迎える都市に要求される移動の質

とは 

 超高齢化社会における持続可能な都市交通の

目指すべき目標は、（１）多様な活動機会への

アクセシビリティの保証、（２）安全かつ環境

負荷の小さなモビリティスタイルの選択、（３）

厳しい財政制約下での費用対効果の確保などで

ある。これらは単に技術的な対応で達成できず、

人の活動、ライフスタイル、価値観、都市構造

などを視野においた総合的な戦略で対応すべき

である。 

 

１）有病息災の高齢者にとって社会的な活動を

維持増進させることが必要であり、そのための

安全・安心な「移動の保証」が求められる。 

２）公共交通手段のバリアフリー化は移動の自

由度においては不十分な面が残るため、これか

らの高齢者は徒歩と自動車との中間に位置する

パ‐ソナルな移動手段を望む可能性がある。 

３）徒歩よりも速く、安全かつ快適に移動可能

なパーソナルな手段があれば、自由度の高いコ

ンパクトシティが実現可能である。 

４）現時点で高齢者向けに適当であると考えら

れるのは前２輪の３輪自転車であり、電動アシ

スト機能と操作しやすい（あるいは自動の）変

速機を備えていることが望ましい。前２輪の幅

については、実際に高齢者の試乗を繰り返して

最適なサイズを探る必要がある。 

 

 結論として、高齢化に伴う交通のあり方に対

応する自転車の潜在的なニーズは大きく、かつ

その開発は緊急性を持っているといえる。今後、

今回指摘されたポイントについてより実証的な

調査を行い、猛スピードで進む高齢化を先取り

する戦略を立案する必要があり、これは自転車

関連業界にとどまらず、街づくりや交通規制、

厚生行政、教育行政、労働行政までを視野にお

いた総合的な議論の命題とすべきである。 

【提言】 
 

高齢化スピードに沿った 
政策の実現を 
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利用者ニーズに基づく自転車の開発に向けた

調査検討委員会 

（第１回） 

平成 20年５月 14日（水） 
於：日本自転車会館第一号館第一会議室 

出席者（敬称略順不同） 

荒砥 悦子 

古倉 宗治 

堤  香苗 

羽藤 英二 

兵藤 哲朗 

屋井 鉄雄 

横山 克義 

 

 

事務局 子どもを複数乗せて走る自転車は法

律的には禁止されているのですが、そうせざ

るを得ないような社会環境もこれありで、お

母さんたちも「出口がない」と文句を言って

おられるわけです。警察のほうも、法律はあ

るけれども守れないのでどうしたらいいかと

いうことで、さまざまな問題をはらんでおり

ます。このたび、経済産業省、財団法人自転

車普及協会からお話をいただきまして、実際

にお母さんたちがどういう自転車を欲しがっ

ているのか、どういうニーズがあるのかを調

査して、そのニーズに基づいた自転車の新し

い開発ができないものだろうかというプラン

が持ち上がっております。 

 委員会に与えられた役目は、お母さんたち

のニーズのとりまとめです。 

 屋井 自転車の走行空間をきちんと持つべ

きだというふうに思っておりまして、今後の

高齢社会の中で歩行者が歩道上で自転車に轢

かれるということは大変な問題だということ

から、歩行者の安全も確保しなければいけな

いということをずっと思っていたものですか

ら、自転車を車道に追い出す派に属している

わけです。その結果として、お母さん方がお

子さんを乗せている自転車についてはどうす

るんだというご議論についても、私は個人的

には一定の責任を持っていると思っておりま

す。 

事務局 資料１は、最近の新聞報道について

の箇条書き。３人乗り、２人乗りにかかわら

ず、病院や警察が把握している数の５倍ぐら

い実際はあるのではないかと指摘されていま

す。 

 資料２は警察庁の検討会の資料。自転車の

乗車人員に関する規定は、それぞれ都道府県

の公安委員会が決めており、３つの例が示さ

れております。１つは、幼児１人の同乗のみ

認めている例。２番目は、幼児１人、または

背負った子どもの同乗を認めている例。３番

目は、幼児１人に加えて背負った子どもの同

乗を認めている例です。つまり、２番目は２

人、３番目は３人が自転車に乗っていること

になります。したがって、幼児２人はいずれ

も認められていない。資料３は、警察庁が把

握している自転車同乗幼児の事故実態です。

頭部の損傷が特に問題。 

 資料４は、国民生活センター協力病院での

６歳未満の自転車事故関連危害情報を分析し

た結果。この中で我々の常識から考えて意外

だなと思うのが表５でありまして、ⅡＡ群で、

幼児を乗せて自転車の走行中であり、ⅡＢ群

というのは自転車をスタンドを下ろして停め

ている場合なのですが、走行中の場合は、同

乗者より後方に子どもが乗っている場合のほ

うが危険であり、停めている場合は前に乗せ

ているほうが危険であるというデータです。

これまでこういうデータはあまり外には出さ

れていないのではないかと思います。 

 最後の資料は、宮本さん以下東京都立墨東

病院の脳神経外科での実際の事例を基に分析

したものです。この中で３枚目にグラフが載

っていますが、走行中の事故が40％、停車中

が31％であります。このグラフは、停車中が
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相当多いことが明らかになったということを

強調しています。この論文では、かなり踏み

込んで、自転車の補助いすを作っているメー

カーに対して製造責任を問うというようなこ

と、また、子どもにヘルメットを着用させな

いで子どもを乗せるということは、児童虐待

防止法に抵触すると言っております。母親な

り父親なりの危険に対する認識の薄さ、ある

いは怠慢というようなことが医療現場では非

常に際立つということを指摘しております。 

 堤 推測ですが、自分が子どもを乗せて走

った母としての感覚ですが、比較的年の大き

い子のほうが後ろに乗るケースが多い。だか

ら、停車をした際には、大きい子は「降りる、

降りる」と言うんで、後ろの子はたぶん降り

ているケースがあるんじゃないか。それに比

べて、前に乗っている子は、腰は据わったけ

れども、まだ動きはしない。お母さんとして

も、置いておいてもこの子はまだ大丈夫かな

と思ったときに、何らかの弾みで自転車が転

倒して事故が起こった。これは推測でしかな

いんですが、そういうケースがあるかなと思

います。 

事務局 前後に２人乗せた場合は押して歩く

ほうがいいという記事が最近目立っています

が、実は押して歩いていても事故はやたら起

きているという実態があります。 

 荒砥 子育てグッズ＆ライフ研究会で 10

年前にママチャリについてアンケートを詳細

に取った。最近、東京新聞からグッズ研で取

材を受けたときに、取材を受けた人が「私は

子どもを２人乗せて降りて歩いたほうがいい

と思います」と発言をしたのが掲載されたが、

「非難ごうごうだったよ」とあとで報告があ

りました。降りて押すのは実はすごく危ない。 

 渋谷 表５の停車中の比率というのがあり

ますが、比率はたぶん正確だと思うんです。

後ろの場合はたぶんスタンドで固定されてい

るのでいいんですが、前の場合は、ハンドル

ロックとか車輪ロックがなければ動いてしま

う場合がある。明らかに停めた場合は、前の

子どもが危険である。前乗りと言うんですか、

前方乗りが危険だということは想像できるん

じゃないかなと思いますけどね。そのときに

ハンドルロックが付いていた自転車なのかど

うかというのも本当は知りたいところなんで

す。 

 屋井 確かに同じ資料でも、表２を見ると、

堤さんがおっしゃったとおりだなと思うのは、

ⅡＡ群のほうは３歳、４歳、５歳まで分布し

ているデータなんですね。ⅡＢ群のほうは、

１歳、２歳に比べて３歳、４歳、５歳はほと

んどいない。前の事故で怪我しているという

ことだから、まさにそのとおりで、後ろに乗

っていたとしても、大きな子は怪我していな

いということですね。しかも、表３を見ると、

ⅡＢ群の子は全員頭を怪我していますね。小

さい子どもが前に乗ってて転んで頭を怪我し

ている。後ろの子の場合、走行中に足を怪我

している例がありますが、このデータももう

ちょっと細かく見れるといいですね。 

 お母さんたちは、前と後ろに２人子どもを

乗せてはいけないということは知らない。で

は、補助いすは本人がみずから付けているか

というと、絶対付けていない。それは自転車

屋さんなりが要望を聞きながら付けてしまう。

お母さんは付けてもらったからそれで乗って

いるだけ。売っている側の責任はどうなのか。 

事務局 宮本さんの指摘では、６歳未満の子

どもを持っている母親の95～96％までは、自

転車に補助いすを付けている。 

 屋井 補助いすは後ろと前に最初から付い

ているものは売ってもいいんですか。これは

子どもは乗せないんだと言い張ればいいわけ

ですかね。２つ付いていても、どっちかしか

使いませんと言えばいいわけですな。 

事務局 予備取材で７名のお母さん方に聞い

たんですが、すべてのお母さん方は、２人乗

せることが違反だということは知っているし、

危険であることも知っている。「でも、ほかに
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方法がありません」ということをおっしゃっ

ていました。 

 堤 大きなお店は断られているようです。

個人でやっている自転車屋さんとか、巡回自

転車修理屋さんだと付けていただけるそうで

す。 

 荒砥 工具はドライバー１本あれば付きま

すので、私が自分で付けました。あとで、子

どもが大きくなって、取るのも簡単に出来る。 

 堤 なにが正しいかを知りたい。自転車屋

さんにちゃんと付けてもらっているのか、個

人で買って付けているのか。それと、私は多

摩ニュータウンで山坂が多いので、電動アシ

スト式自転車(以下、電動自転車、電動と略す)

がすごく人気なんですが、電動自転車はちょ

っと造りが違うので、あれには果たして補助

いすは付くのか。電動自転車で補助いすを付

けているケースはどうか。 

 堤 「ふらっかーず」という自転車は、本

当にふらつかないのかというと、やっぱりふ

らつくし、それに重い。総重量の重さを考え

るとどうかなと思うし、子どもを１人しか生

まないというときに、子どもがある程度の年

齢になったら乗せないことになって、じゃあ

買い替えるのかという問題になってくる。そ

ういうときに選択肢の問題があると思うんで

す。資料５の５ページ。「同乗中の子どもの動

作が原因で怪我をした」という部分がありま

すね。これがどういう動作なのかという調査

ができればいいと思います。どういう子ども

の動作が原因で事故が起こったのかも問題だ

と思います。例えば、１歳までは乗せてはだ

めとか、１歳になって自分で握れるようにな

ったら自転車に２人で乗っていいよとか、何

らかの指針みたいなものを付けてあげれるよ

うなものが出せればいいですね。これはいい、

これはだめと詮議するだけでなくて、こうい

う動作ができれば乗ってもいいですよとか、

こういう重さの子だったらここに乗せるのは

安全ですよとか、15kg超えたら後ろにしまし

ょうとか、そういうものをこの研究会で作っ

て提供してあげられたら、お母さんにもプラ

スなのかなと思います。 

 事務局 議論として、今ある自転車を改造

して対応していくのか。それとも子どもを複

数乗せるために全く新たなものの開発を考え

るということが必要なのかどうか。その場合

にはお金がかかるとか、法律的なこととか、

道の造り方そのものも変えなければいけない

ということもございます。そのへんのご議論

をここでいただいて、私ども事務局は、あち

こちの保育園や幼稚園を巡って、お母さんた

ちの生の声を集めてこようと思いますので、

それをまたご覧いただいて、もう一回ご議論

いただくということにさせていただければと

思います。 

 古倉 改造するか、あるいは新たに開発す

るか、警察庁のほうで「これが安全だ」とい

うふうにわかれば使っていいという話になっ

ているというストーリーだと思います。その

安全の基準みたいなものですね。開発目標は

何か具体的に示されているのか。 

 水野 警察庁のほうで幼児２人同乗用の自

転車について検討が始まったということで、

経済産業省のほうも問題意識をもって取り組

んでいきたいという状況にございます。その

中で自転車関係団体の方々にもご協力をいた

だいて、今、取り組みを進めている最中です。

その中で、安全の指標はどうなのかというの

は、一義的には警察庁のほうの検討会の中で

最終的に方向性が見えてくればいいというこ

とだろうと思いますが、現時点において、こ

の安全の指標というものはございません。逆

にそういったものを警察庁の中ではつくれな

いということもあって、関係団体のほうでそ

ういった安全の基準、例えばどういう試験を

するかとか、どのようなところをチェックす

べきかというようなことについて、そのたた

き台の作成を警察庁がしているという状況で

す。 
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 今回、この２人同乗用自転車に関しまして

は別の事業も動いています。日本自転車振興

協会（自振協）で、２人同乗用自転車の開発

公募をしています。４月25日に開発公募を一

般に告知し、自転車メーカーさん、町の発明

屋さんも含めてですが、今の社会情勢を踏ま

えて２人乗せられる自転車の試作品をつくっ

てくださいという開発事業を今、公募をして

受け付けているという状況です。そちらのほ

うで最初は書類審査をさせていただいて、08

年末には試作品を一度出していただく。それ

に基づいて、こちらのほうの調査の中でもそ

の試作品に対して、ここはこうすべきだとい

うお母様方の意見、あるいはここに今日お集

まりの皆様方のご意見、これを各メーカーに

フィードバックして、さらにその点を踏まえ

た修正をいただいたものを最終的に 09 年３

月末ぐらいに、それを反映したものを最終的

にご提出いただく。このようなプロセスにな

っています。 

 古倉 消費者側というか、使う側から、ど

ういうものが安全で、どういうものが快適だ

という、そういうニーズを示すということで

すか。 

 水野 はい。それをこの場を通じてかたち

にし、そしてメーカーサイド、また別途、自

振協でやっている事業のほうにそれを伝えて

いく。こういう連関の中で今年度、この事業

は進んでいくということをイメージしていま

す。 

 古倉 １点だけ、安全ということだけで自

転車というのはなかなか乗りにくいと思いま

す。つまり快適性といいますか、安全性を優

先すると、もちろん安全は基本的な非常に大

事なもので絶対にこれは必要なのですけれど

も、やはり乗っていて、ちょっと極端な言い

方をすると、例えば安全だというと戦車みた

いなものをつくればよいということになる。

そうすると、やはりこぐほうが大変になって

くる。やはりお母さん方には子どもを乗せる

ときに、とくに女性の場合ですと体力の問題

もあります。なるべく楽しく運転できてとい

う話もつながってくると思います。やはり安

全性だけではなく、快適性みたいなものも考

慮される余地はあるのでしょうか。 

 水野 あらゆることを想定して、お客様、

お母様方のニーズはこうですよということを

伝えていく。そういう場にしていただければ

と思っています。 

 荒砥 私も同じことを考えていました。や

はりあまり重いと、体力のあるお母さん、な

いお母さん、それでずいぶん違うと思うので

す。あとは止めやすいかどうかとか、動かし

やすいかどうか、利便性みたいなものもすご

く大事。ただ、両立するかどうかですね、安

全性と。もちろんさせていかなければいけな

いのですが、どこを大事にするかというとこ

ろでちょっと、いろいろ分かれるところがあ

ると思っていたところです。 

 水野 アウトプットのイメージは一つでな

いと思っています。いろいろなパターンがあ

り得るだろう、そういうかたちでいいのでは

ないかと思います。その中でお母様方が自分

にあったものは何かを選んでいただければい

いのかなと思います。ただ、いろいろな解決

方法がある中で、最低限クリアしなければい

けないものというものは何か。そして解決す

るパターンにはティピカルにはこういうパタ

ーンがありますといったことが、たぶん最終

的なアウトプットになっていくのではないか

とイメージしています。 

 荒砥 レンタルシステム的なことの提案も

盛り込めるといいと思うのですが。 

 水野 そういったことも含めてご提案いた

だければと思っています。 

 横山 事故は圧倒的に走行中が多い。60％

以上が走行中。道路の状況が悪いのか、人混

みで事故になるのか、あるいはそれに乗って

いたお母さんの自転車の習熟度はどうだった

のか。速度が非常にゆっくりになると倒れや
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すい。ただ「走行中」ですべて処理されてい

ますので、どういうことでそうなったかがも

うちょっとわかってくると、ハード面の開発

も進むだろうし、お母さん方の教育にも生か

せるのではないか。 

 兵藤 現況の市場調査を知りたい。最初に

話があった金具の取り付け方、それはどんな

パターンがどのくらいあるのか。たしかに駐

輪場とかに行って見ればわかると思うのです

ね。それが一つ。それから、その金具はどの

メーカーから出て、いくらぐらいで販売して

いるかとか、それを値段も含めて把握をして

おかないと、新しいものができたとしても、

だいたいその販売価格帯は想像がつかないで

すね。そういう現況を知りたいですね。 

 横山 補助いすの場合はＴＳマーク、製品

安全のマークがはれるものでないと市場に出

ていない。２種類ありまして、体重が 15km

以下、身長が110cm以下と、22km以下で110cm

以下の者にしか使ってはいけない。そういう

制限、規格はあります。 

 渋谷 宮本先生は記事の中で牽引は推奨し

ているのですね、アメリカ式のトレーラー、

日本ではリヤカーというのでしょうか、それ

は非常にいいんじゃないかと。 

 荒砥 お薦めしていらっしゃいますね。私

も記事を読んだのですけど。でも、あれは重

いと思うのですけどね。前輪が上がってしま

うのではないかしらと思ったり。 

 渋谷 外せば通常の自転車に戻るわけです

から、一長一短あると思うのですけれども。

ただ、日本の道路事情にあの牽引が合うかど

うか。 

 堤 調査をどのようにやるのかということ

も、今おっしゃったように乗せ方の部分と乗

り方の部分の２方向があると思います。どの

ように補助いすを取り付けているのかという

こと、どのように子どもを乗せているか。も

う一つ乗り方も、現状、どんな乗り方をして

いるのか。例えば、子どもは後ろにいるのだ

けれども、ちょっと携帯電話がかかってきた

ら携帯電話に出てしまう、いわゆる片手運転

もしてしまっているとか、雪の日は乗らない

けれども雨の日は傘を差しながら乗っている

とか、そういう乗り方の部分で、どういう乗

り方だったら事故になるのかというあたりも

現状で調査をしていく。今の日本というのは

車の近くを自転車が走るという状況にあるの

で、この中で自転車単体、もしくは自転車と

もの、自転車と人というのがあると思います

が、いちばん多い自転車と車の事故になると、

やはり負けてしまう。絶対、自転車は負けて

しまう。 

 あとは啓発をどのようにしていくか。今、

各地の観光地でお使いの方が多いレンタサイ

クル。レンタサイクルをしているところが増

えてきているのですが、補助いすは付いてい

でも、誰もヘルメットは勧めてくれない。何

が危なくて何が安全かを考えたら、おっしゃ

ったように自転車の乗り方教本というのはな

いのですが、もっというと、「自転車で子ども

を乗せ方教本」というものも全然なかったの

で、これが安全な乗せ方、これが危ない乗せ

方みたいなものをもっときちんと、「子どもを

乗せるのならこうしましょう」みたいなもの

をやっていかなければいけないのではないか

と思います。 

 荒砥 子育てグッズ＆ライフ研究会でもや

はりヘルメットをかぶりましょうというのと、

子どもの足を巻き込まない用具を付けましょ

うと提案した。その後、ヘルメットに関して

はけっこう見かけるようになった。 

 古倉 さっき、いろいろ自転車を紹介して

いただいたのですが、日本で使えないという

お話がありました。これは物理的なものか、

法的なものか。 

事務局 両方で。一つはご案内のように、国

家公安委員会規則で普通自転車、つまり歩道

を通行できる大きさというのは幅60cm、長さ

１メートル90cmですから、これには完全に外
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れるわけですから、いくら危なくても車道を

通るしかない。物理的に今、これが車道を通

ったら、大変な大渋滞が起きる可能性もある

し、まあ、警笛を鳴らされっぱなし、意地悪

をされるだろう。 

 羽藤 欧州型三輪車が安全上ベストだと思

うが、広い自転車専用道が前提なのでわが国

では最大のネック。停止中の転倒が多いこと

を考えると、やっぱりどうしてもああいう車

両を普及させるべきだし、それに沿う自転車

道を整備させることが、基本的な、長期的な

流れとしてベストなんだろうなと思います。 

 あと、子ども連れのお母さんの立場に立つ

と、たとえば名古屋は自転車道がけっこう整

備されているが、いずれも幹線。普通に考え

たら、ちょっと目が離せないから子どもをス

ーパーに一緒に連れていくとか、あるいは働

いているお母さんは保育所から連れて帰るの

に使うという、かなり自宅周りの移動に自転

車をつかうので、細街路に近いところでの社

会実験とか、そこでのマナー教育みたいなこ

とが有効。普通に考えると、お母さんが自転

車に乗っている際にその自転車の挙動を測っ

て、車で言うとハンドルの角度がどれぐらい

ぶれているというのを取る装置はある。だか

ら自転車の操作安定性、それを加速度計で測

りまして、それが自転車道が整備されている

場合とか、狭い場合とか、お子さんを１人乗

せている場合、２人乗せている場合で、正確

に測るとある程度定量化はできるだろう。要

するに、お子さんを１人乗せた分ふらふらと

なりますね。そうするとかなり危険度が高い

とか、でも交通量も少ないし、細街路の住宅

地だったらヒューッとスピードも出るし、安

定するとか。あるいは交差点がけっこう多い

ところだといちいちブレーキを踏んでスピー

ドを落とさなければいけないから、出だしの

ときにふらふらとなるとか。それらの数量化

はたぶんできるのかもしれない。そういう定

量的な測り方はひょっとしたらできるかもし

れない。子どもとかお母さんとかそういう視

点ではやっぱりいままでなかなかやられてこ

なかったと思いますし、今まで僕らもそうい

う視点がなかったので。 

 屋井 そうですね。走行空間や社会環境な

どいろいろな問題、課題が絡み合っていて、

外国ではこんな３人乗りの自転車に乗らない

ですんでいるのか、広げていくと自転車問題

ではない話です。ちょっと心配はお母さんた

ちにニーズは何ですかというか、そういう入

り方をして、どこまで出てくるかというか、

どこまで考えていただけるか。かなり狭い範

囲のニーズしか出てこないというと、これも

ちょっと残念な気がする。いまの状態は相変

わらずでこぼこした歩道を二輪車で安全性が

やっぱり確保できないという状態で走行し続

けなければいけないかというと、長い将来は

たぶんそうではないわけですものね。それを

いろいろ考えていく、 

 倉持 アンケート設計は本当に難しいなと

思って、私も一緒に保育園に行ってお母様方

の話を聞いたんです。若い方はわからないと

いうか、わかっているんだと思うんですけれ

どね、要は私が何となくわかったのは安定性

がいいものぐらいしか返ってこない。もっと

ないのかなと思って、「重いものがいいんで

すか、軽いものがいいんですか」「軽いのが

いいに決まっている」と言うんで、わかって

いるんです。でも私もどう聞いていいかよく

わからなかったんです。相当調査項目として

はこちらでけっこうブレークダウンしていろ

いろな範囲のことを緻密に書いてあって○

×でやらないと、なかなかみんなが考えてい

るニーズというのが出てこない。それは本当

に難しいと思うんです。 

 横山 自転車は絶対倒れるものですからね。

それが人が倒れないように操縦するというわ

けですね。基本的にお母さん方がそういう理

科的な問題を理解しているか。例えばサドル

の幅が狭いのに、高さは何十cmの高さに十何



 

 98 

kmの人が乗ったら倒れるでしょう。例えばこ

のアンケートでもヘルメットが二十何％の着

用率。規格では自転車の場合は、６歳未満は

乗せていいんだけれども、ただし、ヘルメッ

トは絶対着用よと言っているがわずか 20％。

そういう基本的なことをどこで教えるのかと

いうこと。それがないと思うんですね。そう

いう面をもうちょっとアピールできる方法を

考える必要がある。難しいと思いますけれど

ね。 

JIS では幼児の同乗は認めているけれども、

駐車しているときに乗せたらそこから離れち

ゃいけないと書いてあるんですね。無意識で

やっておられると思うけどハンドルの前に１

人乗せて、次の子がだだをこねていたら、そ

っちに目を取られているうちに倒れますよね。

そういうことをいかほど知って行動をしてい

るかという点が問題です。 

 荒砥 私の息子の小学校のPTAでは必ず安

全教室をやって子どもには教えるんですけれ

ど、親にはそういう指導は全然なくて、もし、

いまやるとしたら保育園で、例えば警察の方

とかを呼んでそういう指導があってもいいん

だろうなとは思っています。 

 羽藤 自転車の免許試験みたいなものを模

擬的につくるとおもしろいかもしれないです

ね。 

事務局 子ども向けのものは各地でございま

す。大人向けのもので特に子どもの乗せ方教

室は警察ができない。建て前論として３人乗

りはだめなわけですから。 

 荒砥 あっ、そうか、違反だから、そうで

すね。 

 古倉 三輪は難しいという話があったんで

すけれども、日本の場合、自転車の幅が60cm

と190cm以下ですか、これは歩道を通れると

いうことですが、初めから三輪車はだめとい

うふうに決めつけるのかどうか。 

 水野 今回、警察庁は安全に配慮した自転

車の開発を要請し、それをもって法規の一部

改正の可能性がある。したがって、いまある

ものを前提に考える必要はなく、逆にそこを

打ち破るべくニーズを明らかにしていくとい

う場だと理解しています。 

 屋井 ニホラみたいなやつが歩道を走って

きて、仮に５kmのスピードでぶつかったって、

100kg、50kg ぐらいあるのかなあ、ドーンと

来たらやっぱり骨だって折れるだろうし、老

人なんてすぐ折れちゃいますね。だから重さ

とスピードというものが車いすと同等とはや

っぱり思いづらいし、これは簡単に歩道だと

いうわけにはいかないわけですよね。５kmし

か、４kmしか出ませんというのなら、また違

うかもしれませんけどね。 

 羽藤 社会実験をやるとすると、例えば幕

張とかMM21とか、ああいうところの高層マン

ションだったら付近の道路はけっこう余裕が

ありますよね。保育所やスーパーが近くにあ

れば、そこの生活圏においてはそういう三輪

車は社会実験的には余裕があるので、ここは

たぶんけっこうやりやすいと思うんですね。

そういうようなシナリオと、あとはやっぱり

古い市街地で住宅地の中ではどうなるかとか、

そういう都市というか住環境を想定したよう

な被験者の集まりとか車両のタイプを想定す

ると、さっきあまり制限しないほうがいいと

いうことを言われたものの、現実的な解も同

時に出てくるのではないかという気はします

ね。 

 屋井 なるほどね。 

 古倉 昭和 53 年の道交法の改正のときに

国会の答弁で、なんで歩道を本格的に認める

んだということに対して、三輪車もこれから

出てきているのでという答弁がたしかありま

したでしょう。だから三輪の自転車を想定し

て、当時は一応歩道利用を考えた。いまはさ

っきの話で危険かもしれませんけれども、全

く想定していないわけではない。 

 横山 自転車の規格から言うと、ＩＳＯの

ほうでは70cmなんですね。日本の場合にはそ
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の部分はＩＳＯに整合していないというか、

道交法上70cmにできない。その代わり、マウ

ンテンバイクみたいなオフロードということ

で道路を走ってはいけないことになっている。

一方、障害者の車いすはＩＳＯではやっぱり

70cm なんです。もともとは 60cm だったんで

すけれども、ＩＳＯに整合して一応70cmにな

りました。電動車いす、普通の車いすでも建

物の出入り口の寸法から来ますので、それぐ

らいないと入れないというか、それで 70cm

ということで車いすのほうではすでに規格化

しています。自転車のほうはＩＳＯに整合は

していなくて、60cm で現行のまま。だから、

将来的にはそういう 70cm というあれにはな

るかもしれない。 

 兵藤 歩道とそれから車道という話。あと

江東区の亀戸には自転車道をつくっています

ね。ただ残念ながらあれは相互通行、２ｍの

幅員を真ん中にセンターラインを引いて１メ

ートルです。だから今度ニホラであそこを走

って、対向の自転車が速度を落とすか落とさ

ないとか、２台あれば、それが本当にすれ違

いができるかどうかとか、自転車道自体のつ

くり方にもけっこう三輪の影響は大きいと思

うので、いろいろ実験していただきたい。 
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利用者ニーズに基づく自転車の開発に向けた

調査検討委員会 
（第２回） 
平成 20年６月３日（火） 
於：日本自転車会館第二号館８０４会議室 
出席者（敬称略順不同） 
荒砥 悦子 
木村 晶子 
古倉 宗治 
鈴木 美緒 
堤  香苗 
羽藤 英二 
屋井 鉄雄 
横山 克義 
 
事務局提出資料「４カ所で実施したヒヤリン

グの総括」 
（世田谷、浦和、海老名、小平の４カ所でそ

れぞれ７人から８人のお母さんたちに、お子

さんを傍らの保育室、保育所で預かってヒア

リングをしたもの） 
＜ヒヤリング結果のまとめ＞ 
▽ 地域によって意見が大きく異なる。

坂の有無、道路環境が相当大きく影響してい

る。また集合住宅地域と、戸建て住宅が多い

地域でも違う。幹線道路は発達しているが一

歩裏へ入るとものすごく細かい道になるとい

うところと、裏側までうまく区画整理されて

いて相当細い道まで歩道がついているという

事情のところの差がある。ただ、よく聞いて

みると使っている自転車が、ギア付きか、電

動アシスト式か、ということも含めて環境に

応じた選び方をしているだけで、悩みはほぼ

共通であることがわかる。 
▽ 現行の規格や法律が想定していな

い使い方をしている。 
▽ 浦和に集まった方々の地域は全く

平坦で電動アシストが要らない。マンション

と戸建てが半分ずつ。道は広めだが、車の通

行も大変多くて走りにくい。歩道を見つけて

はうまく走っているというお母さんたちが多

い。何が危険ですかと聞くと、風がとても強

いところで、風が吹いているときに子どもを

自転車に乗せることが大変に難しい。 
▽ 子どもを乗せることを危険だが仕

方ない、やや危険だという方が５人。それか

ら危険だと思うと本当に意識を持っている方

が２人。危険だと言い切ることに相当抵抗を

覚えている。 
▽ 後部幼児用同乗器に付いている肩

かけ式シートベルトがかけにくい。急いでい

るのでかけないというお母さんも多い。 
▽ 使っている自転車は５万円を超え

るものが２台、４万円台が３台、３万円台が

１台、２万円台が１台ということで、使って

いる自転車で子どもを乗せて内装３段ギアを

使っていると、すぐ壊れる。これは使い方を

間違えている可能性がある。 
▽ 前輪ロックがついている、ブレー

キのところにロックがついているものと、別

に押しボタンでロックがついているものがあ

って、前輪ロックがついているものは２台あ

りましたが、いずれもロックがそう完全にか

かるわけではない。前輪がきちっと止まるわ

けではなくて、ちょっとクリックリッと曲が

りにくくなるだけなので、やっぱりふらつく。 
▽ ふらっか～ずタイプが４台、そう

でないものが３台。ふらっか～ずタイプはハ

ンドルの真ん中の重心部分に幼児用同乗器を

組み込んだもの。 
▽ スタンドは重い、使いにくい。止

まったときにスタンドが簡単に立てられるよ

うにという要望が強い。 
▽ 前の幼児用同乗器の２点式のベル

トから子どもが前に落ちそうになった。前に

は特に子どもが大きくなると持ち上げて乗せ

られない。子どもの足を収めにくい。 
▽ 荷物を乗せることができないので、
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お兄ちゃん、お姉ちゃんが幼稚園や保育園に

行っているときに下の子だけを連れて買い物

に行く。 
▽ 荷物スペースを考えて、ふらっか

～ずタイプではなく、後付けの幼児用同乗器

タイプを選んでいると３人が答えた。ハンド

ルの手前側に幼児用同乗器を後付けすると、

ハンドルの前に付いているカゴを荷物用に使

うことができる。 
▽ 後部幼児用同乗器の背にＳ字フッ

クでレジ袋をかけて走っているお母さんがけ

っこういる。 
▽ ハンドルには左右のバランスを考

えて、買い物の袋を下げる。ただ非常に危険

であることは理解している。 
▽ もっとも危険なのは子どもが動く

ことであり、自転車をつくる側は想定してい

ないのではないかという意見があった。 
▽ 海老名は８名中６名がマンション

で２名が一戸建て。道路は比較的広くて歩道

も整備されている。マンション、団地が非常

に多いがほぼ平坦で、山の手のほうに高級住

宅地が並んでいるが、そこからの参加者はな

かった。 
▽ 子ども乗せ用の自転車ができても

期間限定だから買わない、リースなら歓迎す

る。価格については月額1,000円なら迷わず
借りるが、2,000 円だったら惜しくはないが
きついと。5,000 円はだめ、そんなに出すの
だったら買う。絶対に安全なら５万円でも買

う。すでに幼児用同乗器の追加をしており、

いまでも同じぐらいのお金を払っている。 
▽ 高い建物が建ったので、風が強く

てバランスが崩れることが多い。 
▽ 後部幼児用同乗器に大きい子を先

に乗せるが、この子どもが動くと前に乗せら

れないような状態になる。 
▽ ヘルメット装着はゼロ。 
▽ アシスト自転車はゼロ。 
▽ 内装３段ギアの方が３。 

▽ ハブダイナモが５台あり、海老名

のあたりは外灯が少ないために必需品になっ

ている。 
▽ ふらっか～ずタイプのものが３台。 
▽ スタンドを立てると連動してオー

トロックするものが２台。オートロックは駐

輪場でラックに入れにくい。スタンドを立て

て子どもたちを降ろし、子どもたちに待って

いてねと言って駐輪ラックに入れようとする

と、今度はなかなかロックが外れない。蹴れ

ばいいが、うまくいかない、かがみ込んで手

で外すなどいろいろなことをやっている。便

利だと言うお母さんがほかでは多いが、ここ

ではさんざん文句を言っている。 
▽ スタンドが電動あるいは自動で立

ち上がる自転車に近所のスーパーで乗ってき

ているお母さんがいる。みんながうらやまし

がっているがどこで売っているかがわからな

い。 
▽ 自転車店にはパンクのときに行く。

スーパーにはアルバイトしかいなくて見ても

らえない。 
▽ 後付けの前部幼児用同乗器は子ど

もの足が抜きにくい。大きな子を乗せると前

が見えない。 
▽ 前輪ロックについてはロックがあ

ることを知らなかったという人が５人。２人

だけがロックのついた自転車に乗っていて、

前輪ロックの話をそのお二人の方がしたら、

ものすごく感動して、それはいいねというこ

とを言っている。 
▽ 便利で簡単な雨よけが欲しい。何

か方法がないかと言われた。 
▽ 小さな子を後ろに乗せるのは大変

に怖い。前に乗せたい。 
▽ 母親にも交通マナーの教育が必要 
▽ 子ども乗せ自転車のリースを公的

機関がメンテナンスつきでやってほしい。 
▽ 道路について、複数が用水路付近

での段差が大きくてハンドルを取られて転ん
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だ経験がある。海老名の路面が荒れていて、

非常に危険。 
▽ ４歳くらいになると後ろの幼児用

同乗器に自分で上るので足場を工夫してほし

い。 
▽ 子どもの乗り降りを楽にできるよ

うにしてほしいという意見は共通している。 
▽ 止まろうとしたときにふらつく。

止まったら倒れにくくしてほしい。止まって、

すぐにスタンドを立てるのが大変に難しい。 
▽ 荷物については、自転車では無理

なので買い物には車を使う。場合によっては

子どもに背負わせたり、子どもに持たせたり

する。大人の傘は１本どこかに挟むことがで

きるが、子どもの傘が入れられないと文句を

言われた。 
▽ トイレットペーパーなどはハンド

ルにかけるが極めて危ない。ハンドルより自

分の腕にかけるほうが安定する。 
▽ ブレーキはギシギシ鳴っても整備

はしていない。よほど壊れないと整備には行

かない。 
▽ 後付けの幼児用同乗器に子どもの

足が引っかかって転倒するケースが多い。 
▽ 小平では、８人全員が持ち家で一

戸建て。おおむね平坦な地形で街道を外れる

と道が狭くて歩道はあっても狭く、しかも舗

装されていない。 
▽ 保育園のマイクロバスネットワー

クが発達していないため、母さんたちは全部

自転車で子どもを運ぶ。 
▽ 子ども乗せ専用は買いたくない。

リースなら月1,000円ぐらいは出してもいい
が 2,000円は高い。 
▽ 乗せるときに子どもが足で座席を

蹴って倒れるケースがあるということを盛ん

に言っていた。 
▽ 走行中、後部幼児用同乗器で実際

に子どもが電柱に頭をぶつけたことがあると

いうお母さんが１人いた。本当にコーンとき

れいな音がして、いつもより 10 分長めに泣
いたと言って、そのあといまも無事だから大

丈夫。医者に見せなかった。 
▽ 後部幼児用同乗器については知ら

ないうちに子どもが後ろ向きになっている。

前が見えないからだったと言っていた。 
▽ 子どもの装備についてはヘルメッ

トが３、ヘルメットは子ども全員が持ってい

るよというのは３台。ときどきというのは４。

ヘルメットは全く持っていないというのが１

台で、ここはヘルメットの着用率が非常に高

い。 
▽ ８台中７台がスタンドが連動する

オートロック。 
▽ 電動アシストはゼロ。 
▽ 内装３段ギアが５台。外装はゼロ

でギアがついてないものが３台。 
▽ ハブダイナモは１台。 
▽ ふらっか～ずタイプが６台。 
▽ オートロックは楽だが、子どもを

後部に乗せたままではスタンドを立てられな

い。 
▽ パンク以外の整備はしていない。

全員が整備が必要だと思っていない。 
▽ 前の幼児用同乗器は後付けの座席

を低くすると運転者の足の自由が利かなくな

り、がに股になる。 
▽ 大きな子どもを乗せると前が見え

ない。 
▽ ハンドルロックの効きがもっと確

実なほうがいい。押しボタン式、レバー式の

いずれも、ギチッと止まらず、クリックする

形で止まるのは中途半端。 
▽ 子どもだけでも雨に濡れないカバ

ーが欲しい。 
▽ 子どもは３カ月からおんぶ、抱っ

こで自転車に乗せる。 
▽ 後部座席をいっぱいに下げて子ど

もを２人乗せるというお母さんは、子どもた

ちが後ろでけんかをするので運転できない。
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お兄ちゃんが下の子を抱っこする格好で乗せ

る。 
▽ 妊娠中にも自転車に乗ったという

方が６人もいて、お医者さんには止められた

んだが、乗らなければ暮らせないと言ってい

る。 
▽ ヘルメットを帽子感覚で必ずかぶ

るというお母さんが複数いた。 
▽ ヘルメットのストラップで頬を子

どもが挟んだ。それから子どもがかぶること

を嫌がって泣く。 
▽ お母さんがヘルメットをかぶるこ

とは恥ずかしい。子どもにお母さんはヘルメ

ットをかぶらないのかと聞かれることがある。 
▽ 対面通行の自転車との接触が多い。

狭い歩道でヒヤッとした経験がほとんどのお

母さんにある。 
▽ 写真で新しい後ろが三輪になって

いるものを見せたが、珍しい、定着していな

い新型の自転車に乗ると意地悪をされる。現

実に見た目ちょっと違う自転車に乗ったりし

ていても、クルマが意地悪をすると言う。車

道を走らなきゃいけないことがあるが、クル

マが意地悪をするので、こんな幅広い自転車

に乗ったら絶対に邪魔をされる、意地悪をさ

れる。 
▽ 道路については、段差を斜めに上

がるときに滑ってハンドルを取られるところ

がいっぱいある。 
▽ ふらっか～ずタイプは後部座席だ

けだとハンドルがぶれる。前に荷物を乗せ、

後ろに大きな子どもだけを乗せると、前の車

輪が浮く。ふらっか～ずタイプは前だけだっ

たらバランスがとれて楽だし、すごく運転し

やすいが、後部座席をつけた途端に非常に難

しくなる。荷物については、やっぱり乗せる

ところがないというので、大きいものは土、

日にクルマで買いに行く。子どもに持たせる

こともある、自分の腕にかける、ハンドルに

軽いものだったらかける。 

▽ ふらっか～ずタイプは２人乗せる

と荷物の場所がない。Ｓ字のかぎで後部座席

に引っかけるアイディアには、ふらっか～ず

タイプの場合はウィリーがもっと激しくなる。 
▽ ブレーキは子どもを乗せるときは

もっと強く効いてほしい。 
▽ 走りだすときに子どもが暴れて不

安定になるのは、ものすごく気になる。 
▽ 世田谷では、マンションから来た

方が５名、戸建てから来た方が２人。 
▽ 道は狭くて車が多くて坂も多い。 
▽ ふらっか～ずタイプでしかも電動

アシストのものが３台、 
▽ 世田谷の場合には、もうちょっと

お金を出しても安全が欲しい。 
＜ふらっか～ずタイプ＞ 
石丸石自転車が 18 年前に開発した子ども乗
せ自転車「ふらっか～ず Como」のスタイル
を踏襲しているものを指す。ハンドルの軸上

に幼児用同乗器が配置され、操作が安定して

いる。主婦の友の雑誌『Como』が創刊した
とき、お母さんが子どもを乗せやすい自転車

が欲しいというアンケート調査の結果を載せ

たことがきっかけで、丸石自転車とのコラボ

レーションが成立。当時、後付けの座席に座

らせて転倒することが多かったこと、お母さ

んたちがずいぶんおしゃれになって、スカー

トをはいて運転すると、がに股になるのがイ

ヤといった不満を受け止め、安全と見た目の

すてきさも兼ね備えた自転車を目指した。マ

マチャリ界のベンツといわれるほど高価で、

最初の販売価格は５万7,500円であった。ふ
らつきにくいというところから「ふらっか～

ず」とネーミングされ、現在に至るも子ども

乗せ自転車のベストセラーの地位にあり、各

社が似た製品を開発したため、ここではふら

っか～ずタイプと呼んでいる。 
このタイプは子育てが終わったら、子どもの

足を入れる部分を閉じて荷物カゴにすること

ができ、荷物を乗せても安定するので人気が
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ある。これに対して、ハンドルの内側に幼児

用同乗器を後付けしたものを普通タイプと呼

んでいる。ハンドルの外側に重いものを乗せ

ると、キャスター角効果が相殺されてしまい

きわめて不安定になる。自転車は前後の車輪

の間に加重をかけるよう設計されているが、

ふらっか～ずタイプでは前に幼児を乗せた状

態で前後のバランスがとれるように工夫され

ているため、想定していない後部幼児用同乗

器をとりつけて子どもを乗せると相対的に軽

くなった前部が浮き上がりやすくなる。普通

タイプであっても、後輪の軸の外側に幼児用

同乗器の重心があると不安定になることがわ

かっており、自転車店ではできるだけ運転席

に近い位置に取り付けるのが常識とされてい

る。子ども乗せ自転車の課題として注目すべ

きは、荷物とスタンドについての母親のニー

ズに応えている自転車が見あたらないことで

ある。 
▽ ヘルメットがもっと深くかぶれる

ような工夫。 
▽ タイヤがパンクしやすかったり、

空気が抜けやすかったりするので頑丈なタイ

ヤ。 
▽ 子どもの乗せ降ろしが大変。 
▽ 子どもが２、３歳ぐらいにならな

いと後ろには乗せられないため、小さい間は

前に乗せる。最初から２人とか、３人と子ど

もが生まれるわけではないので、最初から何

万円もするような自転車は買わない。 
▽ ふらっか～ずのような前乗せの自

転車は、５、６年でだめになるという指摘も

あった。 
▽ ブレーキや変速機のワイヤーで子

どもが遊んで危険なので、むき出しにしない

工夫が欲しい。 
▽ 歩道の段差を乗り越えるため、衝

撃吸収をもっと工夫して欲しい。 
▽ リースを公的機関がメンテナンス

つきでやってほしいというのは傾聴すべき意

見。 
▽ メンテナンス付きであることを売

り物にするレンタサイクルは魅力がある。 
▽ ふらっか～ずタイプの前乗せで子

どもがシートベルトを嫌がって、そのまま落

ちそうになった。たまたま前に人がいたから

止めてくれたが、いなかったら落ちていた。

後乗せ型だと手元に子どもがいるので手が届

く範囲だが、ふらっか～ずタイプでは子ども

が前に行ってしまうとお母さんの手が届かな

くて困る。 
 
ヒヤリング結果へのコメント（事務局） 
▼ 最も危険なのは予期せぬ子どもの

挙動だが、警察庁などの実験では生身の子ど

もを乗せるわけにはいかないので、おもりで

やっている。実際に子どもの挙動が加わった

ときにどうなるかはわからないのに、安全が

評価できるのか。 
▼ テレビなどで、おもりで実験して

いるのは無意味だとお母さんたちは言ってい

る。 
▼ 最近、車に乗せるときも子どもに

シートベルトをしてがんじがらめで乗せるた

め、だんだんと慣れてきているのではないか。

むしろしっかりシートベルトみたいに安全に

動かないようにしたほうが、トータルすると

挙動も少なくなるし、安全性も向上するので

はないか。 
▼ シートベルトを親が止めるところ

を見ていると、３歳ぐらいになると自分で外

せてしまう。子どもの手の届かない背中側で

とめるという工夫も考えられるが、いざとい

うときに外せないと大事故になる。 
▼ 一昨年、大阪の茨木で踏切の中で

お母さんが前後ろに子どもを乗せた自転車を

倒して、３歳のお姉ちゃんは救出したものの、

２歳の下の女の子はその２人の目の前で自転

車ごとはねられて亡くなったという悲惨な事

故があった。その場合にはシートベルトをし
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ていたためにとっさに助けられなかった。簡

単にパッと外れるようなもので、しかもきち

んとはめられるもの、子どもが外しにくい工

夫が必要になる。 
▼ 快適性の問題はあるが、ロックを

背中側にすれば子どもは手が届かない。ただ

し、お母さんが自転車を止めた、降りた、後

ろの年長の子どもに自分で降りてねといった

ら子どもがシートベルトが外せない。お母さ

んは片手を離してロックを外してやらなけれ

ばいけない。このときにもまた危ないという

議論がある。つまり前後輪二輪である限り転

倒の宿命から逃れられない。 
▼ やはり三輪だが、三輪だと意地悪

されると言うし、走る場所がないし、止める

場所がないし、スーパーでも置けない。 
▼ この間駐輪場の調査に行ったら、

駐輪場の管理者がちゃんと指定すれば、デッ

ドスペースでちょうど三輪だったら止めても

いいなというのが何カ所かあった。年寄りが

増えてきたので、実際に止めている台数も多

かった。一挙に普及するのは無理かもしれな

いが、そういう方向があってもいい。 
▼ いま駅前の駐輪場が整備されつつ

あるときに、全部二輪タイプで整備されてし

まったら、三輪ができても三輪を止める場所

がなくなってしまう。 
▼ このヒアリング調査の結果を見る

までは、荷物の問題は全く念頭になかった。 
▼ 保育園に通う場合、月曜日には１

週間分のシーツなどをいっぱい乗せて、子ど

もを乗せて行かなければならない。 
▼ 現在は幼児２人という前提で考え

ているが、３人に荷物というニーズがないわ

けではない。６歳未満の子どもを３人抱えた

母親に報いるのは国家的な使命だとも言える。

当面は２人で考えるしかないだろうが、今後

の課題として忘れてはいけない。 
▼ この設問の中に歩道の整っている

道路でのどっちを走るかという質問はしてい

ないが、すべてのお母さんが歩道を主に走行

している。どうにもほかに方法がないときに

は車道だが、それ以外は車道を走るというお

母さんはいままで聞いた中では皆無。 
▼ 万一倒れたら場合、車道であれば

アウト。とにかく車にひかれないようにとい

うことがすべての眼目で、遠回りも辞さない。

ニュースで自転車は本当は車道走行だと知っ

ていても、そんなことは無理。車が走ってい

る限り無理という。 
▼ 都会とちがって地方の場合、狭い

歩道に１軒１軒車庫の切り下げがある。自転

車で行くのは並大抵ではない。特に三輪にし

たらひっくり返る 
▼ 子どもを１人乗せの自転車と２人

以上を乗せる場合の決定的な違いは、降ろす

ときと乗せるときにある。１人であれば止め

てすぐ１人だけを集中して、あとは自転車が

動こうが倒れようが子どもは押さえていられ

るが、２人が乗っている場合、どうしても２

人いっぺんに降ろせない。三輪でもパーキン

グブレーキをすぐかけないと動いてしまう場

合がある。必ずしも平らとは限らないので、

そういうところも考えないといけない。 
▼ 取り扱いの問題が多いが、子ども

を２人乗せるとかなりの重量になる。お母さ

ん方は２人を乗せるのは本当はやりたくない

という意見があってもよさそうだが。 
 
事務局 いろいろスライドを見せながら、こ

ういう説明もするんです。普通自転車は65kg
対応でできているわけだし、安全係数で見て

いるかもしれないが、やっぱりそれ以上重け

ればいろいろなことが起きるので危険なんで

すということは申し上げるんです。猛烈な反

発を食らいます。何を言っとるんだと。それ

が怖いからいちばん最後に説明するんです。

早めにそれを言うと、たぶんそこから先は相

手にされないです、何も言ってくれない、何

もわかってないんだということなんだと思う
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んです。 
古倉 資料の１ページのいちばん最初で「全

く平坦で電動アシスト式は不要」と書いてあ

りますが、電動アシストについては聞かれな

かったんですか。大阪の実家の父に電動アシ

ストを買ってあげたんですが、例えば２週間

から１カ月分をいっぺんに買いに行くと、あ

のボトルの水２箱、24kg 積むわけです。そ
うすると、普通の自転車では私でもしんどい。

ところがそれだけ重いものを積んでも安定的

にというか、アシストしてくれますから、ふ

らつくことも少なくて、買い物に行っても重

い荷物を積んで帰れるんです。ですから電動

アシストというのを併用してやれば、もっと

ふらつく危険性が少なく、車体もけっこう丈

夫にできていると私は聞いているんです。た

だし、その場合はお金が高い。そのへんの兼

ね合いの問題について聞かれましたか。 
事務局 世田谷のほうで最初にヒアリングを

したときに電動アシストが楽だと、ぐらつか

ない、こぎ出すのに楽だという話があって、

ほかのお母さんたちは、「ヘーッ」という発見

でした。あれを使ってみない人にはわからな

いですから。地域によって、平坦地でも１台

でもあれば変わるんでしょうが、ないところ

ではまねしないんですよね。ある会合でやっ

ぱり電動アシスト自転車に乗っているお母さ

んがいて、「それ、すごくいいわよ」という口

コミでワーッと一帯がもうみんな電動アシス

トになるということで、そういう人が、リー

ドオフマンがいないところはずっと電動アシ

ストは普及しないということで、はっきり分

かれています。 
古倉 実際走ってみると、本当に平坦なとこ

ろで向かい風、それからスーパーに行って荷

物をたくさん買ったときの軽さといいますか

ね、特に帰りは疲れていますからね、そうす

ると電動アシストを使うと本当に楽です。し

かも負荷はかかっていないわけではないから、

けっこう運動にもなっている。だから自転車

のマイナス面があまり出てこないような気も

するんですね。それを子どもさんとの兼ね合

いでどういうふうに考えるかというのも一つ

のポイントではないかなと思う。ただ高価で

すから、私がさっき申し上げたリースみたい

な形で、そういうのは子育て世代を支援する

公の責任ではないかと私は思うんですけれど。 
横山 電動アシストの場合は立ち上がりがけ

っこう難しいんですよね。例えば高齢者が坂

道発進をしようとするときに、いかに倒れな

いで安定してやるかというと、踏み込みのと

きに早い立ち上がりにしようとする。そうす

ると少し後ろへ持っていかれてしまう。要す

るに、乗り心地のいいものにしようとすると

きが相当難しいわけです。走ってしまえば電

動も普通自転車も同じですが、その前後、止

めるときとスタートするときがいかに安全か

という点は、難しい問題があると思うんです。 
このヒアリング結果を見ていると、小売店サ

イドの方が丁寧に教えてあげたらずいぶん片

づくことがあるような気がするんですよ。そ

こらへんが小売店はちょっとたるんでいるな

という気はする。 
事務局 そのデータは別にあるんです。ここ

には割愛してありますが、海老名の場合はサ

ティと量販店があって、自転車屋さんはそこ

にしかないが、整備士もいるらしい、ときど

きアルバイトだけになってしまうということ

もあるのですが。浦和の場合には自転車屋さ

んで買った人は１人か２人いたと思います。

自転車屋さんで買ったという人はいま少ない

んですよね。 
荒砥 みんな量販店。 
横山 でもそういうところでも安全整備士と

か組立整備士とかがいらっしゃるわけですか

ら、本来は指導があっていいはずだ。 
堤 どっちが多いんですか、ホームセンター

が多いんですか、それともトイザらスみたい

なおもちゃ屋さんのほうが多いんですか。 
事務局 いや、こういうものに関してはホー
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ムセンターというか、大規模スーパー、イオ

ングループとか、そういうところが多いみた

いですね。 
堤 トイザらスなんかでも子どものシーズン

とか、クリスマスのときとか、けっこうバッ

と自転車を前に出されるんですが、ろくにス

タッフは立っていないではないですか。 
事務局 売りっぱなしです。 
堤 ホームセンターもいちばん隅の絶対人が

いないようなところに並べてあるという感じ

なので、自転車を自転車屋さんで買おうとい

う運動をするだけでも、すごく変わるのかな

と思うんですが。 
横山 ここで出てきたデータを見るとそう思

いますね。 
水野 量販店でそういうことをちゃんと言っ

てもらってもいいわけですよね。小売店で買

われることももちろん大切ですが、量販店が

最初からだめということではたぶんない。機

能的にちゃんとそういったことを量販店が果

たせばいいんでしょうが。 
事務局 情報としては、イオングループが全

売り場に整備士を置くということをやって、

ほとんど90％以上の店に置いたそうです。 
水野 一回目の委員会で押し歩きが一つの議

論になりました。押し歩きが一つ重要な争点

なんだろうと私は認識をしました。実際問題、

押して歩く場面は存在しているので。 
事務局 ものすごく多いですね。 
水野 確かに押し歩きの安全をどう確保する

かというのが、できない要求なのかもしれま

せんが、ニーズとしてはありますね。単に発

進時と停車時、スタンドを立てるだけではな

い、その間の期間に押し歩きというのがある。

私もつい最近まで２人乗せていたのでよくわ

かるんですが、けっこう大変ですよね。向こ

うに行ってしまったらもうそれは最後なので。 
屋井 皆さんのお話をおうかがいしていくと、

自転車の走行は車道が前提だという設計にい

ってしまうというのもかなりギャップが大き

いのも確か。 
水野 その点については、警察と話をしてい

ると「両方です」と。実際は地域によって違

うんだと思いますが、歩道があってないよう

な地域もありますし、確かに歩道だけを走れ

ば何とかなるような地域もあるだろう。実態

はそういう状況の中でオールラウンドにとり

あえず考えてくださいという立場からすると、

どちらに寄せた開発というのも実態に合わな

くなるので、どちらも想定したものを考えて

ください。要はそういうことになります。実

際問題、田舎のほうの道と都会のほうの道と、

これは地域によって違う。確かに歩道のない

道路もあるわけです。それがけっこう幹線道

路になってしまっているような地域も実態と

してあるわけです。そうするとどちらも想定

したものを考えてくださいということが、た

ぶん結論なんだろうと思います。 
事務局 ちょっとつけ加えますと、例えば海

老名なんかでもそうですが、私がプロジェク

ターを持っていって、ヨーロッパでは例えば

こんなものが走っているんですよという情報

を与えた途端に、議論がバッと変わるんです。

これが欲しい。でも走れない。これで歩道は

通れない。車道は意地悪される。みんなに迷

惑をかけるね。子育てのために周りに迷惑を

かけるのはという、すごく引っ込み思案なと

いうか。私も最近、日本の前、後ろに子ども

を乗せて走っている自転車の写真があります

のでそれを見せて、「ヨーロッパの人がこれを

見て何と言うかわかりますか。これは幼児虐

待ですと彼らは思うんですよ」と言ったら、

「エーッ」と言うか、しばらくして「そうね」

という言葉が返ってきます。実際に子どもた

ちに相当危険を強いているという意識はみん

なお持ちなわけですね。何とか解決してほし

いが自分たちではどうしようもないし、いま

の自転車の環境ではどうしようもない、そう

いう出口もないということです。 
屋井先生が先ほどおっしゃったように、踏み
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込んで将来的な課題としてこういうことが必

要だという提言は出しうるかもしれないが、

いまの状態でいくら聞いていっても、問題点

はいまの二輪の自転車の前後に子どもを乗せ

る、もう一人を背負う、場合によっては３人

乗り、４人乗りのどこが危険で、どうすれば

ましになるかという議論で止まるんだろうと

思っています。 
屋井 議論が止まったときに、その中でもあ

る一定の解があればそれでいいんですが、解

はありそうなんですかね。現状の前提の中で

いろいろ、先ほどももっとやれることは、本

来は十分に知識がないとか、あるいは整備も

していない。そういうレベルでやらなければ

いけないことはあるんでしょうが、それはま

さに現状の自転車の中の議論ですね。そうす

ると当然ここでの議論は二輪だけを前提にし

た議論というわけにもいかない気がしますね。 
事務局 水野さんのお話によると警察は三輪

をあまり想定していないということですよね。 
水野 必ずしもそういうことではないとは思

います。予見として、三輪でなければだめと

かいうことはないということぐらいだと思い

ます。解は幅広くあっていいと思うので、こ

うでなければならないという必要はないのだ

ろうと思います。まずは虚心坦懐にニーズは

何かというのをどう形にするか、そのための

調査の手法なり何なりをどういう形でこれか

らやっていくのかというあたりをご議論いた

だければと思います 
屋井 古倉さんがさっきおっしゃったような

ところが僕も最初からすごく気になっていた。

すなわちこの問題は自転車問題ではないとい

うことが、我々の考えにはもともとあった。

総合的な子育て支援、環境整備、少なくとも

走行環境はまさにそれです。そういうものは

当然いま聞いただけでは出てこないことなん

です。ただ一応フレームとしてはどこまでセ

ットするかは議論だが、多少広めに考える中

に置いていかないと、自転車の車両というと

ころだけからスタートして、そこをどういう

形、どのようにしたらいいかというだけの議

論で終わるとはとても思えない。いまお話を

聞くと、少なくともどこを走らせるかもわか

りませんがという開発コンセプトだから。安

全はまずはここのいちばん重要なポイントだ

が、安全にというときにかかわるニーズがす

べて拾えるぐらいのことを考える。もちろん

アンケートでどこまでできるかわからないが、

聞き方によってずいぶん変わってしまいます

よね。コンテクストというのか、どういう文

脈で聞くかによって変わってしまうものだか

ら、ぜひ工夫して解消したいところなんです。 
水野 全くそのとおりだと思います。補足す

ると、開発につなげる話と同時にそういった

走行環境なりその他もろもろ整備しなければ

いけないことも、今回ニーズの調査として入

ってくるだろうと思います。自転車を安全な

ものをつくらなければいけないというのも確

かなので、そこはそこでやりつつ、別途そう

いった走行空間の話も含めてもっと広く、そ

こはぜひ広げていただきたいと思います。 
古倉 結局、いまの状況では危険性を承知、

安全性を犠牲にして動いているわけですから、

もしそれを脱却しようとすると、どこかに別

のマイナス面を甘受しなければいけない部分

があると思うんですね。例えば価格が高くな

るとか、三輪車で走ればちょっと意地悪され

るがそれは甘受するかとか、今はそういう安

全性を犠牲にして走っておられるわけですか

ら、安全性を向上させようとすると今度は何

か別のマイナス面が出てくるから、それのど

れが受け入れられるかというか、そういうの

はお母さん方の意見、希望をしっかり聞いた

らいいのではないですか。 
つまり仮に三輪車であっても、多少ブーブー

意地悪されても安全性が第一だったらそっち

を選びたいというか、あるいは電動アシスト

で価格が高くなってもそれだったら選びたい

とおっしゃるか。もちろんそのへんの順列は
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いろいろ組み合わせがあると思うんです。い

まは安全性を犠牲にしているわけですから、

安全性を高めようとすると何かほかのものを

我慢しなければいけない部分が出てくると思

うんです。それは一体何が許されるのかとい

うか、何だったら我慢できるのか。そうする

とそっち側の方向に自転車の改良方向が出て

くるかな。もちろん走行環境の話もあります

から自転車単体のものと走行環境というか、

それ以外の周辺の部分は分けて聞いてみる必

要はあると思うんです。そのへんを整理して

考えたほうがいいのかなと思います。 
堤 十何年前は例えばエスカレーターもエレ

ベーターも駅にはついていなかったがいまは

ほとんどできていることを考えれば、もう少

し幅広い歩道で三輪だろうが四輪であろうが

自転車用に切りとってあげられる幅を取るか、

いまは路上駐車しているあの路線の１車線を

２分の１ずつに分けて、復々となっているも

のを時間帯によって３車線に車線変更みたい

なことをすればよい。多少周り道になっても

安全に走れる道があるんだとしたら、たぶん

10年ぐらいのスパンで見れば、二輪にしがみ
つくことも三輪にしがみつくこともないので

はないか。 
屋井 大変けっこうなお話です。そこらへん

をちょっとスコープを広げたり、先を見たり

しながら、そこらへんのトレードオフという

のか、重みというのか、そういうものがアン

ケートを通してママチャリの業者の方に聞け

ると本当にいいですね。そこらへんを聞けま

すか。コストがいいか、格好よさがいいか、

安全がいいか、何がいいか、それをどう聞き

取るかということですね。 
荒砥 それは例えばいくつかのモデルを見せ

てどの感じがいちばんいいですかという具体

的な選び方のほうがたぶんお母さんたちはよ

い。 
堤 デザインとか。 
屋井 そのときに価格が一緒に書いてあった

り、子どもの乗る場所とか、安全にかかわる

ところもそれなりに違いが見えていたりとか。 
荒砥 それこそさっきの後ろに２人乗せたら

けんかをするじゃないのみたいなこともある

ので、やっぱり何か見えたほうが答えやすい

のではないか。 
屋井 電動アシストがついているのと、つい

ていないのとか。 
古倉 私は駐輪場のアンケートをするときに、

例えばこういう写真をちゃんと見せて、こう

いうものがあれば駐輪場の料金をさらにいく

ら払ってもいいと思うか。そういうアンケー

トの聞き方をしているんです。例えばアメリ

カなんかですと盗難防止、いたずら防止用の

自転車を入れる個別のロッカーがありますか

ら、そういったものを写真で見せて、これな

ら駐輪場に入るときに一体プラス何円であれ

ばと思うか。ちゃんと具体的に絵を描いても

らって、それで平均がだいたいいくらぐらい

というのを見たりしている。 
それは価格の問題ですが、そういうふうに具

体的に見せて、それに対してどういう評価を

されるかというのを見せてあげるとけっこう

反応がいい。何もなしで文字だけで見せて、

それで観念的に考えてもらうと、皆さんが持

っているイメージが全然違う。そうすると答

えがぶれてしまう。 
堤 もしそういうＣＬＴ調査をやるんだった

ら、そういうのも海外のものと一緒に載せる

のだと、それこそ企業さんはうれしいかも。

特許の問題があるかもしれませんが。 
屋井 これはどういう方法でやるんですか。 
事務局 これはインターネット上に出して、

そこにアクセスを求めるというやり方をしま

す。これは私たちが自転車のネットワークを

持っているところと、お母さんたちの団体に

声をかけます。それから堤さんのところのキ

ャリアマムさんもそうだし、できれば木村さ

んのところの『Como』でも呼びかけていた
だきたいとお願いする。それから新聞社に「金
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は出さないけれど乗れ」という話をいくつか

しましたら、「乗る」というところもあります

からそこでやってもらう。NHK は教育テレ
ビがうちをずっと追っかけると言っています

ので、次回の放送のときにはそれを出しても

らう。ここにとにかく意見を出しなさい。お

母さんたちの意見でものができるかもしれま

せんよということを呼びかけていくというこ

とをやっていきたいと思います。 
そのためにはいまおっしゃったように写真と

か、何かこういう絵で「こういうものだった

らどう？」という提案がここに入ってくる時

期が来ると思うんですが、いまはまだその形

がないものですから、とりあえずはデンマー

クあたりから何かものを持ってくるとか、そ

ういうことをしないと実際にはわからないと

思います。 
古倉 その前にさっき第三者の感想という話

があって、やっぱり実際に乗ってみられた方

のプラスの印象とマイナスの印象の両方を写

真とセットで示して聞いてみると余計に明確

になる。プラスだけでなくてマイナスも。例

えばさっきハンドルが曲がりにくい、そうい

うのもあったし、例えば意地悪されたという

のもあるかもしれませんね。そのへんもある

程度ちゃんと情報を与えたうえで、それでど

うでしょうかと聞くと、さらに深みが出てく

るアンケートになるかと思います。 
屋井 アンケートの場合に少なくともさっき

からご議論が出ているように、私なんかはわ

りあい想像がつかないんだが、価格の問題、

安全の問題とか、さまざまなファクターの中

でどういうプライオリティを持っていたり、

どういうトレードオフがあるのかという、そ

こらへんはうまく聞きだしてみたいところで

もあるんです。もしそういうことがわかって

いればいいんだが、それはたぶんマーケティ

ングなんかだとコンジョイントアナリシスと

かをよくやるんです。そういう先ほどの商品

を見せながら、その属性をいくつか見せなが

ら、その間で選択をしてもらうとか、順番付

けをしてもらうことができればそこから何を

重視しているかということが統計的に計算で

きるので、そういう方も調査(先ほど古倉さん
がおっしゃったのはそういう方法だと思いま

すが)、そこまで考えてもいいんです。 
ただ、１回、２回とやっていくということを

考えておけば、最初はすごく単純な項目だけ

を聞いておいて、多少議論が詰まってきてそ

ういうことを調査項目に落とし込めるように

なってきたら、そういう調査に高めていくと

いうか、深めていくこともできると思うんで

す。調査を最終的にどのぐらいのアウトプッ

トというか、結果を出すかということを多少

想定しながら設計したほうがいいと思うんで

す。 
兵藤 いまのお話をもう一回私なりに整理す

ると、いまここに書かれているアンケートは

問題を発見する、どこに危険があるのという

段階なんですね。いま屋井先生がおっしゃっ

たコンジョイントとかいうのは、どういう要

因で自転車を選ぶか。選択の構造、内容を聞

きたい。これが第２段階だという理解はした

んです。第１段階は問題を発見するにしても、

先ほどどなたかがおっしゃっていたように、

聞き方がまだごちゃごちゃしているので、さ

っきおっしゃったのはまず子どもを乗せると

き、それから走りだして走るときに、もちろ

ん歩道を走る場合と車道を走る場合がある。

あとは止めるとき。止めて子どもを降ろして、

お店だったらその自転車をどこかに止める。

そういう一連の流れに沿ってそれぞれにこう

いう危険の問題、それぞれの問題があるわけ

ですね。少し時間の流れに沿って聞くような

スタイルにしたほうが答えやすいとは思うん

です。ヒアリングでもたぶんその流れでいろ

いろな問題がもう出てきているので、その流

れで。 
あともうちょっと加えると、運転者とか子ど

もに属する問題、道路側の問題、自転車の機
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能、ハードウェアとしての問題とかいろいろ

な問題も、またそれを分類するといくつかに

もう少し整理ができるような気がするんです。 
古倉 これは若干危険な部分もあるかもしれ

ないんですが、アンケートの対象者というの

はお母さん方というか子どもを乗せる人とい

うことなんでしょうが、車の側から自転車を

どう見るか。例えば車で意地悪されるという

話がありましたが、最近の車の自転車に対す

る理解度はけっこう進んでいる部分があると

思うんです。アンケートを採った結果として、

車側はそんなに嫌がっていないよということ

がわかればよい。それもアンケートの一つの

切り口でやってもいいのかなと思う。という

のは、もし仮に悪い結果が出た、つまり嫌が

っているという結果であれば、車に対する理

解をもっと深めるべきだという方向に持って

いけるし、けっこう理解しているんだよ、つ

まり三輪車が走っていてもある程度理解して

いるんだよという感じが出れば、もうちょっ

と堂々と走ってもいいんじゃないのという方

向に持っていけるかもしれない。使い方がい

ろいろ両用に使えると思うんです。車が自転

車をどう見ているかという調査が必要だと思

う。テイクノートしてほしい。 
 
▼ ママチャリという呼称については、

雑誌などで「子ども乗せ自転車」と呼ぶこと

が通例となっていることから、そのように呼

ぶこととしたい。 
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利用者ニーズに基づく自転車の開発に向けた

調査検討委員会 
（第３回） 
平成 20年７月７日（月） 
於：日本自転車会館第二号館８０４会議室 
出席者（敬称略順不同） 
荒砥 悦子 
木村 晶子 
古倉 宗治 
鈴木 美緒 
堤  香苗 
羽藤 英二 
兵藤 哲朗 
屋井 鉄雄 
横山 克義 
 
  
 事務局 「６月 20 日までに行ったヒアリ
ング調査・地域別の状況と気になった意見」

というメモを、ざっと読み上げます。 
 最初は世田谷区で行ったものでございます。

これは予備調査のかたちで行いました。環状

７号線、目黒通り、駒沢通り、世田谷観音通

り、三宿通り、国道246号線という車の往来
が多い道路に囲まれた地域でございまして、

緩やかですが坂の多いところでございました。

調査対象者は７名でございましたが、戸建て

の居住者が２人、マンション、公団、公務員

宿舎の方も含めて５名おられまして、７名で

ございました。そのうち電動アシスト式のふ

らっか～ずタイプ、いわゆる前輪の車軸のと

ころに子どもを乗せる座席が最初からついた

ものが３台ございまして、あとで確認しまし

たら、全員マンション住まいの方だそうです。

ざっとおっしゃっておられたのは、子育て中

の３年間だけでも転倒の危険がない自転車を

月額 3,000円以下、あるいは 10万円以下く
らいで使いたいと。そうした自転車は幅も取

るだろうから電柱が立っている歩道では使え

ない。これは国土交通省に無電柱化を言わな

いといけないと思いました。車道を走れるよ

うに保育園やスーパー、駅なども駐輪ができ

るようにしてほしいというご意見がございま

した。 
 ２番目は埼玉県さいたま市の浦和で行いま

した。中山道につながる通行量が多い幹線が

数本あるほぼ平坦な地域でございまして、戸

建て居住者が３名、集合住宅が６名でした。

電動アシスト式は平坦でしたのでゼロ、ふら

っか～ずタイプが４人。残りはやはり安い自

転車というか、ほかに比べるとやや安い自転

車でございました。欧州型の三輪自転車を見

せたんですが、車のドライバーに邪魔だと怒

られそうだから使えない。２人目、３人目が

できてふらっか～ずタイプに買い替えるのに

出した金額の約５万円くらいで安全なものが

欲しい。リースだったら月額3,000円ぐらい
が限界だという話をしておられました。 
 ３番目は神奈川県の海老名市でございます

が、厚木、海老名というベッドタウンの地域

で、調査対象の居住地域は平坦なところでご

ざいました。実は海老名の北側には山がござ

いまして、そこはちょっとした高級住宅地で、

そこは電動アシストがいっぱいあるそうです

が、ここは全く平坦なところでございました。

車の通行量が多く、渋滞しやすいので自転車

のほうが早いという環境で、調査対象者は戸

建て住宅が２名、集合住宅が６名の計８名。

電動アシストはゼロ、ふらっか～ずタイプが

３名、最近高い建物ができて風が強くなり自

転車がふらついて危ない。テレビの報道を見

て、せっかく安全につくるのなら、なんで子

ども用座席を後ろにつくるのか、前にしない

のかという話をしていました。道が広いせい

なのか欧州型三輪車に抵抗がなくて、月額

2,000 円程度で借りられるといい、月 5,000
円と言われるんだったら思い切って買うと言

っておられました。ここで警察で安全講習を
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受けた人にだけ貸すというシステムはどうか

ということをお母さんから言われております。 
 ４番目でございますが、小平市たかの台と

いう西武国分寺線と西武多摩湖線に挟まれた

平坦で田んぼのあぜ道がそのまま道になって

いるというところでして、歩道のないところ

が大変多い。一橋大学、東京学芸大学、日立

製作所、自衛隊なんかがありまして、朝夕の

ラッシュは非常に深刻でした。昼間は比較的

車が少ない代わりに車がスピードを出して走

っておりました。自転車は歩道や路側帯を、

歩行者をチリンチリン鳴らしながらけ散らし

て走っておりました。 
 調査対象者８名は全員戸建て住宅の居住者。

電動アシストはゼロ、ふらっか～ずタイプの

ほうが６名で多くて、車よりも自転車同士の

すれ違いとか、例えば高校生ぐらいの子ども

にバンと走られたりすると、そのほうが怖い

という話をされておりました。駅や電車が子

どもに冷たいので自転車になるとか。ちょっ

と違う話かもしれませんが。「自転車を設計す

るおじさんに私たちの気持ちがわかるわけが

ないと思う。でも自分たちもいま乗っている

から言えるのであって、これが過ぎてしまう

とたぶん忘れてしまうし、不便さもたぶん感

じない」という正直な意見がございまして、

欧州型の三輪車を絵で見せたところ、月額

1,000 円でリースしてくれれば車道を走る、
そういう環境がこの地域にはあるだろうと言

っておられました。 
 次は大阪へまいりまして城東区。下町の小

さな工場がたくさんあったところでございま

したが、地下鉄の開通などで便利になりまし

て、跡地に高層マンションがずいぶんと建っ

ておりました。全く平坦な地域で自転車利用

が大阪はもともと多いんですが、特に多い印

象でございました。調査対象６名は全部マン

ション住まいでございまして、ここで面白か

ったのは、うち２人は双子の母親でございま

した。電動アシストはゼロ、ふらっか～ずタ

イプが３人で普通は体重の重いほうを後ろに

乗せるけれども、双子は体重が同じだから運

転が大変だ。最近ベビーカーでちゃんと双子

用のものがある、三つ子用のものもある、全

部外国製だそうです。 
大阪のお母さんたちはやたら飛ばします。自

分が子どもを持って、自転車をこぎ始めて大

変なことがわかって車の運転が変わった。子

どもを持つまでは自転車に子どもを前後に積

んだ怖さがわからない。子ども用のシートベ

ルトはほんまにちゃっちいと言っていまして、

全然子どもが支えられていない、ふらふらや

と。バランスを崩したら、もう倒すしかない。

倒れちゃったら、今度はそれを起こせない。

大正区にはバスレーンがあって、急行バスま

である。あのレーンがうまく自転車に使えな

いかということをおっしゃっておられました。

児童費補助のように３人目が産まれたら無料

で貸しますとかそういうのがいい。幼稚園の

バスに１人を乗せたら月額3,000円かかるそ
うです。月3,000円ならそういうものがいい
よと、非常にわかりやすい。 
 京都の一乗寺、宮本武蔵で有名なところで

して、山の麓でした。ここは全員が戸建て住

宅で全員が自家用車を持っておられました。

ところがいつ乗るんですかと言ったら、本当

に乗らないそうで、駐車場が高いし、路駐す

るところもないので京都を離れるとき以外は

自転車で動いている。大きな買い物に行くと

きは京都郊外へ車で行って買い物をして帰っ

てくるという生活だそうです。坂の町なので

７台中６台までが電動アシストでした。１台

だけ違うお母さんがおられまして、みんなか

ら尊敬されていました。京都はやたら変な溝

とかがあって、ガタガタで乗りこなすには時

間がかかる。段差は気づくからそこには止め

ないんですが、真っ平らに見えていてちょっ

とだけ傾いているところがあって、そこで自

転車をスタンドで立てて子どもを乗せたり降

ろしたりするときに倒れてしまう。だからそ



 

 114 

れに対応するスタンドが欲しい。専用レーン

がなかったら、やっぱり怖くて子どもを乗せ

て車道は走れない。普通の自転車よりもバス

のほうが怖い、京都のバスは怖いそうです。

子育て後に使えない自転車は買わない。安全

な自転車を月額1,000円で貸すなら使うとい
うことでございました。 
 次のページの「子ども複数乗せ自転車に関

する現役の母親からのニーズ調査報告／暫定

版」は、６月 27 日に私どもの委託元であり
ます自転車普及協会のお名前で警察庁に提出

してあります。 
 見ていただくと、地域特性については先ほ

ど申し上げたものの概略ですが、母親の意見

は居住地域の地形、町の状況や道路環境、使

用環境によって特徴が見られますが、道幅が

狭くて交通量の多い地域ではコンパクトな自

転車を求める傾向にあります。比較的道幅が

広くて交通量もそれほど多くない地域では、

三輪車なんかに大変に関心を示すお母さんが

おられました。そういう傾向にはっきり分か

れます。町の中では見た途端にこれは走れな

いというふうにおっしゃる方が圧倒的でござ

いました。 
 それからこれは私どもが調査をしていて私

が特に感じたことですが、母親たちの間では

隣を見る傾向が非常に強いです。子どもが通

っている保育園などで電動アシスト自転車を

購入した母親が１人登場して「いいよ」なん

ていう話になると、急に増えるという傾向が

ございます。ですからこのへんを考えて安全

な自転車がもしできれば、それを普及させる

ことが重要ではないかというふうにちょっと

考えております。 
 それから調査結果。子どもたちを安全に運

べる手段を望んでいるわけで、現実に廉価で

入手できる選択肢が自転車であるにすぎない。

以下のとおり自転車の形式や車輪の数へのこ

だわりもあるわけでも、走行の快適さを求め

ているわけでもない。楽に走れればいいとい

うふうにあまり言わないお母さんが多かった

ということでございます。我々自転車乗りは

さっと乗りたいんですが、お母さんたちはど

っちかというと、やっぱり安全のほうを重視

しているということでございます。 
 止まっている自転車に子どもを乗せるとき

の話でございますが、足が引っかかる、４歳

ぐらいになると自分でよじのぼる、こぎ出し

時にふらつかないように。あちこちで聞くん

ですが、走行中に子どもが予測不能な動きを

する。これはもうどうしようもないことです。

実験をするときはダミー人形はやめてほしい

ということを言っておられました。 
 前回も申し上げたんですが、ふらっか～ず

タイプのもので後ろに子どもを乗せた際、前

を空っぽにしておくとウィリーするというこ

とを盛んに言うお母さんがおられました。い

かにふらっか～ずが前に子どもを乗せたとき

にバランスよくできているかということの証

明だろうと思うんですが、想定されたもの以

外の乗せ方をするとバランスが崩れる。この

へんは宿命的なものと思ってもらったほうが

いい。私もこの前やってみたらやっぱりなり

ます。後ろに５歳ぐらい、15kg ぐらいの子
どもを乗せるともう前が上がります。これは

ちょっと新しい発見でございました。あとは

とにかくスタンドについての要望が非常に強

くて切実なものがございました。駐車すると

きに子どもを乗せたり降ろしたりするときの

バランスの問題です。 
 あとはつきまとうのは荷物です。むちゃな

要望もありまして、ベビーカーを乗せられる

ようにしてほしい。現実に子どもを前後ろに

乗せて、荷物を積んでベビーカーまで積んで

いく人がけっこういるそうです。 
 木村 前回、｢ふらっか～ずComo」の資料
を何もお持ちしなかったので、お持ちしまし

た。 
 荒砥 ふらっか～ずって開発に何年ぐらい

かかりましたか。 



 

 115 

 木村 開発はちょっとわからないんですが、

創刊３号（1990年）に初めて出した企画で、
「お母さんと一緒に乗れたらうれしいな」と

いうテーマ。好みや目的に合わせて乗りやす

く走りやすいものを選びたいというので、前

にかごがついている状態の自転車をまず紹介

して、そのあとComoオリジナル自転車のモ
ニターになってくださいということで、意見

をちょうだいして「ふらっか～ず Como」が
できたので、１年もかかっていないとは思う

んです。これも１年もしないうちに発売にな

っています。 
 事務局 このときはまだ試作品ですか。 
 木村 これは完全な試作品です。 
 荒砥 きっと試作品をつくるまでにはやっ

ぱりいろいろ時間はかかっているんでしょう

ね。 
 木村 かもしれません。これがいちばん初

めは丸石自転車さんではなくて、町の自転車

屋さんが試作してくださった。 
 水野 もともとはたしか重い荷物を乗せる

ために開発したけれど、あまりパッとしなか

ったので、子乗せに切り替えたんでしたっ

け？ なんかそういう話を聞いたことがある

んですが。 
 木村 うちの雑誌はもともと小さい子がい

るお母さんのための雑誌なので、『Como』に
紹介されたときには子どもを乗せるため、保

育園、幼稚園の送り迎え用として出していま

したね。その前はちょっとわからないんです

が、もしかしたらあるのかもしれない。 
 横山 おっしゃるように子ども乗せ用につ

くったわけではなくて、最初は荷物乗せ用で

すね。最初はね、ふらっか～ずという名前の

自転車は。そのあと子ども乗せ用に直してい

った。 
 荒砥 へー。これは使い終わったら荷物用

になりますものね。 
 木村 そうですね、足乗せの部分を上げて、

あとはそこに普通のかごに置き換えて。 

 荒砥 のもありますよね。バスケットみた

いなのもとか。それをおっしゃっていた方が

いましたよね。子育ての期間が終わったら、

もうそれは使いようがないとかというのを。 
 横山 先ほどの報告でおっしゃったウィリ

ー状態になるというのは、どうもピンと来な

いんだけれども、ホイールベースの内側に、

普通の場合はハンドルに引っかけてお子さん

を乗せますよね。ちょっと内側ですよね。ふ

らっか～ずの場合はもっと前に出ている、ハ

ンドルのコラムの上に乗っかっている。なぜ

後ろに乗ったときに前がウィリー状態、逆に

重量のバランスが前に来るのに、なぜ前が上

がるのかなと理解ができない。 
 事務局 かごがあるけれど前が空っぽ、後

ろに乗せるときに、ちゃんとわかっている自

転車屋さんですと、お母さんの背中にぴった

りつくようなところまで前に出すんでしょう

が、後ろの車軸の外側につけちゃうケースが

多いんですって。 
 横山 後ろね。 
 事務局 後ろの座席の場合に、最近のガッ

チリした重い２万円もするようなヘッドガー

ドがついたようなものは、やや大きくて重く

て取りつけると車軸の外側にいっている。 
 横山 そうすると、さっきのはふらっか～

ずと特定しちゃったけれども、ほかのも同

様？ 
 事務局 ふらっか～ずに限りません。ただ、

最初お母さんたちがふらっか～ずに子どもを

乗せて走っていて、その子が３歳以上になる

と後ろに持っていく、そのときに始まるんだ

そうです。動きが全く変わるのでよくわかる。 
 横山 比較的大きくなるから、後ろの座席

にいくという意味ですね。 
 堤 でもそれは取説に書いていないわけで

すね。ふらっか～ずは後ろに、あとから取り

つける場合はウィリー状態になることもあり

ますから気をつけてと取説に書いていなけれ

ばびっくりしますよ。というか、取説に書い
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てあっても読まない。 
 事務局 取説に書けないと思うんです。違

反をしているわけですから。 
 横山 いままではね。 
 兵藤 取りつけるだけなら違反じゃないん

でしょう。 
 事務局 取りつけるだけは違反ではないで

す。乗せないことを想定するというのはちょ

っと無理がある。 
 荒砥 でも自転車屋さんは取りつけるとき

に、２人同時に乗せないでねと一応言ってい

るそうです。 
 事務局 でも意味がないんですから、乗せ

た場合の注意をしてほしいですね。 
 横山 お子様を乗せるタイプの自転車とい

うのは自然と後ろの、要するにホイールベー

スの位置から判断して、乗車位置をもっと考

慮した設計にしていかなきゃならないという

ことですね。 
 事務局 そうでしょうね。言うまでもない

ことですが、後ろの車輪の車軸の外側に荷重

をかけるというのは原理的におかしいんです

が、現実にそうなってしまっているというこ

とですね。自転車としてはまともに乗れるよ

うなことにはなっていないと思います。 
 水野 これを変えたときにはどういうかた

ちでお母さん方のニーズをメーカー側に伝え

たのですか。 
 木村 誌上で募集をして、モニターはわず

か５名の方を募集しますと言っているんです

が、お貸し出しをしてその声をもとに、こう

いう自転車があったらいいなという声を集め

まして、それを丸石自転車さんに届けたとい

うかたちです。 
事務局 実際に５台をつくったんですね、こ

れを。 
 木村 つくったと思います。 
 横山 ところで倒れにくいスタンドという

要望が多いじゃないですか。従来、決められ

ているスタンドというのはＩＳＯとかＪＩＳ

で決まっている幅はだいたいその範囲内。そ

こで子乗せ用といって特殊な寸法のスタンド

をこういう会議で要望できないのかな。例え

ば、いままでのは走行しているときに、回転

するときにサドルをどこかに引っかけやすい

ということもあるから、できるだけ幅はあま

り広くならないようにしているんでしょうが、

子乗せという条件であれば三輪車にしたって

リヤカーにしたって幅広いですよね。あれを

思えばスタンドをもっと幅広くしたって別に

問題はなさそうに思うんだけれど、そういう

提案も、やったらどうでしょうか。 
 事務局 昔の酒屋さんの自転車みたいな。 
 横山 そうそうそう。実用車のスタンドみ

たいにガッチリしたものを。 
 事務局 あれは倒れにくいことはたしかで

す。 
 水野 ちなみに警察庁のほうの検討会は開

発に向けての要件というものをまとめる方向

ですが、その中にはいまのような話が明示的

にそこまでは入っていなかったと思います。

自振協のほうでの開発公募の資料も、もしあ

れであればシェアをしていただいてこんな感

じでいまやっているよということを。せっか

くなので回しますか。 
 小鷹狩 では簡単にご説明いたします。自

転車産業振興協会の小鷹狩でございます。 
自転車産業振興協会で、いま実施しておりま

す「安全性に配慮した幼児２人同乗用自転車

の試作」についてご説明をいたします。この

試作については４月 25 日に公募を開始いた
しまして、５月 30 日を応募期限として募集
をしましたところ、14件の応募がございまし
た。６月中旬にまず書類の審査を行いまして、

これはどうしても無理だろうというのと、も

ともと幼児２人同乗という基本的な要件を満

たしていないものについては２件ほどござい

ましたので、これを落としました。残り 12
件につきまして６月 20 に審査会を行いまし
た。 
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 この審査会では申請していただいた企業の

方に来ていただいて、個人の方もいらっしゃ

いますが、プレゼンテーションをやっていた

だいて、質問に対して回答をいただくという

ことをやっております。１申請者当たり 30
分の時間で 12 件ございますのでかなり時間
をかけてやりました。そのプレゼンテーショ

ンが終わったあとに、こちらの試作の関係で

私どものほうで開発委員会というのを設置し

ておりますが、その開発委員会の委員だけで

なく、警察庁の検討委員会の委員の方とか、

そういった方々にも審査会のほうに出席して

いただきまして、プレゼンテーションが終わ

ったあとに委員以外の方々に感想なり、ご意

見なりをおうかがいしまして、そのあとに開

発委員会の委員による審査を行いました。 
 いろいろ意見は出ましたが、一応どれもみ

なできそうなので、できれば完成したものを

乗ってみたいということになりましたので、

12件全部を内定、採用するということにいた
しました。もちろん開発費用については、こ

れは私どものほうが開発の認定した予算の３

分の２を補助するということでやっておりま

すが、予算がトータルで4,500万円というこ
とでございますので、限度がありますので中

のほうで調整をさせていただいたということ

です。 
 いまお手元にあるのはニューズリリースで

ございますが、これは明日公表する予定でご

ざいます。というのは中身のほうで内定者の

ほうに内定通知を送ったときに、現在つけて

あるもので変更、追加、訂正とかがあれば言

ってくださいと。それは今日７月７日夕方ま

でという期限にしておりますので、それを待

って公表することにしております。 
 簡単に12件についてご説明いたしますが、
１枚をめくっていただくと鏡がございます。

それから下のほうに採用内定申請者一覧とい

うことで左側に申請者名、それから右側に品

名または型式というのがございます。これで

もう一枚めくっていただきますと、No.1、（株）
紀洋産業。これはもしかしたら昨日、「遠くへ

行きたい」という４チャンネルのテレビをご

覧になった方はご存じだと思います。これが

出ました。ものがもうだいぶできているとい

うものでございます。これは見てのとおり、

前が１輪、後ろ２輪の三輪車でございまして、

大きな特徴としては前輪駆動になっています。

ペダルをこぐと動くのが前輪で、この前輪操

舵システムを採用しております。それで後ろ

のほうはチェーンが行かないので自由に使え

るということで、これは小径車をつくって採

用しております。 
 お子さんのほうは幼児座席を前のハンドル

のところに一つ、後ろの荷台のところに一つ

というような取りつけでございます。それか

ら後輪のほうですが、これは２輪スイング機

構を採用するということで前輪のほうが 20
インチ、または 16 インチということで後輪
に比べて大きくしております。後輪は非常に

小さいものを予定しております。それで内装

３段変速で、フレームのほうは軽量化を図る

ということでアルミ合金を採用する予定にし

ております。昨日はもう試作ができたものが

走っておりましたので、これは 12 月の第一
次試乗会のときには出てくると思われます。 
 次のページに移っていただきますと、２番

目が唐沢製作所。これは自転車のブレーキメ

ーカーなんですが、今回、幼児２人同乗用の

自転車の試作を試みております。こちらも三

輪車ですが、前が１輪で後ろが２輪になって

おります。後輪のほうが右にありますが、左

右独立したもので片支持による２輪タイプと

いうことです。要するにペダルをこぐとチェ

ーンが後ろの車輪に伝達するんですが、この

右側のイラストで言うと、右側の上のところ

に上が右の車輪、下が左の車輪ですが、ペダ

ルを回転するとチェーンで上の車輪のほうに

伝達されるということです。したがって左の

ほうはフリーの状態である。この二つの車輪
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は左右独立スイングアームサスペンション機

構ということで、カーブとか段差がある場合

にも走行安定性が図れるという構造になって

おります。これは幼児２人同乗用ということ

ですが、これにとらわれずに高齢者あるいは

自転車に乗れない人もこの自転車には乗れま

すよというものでございます。 
 次に３番目、日本ロボティクスでございま

す。こちらのほうも三輪車で、これは前が２

輪、後ろが１輪です。前の２輪は小径車輪を

採用して幼児座席を低くしております。後ろ

のほうは 26 インチの通常サイズで駆動力と
制動力を確保するということです。この自転

車の大きな特徴といたしましては、前２輪が

パラレルリンク機構ということで、それぞれ

並行にリンクするというものでございまして、

それから幼児座席がハンドルと直結しておら

ずにフレームのほうに直結しております。上

のイラストの左の図でご覧になると、ハンド

ルが非常に変わったかたちになっております

が、ハンドルの付け根のところに幼児座席を

置く台がございます。こちらのほうに乗せる

というものです。後ろ座席はいま右の写真で

言うとかごが乗っているところ、あそこに乗

せるものでございます。ハンドルと幼児座席

が固定されておりませんのでハンドル操作が

楽である。ただハンドルが非常に長くなって

いるので、そのへんの強度はどうかなという

問題もあるかと思います。この前輪のほうが

あまり車輪の間隔がない構造になっておりま

すので、いまあるサイクルラックにも駐輪が

可能という構造になっています。 
 次に４番目に移っていただきたいと思いま

すが、ジョイジャパン。これも三輪車で前が

２輪、後ろが１輪のものです。幼児座席は前、

後ろ１個ずつを乗せるというもので、これは

前後とも 20 インチの車輪ということで低重
心化を図っております。座席が低くなるとペ

ダルとの間隔が非常に短くなってペダルがこ

ぎにくいとか、力が入りにくいということが

ございますが、いまあるこの図面や写真より

もシート位置をもっと後ろにずらしてペダル

もこぎやすく力が入るような設計にするとい

うことでございました。 
 それから幼児座席を後ろに乗せるところな

んですが、このキャリヤは荷台なんですがフ

レームと一体化して強度のアップを図るとい

うことです。それから前輪のほうはイラスト

を見ていただくと複雑な構造になっておりま

すが、独立懸架式のサスペンション機構とい

うことで、よく段差なんかで斜めから入ると

なかなか乗りにくい、転倒するという問題が

ございますが、斜めからの段差乗り上げも可

能であるという機構になっております。 
 次の５番目、寺川英太郎さん。これは京都

の個人の方です。これは前２輪、後ろ１輪の

やはり三輪車ということで、この原型のもの

はすでにつくられておりまして、それに幼児

座席を前の車輪の間が一つと、それから後ろ

の荷台の上に一つという配置になります。前

輪のほうがちょっと複雑な、ここがいちばん

特色ある構造になっておりますが、複数のベ

アリングとそれからユニバーサルジョイント

ということで２輪構造になっているんですが、

ハンドルからずっと下に下りてきたところの

ホークの先端にバランス板というのが取りつ

けられておりまして、この軸板とバネがここ

にあるんですが、それで前輪を接合している

ということで、前輪のほうはちょっと変わっ

たかたちをしておりますが、逆ハの字型とい

うかたちで、このバランス板で傾斜路面に対

応するということです。カーブを切るときに

は車体を傾けて運転するということで、左に

カーブするときには右の車輪が上がる、逆に

右にカーブするときは左の車輪が上がるとい

うことなんですが、これはただ運転には慣れ

る必要があるということを言っていました。 
 それから次のページ、６番目が宮田工業。

これは大手の自転車メーカーです。いま現在

あります三輪車、前が１輪、後ろが２輪のス
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カーフウインディというモデルをベースに前

後に幼児座席を乗っけて幼児２人乗りを実現

するというものです。前のフレームはスイン

グ機構になっております。ですから左とか右

に曲がる場合には半分からサドルのところま

での間が全部、前輪を含めて斜めに動くとい

うようなスイング機構になっております。後

輪のほうは２ＷＤ機構、ペダルをこぐと後ろ

の車輪二つともそのまま動力が伝達されます

ので、これが動く。最初のほうに出てきた片

側だけ動くものとタイプが違います。２ＷＤ

なので高い走行安定性が確保できるというこ

とでございました。車輪のサイズですが、前

が20インチ、後ろが16インチということで、
やはり低重心化を図っていく設計でございま

す。それからフレームの形状とサイズを低く

した低床設計、低重心、低床というのが大き

な特徴でございます。それから幼児座席は前、

後ろとも取りつけ、取りはずしが可能なもの

でございますので、お子さんを乗せない場合

でもいろいろな用途によって使えるというこ

とになっております。なお、後ろのほうには

幼児座席を乗せるところが荷物入れになって

おります。 
 次に７番目のランドウォーカーです。これ

はテレビなんかでよくご覧になったと思うん

ですが、ランドウォーカーの「かるがも」と

いうのがございますが、後ろに幼児座席を二

つ、２人を乗っける構造のものですが、この

自転車はそれとは違います。これは前後なん

ですが、後ろのほうは補助車輪ということで

２輪プラス補助車輪二つという構造になって

おります。補助輪のほうはサスペンション式

でございまして、走りが低速走行時、それか

ら停止時のふらつきを防止する。それから積

載重量においてバネのほうを調整することが

できるという構造になっています。それから

この補助車輪ですが、随時固定機能付という

ことで、駐車するときには固定バーを動かせ

ばスタンドの役割をしますので一般的なスタ

ンドは不要ということです。それから前後車

輪はともに小径で低重心設計になっています。

フレーム、車輪の強度をアップして荷物運搬

用にも利用可能。ヘビーデューティなものも

運搬可能であるとなっています。 
 それから次のページをめくっていただきた

いと思いますが、８番目、パナソニックサイ

クルテック、これは大手の完成車メーカーで

ございます。一般的な二輪車、幼児子乗せ専

用自転車、前乗せ用に後ろ乗せをつけたよう

なタイプでございますが、これはアシスト機

能付です。それから走行安定性と重心をセン

ターに集めるということでロング・ホイール

ベースになっております。したがって前の車

輪の車軸と後ろの車軸の間に全部運転する方、

お子さんの重心が入ってくるようにするとい

う設計になっております。したがって前が浮

き上がるということはないような設計です。

それからフレームやキャリヤ、車輪、スタン

ドの各部の強度、剛性をアップしております。

それから駐車時にハンドルの回転防止装置が

ついております。この写真ではあまりよくわ

かりませんが、後ろの幼児座席のほうにはお

子さんの足部の保護装置とか、キャリヤが幼

児座席よりも幅広になっておりまして、万が

一転倒したときにも、お子さんが足を怪我を

しにくいような構造になっているというタイ

プです。 
 次にNo.9、ブリヂストンサイクル、これも
大手完成車メーカーです。こらちのほうは１

社で３点申請してきました。大きく分けて２

点なんですが、一つは既存の幼児専用自転車

でありますが、初めから子乗せ専用自転車と

いうもので、それが一つ。もう一つは通常の

軽快車、それから小径の軽快車、これに後付

けで前後に幼児座席を取りつけるというもの

です。子乗せ専用自転車のほうは既存のモデ

ルをベースにいたしまして、前後を小径車輪

を採用して低重心化を図っている。それから

フレームと車輪の強度をアップして、それか
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ら操縦安定性を確保する。それからフレーム

のほうがまたぎやすい低床フレームというこ

とで乗り降りが簡単にできるというものです。 
 それから右の軽快車タイプのほうは一般用

が 26インチの軽快車。小径車用が20インチ
の軽快車ということで、そこにフレーム強度

と剛性をアップするということで、既存のも

のよりもそういったところを強くするという

ことでございます。 
 それから次のページ、10ページ目をご覧い
ただきたいと思いますが、オーアンドエムと

いうことです。ここは丸石サイクルというと

ころが社内的ないろいろなごたごたがござい

まして分離したところですが、丸石自転車北

海道販売というところが独立したものでござ

います。これは前後２輪のタイプでハンドル

の上と後ろのキャリヤの上に１個幼児座席を

取りつけるというものです。これの特徴とい

たしましては、自転車を止めておいたときに

いちばん問題なのは、前輪が後ろに下がって

しまうということで、そうした場合にズルズ

ルと来て、斜めになって転倒してしまうとい

うことがあるので、その後進による転倒防止

をする装置をつける、これがいちばん大きな

特徴です。あとはフレームパイプを太くして

強度と剛性をアップするとか、キャリヤのほ

うをフレームと一体化して、これも強度をア

ップするという設計にしております。 
 次のページ、11ページ、丸石サイクル。こ
れもメディアにはよく出ているんですが、そ

れと同じものですかと聞いたんですが、それ

とちょっと違いますということで、何が違う

のかというと、やはり前後１輪ずつの二輪自

転車なんですが、これは大きく違うのはフレ

ームとキャリヤをアルミのものに変えるとい

うことが一つです。それがいちばん大きいと

いうことでございます。あとは低重心を図る

ために車輪のほうのサイズを小さくしている

とか、あるいは幼児座席のキャリヤのほうは

フレームと一体化して強度を図っている。そ

れからスタンドを立てたときに前輪のハンド

ルロック装置が動いて曲がらないというよう

なものをつけておりまして、駐輪時の安定性

を確保するものです。 
 それから最後になりますが、ホダカ、これ

も大手メーカーでございますが、やはり前後

輪１輪ずつの二輪自転車です。前輪のほうが

20インチと小さくなっておりまして、後輪の
ほうは22、いずれにしましても低重心化を図
っております。それから前輪のほうはサスペ

ンション機構がついたホークを採用しており

ます。特徴といたしましてはハンドルと前ホ

ークを直結しております。したがって前の幼

児座席が直接ハンドルには重量がかかってお

りません。したがって安定性があるというこ

とでございます。それからフレームパイプの

形状とパイプの肉厚、これをアップして剛性

をアップしているというものです。それから

手元にハンドルロック装置がついておりまし

て、前輪が止まったときに回転しないような

機構があります。スタンドのほうは幅広のも

のを使っているということで駐車時の転倒を

防止するというものです。 
 ちょっと 12 点をずらっと言っておわかり
にくいところがあったかと思いますが、一応

この 12 点の採用を内定いたしましたので、
とりあえずお話があったと思いますが、12月
中旬にいっぺん試作車を出していただいて試

乗試してみて評価をする。そのあと２月末に

最終試作車を出していただいて、３月に再度

評価、試乗評価をするという今後の予定にな

っています。以上でございます。 
 水野 今度は警察庁の資料。１枚表になっ

ている紙が今回取りまとめとしてまとめられ

る予定の紙です。非常にあっさりとしたもの

であるかと思うんです。幼児２人を同乗させ

ても十分な強度を有すること。それから、幼

児２人を同乗させても十分な制動性能を有す

ること。それから、駐輪時の転倒防止のため

の操作性および安定性が確保されていること。
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ここの中に先ほどのスタンドの話も入ってい

るという理解です。それから４番目にフレー

ムおよび座席取りつけの部分について十分な

剛性を有するということ。それから走行中に

ハンドル操作に影響が出るような振動を発生

しないこと。これは実は警察庁の検討会で１

度試乗会をしたことがありまして、ブリヂス

トンさんのほうから７、８台ぐらいの自転車

の提供を受けて、委員の方々で試乗をしてみ

たことがあるんですが、その際に一部の自転

車に非常にハンドルのぶれが生じたというの

がありまして、それを受けてこの５番目が入

っているという状況でございます。 
 それから最後６点目ですが、発進時、走行

時、押し歩き時、および停止時の操縦性、操

作性および安定性が確保されているというこ

とでございます。これも途中経緯としては実

は押し歩き時というのは入っていなかったん

ですが、押し歩きも入れましょうと、こうい

う話がありまして、特に坂を登るときにお母

さん方はどうしても途中で力尽きて、やっぱ

り押し歩きせざるを得ない場面ということが

あるんですよという話が一部出て、最初は押

し歩きというのは自転車に乗っていないし、

自転車交通事故というふうに言えるのかどう

かという議論もあったりしたんですが、現実

的に押し歩きをする場面があることが皆さん

わかったのでこれに入った、こんなような状

況でございます。 
 上記要件のほかということで、国内の規格

基準に適合するものであることが望ましいと。

これもＪＩＳあるいはＢＡＡとか、場合によ

ってはＳＧのマーク等々がございますが、そ

の基準を満たしていればいいですよというふ

うにしています。 
 それから最後の部分ですが、ヘルメットを

お子さんに着用してもらいましょうとか、あ

るいは運転される方のマナーということやな

んかも含めて講習会というのはやっぱり必要

じゃないかと。それから保険関係に入ってお

く必要があるのではないかというようなこと

が環境整備として入っている。このような状

況でございます。 
 いまお話ししたところが次の紙になると思

うんですが、表題で（解説）（案）と書いてあ

るものがあるかと思います。これがいまご紹

介した１～６までの要件、それに該当する具

体的な基準ですね。それから実際の評価の方

法について。これもまだ詰めている段階です

が、こちらのほうの案ということで出てきて

います。ちょっと細かくはご紹介いたしませ

んが、例えば一つ目の２人を同乗させても十

分な強度ということについては、幼児が着脱

する位置に幼児を２人同乗させたということ

に想定される重りを乗せて、破損とか変形、

ゆがみがないということを確認をするという

ことで、重量については 25kg までを前後そ
れぞれ想定をして試験をする。 
 評価方法についてはＪＩＳにある耐振性の

試験、ドラム試験、あるいは前後車軸の上下

加振試験、こういった試験を生じさせて評価

をする。あるいはスタンドについてはＪＩＳ

の規格に準ずるというような具体的なことを

書き込んでいくということで、たぶん内容的

にはここの部分が実際には縛っていくことに

なるとは思うんです。この技術的な基準であ

るとか評価方法というのは、これは状況によ

っていろいろ変化もするであろうということ

で、ここまで中間取りまとめの範囲とはしな

い。 
 そして最後、幼児２人同乗用自転車に求め

られる要件についてという１枚がございます。

１例としていちばん上の安全に対する基準の

適合という点をご覧いただきますと、具体的

に委員会等々で出てきました意見としては、

ベースとなる自転車の強度とか性能等の確認

は、幼児２人同乗用自転車としての特色を除

いてＪＩＳ規格などによって評価してはどう

かと、こういう意見が出てきています。本件

に関しての検討結果としては、やはりこうい
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った国内の基準規格に適合するというのが望

ましいということになりまして、これがまた

最初の１枚目の紙に戻るんですが、中間取り

まとめに盛り込まれていると、こういったと

ころでございます。 
 また、その下にございますように、強度で

あったり、制動性能であったり、駐輪時の安

定性であったり、剛性であったり、あるいは

運転中の共振減少であったり、操縦性であっ

たり、操作性であったりといったような議論

は基本的に先ほどご紹介したとおり採用、盛

り込まれてございます。それから幼児用座席

については２枚目にございますが、現在ＳＧ

での規格基準がございますので、それに適合

することは望ましいという定義にしています。 
 それからいちばん最後ですが、安全な利用

や普及等に関して必要と思われる事項という

ことで、先ほどのヘルメット着用の義務化で

あったり、あるいは保険に入るということで

あったりというのは先ほどの環境整備という

ことで六つの要件以外にいちばん下の５番の

ほうに文章として書かれたということになっ

てございます。 
 たぶん一つの関心事が交通環境の整備、交

通空間の確保というところがあろうかと思い

ます。それについても意見が出ております。

今回の整理の中では、それは別の場で進んで

いるだろうということの理解のうえで、それ

以外のヘルメット着用、講習会の実施とか、

保険の加入といったような環境整備というこ

とについて研究をする格好にとどまっている

と、こういう状況でございました。 
 申し上げましたとおり、これはまだいま最

終の調整をしている最中でございます。いず

れにしましても、最終的には７月の中旬に、

公安委員会のほうに一応報告をされるという

ような、そんなスケジュールになっておりま

す。 
 荒砥 すみません、５番の走行中にハンド

ル操作に影響が出るような振動が発生しない

というのは、評価方法の中では段差や凹凸の

ない平滑な路面で実施試験とかをなさるんで

すけれど、実際の状況とちょっと違う。それ

から実際の状況はもっと過酷ですよね。その

へんの過酷さはどうやって評価に入れるんで

しょうかね。 
 水野 確かにそれはあるかもしれない。こ

こで書かれていた平坦な路面をというところ

は、なぜそうしたのかということなんですが、

これは先日、もう１、２カ月前ですが、警察

庁のほうの委員会で試乗会をやったところ、

普通の場所でさえ振動が生じてしまったので、

そういう自転車があったものですから、それ

はちょっと危なくてしょうがないねというこ

とで、そういう場所で振動が生じないように

ということで、あえてこういう書き方になっ

ていまして、実際の路面がでこぼこがあった

り、凹凸があったりというようなこと自身に

ついては書いていないですね。 
 古倉 自転車および幼児用座席は国内の規

格基準に適合するということですが、走行空

間との関係からいくと、自転車の基準、幅で

すね。それはやっぱり60cm以下ということ
なんでしょうか。 
 水野 警察庁の検討会の場では別に必ずし

も 60cmを守りなさいということにはなって
いないと思います。ただ、あまり幅の広いも

ので歩行者との関係が大丈夫かと、そういう

議論が出てきていますが、60cm 以内である

という現行の道交法の規定、これが前提、絶

対守れという話になっているわけではござい

ません。いま少なくとも現状においては前提

にはなっていないです。 
 屋井 警察庁の資料では「開発にあたって

は普通自転車の大きさに適合することを目安

とすることが望ましい」と書いてあるんです

ね。だから原則的方向としてはそうなってい

ると理解していいんですか。 
 水野 目安として望ましい。目安ですので、

適合しなさいと言っているわけではないとい
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うことに、たぶんなるんだろうと思うんです

けれどもね。逆にこの委員会を通じてユーザ

ーのニーズというものはこういうところにあ

るんだということがはっきりしてくれば、こ

のあたりを変更するということもありうる。 
 事務局 はっきり言っちゃううと、現行の

道交法にはとらわれないで考えましょうとい

う、そういう理解でいいのですね。 
 水野 そういう理解でけっこうです。ある

程度そこは緩やかにニーズを踏まえてメーカ

ーには対応してもらえばいいのかなと思いま

す。だからメーカーにどういうふうにニーズ

を伝えるのか、まさしくこの委員会のすごく

重要なところがそこで、どういうかたちで伝

えていくかということを手法とか、今後の進

め方も含めてぶつけ方をよく詰めていく必要

があると思う。そこで60cm以上のものが出
てくれば議論する。 
 屋井 今回、改めてこういう資料で、だい

たい警察庁で検討されている内容が初めてと

いうかな、わかってきたので、だからまさに

改めてスタンスというのか、あるいは前提を

共有しなきゃいけないだろうなと思うんです

ね。それがないと先にまとめていく行為まで

いかない。 
 屋井 それで何がポイントかというと、さ

っき小鷹狩さんもおっしゃったけれども、い

わゆる走行空間というかな、どこを走らせよ

うとしているかということは、どこでも行け

るようなことでまずスタートしますよという

ことだったんだけれども、試作図を見る感じ

では、やっぱり歩道を走らせることが前提で、

やっぱり子どもさんを２人乗せたお母さんが

車道を走れとそこに出すわけにもいかないの

が現実であると。こうこう考えていくと、警

察庁の指針では歩行者の安全性はもちろん考

えていないし、どういう空間を走るべきだと

いう議論もたぶん前提の中にとどまっている

んじゃないかなという感じがします。だから

車両としての強さとか安全性という面で開発

しようとしているのはよくわかるけれども、

その車両がもたらす空間における安全性とい

う観点はどうも検討の外にあるような気がす

る。 
 それはこっちのほうの検討会の前提条件と

いうかスタートにもある話で、そのニーズと

いうところをどこにとどめながら進めていく

かというのはあるんだけれども、少なくとも

この警察庁がやっている進め方がもしもそう

いうこと、すなわちいまある二輪車も是とし

ながら多少のマイナーな検討はするけれども、

ほとんど変わらないようなものが出てきて、

これで安全だといって、歩道をみんな走った

ら大変だぞというような、ちょっと言い過ぎ

ているかもしれないけれど、でもそれじゃあ

やっぱり困るなという気がするし。 
 ここに書いてある、例えば構造の要件にし

ないと書いているあたり、ここなんかはいち

ばん重要なことを書いていますね。要件にし

ない、採用としないというためのね。いまな

いものをお母さん方から直接的なニーズは出

てこないかしれないが、そういう少し先まで

考えてニーズを出していかないと、どうも今

日のこの出てきたこれだけでニーズを取ると

いうのもちょっとねという感じがある。 
 水野 まさしくおっしゃるようにそのとお

りです。 
 屋井 もう少しそのへんをスタンスとして

まとめなきゃいけない時期だと先ほどおっし

ゃったので、進行役としてはそういう方向に

もしなきゃいけないけれど、しかし何となく

今日のお配りいただいた資料から見えてきた

議論の警察の方向性というかな、そこらへん

に対してちょっと心配があるので、その心配

もぜひニーズの中に入れたい。そのへんが私

も第一印象なんですけれどね。誤解があるか

もしれないけれども、この中間報告案という

のは何だかわからないような気がしますね。 
 水野 まさしくいろいろなニーズがあって

いいんだろうと思いますので、やはり実際に
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乗っていただく機会をつくって、そこでお母

様方に評価をしていただくのがいいだろうと

いうことで７月１日の試乗会を企画をしてい

ただきました。この場には警察庁の検討会の

委員の方々にもご一緒いただいて、それも含

めていずれにしろ具体的なニーズをどれだけ

明らかにできるかということだと思います。 
 事務局 ７月１日に京王閣競輪場の片隅を

お借りして自転車を６台集めたんですが、評

価の対象になるものは５台ございました。あ

ちこちからお借りをしたりして乗っていただ

きました。いちばん右のはパレード用でござ

いまして、その次のものもパラソルがついて

いるのは大阪でつくった三輪車でございます。

その次がニホラというデンマーク製でござい

ます。その次がけん引型でございます。それ

から二輪車で低い位置に荷台があるもの、そ

れから車いす兼用の自転車というものでござ

います。いちばん最初に１）になっています

ドイツ製の二輪貨物自転車と書いてございま

すが、20インチだと思います。車輪が小さく
て、この右側に屋井先生が乗っておられます

けれども、低い位置に荷台がついておりまし

て相当重いものを乗せても非常に快適に走れ

るというものでございました。非常によかっ

たんです。ただコースターブレーキでござい

まして、お母さんたちはびっくりしちゃった

ということでございます。それからサドルの

位置が非常に高かったです。全然これは問題

なくどんな重いものでも楽に走れるというこ

とだと思います。 
 屋井 ハンドルを曲げても乗っている人の

向きが変わらないですからね。それがいいで

すね。 
 事務局 車台のフレームに荷台がついてい

るというかたちでございます。２番目はドイ

ツ製の車いす自転車なんです。子どもが前に

２人乗っておりますが、これはまさに車いす

でございまして、車いすに自転車の後ろの部

分をワンタッチで取りつけられるようになっ

ている。スイングアーム式になっていまして、

カーブに行くと前のほうは傾かないんですが、

後ろのサドル部分が傾くので、ちょっと慣れ

ないと本当に危うくひっくり返りそうになる

ということでございます。これもけっこう楽

しんで乗っておられました。 
 次が大阪の会社がつくったものでバイコロ

ジーデモ用の二輪自転車。これは京王閣競輪

が持っているものだそうですが、箱がござい

まして、その箱の左右に車輪がついている。

幅は 90cmございまして子どもが５人乗って
動いておりました。本当に遊園地状態で子ど

もたちには最高でしたが、お母さんたちはな

かなか難しいということを言っております。 
 それから４番目がニホラでございます。自

活研でデンマークから持ってきたものですが、

これもいま写真で４人の子どもが乗っており

ますが、これは極めて快適に走っておりまし

た。ただある程度スピードは出やすいんです

が、カーブに入るときには非常に危険になる。

大回りになる。走る空間と止める空間があれ

ばこれがいちばんいいというのが全員の、５

人の方のご意見でございました。 
 最後、ブリヂストン製の非常にいい軽快車

にアメリカ製のチャイルドカートをつけたも

のでございます。これは後ろにけん引をつけ

ていてもいなくても全く変わりないような走

り方でございましたが、子どもを２人乗せる

とちょっと後ろに引っ張られる感覚、つまり

ちょっと重くなるという感覚だそうでござい

ます。子どもたちが見えないので心配という

意見を全員が言っておられまして、実際に右

側の写真でテーブルの角に実はドンとぶつけ

てしまいました。相当な音が出てみんながど

うした、どうしたと集まってきたことがござ

いました。前の自転車が通り抜けられるので

シュッと行くと、後ろでドンとぶつかるとい

うことでございました。その事故があってか

ら聞いちゃったものですから、後ろはだめだ

よという意見が圧倒的でございました。 



 

 125 

 古倉 全部、電動アシストは一台もないの

ですか。 
 事務局 全くございません。 
 古倉 それで、こんなに４人か５人を乗せ

ても動かせるんですか。 
 事務局 ニホラは７段変速でございまして、

これは１段目、ローにすると全く関係なく走

ります。 
 古倉 坂道は無理でしょう、たぶん、これ

は。 
 事務局 やってみましたがあまり変わらず

上ります。確かにちょっとした坂になると電

動が欲しいと思いますが、ローにして走る分

にはけっこうな坂を上ります。ちょっとびっ

くりいたしました。 
 水野 警察庁の検討会では子どもが前に座

っているということに対して、出会い頭の事

故が多いということで、それに対する懸念の

声というのはございます。 
 事務局 日本の環境ですとまずその心配が

ございます。つまりニホラに限らずヨーロッ

パの前二輪のもので子どもが乗っているもの

は、歩道の外側の車道部分の自転車道を走る

ことが前提になっているので、脇から出てき

ても車道部分ですから、ショックアブソーバ

ーがあるということ、距離があるということ

です。日本のように歩道を通す原則ですと、

出会い頭に、つまりお母さんたちが曲がり角

の先を見ようとしたときには子どもはもう出

ちゃっているという交通環境でございますか

ら、それはもう警察の懸念はそのとおりだと

思います。前提は歩道ということでいけば全

くこれは役に立たないということになると思

います。 
 兵藤 この２人乗ったり、３人乗ったりし

ているのを見て確認なんですが、これ、警察

のさっきの資料もそうなんですが、幼児とい

う、この幼児の体重制限とか身長制限は、こ

れは法律で決まっているものなんですか。 
 事務局 ６歳未満でございます。 

 横山 先ほどの警察のほうの検討だと、い

まのリヤカーみたいな別な交通の手段という

のはちょっと入っていませんね。２人乗りの

自転車と限定しているから。当委員会ではこ

ういう別の形態のものを、構造は問わないと

は言っているものの検討の中にちょっと１行

入れてほしいなという気がする。 
 事務局 事務局側としてこういう企画をさ

せていただいて、いちばん引っかかっている

のは、３人目は産むなということかというお

母さんの声に関しては応えていないというこ

とでございます。要するに子どもは２人まで

自転車に乗せていい。３人目が産まれたらも

う自転車はやめなさいというのが警察側とい

いますか、今回の流れだろうと思いますので、

実際には非常に危ないことになっているわけ

です。 
 荒砥 ４人乗せていたお母さんがいました

よね。 
 事務局 この前もおられましたし。あれは

もともと違反だということ、危ないというこ

とですね。 
 荒砥 でもこれを見たら、ああ、こういう

のがあるんだなというふうにおっしゃってい

るんですよね。 
 屋井 このリヤカーも走っていたけれども、

リヤカーだと確かに幅がありすぎるかもしれ

ないけれども、少なくとも普通自転車を超え

ちゃうようなものを仮に３人乗せて、２人で

もいいや、ゆっくりと歩道を走って、これは

違反ですよね。その違反とかなりスピードの

出るような二輪車に２人乗せている、これも

違反ですよね。どっちの違反のほうが厳しい

んでしょうかね、いまはね。実際のペナルテ

ィはどっちが、同じようなものなんですかね。

ただ罪深さはどっちでしょうかね。 
 事務局 委員長、私どもはもう８年議論し

て結論が出ないんですが、警察が最後に言う

ことは、道路交通法 63 条４項において歩道
を通る場合は徐行なんですと。徐行以外は一
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切認められていないんですよと。ですからお

母さんたちが今回の警察庁の検討会で言って

いる7.5km/hの目安というのと、それ以前に
あった４km/h～５km/hという目安、いずれ
も同じようなもんですが、つまり10km/h出
してお母さんたちが、ないしは誰でもですが、

歩道を通ることはないという前提で考えてい

るわけですから、それはもう現実とこれくら

い乖離した話はないわけですね。その中で安

全と言われたら、この要件さえ守っていれば

それは何でも安全になるだろうと思いますけ

れども。じゃあ、警察が７km/h 以上で動い
ている歩道上の自転車を取り締まるかという

ことになるんですが、ここはもうどうにもな

りません。 
 兵藤 ７km/h 以上でも徐行していれば取
り締まれないということでしょう。 
 事務局 いや、7.5km/hが徐行の目安とい
うことを今度の委員会で言っておられますね。 
 古倉 三輪車のほうが安定性といいますか、

倒れる可能性が少ないから、普通の二輪車よ

りはゆっくり走る可能性はあると。例えばよ

く言われるのが、7.5km/hの徐行というのは、
そんな走り方をしたら倒れてしまうじゃない

かと、つまり本当にゆっくりゆっくり走るん

でしょう。二輪車だと絶対倒れますね。とこ

ろがこれを見ると、三輪車はゆっくり走れる

というポテンシャルがあるから、三輪車であ

れば、さっき言われたようにゆっくり走れる

という前提をつけてもおかしくはないという

か、現実味は帯びているのでないかなという

気はしますけれどね。 
 事務局 ただ、急いでいるから自転車に乗

っているわけで。速度制限をつけられたら、

おそらく自転車としての機能を否定している

だけの話になるのではないですか。ただ、ス

トップウォッチでしか見ていないんですが、

お母さんたちが前と後ろに子どもを乗せて走

っている場合に、10km/h ぐらい、速くても
12～13km/h、15km/hを出している人は非常

に少ないと思います。それは当然重いもので

歩道の段差を乗り越えていくわけですから、

そんなに走れないということですね。 
 水野 現実、お母さんたちは自分たちがお

住まいの環境で乗られることを想定してご意

見を言われる、極めて現実的なことをおっし

ゃるので、地域によってはいろいろなバリエ

ーションがあるのかもしれないなということ

だと思うんですね。まさしくニーズの検討の

調査の委員会ですので、どうやってこれから

調査をして、どうやってそのお母さん方の声

を反映して、望ましい方向に持っていくのか

という、その戦略論というか、あるいは具体

的な戦術の進め方について、いいアイデアを

出してくるといいなと思うんです。 
 この委員会の大きな一つの柱が、開発公募

で出されてきたものに対してどういうふうに

意見を言っていくかということだと思うんで

すが、これにどういうかたちでこれから意見

を出していくか、もちろんこの委員会として

の委員の方々のご意見もそうですし、実際の

お母さん方の意見をどういうかたちで今回の

12社にぶつけていくのか。ここの１品１品に
ついてもたぶん言ったほうがいいのかもしれ

ませんし、ジェネラル、一般論としてこうだ

よということもあるんだろうなと。 
 同時に７月１日の試乗会というのも私もあ

る意味、実は意図してやったんですが、今回、

７月１日に集められたような自転車というの

は今回の提案にはないんですね。だけれど実

際に乗ってみてどうなのというのはあるだろ

うなと。率直にお母さん方がどう思われるだ

ろう、その部分をぜひどういうかたちでこれ

からくみ上げていったらいいか。理想はたぶ

ん乗せる場所を提供して、乗せる場所と時間

を用意して、そして今回この自振協がやられ

る自転車も集めて、それから７月１日に集め

られたような自転車、もっと、例えばこんな

のがいいよという海外の自転車があれば、そ

んなのも集めて、そして実際に乗っていただ
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いてお母さん方がどういうご感想を言われる

のかというのが一つの理想なんです。それは

一つの理想だと置きながらどういうふうなか

たちで実際に展開していったらいいかという

あたり、一つの方向性が見えてくるとありが

たいなと思いますけれども。 
 横山 この間の乗ったときですが、皆さん、

こわごわ乗っていますよね。いずれにしても

初めての経験。そうすると熟練度というのが

かなり、いままで二輪車をずっと乗ってこら

れて、そちらのイメージが強いものですから、

３人にするとおっかなびっくりで乗っている

から評価がわからないんじゃないかなという

気がするんですけれどね。結局、障害物にぶ

つからないように、壊してはいけない、子ど

もが怪我しちゃいけない、全部スローで走る

から、本当のところの性能というかそういう

ものは見極めることができないような気がし

て見ていましたけれど。 
 水野 それも実際のマーケットだと思いま

すので、そこにどう向かい合うかというのは

やっぱり避けて通れないだろうとは思うんで

すね。 
 横山 そうすると今度、試作して乗ってい

ただくときも同じような現象になるのではな

いか。ある程度熟練していただいたらずいぶ

ん違うんでしょうけれど、ちょっと無理な注

文かもしれませんけれどね。少し慣れていた

だいたら。 
 水野 逆に言えば、そういう調査の方法と

して習熟していただく時間を設けるような調

査方法が必要なのかどうかというご議論にな

るのかもしれませんし、いずれにせよどうや

ってニーズをこの 12 社に伝えるか、あるい
は世の中一般に伝えていくか、あるいはくみ

上げていくかというのがここの場の肝だと思

いますので。 
 事務局 実験としては非常に難しいと思う

んですが、この７月１日のときに普及協会さ

んに重りの砂袋を持ってきていただいて乗せ

てみたが、実際に子どもが乗ってくださった

ので、ちょっと１台運転させていただいたら

全く違うということです。これは警察庁の報

告書を見ると、重さをどうのこうのと書いて

ありますけれども、これは子どもを実験台に

使うことは非常に抵抗があると思いますし、

公的にはこれは難しいんだろうと思うんです

が、生きている生身の子どもを置かない限り

はダミー人形ではほとんど意味がないという

のはよくわかる話だと思うんですが。 
 むしろお母さんたちに子どもたちを連れて

きてもらって、どこまで安全にするかとか、

このときに保険を実はかけていなかったんで

すが、保険会社に問い合わせをしたんですが、

保険はかけられるとは言っていたので、何か

準備をする必要があるのかなと思っています

けれどね。 
 水野 たぶん解は一つではないので、たぶ

ん多様な解、バリエーションのある解だと思

うので、中には運動神経に自信がないお母様

方というのは、やはり「習熟といったって私

は無理よ」と言うお母様方もいるでしょうし。

運動神経のいいお母様方、何でも来いみたい

な感じでしょうし、ですからそこらへんは個

人の差もあるでしょうし、地形の差もあるで

しょうし、それをどういうかたちですくい上

げられるか、どういうかたちでぶつけられる

か、そのあたりをどう設計できるかにかかっ

てきているのかなと。 
 屋井 警察庁資料に細かくこだわっている

ようだけれど、構造要件というか、構造の限

定と書いてあるのね。要件としては採用しな

いと書いてあるんだけれども、ここに出てき

ている、これは委員の意見でしょう。委員の

方々はみんなけっこういいことを言っている

と思うんですよ。こういう具体的なことは結

局、直接的にはお母さんから出てこないんだ

けれども、こういうものをやはり支えていく

ようなニーズは根づかせる。だから今回、要

件としては採用されないということかもしれ
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ない。でも本当に最低限の要件だけでいま求

めている安全なものができるかというと、や

っぱり開きがあるから、あるいはいまこれだ

け自転車の問題とか、歩行者の安全の問題と

かが言われている、もちろん自転車の安全も

大きいんだけれど、その中ではこれは避けて

通れないので、三輪自転車にすること、前二

輪、あるいは前に２人乗せるとか、最高速度

制限は厳しいというよりも、パワーアシスト

があるとか、方向指示器がある、みんなこう

いうことは安全のためには考えられる方向で

はあるんですよ。 
 だからニーズというものが全部反映される

かどうかはまた別であったとしても、そうい

うものが具体的な何らかイメージできるもの

で提供されないと、なかなかかたちにならな

いんじゃないかと思います。ここに書いてあ

るこういう項目は、こっちの委員会としては

多少考慮しておく項目のような気がしますけ

れどもね。 
 水野 具体的にお母様方の生の声を本当に

どうやってすくい上げてオーガナイズして、

一部の人たちが言っている意見でなくて、本

当のお母さん方がそう言っているんだよと、

調査方法も本当に恣意的にやっていませんよ

と、虚心坦懐に調査したらこうなったよとい

うことがもしすくい上げられたら、そのこと

自体が、出てきた結果自体が相当な重みをお

のずと持つんだろうと思いますので、そうい

うやり方をどうやってやったらくみ上げてい

けるかだと思うんですけれどね。 
 堤 デザイン性の調査はたぶん定量調査み

たいに見て、例えばこのデザインの自転車に

乗りたいか、乗りたくないか、これは取れる

んですけれども、乗り心地だけはこういう乗

り心地であるみたいなことがテキスト面であ

っても、絶対それは調査としてはわからない

ので。もちろん習熟度の問題というのはある

かもしれないんですけれども、すごく慣れる

までに例えば１年ぐらいかかりますよなんて

いう自転車はまず売れないというのはあると

思います。わからないですけれど、お母様で

マウンテンバイクタイプですね、あれに乗っ

ているという方が、これは母子の自転車とい

うふうに限定させていただいて、あえてお母

様と言いますけれども、お父さんが子どもを

乗せてこういう状況というのも、子ども乗せ

自転車としては変わりないんですが、お父さ

んよりもお母さんのほうがよりああいうＴバ

ータイプのものに慣れていないんだとすると、

Ｔバータイプのものを原則的につくっている

パターンの三輪自転車は厳しいんだろうとは

思うんですよ。 
 だからある程度５分ぐらいすれば感覚がわ

かる、自分がレンタカーをするときも５分ぐ

らい乗ればだいたい感覚がわかるなという程

度は許容範囲なので、やっぱりそういうかた

ちで試乗モニターテストみたいなのをやって

いかない限り、デザイン的に「ああ、これだ

ったら乗ってみたいわ」とお母様が思われて、

ここのまとめにも書かれていますけれど、オ

ピニオンリーダー的な人がやっぱり乗られて、

子どもがやっぱりすごい楽しいよというふう

に胸を張って乗りたい。ちょっと変わってい

るけれどいいでしょうみたいな形になってし

まう。 
 もしかすると都市型タイプのパターンと、

地方タイプの方と、若干ニーズは変わる可能

性がある。マクラーレンベビーカーがあれだ

け席巻してくるのに２年かかっていないんで

すから、やっぱりいま都市部からばんばん地

方のほうまでマクラーレンベビーカーになっ

たことを考えると、いっぺん火がつけば早い

んだろうな。ただコストが 10 万になると購
入者としてはちょっと厳しいので、何らかの

地方自体の援助とかそういうものがないと

10 万の自転車はたぶん買わないだろうなと
思う。 
 荒砥 試乗会ももちろん大事なんですけれ

ど、やっぱりいろいろな天候とか、あと道も
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違いますから、モニタリングも１人のおうち

に預けて長期間乗ってもらうというのもテス

ト項目としては必要だと思います。雨の日、

ニホラに乗った人は子どもが濡れなくてとて

もありがたいという意見がありました。寒い

ときも子どもたちだけでも風にあたらないよ

うに。３人お子さんがいるおうちなんかは10
万でも買うと言っていましたから。都市部で

は自動車を持たない分、ちょっとぐらい自転

車に張り込んでもいいかという人がけっこう

いるんですよ。 
 古倉 お母さん方の基本的な、ニーズがど

のへんにあるか、朝一刻でも早く着きたいと

いうニーズなのか、それとも安全性重視、多

少遅くても安全性重視なのか、そのへんも含

めてやはり考えないといけない。それで構造

も違ってきますよね。 
 事務局 いままでヒアリングしたお母さん

たちはほとんど全員がとにかく試乗会をやる

んなら呼んでくれと言っていまして、乗りた

がっています。何か出口が欲しいんだろうと

思いますので、ちょっとそのへんも踏まえて

考えたいと思いますが。 
 堤 試乗会の写真をブログに載せて見せて

いるだけでも、これなら乗りたい、これなら

乗せたいという声がデザインだけで来ている

というのは評価すべきでは。 
 水野 まさしくおっしゃっているとおりで、

実際ネットの展開というのも、この委員会で

の検討事項の一つでもありますので、実際の

試乗会等々と同時にネット展開をどう図って

いくかということもまさしくご議論していた

だければ。そして実際に取り組みたい。 
 事務局 ネットのほうの準備はできたんで

すが、子ども乗せ自転車ということで統一も

できたんですが、やっぱり材料がちょっと足

りない。ちょうどこれが出てきておりますの

で、ぜひこういうかたちの試作を進めている

んだというものを載せて、それで例えば海外

ではこういうものもあるよということも言っ

て、お母さんたちがどっちに向くかというの

をちょっと出してみたいと思いますが、これ

は自振協さんのご協力を得ないことには全く

動かないので、ちょっと相談をさせていただ

ければ。 
 小鷹狩 ネットでご意見をいただいてとい

うのは初めからそういうかたちで募集をして

おりますので。 
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利用者ニーズに基づく自転車の開発に向けた

調査検討委員会 

（第４回） 

平成 21年３月２日（月） 
於：日本自転車会館第二号館８０３会議室 

出席者（敬称略順不同） 

荒砥 悦子 

木村 晶子 

古倉 宗治 

鈴木 美緒 

堤  香苗（代理：西岡恭子） 

屋井 鉄雄 

横山 克義 

 

 

 事務局 実は警察庁が「幼児２人同乗用自

転車」の検討委員会をやっております。こち

ら側からも出ていただいているのですが、こ

の報告書の中にこの委員会でのある程度の成

果を盛り込みたいというお話がございました。

そこでこの委員会の提言と言いますか主張を

盛り込みたいということで、その事務局案を

つけましたのでこれを最初にご審議をいただ

きたいと思います。 

 また、今日は東京都老人総合研究所の溝端

光雄先生にお越しをいただいております。こ

の高齢化社会、いや、実は超高齢社会の交通

課題についてお話をいただいて、ご議論いた

だきたいということでございます。この回が

予定では最後の回でございますが、報告書そ

の他についてご指示をいただければと思って

おります。 

警察庁の「『幼児同乗用自転車』検討委員会

状況報告」の素案の中にこのニーズ調査委員

会の成果概要を盛り込みたいということで、

このニーズ委員会は自転車普及協会がやって

いるものですから、ここに自転車普及協会の

意見というところを盛り込むということにな

っております。そのニーズ委員会の事務局案

でございますが、ちょっと読みます。 

 「財団法人日本自転車普及協会は、全国10

カ所において、６歳未満の子どもを持ち日常

的に自転車を利用している母親 71 名を対象

に聞き取り調査、情報提供とフリーディスカ

ッション等を行った。この中では、母親は転

倒の危険がないことを切望していること、生

活上の必要から危険を覚悟で自転車を利用し

ていること、自転車のルールや特性に関する

情報が不足していること、安全な自転車への

期待とともに、荷物を運ぶことができる工夫、

デザインの良さ、貸出制度等の経済的負担へ

の配慮を望んでいることなど、子育て中の母

親の実情に迫った報告がなされている。また、

こぎ出しの苦労を避けるため、可能な限り停

止したくない心理が出会い頭や歩道での対歩

行者の事故を誘発している現状から、提言と

して『子どもを乗せた自転車が安全に走行で

きる道路空間の確保』、『道路空間が整備され

るまでやむなく歩道を通行する場合、子ども

を乗せた母親が歩道を「徐行」できる安定性

に優れた設計』、『開発の方向としては現行の

規制以上に全長、幅を確保し、２人以上の子

どもも乗車可能な安定性や走行性の高い自転

車が走行できる車道側の道路環境の整備』、

『利用者に対して幼児２人同乗の危険性の周

知徹底を行うとともに、利用者に対する交通

ルールやマナーの遵守を徹底するための対策』

など、交通規制や自動車運転者への教育とい

ったソフト面での対策が掲げられている。子

育て支援は喫緊の課題であり、幼児保育施設

周辺の道路環境整備による走行空間の確保を

待つのではなく、当該道路を送迎時間帯に限

り路上駐車の禁止と速度制限（あるいは自動

車通行禁止）を徹底する＜子育てゾーン＞を

創設するなどの交通規制を行うことにより、

自転車の車道走行の安全を高め、歩道におけ

る歩行者の安全を高めることができると指摘

している」という案文です。ご審議をお願い
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できればと思います。 

 荒砥 これを読んだ限りですけれども、歩

道はやむなく通行するという位置付けの感じ

ですね。とりあえず今は何年間かは歩道を走

りますけれど、将来は車道に行きましょうと

いうニュアンスが入っていますよね。 

 事務局 はい。 

 荒砥 そういうニュアンスでよろしいです

ね。ただそれがいつぐらいとか、またそれに

対してはどうなんですか。やはり車道のほう

が将来的に安全性が高いのでしょうか。そこ

がちょっと私はよくわからないので。お母さ

んたちはやはり歩道を行きたがるんですよね。

だからたぶん歩道を行くような自転車が今回

はいっぱい試作品でできたと思います。ただ

ほかのベビーカーやほかのお母さんたちから

は、自転車が怖いという答えもかなり聞きま

す。だから歩道は確かに混在していて難しい

なとは思いますが、それを車道に行かせるま

での道筋というのがここからはちょっと読め

なかったので。もちろんマナーとか、いきな

り車道に出ろと言われても環境の整備という

ふうには言ってありますけれども、もうちょ

っと具体的なものが出てこないでしょうか。 

 渋谷 私のところの名前で出す報告書です

のでひとこと言わせてもらいますが、確かに

現実問題として歩道に上がって走りたいとい

うのがほとんどの意見です。それは裏返すと

車道が危険だからということですから、いか

に車道を安全にするかという努力を求めると

したら、やはり警察庁であるとか国土交通省

であるべきだと思います。ただ今まで走行空

間を確保するというと、道路構造を変えよう

というのがまず最初に出てきていたと思いま

す。そうすると子育てというのは待ったなし

ということで、道路構造を変えるというのは

そうとう長い時間がかかる。 

 ヨーロッパでは道路構造がそのままで自動

車に対して負荷をかけている。要するに速度

規制であるとか、子育てゾーンは30キロ以上

だしたらだめだよとか、そういう交通規制、

お金をかけないでもできる安全というのはあ

るだろうというような主張を、新たにしてい

くことが必要ではないかという観点で書きま

した。それでなかなか字数の制限があってそ

ういう表現が出ませんけれども、そういう訴

えというのは新たにすべきではないかという

のが本心です。ちょっと言葉足らずだったの

かもしれません。 

 屋井 私の第一印象ですけれど、今回のこ

の事務局案というものが、警察庁報告書の中

のタイトルが「社会的ニーズ」という２番の

ところに入ることになっているんですよね。

そこであえて挑戦的に提言ということで、こ

うすべきだというところまで踏み込んで書か

れているところはたいへん結構だなと、まず

は思います。ただ、提言が誰が誰に対してど

んな形でまとめられた提言かははっきりはし

ないのだけれども、とにかく提言として出さ

れているのだということ、これは結構だと申

し上げたところです。 

 ただしちょっと変えていただきたいと思う

のは、提言内容としてはまさに議論にもなっ

たような、どういう道を、道路空間を設計す

るかとか、安全に走れる車道というのはある

のかとか、そんなところのハードも含めた提

言があるので、文章の終わりのところが「…

…など、交通規制や自動車運転者への教育と

いったソフト面での対策が掲げられている」

というところも提言の一つにしないと、ここ

に全部まとめて集約されているような読み方

をされてしまいます。 

 要はいろいろなことが書いてあるのだけれ

ども、「……など、結局交通規制と自動車運転

者の教育といったソフト面の提言」に見えて

しまうので、最低限直すとすると「ソフト面

での対策も掲げられている」になってしまう。

そうすると前のほうの提言が、はっきり提言

というふうに読めなくなるかもしれません。

いずれにしても、その最低限の修正は「も」
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に変えるということなのだけれども、まさに

そういうことなんだろうな。道路空間に対す

る提言は空間の話がけっこう多いですから。

そこら辺があまりはっきりしないという感じ

がします。それだけです。 

 あとは子育てゾーンの話などもすごく重要

なお話が書かれていて、たいへん結構だと思

います。だから最初に申し上げたように、こ

れ以上はっきりと提言にしてしまうのは、用

意された場所から言うとそぐわないというこ

とになってしまう、ぎりぎりの線を事務局と

しては狙っているというふうに読みましたけ

れども、そういうことですね。 

 事務局 ご指摘のとおりでございまして、

言ったらいけないかなと思いながらここまで

は言いたい。つけ加えてご報告いたしますと、

この警察のほうの報告書のいちばん後ろには、

この委員会で調査も続けてきた報告書全文が

一応付録でつくということになっております。

３月４日にお母さんたちを120名集めて試乗

会を葛飾区でやろうということになっており

まして、これのご意見などもこの調査報告書

には盛り込むことになっております。 

 それから今すでに動いておりますインター

ネットサイトでの意見もそこに盛り込むよう

にしております。そういったものも含めて、

いったいお母さんたちのニーズというか意見

をくみ上げると、私どものそうとう勝手な思

い入れがありますが、自転車普及協会のご理

解も得てこういう事務局案にしたということ

です。 

 屋井 先ほどの議論の続きになります。こ

れは古倉さんからお話を前もいただいていて、

それはmustに近いなと思っているのは、歩道

走行することを前提とした自転車が多く開発

をされている事実というか実態があるわけだ

から、低速で安定性を持つとここに書かれて

いることはこれもmustであるというのか、そ

の辺りが出てきているとすると、これはまず

は現実のこの道路空間を考えたときには、き

わめて強く強調されるべきメッセージではな

いかと思います。そこをいきなり車道にとい

うのはなかなか厳しい。 

 だから道路空間をちゃんとしろというのは

わかるけれど、これはやはり多少時間はかか

ることだから、現実問題は歩道でとならざる

を得ない。このときには不安定で速度を上げ

ないとちゃんと走れませんという自転車を前

提にしていくというのは問題が大きいという

辺りを、我々としてというかここではけっこ

う認識している。この委員会としては認識し

ていたはずなので、そこら辺がメッセージと

してより伝わることが望ましいけれど、提言

の何番目かに入っているという感じもある。

道路空間確保とかそういうのも当然重要なの

だけれど、ただ今回の会議でそれを伝えよう

と思っても相手が違うといえば違うところも

あって、若干厳しい感じもします。それも印

象です。 

 古倉 この文章の中には、自転車専用レー

ンを設けるとかそういう話は入っているんで

すか。 

 事務局 入れたかったのですが、ちょっと

そこまで書くと本筋から離れ過ぎてしまうも

のですから。 

 古倉 特にこういった自転車というのはど

うしても幅を取ったり、あるいは幅といって

も、普通の自転車が直進で走るよりは振れと

いいますか左右の揺れが大きいから、当然必

要な幅員というのが広がってくると思います。

ですからそうすると単純な自転車専用レーン、

要するに自転車専用通行帯というものだけで

はなくて、もうちょっとこの地域に合った、

つまりそういうお母さん方が送り迎えする可

能性があるような地域を、まさに子育てゾー

ンにおける自転車専用レーンについてはいろ

いろ配慮して、なるべく設けるようにすると

いうところをもうちょっと何かニュアンスが

出ないかなという感じがします。 

 例えば、イギリスなどですとほんとうは自
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転車専用レーンが設けられないような幅員の

道路でも無理やり専用レーンを設けている。

ここは自転車を守るべきだという思想がはっ

きり出ているようなところというのは、多少

車道の幅員を削っても無理やりでも設けてい

るというところがいっぱいあります。そうい

うちょっと特別の配慮というのを、特に普通

の自転車が走るのではない、当然子供という

のは事故があれば被害が甚大になります。そ

れから当然２人以上乗っているわけですから

ハンドルの安定性もないということから考え

ると、やはりそういう特別の配慮みたいなも

のを道路環境側にも求めたい。子育てゾーン

というものがあるとすれば、さらにそれにつ

け加えてどこかに散りばめておいたほうがい

いのかなという感じはいたします。 

 それからあとは、ここに書くべき話なのか

どうかちょっと私はわかりませんが、もし歩

道を通る場合のスピードの問題とか、これは

いま議論が出ております。それから走る場所

です。つまり歩道の車道側を通ることの徹底

も、やはりある程度自主規制として出してお

いたほうがよい。そうすれば歩道を通るとい

うことについても一般的なコンセンサスを得

やすいのかなという感じがいたします。 

 屋井 その辺りはどうしましょうね。 

 事務局 非常に難しいと思いますけれども、

ご指摘のとおりだと思います。これにお気づ

きいただいて、座長からもご指摘いただいた

のですが、やむなく歩道を通る場合は法律上

徐行だよということはありますが、警察庁報

告のどこを読んでも、お母さんたちが歩道を

突っ走る前提で全部書かれているのです。こ

れはやはりおかしいと私は思いますし、かと

言っていま荒砥さんがおっしゃったように、

お母さんとしてはほかに選択肢がないという

ことも実際にはあるわけですから、無茶を言

っても困る。心千々に乱れながらこれを書い

ているということです。いま古倉さんのご指

摘はそのとおり修文をさせていただいて、ま

たご提案をしたいと思います。 

 渋谷 この委員会が始まった途中で、ある

子育て出版社の方とお話ししたときに、確か

にこの幼児同乗自転車の歩道通行というのは

望んでいる人が多いのだけれど半分だと。も

う半分は子供の手を引いて歩道を歩いていく

お母さん、だいたい半々。手を引いて歩くお

母さんたちにとっていちばん怖いのが自転車

だと。後ろから音もなく来る。それで手を引

いているから縦には歩けないわけですから、

横に開いて歩く。そうすると歩道上に、結局、

弱者の自転車と歩行者が、同じ子育てを目的

とした方が押し込められているというのが現

実というふうに受け止めないと、ほんとうに

長い目で見た問題解決にはならないのではな

いかという話でした。だから、我々自転車普

及協会は自転車のことだけ考えていれば、歩

道で安全だったらいいじゃないかと言えばそ

れでおしまいですけれども、悪者の顔を持っ

たままこのまま進んでいいのかというのも、

一方で考えないとまずいのではないかと考え

ています。 

 これは子育てのお母さんだけではなくて、

高齢者の歩行者も当然これから高齢者社会で

安心して歩ける歩道というのを求めているわ

けですから、自転車が悪者の顔をつくってい

くという今の状況を何とかしなければいけな

いという意味で、車道を安全にという訴えか

けをこの際すべきではないかと考えています。 

 屋井 はい。一応皆さんのさまざまなご意

見もあって、その思いのすべてをここに入れ

ることは残念ながら今回は難しい。まずは本

委員会の調査の後にかなりブレークダウンさ

せた明快なメッセージを伝えていただくとい

いかと思います。ぜひその辺りを配慮してい

ただければと思います。内容的には結構だと

思います。71名と書いてあるけれど、実際に

はいろいろな場所に行かれてずいぶんご苦労

されていたので、その辺りが伝わるとよいの

ですが・・・。アンケートなどで71というと
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何か少ないなみたいな印象を受けるので、実

際にあれだけのヒアリングはそんな簡単なこ

とではなかったように思いますから、その辺

りの数字の重みが伝わるような表現があった

ら、加えてください。 

 それでは議題のほうは２番目の「高齢者向

け自転車ニーズについて」というタイトルに

なっておりますけれども、たいへんお忙しい

ところを溝端光雄先生にお越しいただきまし

た。よろしくお願いします。 

 

 溝端 最終回にお招きをいただきまして、

ありがとうございます。ご議論を先ほどから

お聞きしていて、警察庁さんのいろいろ報告

書、課長補佐が２～３年ごとに変わられます

ので、そのつどいろいろなこういうものが出

てきて、少なくともこの研究会で「３車線の

うち１車線を自転車用に」みたいなお話も出

て、非常に幅広い議論もしていただいて私は

たいへん心強く思いました。ありがとうござ

います。最初にお礼を申し上げておきます。 

 〔スライド１〕それでは今日のテーマです

が、ここに「高齢社会の交通課題～自転車に

求められる役割と課題～」と書かせていただ

きました。「超」という、もうそんな高齢社会

と悠長なことを言っている場合と違うという

話で、「超」というのをつけさせていただいて

いるから、今日はそのお話を申し上げます。 

 自転車もこういうふうにご夫婦が仲良く並

ばれて、自転車道を通っていただくと非常に

健康のためにもいいしと思います。夫婦仲が

悪いと全然反対方向に向かっていくような話

にもなります。（笑）今日は自転車の話に絞っ

て、少し高齢者にかかわる話を申し上げたい

と思います。 

 〔スライド２〕最初はうちの研究所の宣伝

というか、経緯を少し説明をさせていただき

ます。板橋にございます。地図はここにあり

ますが、池袋から大山という駅まで行ってい

ただいてすぐ近くにあります。創立者はこの

方です、渋沢栄一さんです。もともとバンカ

ーですが社会事業のほうに熱心な方で、この

方がつくられて現在に至っております。日本

でいちばん古く高齢者研究をやりだした「老

舗」と書きましたけれど、1972年美濃部知事

の時代にできまして、現在まで37年ぐらいの

歴史があるということです。 

 アメリカにはNYAとかNational Centerが

ありますが、日本のNational Centerは非常

に遅くて、どんどん高齢化しているのによう

やく2004年にできたということで、愛知県の

大府というところにございます。国立長寿医

療センター研究所というのがございまして、

日本ではここでNational Centerとしていろ

いろな高齢者の問題を扱っているということ

です。それぐらいが簡単な紹介ということで

やっています。 

 〔スライド３〕今日のお話ですが、最初に

「超高齢化とは？」というお話を申し上げた

いと思います。それから「老化とは？」です。

それから「活老と健康長寿」、そしてたぶん「自

転車の役割と課題」というお話を申し上げて、

最後に「活き活き老後の秘訣」というお話を

申し上げて終わりにさせていただけたらと思

っております。 

 〔スライド４〕まず超高齢化ということで

すが、100 歳以上の方のことを英語で

Centenarians というのです。これは日本の

1963年です。ずっと現在まで平成７年までの

データですが、2007 年で３万 2295 人になっ

ています。1963年の時点で153人でした。40

年間で何倍になっているかというお話です。

超高齢化というのはすごい。指数関数のもう

一つ上に行くのではないかと思います。2008

年が去年です。何人ぐらいになったかご存じ

でしょうか。どなたかご存じの方は？ いら

っしゃったらぜひ、クイズです。３万 6000

人ぐらいになっています。１年で4000人ちょ

っと増えています。超高齢化で最初に「超」

をつけた意味はそういうことです。ものすご
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い数だということです。 

 『おひとりさまの老後』という本です。こ

れは東大の上野先生が書かれて、ちょっと売

れています。何でこれが売れるかというと、

これを見てわかります？ ここにいらっしゃ

る男性はもう皆さん、あと何十年かするとあ

ちらの世界へ行かれるわけです。何人か女性

の方がいらっしゃいますが、ひょっとしてお

１人ぐらい生き残っていらっしゃるかもしれ

ないという話になるわけです。この率を見て

ください。８割近い方が女性です、この 100

歳を超える方。そういうのがあって、この『お

ひとりさまの老後』というのがけっこうヒッ

トしています。妙齢の女性たち、男性も買っ

ているかもしれませんがヒットしているとい

うことです。 

 現在うちの老研のほうで慶應の先生と一緒

に、もう100歳研究ではない。今は105歳の

研究をやろうという話になってきていて、だ

んだん延びたのです。すごい時代になってき

たなと思っています。〔スライド５〕たぶん今

の増加のペースで行くと、今年中に４万人を

突破するということになります。さっきの３

万6,000に単純に5,000～6,000足せば超えて

しまうだけという話です。 

 問題はどのぐらい生きられるのかというか、

100 歳まで生き残れる確率というのは気にな

るじゃないですか。私も非常に気にはしてい

ますけれども、どれぐらいかということです。

100 歳まで生き残れる確率、どれぐらいだと

思われます？  

 小林 ５％ですか。 

 溝端 いえいえ。そんなに高かったらえら

いことになります。（笑）こういう計算をすれ

ばいいです。2000 年に 100 歳になった方は

5493 人だけだったのです。そうすると 1900

年にお生まれになったということですので、

1900 年の出生数は142 万 0534 人だけです。

この統計はしっかりしていますのでうそはあ

りません。単純に割り算いたしますと260分

の１になるということになります。ものすご

く延びていましたので、ほんとうは2008年で

やればいいのですけれど資料がいろいろ手元

になくて、2004年で同じ計算をしますと158

分の１になります。この男女比を見てくださ

い。男性はあの世です。女性はこれぐらい、

100を割っています。93分の１ぐらいの確率

で生き残られる、100 歳を超えて頑張られる

という話になってきているということです。 

 これは笑い話ですけれど、昨日ヤフーのニ

ュースを見ていましたら、ページにこんなも

のがありました。100 歳になると銀杯を差し

上げていたのです。一つが7000～8000円ぐら

いの値段がするのだそうですが、08年度は１

万 9768 人いらっしゃって、費用が１億 4000

万円かかった。やっとこれに気づいて、この

銀杯の大きさを小さくしよう。やることがせ

こいですね、（笑）ものすごくせこい。僕はや

めたらいいと思う。 

 すでにもう自治体で群馬県の太田市とかで

は100歳のお祝い金とかこういうのはもうや

めています。お金がいっぱいかかるわけです。

それよりはむしろ健康で元気でというほうに

投資をしたほうがいい、銀杯もらって喜んで

いたらしようがないという話があります。超

高齢化というお話はこんな状態なのかなとい

うことです。 

 〔スライド６〕それで今日の２番目のお話

になります。「老化とは？」と書かせていただ

きました。一言で言うとこういうことです。

「極めて長～いゆっくりとした変化」。ちょっ

と前に「人生80年代」という言葉がございま

した。それを生涯１日時計と私が名付けてい

ますが、24時間を８で割ります。そうすると

こういう計算になります。 

 夜中の午前零時にお母さんのおなかから出

てきたと計算しますと、ちょうど20歳という

のは、10分の３を掛け算したら午前６時。暗

い産道を通って世の中に出てきて、もうぼち

ぼち明るくなってきたわいという話です。さ
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らにこれをずっと回って40歳になりますと、

12時でお昼です。ここにいらっしゃる先生方

はたぶんこの辺、熟年期ですね。お若い方も

多少いらっしゃいますけれど。この辺、60歳

がちょうど午後６時ということになります。

夕方です、たそがれ時。 

 法律上の高齢者というのは 65 歳以上です

ので、法律上の高齢者に入るのが７時半ぐら

い。それから例の医療保険で物議をかもした、

後期高齢者医療制度の 75 歳以上というのは

10時半です。もう真っ暗。いやいや、人生が

真っ暗という意味ではないですよ。（笑）それ

で真夜中の24時という具合に来ます。たいて

いの方はここでお亡くなりになるというのが

普通です。ここから先はあの世というのです。 

 ところが先ほどの100歳という方は、実は

ここから半周回るのです。それから分子生物

学的な老化に関するいろいろな研究がありま

すが、それでは人間の細胞分裂とその回数か

ら計算されるのですが、要するに120歳とよ

く言われます、生物学的な寿命。ワールド記

録の人になると118歳の方がいらっしゃいま

すよね。そういう人は、実はこれを１周する

のです。６時からさらにもう半周する。「極め

て長～いゆっくりとした変化」というのがご

理解いただけましたでしょうか。そういう説

明をするときに、よくこの漫画を使わせてい

ただいています。 

 〔スライド７〕ちょっとクイズみたいなも

のですが、老化現象はいろいろな側面でとら

えることができます。細胞とか遺伝子のレベ

ルでももちろんとらえられます。染色体の端

っこのほうにテロメアという部分があって、

そこの長さが寿命を決めているという話もあ

ります。それをちょこっとだけ延ばそうと、

線虫という小さな虫を使ってうちの基礎医学

系の先生方が頑張っていらっしゃいます。普

通１週間ぐらいで寿命が来るやつが 10 日に

なりましたと。「虫を３日延ばすのと、人間を

何ぼ延ばすのと一緒かい」と僕はよく冗談で

言いますけれども、そういう話があるわけで

す。そういう話は今日はいたしません。自転

車とまったく関係ないと思いますので飛ばし

ます。 

 大事なのはこっちです。眼・耳・筋肉・骨・

認知判断、だいたいこれぐらいの大ざっぱに

ざっくりと分けますと衰えていくわけですが、

その順序は？ という話です。いちばん最初

に何が来るかということですが、いかがでし

ょうか。どなたでもご随意に発言をしていた

だければと思います。いちばん最初に来るの

は何だと思われます？ 

 荒砥 眼ですか？ 

 溝端 普通そう言われるのです。実は筋肉

がいちばん最初です。特に瞬発性の筋肉です。

魚でいいますとタイの筋肉です。運動でいい

ますと短距離走のときに使うこの白い筋肉で

す。これが最初に落ちていきます。意外とマ

ラソン選手は年齢が高くても頑張っていらっ

しゃるのは、あれは赤い筋肉を使うのです。

つまりマグロの筋肉を使っていますので頑張

れる。最初は筋肉です。 

 その次が今おっしゃった、眼になります。

眼もいろいろありますが、いちばん最初に

我々が自覚するのは40歳過ぎてちょっと、45

とかそれぐらいで感じるのがいわゆる老眼で

す。朝新聞が来てこういうふうになります。

朝日新聞さんも読売新聞さんも、ある時から

文字のポイント数を10ポイントから12ポイ

ントに上げている。ああ、よく見えるように

なったな。それもしばらくするとまたそれも

きつくなってきます。（笑） 

 ただしその老眼は60とか65歳ぐらいで止

まります。もうそれ以上は進行しません。つ

まり最後まで、いわゆる静止視力というのは

見えます。もちろん病的なものがあれば別で

すが、何も病気がなければ普通に見えます。

何でかといいますと水晶体は固まるから、調

節が利かないから近いところがピンボケにな

ります。ところが六十数歳ではもうその水晶
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体が硬くなるのが終わってしまいますので、

そこから先は進行しませんのでずっと見える

という話になります。 

 ところが自動車の運転にかかわる動体視力

というのはいけないのです。硬くなった水晶

体を一生懸命走っていれば調節しないといけ

ないですから。それはだめです。ですので、

そろそろいいかげんなときで三輪の自転車に

乗っていただくという話が当然出てくるかも

しれないです。そういうことです。眼です。 

 この次何だと思われます？ 眼のあと。人

によって個人差がありますが、眼のほうが早

いかたもいるかもしれません。今の話は平均

的に見てどういう順番で落ちますかというお

話を申し上げています。次は何だと思いま

す？ 

 古倉 耳ですか？ 

 溝端 そうです、次は耳です。だいたい75、

あるいは80前後ぐらいになって耳の、いわゆ

る老人性難聴という症状が出てきます。方耳

から始まりました。両耳からは同時には進行

しません。必ず方耳から始まります。７割の

方がそうです。普通右利きの方は左側に８割

聴神経があります。聴覚中枢があります。左

利きの人はフィフティ・フィフティ、ちょっ

と違います。いずれにしてもそこの血流量が

どんどん落ちていきます。外耳の部分あるい

は内耳の部分が損傷していなくても、中枢が

やられていますので回復が非常に難しいです。

だったらだめじゃないかという話があります

が、そう単純ではないです。 

 落ち始めた最初に補聴器なり何なりをきち

んと調整して使っていただくと、けっこう頑

張れます。何でかというと、人の動きとか口

の動きとかが読めるようになります。人間と

いうのはすごいです。ですのでそんなにおお

ごとではないです。何とかその周りの人がそ

ういうことを知っていただいて、例えば左耳

はいけないけれども右耳がちゃんとしていれ

ば、右のほうからお話しになれば聞こえるわ

けです。そういう配慮をちゃんとしていただ

くと、そうでもないという話になってきます。 

 それから骨とか認知判断の老化とか。認知

判断については、いちばんひどく落ちれば認

知症という例の話が出てくるわけですが、骨

は男性はすかすかになる前にだいたいお亡く

なりになります。むしろ女性のほうが骨の問

題はきつい話だと思います。骨芽細胞と破骨

細胞と二つ。骨を壊す細胞を破骨細胞、作る

ほうを骨芽細胞といいますが、壊す量のほう

が作る量よりも多くなってしまいます。それ

でだんだん鬆（す）が入ってきて、密度が落

ちてくるという話になってくるわけです。そ

れもしっかり自転車に乗ってこいでいただく

と全然違うと思います。 

 外へ出てしっかり動いていただくと、カル

シウムの摂取に必要なビタミンDというのは

わずか10分の外出で体内に合成されます。そ

れから合わせてブルーベリー入りのカルシウ

ムのヨーグルトでも何でも飲んでいただくと

摂取が進みます。動かないとだめです。動か

ないと人間の体はすぐ怠けますので、コント

ロールできなくなります。その辺のことがあ

る。そういう意味で外出をすることは非常に

高齢者にとって大切です。 

 複数の変化を同時に抱える場合もあるとい

うのは、筋肉と骨が両方きましたとか、そう

いうことを意味しています。 

 あともう一つです。多様な身体機能ですが、

個人差が非常に大きいです。どうしても例え

ば今日先ほど議論のあった道路づくりなども

そうですが、平均値のみでつくってきたので

す。これからは平均値ではいけないので、ど

こまで道路側で面倒をみますかみたいな話が

やはり要ると思います。分散を取るというか、

平均の１σあるいは 1.5σ下あたりをベース

にした道路のつくり方です。 

 例えば歩行者用の信号機というのは秒速１

メートルで、青時間は20メートルの道路幅が

あるところの歩行者信号機です。これは最低
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20 秒確保しているわけですが、それは秒速

1.0 でやっていますが、それを少しいじるこ

とも必要です。0.8 にしてもいいです。アメ

リカは0.8でやっています。そういう話もこ

れから要る話です。超高齢化で、アメリカど

ころではない、日本のほうがはるかに高齢化

するわけですから、頑張らないとという話で

す。 

 それゆえ、気づきがたいし、「私は大丈夫」

などと誤解しやすい。これは誰でもそうです。

おれはまだまだ年老いていないぞ、大丈夫だ

ぞと思うのです。私もそうですし、皆さんも

おそらくそうだと思います。それを気づかせ

るような話も、後で自転車の話と関連させて

申し上げますけれど、これが非常に大事にな

ります。データを示すなりいろいろなことが

ありますが、後で申し上げます。 

 〔スライド８〕あとは心の変化もある。気

持ちの変化というか、今までの話は生理的な

変化のお話でした。心の変化は例えば杉田玄

白です。少し古いですけれど江戸時代のお医

者さんです。もうよくご存じだと思います。

64 歳でこれを詠まれて、「老木とて 油断め

さるな かえり花」と。63歳のときに最初の

奥様が亡くなられて、お二人目の奥様をもら

われているのです。その奥様のおなかにはも

う赤ちゃんがいるのです。往診に出られたの

です。往診に出られて銀座のクラブに寄った

のです。銀座かどうか知りませんけれど、冗

談ですよ。（笑）どこかの茶屋に寄ったのです。 

 それでべっぴんさんがいたのでしょうね。

チラリズムに触発されたか何かわかりません

が、「老木とて 油断めさるな かえり花」お

れはまだまだ若いぞと、妊娠させられるぞと

いう感じです。当時としてご長寿です。85歳

まで頑張られてお亡くなりになったという話

です。これが普通の元気な高齢者。病気はた

くさん持っていらっしゃるけれど気は元気と

いうか、そういう高齢者の一般的なお気持ち

だと思います。まだまだおれは頑張れるぞ。 

 少し落ちてきますと、よくご存じですよね、

森光子さんです。1920年生まれですので、今

88歳、89歳、それぐらいです。「先生、『放浪

記』の中ででんぐり返しもできないんですけ

れど、それでも舞台は続けたいのです、どう

したらいいでしょうか」とお尋ねになる先生

が日野原先生。この方は1911年生まれです。

すごいですね。97ぐらい？ 10年上の97の

先生にご指導を仰ぐという時代になってきて

いる。言いたいことはそういうことです。 

 これはある新聞投書欄で見つけたのですけ

れど、まさにこれだったのです。「体力が 寿

命の伸びに 追いつかず」。どうやって寿命の

伸びに体力を合わすかというのが、これから

のキーワード。自転車もたぶんそうだと思い

ます。この後、心の変化がどうなるかわかり

ます？ 息子さんといろいろトラブル。「お前

もそのうちわかるよ」ですね。もっとその後

行きますとどうなりますか。「早く死んでやら

ないといけない」。老いの心です。微妙なとこ

ろがあります。 

 〔スライド９〕「活老と健康長寿」という三

つ目のお話を申し上げます。これはうちのほ

うでやっている TMIG-LISA。The Tokyo 

Metropolitan Institute of Gerontology 

Longitudinal Interdisciplinary Study on 

Aging ということで、その頭文字を取って

TMIG-LISA と呼んでいます。この調査は要す

るに健康診断です。毎年高齢者の健康診断を

やっている。１年目、２年目、３年目とずっ

と来て、10年以降も続いていますけれど、こ

ういう格好でやっていきます。 

 図‐１は横軸に社会活動性というのを取っ

てあります。低いから高いまで。意味はここ

に書いてありますが、外出が入っています。

手紙や電話の回数などもありますけれど、そ

の程度が低い、普通、高いと分けてあります。

ただし、最初の時点です。それでずっと追い

かけていますと、毎年全員検診に来ますので、

お１人欠け、お２人欠け、３人欠け、４人欠
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けと欠けていきます。それで10年後のときに

計算します。社会活動性のレベル別に死亡率、

男性と女性について何人お亡くなりになった

かと。つまり元気で頑張って活動している方

ほど、死亡率は実は低いということです。そ

れがこのグラフの意味です。 

 〔スライド 10〕そのほかにも LISA ではい

ろいろなことがわかった。この「血液中のア

ルブミン」というのは栄養のことです。しっ

かりご飯を食べなさいと。最近メタボで食べ

るなという話がありますが、後期高齢期にな

ったらどっちかというと食べなければいけま

せん。メタボでちょうどいいぐらいです。寿

命はそういう方のほうが長いです。 

 スウェーデンに KAROLINSKA 研究所という

のがありますが、ここでも同じような研究を

しています。社会参加する人ほど、日常的に

体を動かすほど、頭を使う人ほど認知症にな

る率が低い。こういう話はアメリカでも出て

います。 

 これはアメリカのデータです。Breslow と

いう方が求めた。同じようなものです。要す

るにこちらへ行くほど社会的活動性が高いと

いうことです。ここに冗談で書きましたけれ

ど、「自転車活用推進研究会に出ることは健康

長寿に繋がる１つの活動」。 

 〔スライド11〕それで「自転車の役割と課

題」です。先ほど来からいろいろご議論をい

ただいていて、聞かせていただいていて、こ

ういう趣旨ですよね。自転車の役割として、

手軽な都市交通手段、地球環境にやさしい等

いろいろなことがあると思いますが、私は今

日は健康維持に適した手段の一つという観点

からお話を申し上げたいと思います。安全な

自転車づくりとか、乗車マナーの話は先ほど

交通ルールの話が出ましたので、お時間があ

ればお話しするということで。 

 まず、自動車業界はめちゃめちゃ不振であ

ります。モーターショーもだいぶ不参加が今

年出てきている。日産ディーゼルさんとか何

社かもう４社ぐらいはやめた、参加しないと

いう話で、だいぶ厳しい状態になっています。

一方で環境を目指して、これもホンダさんが

トヨタさんと大勝負に出たという感じですけ

れど、インサイトがかなり安いです。１台70

万か80万です。そういう車をぶつけてきてい

る。もうトヨタがあって、ホンダがあってで

はないです。トヨタはホンダの敵です。極端

に言うとそういうお話になってきているとい

うことです。 

 〔スライド12〕自転車の制動実験の映像を

ちょっと見ていただきたいと思います。これ

は自動車安全運転センターの中央研修所で実

験をさせていただいたものです。走行速度は

15 キロを保つように。今の方は若い方です。

これは高齢者の方。こういう感じです。試験

路上の白線の幅が50cmです。横から撮ってい

ますけれど、要するに停止距離が長いという

ことです。それでしっかり握れないという話

です。同じ国産の自転車を使っています。 

 けっこう筋力の低下がある。握力が 10kg

を下りますと、認知症の発症率がものすごく

高まります。男性で10kgを下る方はほとんど

いないと思いますが、女性の方はいらっしゃ

いますので、一つのバロメーターです。簡単

に言うと、マンションにある小型の消火器が

あります。あれが持ち上げられなくなったら

危ないです。あれは、持ち上げるのにちょう

ど10kg前後握力が要ります。 

 〔スライド13〕これは同じセンターで少し

わざといたずらするのですが、歩行者とコー

ンを置いて、その間をすり抜けて通ってくだ

さいねということを教示した上で通ってもら

うということです。自転車も同じ国産のもの

を使っています。これは若い方です。若い方

の場合は何らすいすい行きますよね。この後

高齢者の方が行きます。こつんとコーンに当

たって、運転がふらつくのです。 

 50cmぐらいの歩道がありますが、通れるか

いという話にたぶんなると思います。危なく
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てしようがない。車道を走るのだけれど、難

聴が入っていると後ろから来る車にはまった

く気がつきません。自転車は車両ですので左

側通行です。後ろから接近する車両に気がつ

かない。ましてやこれから売れているプリウ

ス、あるいはさっきのホンダのインサイトは

忍者のように接近しますので、そうとうやば

いなと思っています。 

 これは開眼の片足立ち時間です。眼を開け

た状態で片足で立つ時間が何秒か。これは平

均値です。女性と男性では、男性のほうがち

ょっといいです。要するに、10 秒とか 20 秒

とか、この辺を切るとちょっと危ないです。

かなり筋力の低下が激しいということですの

で、しっかり筋トレ。これは目安になります

ので、ちょっと覚えていただくといい。10秒、

あるいは 20 秒を下ると筋トレかなと思いま

す。 

 〔スライド14〕それで自転車に乗ることは

たぶん今日のテーマの一つだと思います。若

い方はあまり関係ないですけれど、「健康増進

の役割を持つか、持たないか？」、これがよく

わからないです。たぶんきちっとしたデータ

が取られていないのではないかと思います。

その役割があるということを示すエビデンス

をぜひ事務局さんに頑張っていただいて、幼

児同乗の自転車試乗会もいいのですけれど、

また別の企画でこういう話もあっていいと私

は思います。 

 ちなみにその参考の例として、歩く健康教

室ということで、ある区とNTTとうちとが一

緒になりまして、１カ月半参加者を追跡しま

した。要はデジカメのついた携帯を持ってい

ただいて、町の中を自由に歩いてくださいと。

毎日歩いてください、よく外出してください。

で、１週間に１回報告会をやります。みんな

でお茶でも飲みながら、お菓子も食べながら

ワイワイガヤガヤやっていただく。そういう

のを１カ月半続けたときの結果です。 

 歩数が32％上がっています。体脂肪率改善

です。血圧も下がっています。握力も多少で

すけれどアップしています。それから開眼の

片足時間も８秒程度アップしています。通常

の歩行速度も改善していますということで、

ちょっと頑張ってもらうと改善できるのです。

もうちょっと言うと、いかに現代人は運動し

ていないかという話に置き換えてもいいかと

思います。 

 最近ジョーバがはやっていますね。Wii Fit

もそうですけれど、室内でやるやつ。僕はこ

れはあまり勧めないです。自分の部屋で気持

ちよくないですから。最初のうちはいいでし

ょうね。買って、珍しいから飽きないから頑

張ってやりますけれど、果たしてこれで一月、

あるいは二月、三月もつかという話があるの

で、やはり外へ出て刺激を受けるほうが私は

快適だと思う。長続きもすると思います。 

 〔スライド15〕ちょっと運動の効果映像を

見ていただきます。これは３カ月トレーニン

グをしたときの映像です。78歳の札幌のおば

あちゃんです。高脂血症、高血圧、変形性膝

関節症をお持ちです。トレーニング前は 14

秒かかってやっとでしたけれど、トレーニン

グしますと７秒で回れるようになります。だ

からいかに運動していないかということです。

それで運動しましょうという話になるわけで

す。 

 〔スライド16〕あともう一つ。さっきのは

かなり生理的な影響ですが、もっとほかの影

響もあります。電動４輪車のデータしか私は

持っていないのでそれをベースにしてお話し

します。歩けない方が電動４輪車に乗って外

出できるようになりました、これは当たり前

のことです。問題は、波及効果のほうです。

自転車による健康評価をするときに、こうい

う波及効果の評価もぜひ入れていただきたい

のです。 

 例えば、品物を自分で選んで買うことがで

きるという話です。ヘルパーさんに頼みます

とお豆腐というのを注文するわけですけれど、
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自分の好きなお豆腐を買えないでしょう。

「何々店の何とか豆腐を買ってきて」と言う

と、「このくそ忙しいのにできません」という

話になるわけです。ですので自分で行ける。

それから虎の子のお金を銀行あるいは郵便局

から出すときにも、自分でお金が出せる。こ

れはものすごくいいことです。犯罪の防止に

もなります。ときどきヘルパーさんがちょろ

まかすことがありますけれど、そういうこと

も防止することができる。 

 それから野良仕事ができる、働けるという

のもあります。女性ではお肌につやが出たと

いう意見も出ますので、美容面でもいいとい

うお話です。物覚えが良くなったとか、こう

いう評価などについてもなかなか量的に評価

するのは難しいですが、定性的な評価にはな

りますけれど非常に大切なことです。活き活

き生きるということのベースになるところで

す。そういうようなお話もある。自転車も「た

かが自転車だけれど、されど自転車」のはず

だと感じます。 

 〔スライド17〕同じように自転車の動機付

けをやるときに、乗って健康になりましょう

ねと口で言うだけではその話に乗らないです

よね。これはうちのほうでよく使っているウ

ォーキングをさせるための動機付けのテクニ

ックです。こんな11mぐらいのスペースなら

すぐ取れますので、そこを歩いてもらいます。

「いつもの速度で歩いてくださいね」「一生懸

命歩いてくださいね」みたいなことを２回ぐ

らいやります。その歩いた時間の標準がこの

表１です。普段の速さで歩いた時、できるだ

け速く歩いた時。縦軸に年齢が５歳ぐらいに

切ってあります。 

 測った方がこの中のどれかに落ちます。例

えば65歳から69歳の方で男性の方だったら、

この 1.5～3.1 というのは平均値を中心に‐

σから＋σまで。つまりこれは100人いらっ

しゃったら68％の高齢者が入る幅です。つま

りここに入っていらっしゃる方で、この幅の

上に落ちた方は全然問題ない。この1.5から

下に落ちた方はちょっと頑張ってもらわない

といけないです。だんだん時間が年とともに

上がっていますけれども、年齢相応の平均値

で出していますが、こういう表を作ってここ

の人はここになろうねとか、そういう話があ

りますよね。ときどき測ってあげると成果が

出ますので、動機付け、頑張ろうという話に

なる。 

 自転車もやはりこういうものが要るのでは

ないかと思います。健康データを押さえてい

ただいて、乗っていただくための話というの

がやはりあるのではないかと思います。ただ

自転車ですので３mというか、この５mという

わけにはいきませんよね。何ぼ何でも15mぐ

らいは頑張って走ってもらって、ストップウ

ォッチで測ってみたいなことをやらないとい

けないです。同じようなことをやってお示し

して、例えば自転車のこういう試乗会的なと

ころでちょっと測ってあげる。「こんなもので

すね」というようなことを言いながら、「おう

そうか、おれは年齢相応じゃないな」などと

思ってもらえると頑張ってもらえるかなと思

います。 

 自転車利用への動機付け、その方法が課題

ということです。例えば万歩計のようなもの

と、今頃は自転車の移動した距離を測れるよ

うになっているそうですが、そういうものと

をリンクさせてもいいですよね。何キロ行っ

て、あなたの必要な運動量の50％をいま達成

しています。もうちょっと頑張って乗りまし

ょう。もう１周お家の周りを回りませんかと

いうぐらいを万歩計がしゃべったら最高です

けれどね。そういう話もある。ネットヘルス

ケアとでも言うのでしょうか、そういうもの

がうまくできるといいなと思います。 

 〔スライド 18〕次の話題です。「自転車に

乗っている時に交通事故を起こしやすい人

は？」と書きました。これがいちばん新しい

データです。この間ITARDAから送られてきた
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ので、ちょうどいいと思って作ってきました。

これは年齢階級別に見ています。縦軸は、事

故の第１、第２当事者としてかかわった自転

車乗用者の人数を人口で割ったものです。つ

まり、乗っていた方の人口当たりの割合です。 

 見るからに若い、小学校、中学校、高校生

というのが、どちらかというといちばん無法

地帯で走っている連中です。さすがに社会人

になると少し落ちてきて、ということは安全

になってという話です。高齢者はこんな程度

ですが、これの最大の欠点は外出量が入って

いないのです。単純に人口分の何とかです。

事故した人の数みたいな話です。移動してい

る距離とか、例えば外出頻度とか、そういう

ものを入れたらどうなるか。明らかに75歳以

は高く、16～18歳は低くなるでしょう。何か

疑問あります？ 

 16～18 歳の方は自転車に乗ってものすご

く走る。75歳以上の人はたぶん買い物とか何

かでちょろちょろ。車でもそうですが、75歳

を過ぎると平均の年間の走行距離は 2,000km、

5,000km ぐらいになります。そうとう落ちて

きます。落ちてくると言うと語弊があります

ね。そんなに走らなくていいのです。そうい

う言い方のほうが正しいかな。この人口のと

ころに平均年齢別の走行距離みたいなものを

入れて割り算すると、たぶんこうなります。

75歳以上は跳ね上がってきます。だから高齢

者にとって安全というのはものすごく大事で

す。特に高齢の自転車利用者にとってはそう

なるはずです。 

 これは１回取ってみるといいです。平均的

な利用距離みたいなやつを取って、警察のこ

のデータと重ね合わせて計算してみると、た

ぶんＪ字カーブ（J-shaped curve）、年齢とと

もにどんどん上がっていくスタイルになるは

ずです。 

 〔スライド19〕これは事故した生のデータ

です。加来先生という方が報告されていたの

で、非常にいいデータで今日のお話にちょう

どいいかなと思って持ってまいりました。被

験者というのは、要するに病院に来た方です。

自転車に乗車中に転倒して、福岡県、八女中

央病院の救急部門で治療した方です。この表

は65歳以上です。このAISというのが傷害の

スケールです。６つの部分に分けてあります。

頭、顔、胸、腹、骨盤と足、それから体表面

と分けて出したのです。 

 AIS の数字は、表の下に書いてありますが

けがの程度です。１は軽いのです。ちょっと

したけが。５は重症、survival uncertain、

生きられるかどうかわからない、そういう程

度。ISS というのは AIS の数字を２乗して足

したものです。No.2の方は４＋４で８という

ふうに見てください。つまりISSは総合的な

ダメージ、AIS を足し合わせたインデックス

と考えてください。 

 一般的にこのISSが20を超えると死亡です

と言われています。No.6の方は運よくぎりぎ

りのところで生き残りました。No.5の人は残

念ながらお亡くなりになった。自転車に乗っ

て転倒してです。Ageは年齢、Sexは男女の別

です。ちょっと覚えておいていただきたいの

はまずここです。転倒してHeadとNeckを傷

害した割合です。11例あって８例、72％です。

後で若い人の表が出ますので、これをちょっ

と覚えてください。ISS、全体の傷害の程度で

す。平均値7.8、標準偏差9.8。 

 〔スライド20〕これを若い方、65歳未満で

見た表です。見方はまったく一緒ですが、転

倒してHeadとNeckを傷害した割合は16分の

３、ものすごく少ない。つまり若い人は足が

多い。骨盤、腰とか。転んだときに頭から行

かないです。高齢者が手を突くとか足でよい

しょとやるのは、足が弱っているから、その

ままどーんと行って頭という話になります。

全体の傷害の度合いも、ISS 平均値 4.1 と若

い方のほうが軽い、高齢者のほうが重たいと

いう話になっています。 

 〔スライド21〕ですので安全安心な自転車
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づくりみたいな話はあるでしょうけれども、

反射材をちゃんとつけましょうという話は終

わりにして、あるいはつけていただくのは結

構ですが、もうちょっと進んで、転倒しにく

いあるいは転倒しない自転車の開発、あるい

は推奨・普及なり、そういうものに行くべき

ではないかと思います。この写真のおばあち

ゃんは３輪自転車に乗って結構ですが、でき

ればこの頭がヘルメットだったらもっといい

ですけれど、なかなかつけていただけない悩

ましい話がたぶん出てくるだろうと思います。

いずれにしても転倒しても大丈夫、そういう

のは転倒しにくい車づくりみたいな話はある

のかなと思います。 

 〔スライド22〕これは道の話です。今日も

ご議論が出ておりました。３車線を１車線端

折って、そこを歩行者専用、自転車専用レー

ンにしましょうという話もございました。そ

れから速度を落とさせよう、traffic calming

といいますけれどそれをやろうという話もご

ざいました。 

 この写真はそんな高尚な話ではなくて、歩

道も狭いですけれど、そのど真ん中に電柱が

あるのを何とかせよという話です。これは日

本国中どこでもあると思います。 

 この写真はもっとひどいです。これは何の

ためのガードレールか私にもわかりませんけ

れど、こういうところがちょくちょくありま

す。自転車は車道を通っています。車はその

横です。この歩道は人も通れないです。ガー

ドレールの向こうの家の財産を守っていると

しか思えないです。ここに市長がいるのかな、

（笑）よくわかりませんけれど、こういうこ

とを平気でやっています。道路というのはい

ろいろな人が使うのですよ、それぞれに走行

スペースも要るんですよという話はあってし

かるべきです。それが無理なら、方向制御を

入れて１車線自転車用に開放しましょうとい

う話があっていいです。先ほどイギリスの話

もありました。やはり本来は右の写真のよう

な形になるべきだと思います。 

 〔スライド23〕それから見落としがちなケ

ース。こういう都市内にあるちょっとした坂

道です。こういうところでも高齢者がさっき

のブレーキの関係で、「あややや」という感じ

で行ってしまう可能性が多分にあります。こ

ういうところをどうするのか。たぶんいろい

ろ道路側で努力していただく話になるのだろ

うと思いますが、交通の警察のほうの話とし

ては、最低でもここで降りろというぐらいの

標識はあってもいいです。下まで行ってまた

乗りなさいという話があってもいいと思いま

す。 

 〔スライド24〕これは仙台の学会で行った

ときに見かけたので、ちょっと撮りました。

右の方は正しい位置に正しく走っていらっし

ゃいます。左の方は、自転車用レーンを走れ

ばいいのに、なぜか歩道です。マナーという

か交通安全教育、学習をちゃんとやらないと

いけないです。なかなかできていない。自転

車が無法地帯みたいな状態になっているとい

うのも直していかないといけない。こういう

話もあるのかなと思います。 

 〔スライド25〕最近の交通事故発生状況で

す。もうご存じだと思います。19 年は 5744

人、20 年は 5155 人になります。平成３年辺

りから見たら半減しました。平成22年までに

半数にしましょうというお話でした。２年前

倒しで平成20年に半数が実現できました。と

ころがこの数はすごいです。車がまったくな

かった昭和26年でも4429人の方たちが亡く

なっていますから。 

 〔スライド26〕いま支持率が低くなって政

権がどうなるかわからなくなっていますけれ

ど、今年の１月２日に総理が年頭の談話を発

表なさいまして、その中で「世界一安全な道

路交通の実現を目指してまいります」。いいで

すね、能書きはいいのですが、「高齢者に対す

る対策に重点的に取り組まなければなりませ

ん」。さっきの5155人という20年度の死者数
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の約半数、48％ぐらいが高齢者です。人口比

は20％ちょっとですから、倍以上高齢者が亡

くなっています。こんな国は世界にありませ

んから、もうちょっと高齢者を大事にしてい

ただかなければいけないです。だからこの「高

齢者に対する対策に重点的に取り組まなけれ

ばなりません」ということです。 

 総理談話は今後 10 年間でさらに半減です

から、先ほどの 5155 のさらに半分、2500 人

以下にするということです。それはすごいこ

とです。生半可なことではできるものではな

いです。先ほどの自転車道をガバチョと作る

とか何かしないと、とてもじゃないけれど

2500 という数字が実現できるとは私には思

われません。 

 〔スライド27〕しかもハイブリッド車やEV

車がこれからの主流になります。静かに忍び

足で忍び寄ってくる車がこれからメーンにな

るということで、難聴の高齢者にはいささか

大変です。 

 〔スライド 28〕最後のお話です。「活き活

き老後の秘訣」ということで、うちの研究所

などではPower Walkingをしっかりしなさい

という話をしていますが、ここは自転車研究

会ですのでPower Cyclingという話をぜひ進

めていただきたい。ちょっと手首にウエイト

を、女性の方なら 100g か 150g、男性の方な

ら 300g か 500g、足にも同じものをつけて自

転車を運転されると、そう大丈夫と思う。筋

力が落ちてからやらないでください。落ちて

からやったら大変なことになりますけれど、

落ちる前なら筋トレになります。先ほどの白

い筋肉のトレーニング効果があります。これ

は非常にいいです。この写真はご夫婦で仲が

よさそうで結構なことだと思います。 

 それから脳トレ。脳トレをやってもいいの

ですが、たまには養老院に行くより東工大の

屋井先生のところへ行って講義を受けるとい

うのもいいのではないかと思います。高齢者

の社会人教育。大学もこれから少子化で減り

ますので高齢者に門戸を開いていただいて、

少しもうけることも考えていただく（笑）、そ

ういう話もあっていい。それからこれは語呂

合わせです。「老化予防のABC ビタミン摂る

ならCDE」。 

 最近デジカメとか携帯電話をお持ちの高齢

者が多いのですけれども、ときどきこういう

方がいらっしゃる。１等賞を取った川柳です、

「デジカメは 何がエサかと 孫に聞く」。こ

れでは困ります、「デジカメが 擽る老いの 

好奇心」で行きましょうという話です。 

 〔スライド29〕自転車研究会の素敵なレポ

ートを期待しておりますということを申し上

げて。「羯諦 羯諦 波羅羯諦 波羅僧羯諦」、

これは何かわかりますか。「そして最後は」と

書いてありあますが、「Thank You」と言って

あの世へ行きましょう、私も皆さんもという

ことです。 

 以上でお話を終ります。どうもありがとう

ございました。（拍手） 

 

 古倉 ほんとうに有意義な話をありがとう

ございました。ほんとうに勉強になりました。

自転車に関してイギリスの自転車協会が、自

転車の健康効果といいますかそういったレポ

ートを書いていまして、『Journal Of Internal 

Medicine』とか学会誌の中から自転車に関係

ある論文を拾っていますが、その中で私がい

ちばん気になっているのは、がんの予防・治

療効果があるという話です。1995年以降、約

５、６年間の疫学的な調査によって、特に大

腸がんと乳がんに効果があったと。私は医学

とは縁遠いものですから、原文を見たのです

が、いろいろ専門用語が出てきてちょっとわ

からなかったのです。 

 自転車に乗っておられるご婦人の場合、だ

いたい 39％発症率が低くなるという話が一

つ。それから大腸がんの場合は40～50％軽減

できると。ただし、それは自転車に限らず、

フィットネスクラブで１週間に５回、30分程
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度の有酸素運動を継続的に行うことと同じで

すが、何でそうなるのか私はよくわかりませ

ん。エネルギーバランスが大事だとか、そん

なことが書いてあります。そういう運動とが

んの発症との関係というのは何かあるのでし

ょうか。   

溝端 我々もその辺はよくわかりません。

普通の細胞はみんな必要ですが、がんの細胞

は要らないです。要らないので排除できれば

いいのだけれど排除できない、どんどん増殖

するという話ですが、年を取るとがんの細胞

の増殖というのはものすごくゆっくりです。

従って、抗がん剤を入れてどうこうするかど

うかというのは微妙なところです。何歳で発

症するか。若かったらだめです。50歳とかそ

んなのではだめですけれど、70、80、90歳ぐ

らいになって発症した場合はどうするかです。

がんを治療するのか、何もしなくても天寿ま

っとうするか、そこの兼ね合いがあります。 

 運動の話と全然結びついていませんけれど、

少なくとも高齢者については一度がんになっ

ても進行しません。なので、うまく付き合っ

てもらうしかないですね。高齢者で運動した

らがんの進行がどうのこうのという話は、な

かなか難しいところだと思います。 

 荒砥 自転車が高齢者の方に受け入れられ

ていくようになるといいと思っていますが、

実は私の祖母は自転車で転んで、そこから寝

たきりになった人です。でも自転車が好きだ

ったのです。乗ると危ないという目安はあり

ますか。この人はもう乗せたらだめみたいな

感じの判断というのはどの辺でつけたらいい

のか。 

 溝端 わあ、それは難しい。（笑）どっちか

というと本人がそれを見極めるしかないでし

ょう。データは与えることはできますよね。

さっきの開眼の片足立ちの時間でもいいです

が、年齢とともにこれだけ落ちてきますと。

10 秒ぐらいになってくるとほとんど転倒の

率がものすごく上がってきますので、自転車

でも同じことですよね。バランスがきちんと

取れないという話になるので。乗りたかった

らちょっと筋トレしてもらわないといけない

ですね。 

 荒砥 ３輪がやはり安全でしょうか。 

 溝端 前が２輪の３輪車。眼で見えますの

で段差をよけられます。後ろが２輪だと引っ

掛けて転ぶこともあります。できるだけご本

人の好きなようにさせていただいてほしいの

ですが、情報だけは与えてください。だって

みんな長生きしたいのですから、頑張ります

から。測ってもいいです。この時計で10秒と

かの目安はいくらでも測れます。「ちょっとお

ばあちゃん、やってみる？」などと言ってゲ

ーム感覚で。 

 木村 感想になりますけれど、私は今 41

歳なので、生涯時計でまだお昼時なのでちょ

っと安心して初めのうち伺っていましたら、

去年、普通に歩いて転倒して骨折して松葉づ

えの生活をずっとしていました。そのときに

自転車はもちろん乗れません。毎日外には出

なければいけないけれども、道路がすごく坂

道だったり斜めになったり段差があることが

すごく多くて、そうすると外に出たくなくな

るということがあります。 

 私のおばも最近自転車で転倒して、そこか

ら外出好きだった人間が中にこもるというこ

とがあった。今お話に出ましたけれども、道

路の問題はすごく大きいのだなと。自分の経

験からも、おばの話からも、今の先生のお話

からも、走りにくいと走りたくなくなるし、

歩きにくいと歩きたくなくなる。さっきの自

転車のお話にもありましたけれども、やはり

道路問題というのは、私が思っている以上に

これからの高齢化社会に向けて重要な問題な

のだと思っています。 

 老人が歩きやすい道路マップとか、もしく

は自転車で乗りやすいとか、ちょっと遠くま

で行ってでも自転車に乗るのがいいよという

ことを提唱して、歩きやすい、乗りやすい道



 

 146 

路マップみたいなものを作るといいのかなと。

公園に行くと、若い子たちがすごいスピード

で自転車で走っていたりしますので、道路と

歩きやすい道路マップみたいなものを社会に

提唱していくといいのかなと思いました。 

 溝端 コミュニティの活動がありますよね。

公民館活動とかそういう中でいろいろなクラ

ブができてそれぞれ市民の方がやっていらっ

しゃるのだけれど、そのモビリティならモビ

リティでもいいですが、私は「活老運転クラ

ブ」というのを提唱しています。最後まで元

気で運転しましょうみたいな話です。そうい

うクラブができるといいですよね。最後まで

活き活きと外も動きましょう、自転車にも乗

りましょうみたいなこと、そういうクラブが

できてそこで行政の手も経ずにお作りになれ

ば。しかも自分たちの地域の詳しい地図がで

きるわけで、そういうものができるといいで

すよね。安全のほうも今お金がどんどんなく

なっていて、お上がやるいろいろな講座なり

運動的なものがだめになっているじゃないで

すか。だからできるだけ地域の力をもう１回

掘り起こすみたいな話はあっていいと思いま

す。 

 屋井 最近新聞に高齢者の方が、「危ないか

らもう運転をあきらめて、その代わり自転車

に乗り換えよう」と言って、「まだ外は出るぞ」

という記事が載っていました。そういう人た

ちも、地球環境の温暖化の問題もあり、いろ

いろ問題がある中で増えてくるのではないか

気もします。しかし、先ほど来のお話で言う

と、車の運転は危ないと自覚した人が自転車

に移ったときというのは、危なくないもので

すか。能力的に使うところが違いますから。 

 溝端 そんなにきれいにはたぶん切れない

と思うけれど、今の現状ではまず移らないで

す。免許を返上しているのは1000人に２人で

す。65歳以上で１種免許を持たれている人の

中で、免許を自発的に返しましょうという運

転免許返上制度というのがあって、お返しに

なると「返納カード」というのを警察庁が出

しています。その返納カードの枚数でカウン

トすればわかるわけですが、その数は 0.2％

です。ということは、裏返して言うと、ほと

んど返していない。つまり自分は最後まで乗

るんだということです。 

 結果としてさっきの事故がありましたけれ

ど、これと同じことが起きます。ドライバー

の場合はこれはこういうふうに上がります。

さっきJ-shaped curveと申しましたが、こう

いうふうに上がっています。いま警察庁は何

も手を打っていないです。自転車の話もそう

だと思います。 

一つ打とうとしたのは、75歳以上の高齢者

は全員もみじマークの貼付。この高齢運転者

標識を俗に悪い言葉で「枯れ葉マーク」と呼

んでいる人がいますが、（笑）あれをつけまし

ょうという義務化です。全員つけましょうと

いうのを 2008 年６月からやろうとしたので

す。ところが人権派と称する人たちとか、政

治家とかが反対したでしょう。それでだんだ

ん延びて12月からしましょうと、半年遅れた。

12月になると今度はやめた。国会で法律まで

審議して通しておきながら、朝令暮改でやめ

た。つまり、つけたくない。でも、65歳以上

の中でこのマークをつけていらっしゃる方は

75％です。ほとんどの方がつけていらっしゃ

る。反対しているのは25％ぐらいです、積極

的につけていないのは。でも、その人たちに

対して説得をしなければならない。 

 新聞が騒いだこともありますが、新聞がい

ちばんいけないのは、そのマークは年齢差別

だと言うのです。どうしてそれが年齢差別な

のか。あのマーク自体は、「このマークを見た

ら皆さん高齢者が運転しているので気をつけ

てくださいね」というのが趣旨です。それを

差別だと言うのです。つけなかった人は

4,000 円の罰金、つけた車にいたずらをした

ら6,000円の罰金、法的には公平というか、

むしろ若い人に不利。にもかかわらず、年齢
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差別だと言います。ちょっとおかしいです。 

 高齢者にとって何が大事かということを全

部忘れて、変な人権論みたいな話だけで言っ

ているような気がしてならないです。おっし

ゃるようにそこの部分は非常に大切なことで、

09 年の６月から例の認証検査が高齢者講習、

75 歳以上のドライバーについては認知症の

検査が入ります。そのときにどうなるかです。

また同じような年齢差別だの何だのかんだの

という議論がおそらく出てくるだろうと思い

ますが、しばらく１、２年は様子見ですね。

私はうまくランディングさせるべきだと思い

ます。 

 高齢者の方からいくつもサインがいっぱい

出てくると思います。おじいちゃんが車の横

をしょっちゅう擦るようになっちゃったとか、

サインがあるはずです。例えば足の筋肉もそ

うです。ブレーキが踏めなくなります。さっ

き自転車の場合もありましたけれど、自動車

も同じになります。若い方と同じ2000ccクラ

スの国産車に乗ってもらって、ブレーキを踏

んでもらいますと、高齢者は踏めないです。

しっかり踏めない。若い方と高齢者の方の止

まるまでの距離というのは５～６m 違います。

小さな交差点で５～６m 違うということは、

もう事故です。当たったら、骨がすかすかで

すからちょっとえらいことになります。まず

はその辺の話をしっかり知ってもらうことで

す。それで、車はぼちぼちやめようかなとい

う話になっていかなければいけない。 

 渋谷 自動車が危なくなると自転車に乗り

換える、自転車が危なくなった人は歩行者に。

そういう順序からすると、先ほどの政府の事

故を減らそうという方針は、何か交通事故の

死者数が安全の目標といいますか、指標的な

扱いになっています。そういう観点で見ると、

歩道で自転車をよけながらも安全が保たれて

いるとか、そういう数字は出てこない。だか

ら、安全が死者の数で論じられると、今度は

逆に安心が損なわれてきているのではないか

という気もします。そういう観点が何か欠け

ているのではないか。 

 溝端 そうですね。何か死者で見ますよね。

警察はみんな死者ですね。 

 渋谷 そうなんですね。危険をよけまくっ

て死者の数を減らしていることが、果たして

好ましい状態なのかという点も訴えていく必

要があるのかなという気がします。 

 溝端 そうですね。ありがとうございます。 

 

 事務局 ３月４日と５日、葛飾区の新宿交

通公園で、いま製作された幼児２人同乗自転

車の試乗会を行うことになっております。こ

の試乗会で得られた感想というかご意見を、

最後にこの委員会の報告書の中にとりまとめ

たいと思っております。いろいろご意見をい

ただきながらアンケートについてもだいたい

こういうことでやろうということになってき

ましたので、まだここが抜けているとかいろ

いろなことをご指摘をいただきながら、試乗

会をやります。 

これは１周 260m のところを２周ぐらい回

って、お母さんたちに感想を聞きたいという

ことです。12社、15台の自転車が開発されま

したが、市場に耐えるものはどのくらい残る

かというのは３月３日の委員会で結論が出る

ようでございます。それを翌日４日から２日

間にわたって一応借りて、一般のお母さんた

ちに乗っていただく。子供はもちろん乗せら

れませんので、水を入れたポリタンク 10kg

と15kgのものを全部に載せて、お母さんたち

に乗っていただくということをやります。固

形のものよりも水タンクのほうがやや子供に

近いようです。揺れるとたっぽんたっぽんな

ります。 
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■世田谷区における母親ヒアリング記録 
 
利用者ニーズに基づく自転車の開発に向け

た調査検討委員会 

①子ども載せ自転車開発に関する利用者ニ

ーズ調査 

お母さんヒアリング・世田谷区ひまわり保

育園 

平成 20年５月９日（金） 
 

 ―― 自転車に子どもを乗せて動くこと

が多い？ 

 ▽ はい。 

 ―― それはどういう理由で？ 

 ▽ 早く目的地に着く。 

 ▽ ベビーカーだと子どもがぐずるので。

自転車に乗っていくと楽しいらしくご機嫌

なので。気持ちいいみたい。 

 ▽ 私も時間短縮と、あとは抱っこして

行くのには遠いとき。抱っこは重いし、寝

かせることもできるんですが、やはり時間

がものすごくかかるし、そのためですかね。

スムーズに移動できる。 

 ▽ やっぱり便利なのと、うちは車はあ

るんですけれど、世田谷の道は車の運転が

上手じゃないと怖いんですよ。一方通行が

多いですし、止めるところもやっぱりない

ですし。うちの場合、３人移動させなきゃ

いけないので。 

 ―― ３人？ 

 ▽ 保育園児がここと別の園に行ってい

るのでベビーカーじゃ乗れない、時間もか

かるので自転車で行くのがいちばん早い。 

 ―― そうすると、一つの保育園に行っ

てお一人を降ろして。 

 ▽ ２人を降ろして、門というかドアの

ところで預けられるので。お姉ちゃんを最

後に。 

 ―― そうすると、最初は３人乗せて動

くんですか。 

 ▽ 子どもは重いのでお姉ちゃんにはお

うちで待ってもらって、時間差でずらす。

１人をおんぶして前と後ろに乗せて。いけ

ないんですけれど（笑）。 

 ―― これは大変な体力とパワーですよ

ね。子どもの協力なしにはできない。そう

いう条件だと、もう自転車以外は考えられ

ないですか。 

 ▽ そうですね。バギーボードも考えた

んですが、やっぱりそうするとどうしても

遅くなってしまって。朝はバタバタしてい

て時間がないので。 

 ▽ 私も時間短縮。ポンポンと乗せちゃ

えば自分のペースで行ける。あとは駐禁が

厳しくなって車は止めにくい。駐車場がな

いから自転車で行きます。１人は歩ける年

齢なので、もう一人をバギーに乗せたら、

手をつないでいないと飛び出される。だっ

たら２人乗せていったほうが、安心です。 

 ▽ 子どもにヘルメットをかぶせなきゃ

いけないんですか。 

 ―― ６月からはかぶせるように努めな

ければならないという奨励義務。 

 ▽ それはでヘルメットを買わなければ

いけない？ 

 ―― 杉並区では２年前に２歳児に無料

で配りました。そうしたら３歳児、４歳児

のお母さんから文句が来たので、住民票を

持っていくと半額で買えるような制度をつ

くりました。２歳未満だと首がちょっと弱

いのでヘルメットをかぶせるとむしろかわ

いそうで。 

 ―― 自転車を使う理由を教えていただ

けますか。 

 ▽ やっぱり手軽ということですかね。

車で出かけるといまはどこに行くのでも駐

車場に入れなくてはいけない。その点自転

車ですとだいたいのところに駐輪場があり

しますし。 

 ―― いざとなればどこへでも止められ
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る。 

 ▽ そうですね。交通ルールもそれほど

厳しくないので。車だと一方通行の道があ

りますが、自転車はそういうこともないで

すし。はい、近いところへ行くにはやっぱ

り手軽です。 

 ―― 実際のお母さま方のニーズを把握

をしたうえで開発を進めていけたらいいん

じゃないかということで、今日はお話をう

かがい、皆さんの要望に応じた自転車を作

る努力は一生懸命したいと思います。 

 ▽ どんどん言ったほうがいいわよ。こ

れは開発の参考になるわけだから。 

 ▽ 本当につくってくれるんですか。 

 ―― 実際につくられるメーカーに要望

をおつなぎします。 

 ▽ 開発した自転車に乗らなければ、や

っぱり法律違反で罰せられるようになって

しまうのか。いまの自転車に乗っていたら、

違反だということになる？ 

 ―― そうはならないと思います、そん

なことはない。 

 ▽ 日本ってけっこう技術がいいから、

日本に合う３人の乗りができる可能性もあ

るわね。 

 ▽ タイヤをバイクみたいに太くするの

とか。 

 ―― タイヤを太くするとものすごく抵

抗が大きくなるんですよ。自転車は細けれ

ば細いほど、実は楽に走れる。 

 ▽ 傘がついているの？雨が降ると子ど

もたちはカッパをかぶるけれど、自分たち

はさします。 

 ―― お母さんはぬれてください。世界

中みんなお母さんはぬれている。子どもた

ちはかぶせているけれど、お母さんはぬれ

ている。傘をさしているのは日本だけです。 

 ▽ 考えられないね。 

 ―― 世界中で自転車に乗って傘をさし

ている国はないですからね。 

 ▽ でもそのあと家に帰ってシャワーを

浴びてというんだったらいいんですけれど、

それで、その状態で会社に行ってというの

は不可能ですよ、なのでどうしても。 

 ▽ 私は最近はキャップをかぶっていま

す。 

 ―― だいたい日本は着替えがちゃんと

できて、シャワーが浴びられるロッカール

ームもないですよね。 

 ▽ その状態で行くのは不可能なのでど

うしても傘を頼りにしちゃいます。 

 ―― 傘さし、または「さすべえ」(ブラ

ンド名)みたいなもので傘を固定すること

はいずれも法律違反です。 

 ▽ でも、通販で売っているんじゃない

ですか。 

 ―― 自転車に取り付けるものは法律で、

突起物がついてはいけないということにな

っていて、しかも幅60センチ以内が歩道を

通れる自転車ということになっている。傘

はどんなに小さくても開くと 90 センチあ

るんです。 

 ▽ 罰金はないですよね。 

 ―― あります。取り締まっていないだ

けです。 

 次に価格の話に移ります。後ろに２人乗

せるという補助輪つきだと６万円ぐらいで

売っています。 

 ▽ 安い電動と同じぐらい。 

 ―― これに電動をつけるとやっぱり

10万円を超えるでしょうね。そういうもの

でも安全だったら買います？ 

 ▽ 危険じゃないですか。 

 ▽ 子どもが小さいうちしか使えない。

そのあとのことを考えるとそんなには出せ

ない。 

 ▽ 買いたい人は買えばいいと思うんだ

けど。 

 ▽ 余裕がないと。 

 ▽ リースでなら。 
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 ―― リースは月にどれぐらいならいい

でしょうか。 

 ▽ それでも駐輪代はかかる。 

 ―― 例えば月1,000円、2,000円、3,000

円とか。 

 ▽ 1,000 円じゃないです。３年借りた

とすると３万6,000円になるじゃないです

か。 

 ―― そうです。３年借りたら３万6000

円ですね。月に500円ぐらい。 

 ―― 押し歩きをしていて、反対側に倒

した経験はないですか。 

 ▽ ないです。それだけは気をつけてい

るから。 

 ▽ こっちのほうをむしろ気をつけてい

る。 

 ▽ 押すよりも乗っているほうが安全、

安定している。 

 ▽ 荷物が多すぎてもう載せられないと

きがありましたね。 

 ▽ 後ろと前に乗せて、そのうえバギー

を折りたたんで後ろの座席のところに掛け

て持っていこうとしたお母さんがいたの。

「それは危ないからやめなさい」とバギー

を置かせたけれど、始めにバギーで来て子

どもを預け、あとから自転車で買い物して

来て全部持って帰りたいというわけ。 

 ▽ 気持ちはすごくわかる。 

 ▽ いまお母さんたちはすごいですよ。

バギー、ベビーカー、折りたたむとこれぐ

らいになるんですよ。それを後ろに引っか

けて、子どもを２人乗せてベビーカーも。

すごいですよ。 

 ▽ お母さんたちはそのぐらいは一気に

仕上げたい、すませてしまいたい。 

 ▽ 何回も行きたくないということです

よね。 

 ―― 二輪か三輪かという話ですが、先

ほどの写真に出てきたような三輪タイプ、

前が二輪か後ろが二輪かがありますが、三

輪なら、押していてもよほどのでこぼこし

ているところでない限り、たぶん倒れない

でしょう。 

 ▽ せっかくリースしていただけるなら、

三輪でいいですよね。 

 ▽ 三輪は押すことはないんじゃないで

すか。車道だから結局押していたら車に文

句を言われる。 

 ―― 子どもを乗せるためだけにつくら

れた自転車に３年か４年か５年か、それぐ

らいしか使わないけれども、それにいくら

出せますか。順番に聞きます。 

 ▽ ６万です。 

 ▽ ３、４万です。 

 ▽ 私も３、４万です。 

 ▽ ３万ぐらいですかね。 

 ―― いくらまでだったら可能性があり

ますか。 

 ▽ 三輪だったら３万。 

▽ ６万出さないと買えない。 

 ▽ 電動がつくならもっと。 

 ▽ 電動がつくなら８万。 

 ▽ ３、４年だったらそんなには出せな

い。 

 ▽ 子どもがいなくなったあとでも使え

るというんだったら。 

 ▽ ３、４年となると、やっぱりそんな

には。 

 ▽ ベビーカーと自転車がくっついてい

るのだったらベビーカーだけでも使えて、

自転車だけでも使えるんだったら。 

 ―― あれがいま40万なんですが、あれ

をいくらにするか。 

 ▽ 40万はちょっと高い、無理。 

 ―― 子育て専用の自転車、いくらなら

買いますか。 

 ○Ｇ 期間的には３、４年とされるもの

ですか。うーん。４、５万？ 

 ―― 高齢者用の自転車も転ばないよう

に考えると三輪になる可能性がある。 
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 ▽ お母さんたちが使い終わったのを高

齢者に回してあげたらいいですよね。 

 ▽ さっきのバギーとほかも全部使える

のはいいですね。日本でまた改良、開発す

ればよいのでは？ 

 ▽ それが折りたためれば最高です。 

 ▽ だってバギー代、自転車代、何々代

と全部買うこと考えたら。それがバギーを

買わなくてもいい、自転車を買わなくても

いいとなるのだから。 

 ▽ 電動がついたらプラス３万。 

 ―― それだったらいくらぐらいで。 

 ▽ 10万ぐらい。 

 ▽ 全部使えるんだったら。 

 ―― レンタルって意外に高いですよね。 

 ▽ 意外に高いですね。 

 ▽ 買っちゃったほうが安いです。 

 ▽ あとはだからそういうものの有効利

用みたいなシステムが何かあるといいわね。

それも民間でなくて行政である程度斡旋し

てくれて、宣伝してくれる。 

 ▽ いまの話を聞いていると、高齢化社

会にもなるし、どっちにしても三輪車は出

てきそうですね。 

 ―― 三輪車は歩道を走ると、段差があ

ってそこから降りるときにバランスをくず

してかえって危ないという指摘もあります。 

 ▽ 三輪だったら車道ですよね。あんな

歩道は無理ですよね。 

 ▽ でもこのへんは走れる車道はない。

いまの状態ですらすれすれですもの。私は

怖くて嫌。みんなは上手ですいすいと行く

けど。 

 ▽ でもやっぱりしょうがないですよ。

やるしかない、しょうがない。 

 ▽ こういうことでは本当の子育て支援

というところまでいっていないようです。 
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■さいたま市における母親ヒアリング記録 

 

利用者ニーズに基づく自転車の開発に向け

た調査検討委員会 

①子ども載せ自転車開発に関する利用者ニ

ーズ調査 

お母さんヒアリング・埼玉 

平成20年５月27日（火）午前10時～12

時 

レンタルスペース・ホーリィ（浦和） 

 

 ―― いま皆さん自転車に乗っておられ

ると思いますが、どう思います？ 今の自

転車というか、子どもを乗せていて、不安

とか危険を感じられますか。 

 ▽ 風が吹いていると降ろすときに。き

ょうみたいに風が強いと車体がぶれるんで

すよね。 

 ▽ 乗せるときも自転車を押さえないで

乗せるから、その間に風が吹くと自転車が

動いてしまい乗せるのが大変。 

 ―― そうすると、スタンドがもっと幅

広くてがっちりしていて、動かないほうが

いいんでしょうか。 

 ▽ 前輪もちゃんとロックがかかるとか。 

 ▽ もうちょっときつくなるといいんで

すよね。子どもに足をガタッとやられると、

カタッカタッカタッと動いていっちゃうの

で。ロックしてもなっちゃいますよね。 

 ―― やはり子どもを乗せるとき、降ろ

すときですか。 

 ▽ 乗せる時に子どもが暴れちゃうので、

それでまた動いてしまうので。 

 ▽ 降ろす時も足が引っかかったりする

と、自転車ごと倒れてきちゃう。 

 ▽ 倒れないように持ち上げるのですが、

けっこう子どもを持ち上げないと。 

 ▽ うちはハンドルに後から付けたので、

それに乗せるときけっこう持ち上げないと。 

 ―― 座席についてはいかがですか。乗

せやすさというのは工夫されていますか。

しょうがないと思っておられるのか。 

 ▽ ある程度諦め。 

 ▽ 子どもがけっこう重くなってくると、

前座席は大変だよね。 

 ▽ ２人乗せていると、買い物をしたと

きに荷物をどこに置こうかと思って、前の

座席の子どもの足のスペースにいつも置い

てしまうのですけれども、子どもがいやが

るので、受け皿みたいなものがあるといい

なと思います、足元にだけ。 

 ▽ それがいやで、後付けのを買って、

完全に子どもと別で、かごはいつも荷物を

入れられるようにした。そうでないと、ハ

ンドルに掛けていると、どっちかが重くな

ったりすると危ないし。 

 ▽ ハンドルには無理。 

 ―― ハンドルに物を掛けるというのは

危ないとお感じですか。 

 ▽ ネギとか買うと、子どもがネギを引

っ張って（笑）。遊びはじめちゃうんですよ

ね。 

 ▽ それをやられると、もうそっちにハ

ンドルが行っちゃうからガタガタ、ガタガ

タしてしまう。 

 ▽ 足も当たるよね、荷物を掛けると。 

 ▽ どちらかに偏ってしまうと、そちら

にハンドルを取られてしまうので、それぞ

れそんなに重くなく、半分ずつみたいな感

じにしないとできないので、前後ろに子ど

もを乗せているときは基本的に買い物をし

ないか、あるいはリュックを背負うという

ふうにしないと。 

 ―― リュックね。 

 ▽ そうです。２人とも小さいときは、

買い物をするときにはリュックを背負って。

ちょっと恥ずかしいですけれども。 

 ―― もう１人できて、背中に背負うこ

とになったら。 

 ▽ １回やったけども怖くて。それから
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２人乗りは平気になったというか。 

 ▽ このあいだすごいのを見てしまった

んですけれども、前とおんぶと後ろに２人

乗せている人がいて、エーッ、いいのと思

って。 

 ―― どのぐらいの距離なんですかね、

子どもたちが我慢できる距離というと。 

 ▽ それが難しくて。歩くか、無理して

でも乗るかという子どもの選択で、歩くの

がいやだっていうのでぐずられるのがいや

か。自転車に無理やり乗せてギャーギャー

言われる。どっちがましかみたいな感じで。 

 ―― 究極の選択になっている。 

 ▽ そのときの子どもの様子を見て、親

が判断する。 

 ―― いずれにしても子どもを乗せるス

ペースと、荷物を載せるスペースというの

が不足しているんですね。 

 ▽ 荷物はやっぱりそうだよね。 

 ―― 何か工夫されていることはありま

すか。こういうふうにするといいよという

話。 

 ▽ 私は後ろのカゴに引っかけたりとか。

Ｓ字型のフックを掛けて、そこに荷物を掛

ける。 

 ▽ うちは背もたれがけっこう高いから、

その背もたれの上のほうに引っかけたりし

て。 

 ▽ それは売っているんですか。 

 ▽ それは結構みんなやっている。百円

ショップで買って。 

 ―― ３人乗せの経験はお一人だけです

か。 

 ▽ １回だけ、体操教室の後に。全部で

80キロを超えていて大丈夫かなと。 

 ―― ちなみにいくらぐらいの自転車で

したか、それをやったとき。 

 ▽ 基本の自転車が３万円前後で、それ

に座席を二つ付けたから、５万5,000円ぐ

らいして。 

 ―― その自転車で、先ほどおっしゃっ

たように止めるときとか走り出すときとか、

子どもを降ろしたり乗せたりする。これが

危険だということですが、走っている最中

に何か危険を感じたことはありますか。 

 ▽ 子どもが動いてしまうと、もう怖い。

これをやられて、のぞき込もうとして、バ

ランスが取れなくなるので。 

 ▽ それに後ろで眠られてしまうと、も

う……。 

 ▽ そう。 

 ―― 最近、頭までガードするような…

…。 

 ▽ それがあってもだめです。 

 ▽ 偏ってしまうとそっちへ行く。 

 ―― 転んだ経験はありますか。 

 ▽ 私はそれで１回倒れかかって、周り

の人に起こされたことがありました。その

とき子どもが、怖い、怖いって。 

 ▽ もう自分１人では直せない、こんな

になってしまったら。だれかにこうやって

助けてもらわないと、もうどうしようもな

い。 

 ▽ ２人乗せるとやっぱりブレーキの利

きが悪くなる。ギアチェンジがすぐ壊れて

しまう。けっこうきついですね。自転車屋

さんへ行っても、「これはしょうがないんだ

よね」って。子どもがひもを引っ張ったり

して遊んだりするので。 

 ▽ 隠れたところにあるといいんだけど。 

 ―― こうだと便利だなと思うところは

ありますか。座席とかブレーキとか安定の

ことに関して。 

 ▽ ２人乗せて狭い道で方向転換しよう

とすると、倒れそうになるというか、切り

返し切り返しでやらないとだめで。重いの

で、それも時間がかかって、ヨイショとや

るのも重くて持ち上がらないし。あとヨイ

ショとやるのも、私はコツがつかめなくて、

本当にいつも大変な思いをしながら、ヨイ
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ショと止めるんですね、スタンドを。 

 ▽ スタンドね。すごくわかる。 

 ▽ だから、もっと簡単にできるように

してもらいたい。 

 ―― スタンドはどうですか。今のスタ

ンドで、これはちょっとおかしいんじゃな

いの、これは何とかならないのと感じたこ

とはありますか。 

 ▽ 子どもを乗せているとすごく重くて

持ち上がらない。 

 ▽ だから、テコの原理でとだんなに言

われたんですけれども、それがうまくでき

なくて、本当にばか力でワッとやるしかな

くて。 

 ▽ ヨイショっていう感じでね。後ろに

乗せていると難しいよね。 

 ▽ お兄ちゃんを乗せていると、もう無

理。 

 ▽ 前後ろに乗せるときには買い物はし

ないと決めてはいるんですけれども。 

 ―― では、買い物に行くときにはお子

さんは連れていけない。 

 ▽ うちは３人いるんですけれども、極

力、子どもの少ない時間帯というか、小学

校に行っていて、中の子が幼稚園に行って

いるときに１人だけ連れて行く。３人いる

ときには無理。もしくはチンタラ歩いて行

く。 

 ―― 子ども用の座席の話でシートベル

ト。後ろの座席はシートベルトが付いてい

るんですね。 

 ▽ 付いていますが、使っていない。 

 ▽ 大きくなると邪魔なんですね。 

 ―― 何歳以上なら使わなくても大丈夫

という感じがしますか。 

 ▽ 幼稚園でしょうね。 

 ―― お子さんが座席から飛び出してし

まうという危険な目に遭ったことはありま

すか。子どもが暴れて泣き叫んで、とにか

く降りたくてしょうがなくて降りてしまっ

たみたいな。 

 ▽ 降りたくてベルトをいじっていた子

が、外れはしなかったのですが、そのまま

前に乗り出してしまったのを見たことがあ

る。前カゴに乗せるタイプだったらから、

お母さんは手が届かなくて、最後に洋服だ

け引っ張れたんだけど、もう頭が下に落ち

てしまう状態になっていて、周りの人が助

けてあげたんです。それを見てから、前カ

ゴタイプだと手が届かないんだと思って、

乗せるのが怖いなと思って、後付けのタイ

プにすると、狭くて暴れられない。降ろす

ときに足も引っかかってしまうぐらいだか

ら、暴れられない。そっちのほうが私は安

全かなと思って。 

 ▽ 落ちたのを見たことがありますよ。

前だか後ろだかわからないけれども、自転

車から落ちてギャーッと泣いているのを。

降りたいから前のほうに行ってしまって、

頭だけ出して、頭が重いからぶら下がって

いる状態になっちゃった。シートベルトを

していたので、おなかだけがつながってい

た。それが伸びてつながっていたという感

じです。これが怖かったので、後付けのほ

うがいいかなと思った。 

 ―― ところで、ヘルメットはかぶせて

いますか。 

 ▽ はい。 

 ▽ 上の子だけ持ってはいるんですけれ

ども、幼稚園の送り迎えにはかぶせてない

ですね。 

 ―― いやがりますか。 

 ▽ 暑くなってくると、いやだと言いま

すね。寒い時期はまだいいんですけれども、

これからの季節は蒸れるからいやだって。 

 ―― いかがですか。 

 ▽ かぶせたことはないです。 

 ―― この６月からいちおうヘルメット

は親がかぶせる義務が生じる。 

 ▽ 義務化になるんですか。 
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 ―― 罰則はありません。だから、いわ

ゆる努力義務というか、奨励義務というや

つなんです。６月から施行されるので、自

治体とか交通安全の関係のところは割引と

か、地域によっては無料で２歳児ぐらいに

配ろうということを始めるようですね。 

 いかがですか。みなさんの子どもは２歳

児以上になっていますね。でも、本当はゼ

ロ歳児からかぶらせたほうがいいんですよ、

万が一のことを考えたら。 

 ▽ 最近、車の免許の更新に行ったとき

に、「子供を自転車に乗せるときは必ずヘル

メットをかぶせてくださいね」と言われた

ので、義務化になるのかなと思いながら帰

ってきたんですけれども。 

 ―― 更新に行かれて、自転車は基本的

には車道を走れという話は聞きましたか。 

 ▽ 聞きました。それとヘルメットと、

あと傘はだめと、全部だめなことをやって

いるなと思いながら（笑）。 

 ―― ヘルメットはどうですか。 

 ▽ いちおう持っているんですけれども、

いやがってかぶっていないですね。帽子を

かぶる癖がなくて、ヘルメットは重いから

いやだって。重いし。 

 ▽ 息子のほうはいま、ゴーオンジャー

がヘルメットをかぶれと言っているじゃな

い。そのまねをして、……（笑）。 

 ▽ そうなるとかぶるんだけど。 

 ▽ うちの子はそれでヒーローのまねを

してかぶって。娘はかわいい柄のを買って

もらって、それでちょっとご機嫌でという

感じです。それまでは「いやだ、いやだ」

と言っていたんですけれども、最近はその

ヒーローにだまされて。 

 ―― こういうチャイルドカートという

のですが、いま犬が乗っていますけれども、

ヨーロッパではこういうものがあったりす

るんです。日本でも時々走っているんです

けれども、こんなものに子どもを乗せると

いうのはどう思いますか。 

 ▽ 曲がるときに怖い。 

 ―― けん引していますからね。 

 ▽ 車が子どもの横に並んだときが怖い

かな。 

 ―― いや、車に引かれないように旗を

立てるんです。でも、旗がないと車にひか

れると思うんです、見えないから。 

 ▽ 細い道だと、車が突っ込んできたり

するとやはり怖いなと思いますね。 

 ―― 雨の日も自転車で行きますか。 

 ▽ はい。 

 ―― 傘はさしていますか。 

 ▽ さします。 

 ▽ 子どもを前後ろに乗せるときはささ

ないですけれども、どちらか一方だと傘を

さします。 

 ―― さすと片手運転になってしまう。 

 ▽ そうですね。１人だとできます。２

人乗せるときはカッパを着て。 

 ―― 傘はどうですか。片手運転になっ

てしまうとか、最近、「さすべえ」(ブラン

ド名)なんて傘さし器が付いていたりする

んだけど。 

 ▽ あれは禁止になったんですよね。 

 ―― いや、あれはもともと禁止。傘さ

しはもともと全部禁止です。 

 ▽ そうなんですか。 

 ▽ なんでだめなんですかね。 

 ―― 正直言ってものすごく危ないんで

すよ。先ほどおっしゃったように、自転車

は風がちょっとあるとフラフラでしょう。

傘はものすごく危ないんです。走っている

ということは、風圧を受けているわけです

よ。傘をさしているということは、自分の

力を目いっぱい負荷をかけているわけで、

ちょっと風向きが変わると一発で倒れます

よ。けっこう事故が多いんですよ。それは

お気をつけください。特に固定してしまっ

ている傘は、きょうみたいなときは完全に
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アウトですね。皆さん運がいいんだろうと

思うけれども、本当に行きたくなくても車

のほうにワーッと行ってしまうケースがあ

りますからね。 

 ―― 雨風のときはどうしているんです

か、皆さん。 

 ▽  私は乗らない。 

 ▽ 私は自転車。だんなが車で行ってし

まうので、２歳の子を歩かせて、30分以上

歩くというのは無理なので、あえて自転車。

カッパを着せて。自分も着て、傘はささな

いで。 

 ▽  駐輪場はどうですか。止めやすい

んですか。 

 ▽ うちは止めにくい。ギュウギュウな

んですよ、うちのマンションは。 

 ▽ スペースが広ければね。 

―― 二輪の自転車も含めて、いくらなら

買いますか。 

 ▽  子どもが乗らなくなったときに必

要なくなる。今の自転車だと、子どもが乗

らなくなっても、カゴになるからいいんで

すけれども。 

 ▽ レンタルしてくれるといいよね。 

 ▽ 月 3000 円ぐらい？年間 3 万 6,000

円、高いか。 

 ▽ 子どもが１人だったら買わない、３

人いたら買ってしまうかもしれない。 

 ▽ 安全を買えるなら。 

 ▽ 子どもの数にもよる。 

 ▽ 最初１人目ができたときに自転車を

買うものですから、最初から８万円という

ものを１人の子のためにという意識はわか

ないですね。 

 ―― 子どもを前も後ろも乗せなくなっ

たお母さんは次はどんなものに乗っていま

すか。 

 ▽ 普通のシンプルなママチャリかな。

恥ずかしいから買い替えるのではなくて、

本当にガタがきているから買い替える。 

 ▽ うちの姉もそうだった。 

 ▽ あんなの乗っているというので恥ず

かしいから買い替えるのではなくて、本当

に自転車自体が乗るのは危ないんじゃない

かというぐらい老朽化というか、さびてガ

タがきているので。 

 ▽ 長いものね。 

 ▽ 乗る回数が多いんですね。 

 ▽ 乗っても別に不自然じゃないよ。 

 ▽ 男の人も乗っている人もいるよね。 

 ▽ さっきの映像で前に３人いる大きな

カゴのニホラ、曲がり角で曲がるときに子

どもが先に出ちゃうのはどうなのかなと思

う。 

 ▽ 怖いですよね。 

 ▽ 先に子どもだものね。 

 ▽ ちょっとそれはどうなのかな、日本

の場合どうなのかなと思いました。 
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■海老名市における母親ヒアリング記録 

 

利用者ニーズに基づく自転車の開発に向け

た調査検討委員会 

①子ども乗せ自転車開発に関する利用者ニ

ーズ調査 

お母さんヒアリング・海老名市 

平成20年５月31日（金） 

 

―― 皆さんはだいたい自転車に乗って

動かれるんですか。このへんだとやっぱり

自転車に乗らないと時間がかかりすぎです

よね。ここは道はどうですか。 

 ▽ 車だと混んでいるので自転車のほう

が早い。 

 ―― 渋滞するんですか。 

 ▽ 朝は渋滞します。 

 ―― 子どもをちゃんとした座席に乗せ

ないで自転車の後ろに乗せてタイヤのとこ

ろで足を挟んじゃったとかいうことがある

んだけれど、そういうことはないですか。 

 ▽ いちばん危ないのは乗り降りのとき

ですよね。 

 ―― スタンドを立てやすい自転車とス

タンドを立てにくい自転車があると思うん

ですけれども、どんな自転車ですか。スタ

ンドは幅広いですか。丸石の「ふらっか～

ず」とか、最近だと前のハンドルの真ん中

に子ども用の座席があるタイプ。それを使

っていらっしゃる方はいらっしゃいます？ 

お２人、３人、そうですか。けっこう割高

じゃないですか。 

 ▽ でも２万円以下で買えます。 

 ―― お一人ずつ聞きたい。前と後ろに

何人乗せていらっしゃいます？ 

 ▽ ２人です。前と後ろに。幼稚園に行

っている間は送り迎えというか、帰りとか、

乗せていたんですけれど、お兄ちゃんが小

学生になったら重たくてやっぱりバランス

を本当に崩しちゃって１度転んだんですよ。

で、もうそれからやっぱり、ああ、もう無

理だと思って、お兄ちゃんにちょっと自転

車の練習をさせて、まだでも危なっかしい

んですけれど、後ろを走らせたり、前を走

らせたりして、２歳の下の子は前のかごに

乗せて行っているんです。 

 ▽ うちも上の子が小学生になったので、

本当は上の子は自分の自転車で行かせたい

んですけれど、急いでいるときとか、待て

ないので、やっぱり上の子を後ろに下の子

は３歳なんですけれど前に、２人を乗せち

ゃいます。 

 ―― ３歳になると前が見にくいでしょ

う？ 

 ▽ 見にくいですね。帽子をかぶると全

然見えないよね。それも本当は危ないけど、

そう、そうなっちゃいます。 

 ▽ 私は去年まではいちばん上の子が小

学生になっていなかったので、幼稚園の送

り迎えは６歳が後ろで、前が４歳まで乗せ

ていたんですけれど、そういう状態でちょ

っと危ない状態になっていて、小学生に上

がったので、いまはいちばん下の子が１歳

で上の４歳が後ろという感じで乗せること

が多くなりました。 

 ―― ３人いっぺんという経験はなかっ

た？ 

 ▽ ないです。そこまでは怖いです（笑）。 

 ▽ 私も３月までは幼稚園の送り迎えは

後ろの子が６歳と前に４歳で乗せていたん

ですけれども、４月からは上のお姉ちゃん

は自分の自転車でお願いということで。 

 ―― お一人は後ろに。 

 ▽ いまは後ろにいます。 

 ▽ うちも前４歳、後ろが６歳、３月ま

ではそれでずっとやってきて、やっぱりも

う重いし、前が完全に見えないので、いつ

も本当に「小さくなって」と言って、乗っ

てる。やっぱり私も怖いし、乗せたり降ろ

したりがすごく大変で必ず靴が脱げていた
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よね。上のお姉ちゃんのほうは自分の自転

車にお願いして、４歳は後ろに。前は荷物

置き場。 

 ▽ いまは後ろに２歳だけです。それま

では自転車に乗りたくても乗れないのでど

うしよう、どうしようというだけで、たま

に病院に行きたいから車に乗せてと両親に

頼んだりという状態でした。自転車が手に

入って、いま１人を乗せていますけれど、

出かけるのにもう１人、２人乗せていって

います。 

 ―― いまお話を聞いていて、乗せると

き、降りるとき、それから自転車が発進す

るとき、止まるときはけっこう危ない。最

近、乗り始めたあなたは子どもをすぐ乗せ

られました？ 

 ▽ やっぱり足が子どもを乗せる座いす

に引っかかっちゃって、抱っこしたまま、

「あっ、自転車が倒れそう」というところ

を直して乗せている。 

 ―― 子どもを乗せるというのに何か工

夫があるといいかもしれない。何か感じた

ことはあります？ 

 ▽ 自転車を買うときに簡易的な座いす

だと危ないと言われて、頑丈なものでクッ

ションがあってというのを選んだら、乗せ

るのに足がどうしても引っかかったりする。

子どもの足が座いすにちょっと引っかかる

と、倒れかかってきちゃう。 

 ―― 特に重心が高くなっているわけで

すよね。いかがですか、そこは。 

 ▽ うちは後ろに乗るときは自分でチェ

ーンのところに足を引っかけて、自分で乗

ってくれるので後ろは楽です。降ろすとき

も後ろは自分で降りています。４歳にして

も、６歳にしても自分でジャンプしたり、

「スカートが引っかかっていないか気にし

て」とちゃんと言ってくる。ただ前は足が

抜けないんです、本当に。私がやっても足

が抜けないので自分で抜いてもらうんです。

立ってと言って、降ろしておいて、自転車

もつかまっておいて、そうしたらまたジャ

ンプを一緒にして、いっせいのせいでとい

う感じ。 

 ▽ うちは前も後ろも自分でよじ上って

いました。前も自分で（笑）。後ろはあとか

ら取りつけた座席のところに足がちょっと

かけられるようになっているので、そこか

らよじ上る、必ず後ろから乗らないと危な

いので、後ろのお姉ちゃんから先に乗って。 

 ―― 前、後ろに乗せる場合には後ろか

らですね。 

 ▽ 後ろからですね。 

 ▽ うちは前から。 

 ▽ うちも前からです。 

 ▽ それで１回倒れて大変なことになっ

たことがある。 

 ▽ 前のほうが怖くない。 

 ▽ ガチャッとロックするタイプがある

のか。 

 ▽ ギュッと支えてあげて後ろの子によ

じ上ってもらう。 

 ▽ 私が乗せなきゃいけない場合は後ろ

からですけれど、自分で後ろに上れる状態

だったら前からという感じ。前を乗せてか

ら、支えてという感じ。 

 ▽ うちは前が３歳で後ろが６歳のとき

は、やっぱり先に前を乗せて、それから後

ろの子が自分で乗るけれど、前は後づけな

ので、やっぱり足を入れるところが細いん

ですよね。だから引っかかって倒れそうに

なることはよくある。狭いですね。 

 ▽ うちもいまは乗ってないですけれど、

前が先で後ろがあとだったんですけれど、

さっきも言おうとしていたんですが、前が

ぐらぐらしちゃうので、お兄ちゃんが乗っ

てないときに、後ろに荷物を乗せている間

に前に子どもを乗せておくと、グニュンと

なってガタガタガタガタと来て、本当に倒

れる寸前みたいなときが何回かあった。ス
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トッパーみたいな、ストッパーというかガ

チャンと本当に垂直というんですか、保て

たら大丈夫なのになと思ったことがあった

んですけれど。そうですね。 

 ―― 同じように前から乗せてたんです

ね。 

 ▽ 最初は後ろの子を先に乗り降りさせ

ていたんですけれど、１度、降りる際に後

ろのお姉ちゃんを自分で持ち上げて降ろし

たときにバランスを崩しちゃって、前の子

がまだ乗っているのに自転車がバーンと倒

れちゃったんですね。幸い倒れたところは

平たいコンクリートで何もなかった。その

子も受け身がよかったので打撲もなくすん

だんですけれど、それ以来、前に乗ってい

た子が恐怖感を持っちゃって、自転車に乗

りたくないって言うようになっちゃったん

ですよ。やっぱり幼稚園の送り迎えとかは

下の子を連れて行かなきゃいけないので、

「ママが絶対落とさないから」って言い聞

かせて、それ以来先に前を乗せてギュッと

わざとオーバーなアクションで「いまここ

をちゃんと持っているから絶対落とさない

から」というようにして、後ろの子に先に

乗り降りしてもらうようにした。本当に危

なかったなと、いま思ってもゾッとします

ね。 

 ―― トラウマになるものね。 

 ▽ そうですね。 

 ▽ うちは５歳のお兄ちゃんを後ろに先

に乗せてから、下の子をあとで前に乗せる

んですけれど、たまたまお兄ちゃんが座っ

ていないときに下の子だけを乗せるときに、

その子は足が入らないので引っかかっちゃ

って、暴れて、ふざけていたというのもあ

るんですけれど、足を蹴ったりとかして自

転車が倒れちゃって。その時、幼稚園に並

んでいる自転車がダダダダダッと５台ぐら

い倒れた。誰も乗ってなかったからいいん

ですけれど、 

 ―― ドミノ倒しですね。 

 ▽ お隣のかごがプラスチック製だった

んです。それが割れちゃって、「弁償します」

と言うと、相手は「かまいません、かまい

ません」と言ったんだけれど、でもやっぱ

り幼稚園で噂になっちゃうと困るから（笑）、

「壊して何もしなかったのよ」なんて言わ

れると困っちゃうから、あとでちょっと包

んですみませんでしたという感じです。 

 ―― 気を遣いますよね。 

 ▽ 最近のというか、この冬の出来事で

す。 

 ▽ 怖いよね。 

 ▽ 自分のせいで倒しちゃうものね。 

 ▽ ２人を乗せた状態で自分が降りなき

ゃいけないじゃないですか。 

 ―― ２人を乗せて止まりますよね。２

人乗せた状態で自分が自転車を降りようと

するときに困ることって、なんですか。 

 ▽ 足が抜けない。 

 ▽ 後ろが重いから、スタンドをかける

ときにすごい力がいって、バランスが崩れ

る。 

 ―― スタンドを立てなければ子どもを

乗り降りさせられないですよね。 

 ▽ いや、していました。後ろの子だけ

はうちは勝手に降りる。 

 ▽ うちもしています。 

 ▽ 確かに２人が小さいときはそんなに

感じなかったです。重くなるにつれてすご

く不便なことが多くなってきました。かと

いって、上の子は自転車に１人で乗せられ

るほど上手じゃないという。 

 ―― 座席の問題が非常に不満だという

こともよくわかったんですが、今度はスタ

ンドを立てるときに皆さんはスタンドは重

い、子どもを降ろして軽くしてからとおっ

しゃる。スタンドは昔からあるんだけれど、

もうちょっと工夫してもいいかなと思うん

ですけれどね。 
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 ▽ 電動のがあるって前に聞いた気がす

るんです。 

 ―― 電動のやつはありますけれどね。

値段がとんでもないよね。 

 ▽ そうなんですか。 

 ―― ハンドルのところにボタンがつい

ていて、ガチャンとスイッチを入れるとウ

イーンと上がる。 

 ▽ 重いから、あれ、いいななんて思っ

ちゃうんですけれど。 

 ▽ 使うのは１、２年だけなんだよね。

いまだけなんだよね。 

 ―― 子どもを乗せて走らなきゃいけな

い期間って何年ぐらい、いまやっている最

中ですね。あとどのくらいですか。 

 ▽ ２人分だから、まだ３、４年は使い

たいですけれど。 

 ―― やっぱりトータルでいうと４、５

年かかりそうですか。 

 ▽ もっとかかるよね。下の子もいるか

ら。８年とか。 

 ▽ 下の子も入れるとかかるよね。 

 ▽ ３人乗りの期間は短いですけれど、

必ず誰かしら乗せる期間はすごく長い。 

 ―― 自転車って買ったばかりでしょう、

いま。１カ月たちました？ 

 ▽ ２カ月ぐらいたったかな。 

 ―― 自転車屋さんには行ってます？ 

買ってから。 

 ▽ 買ったときだけです。 

 ―― ちゃんとした自転車屋さんなら言

ってくれると思うんだけれど、買って１カ

月後に必ず締め直すんです。いろいろなと

ころが、緩みが出るんですよ。 

 ▽ 車みたいなもんですね。 

 ▽ １カ月点検。 

 ―― 最初の１カ月のときにきちんとし

た整備士さんがいろいろなところを締めて

きちっとすると、自転車はものすごく長持

ちするし快適なんですよ。１カ月点検をち

ゃんとすると、あとはパンクしない限りは

１年たってブレーキなんかを調節してもら

う。１年ごとでいいんですが。どのくらい

整備に行っています？ 

 ▽ 買ったときに１回。 

 ―― 何年目ですか、買って。 

 ▽ １年ちょっとぐらいですかね。 

 ―― まだ間に合いますよ、行ったほう

がいいですよ。自転車は本当に気がつかな

いうちにブレーキが緩んでいたり、場合に

よっては車輪の軸がちょっと傾いていたり。 

 ▽ でもこけたときにサドルを…？…。 

 ―― ハンドルは直した。そのときにや

ってくれていますね、きっと。 

 ▽ どうなんでしょうね。やってくれて

いればいいですけれど。 

 ―― まともな整備士なら必ずやってい

ると思います。 

 ▽ でも島忠は、アルバイトさん。整備

士ではない。子どもの自転車のことで行っ

たら、よくわからない、いまわかる人がい

ないのでなんて言われて。 

 ▽ おじちゃんがいると親切ですよね。

おじちゃんのときは親切だった。毎回いな

いのか。 

 ▽ そうなんだ。 

 ―― 整備士さんは国家試験ではないん

ですけれども、整備士免許というのは半官

半民の資格で、イオングループは全部に配

置しましたから、サティは大丈夫ですよ。 

 ▽ パンクを何度かしているし、うちは

空気入れがもともとなかったので、空気が

減るたびに自転車屋さんには持っていきま

したが、でもそういう細かい部品のチェッ

クはしてもらったことはないですね。 

 ―― 自転車を１台売ってもいくらも儲

からないです（笑）。むしろ整備をきちんと

やるほうが儲かると彼らも考え方を変えて

きたし、安全をやっぱり守らないと自分の

ところで売った自転車で怪我されたといっ
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たら、やっぱりイメージが落ちるしね。そ

こはだから遠慮しないで持っていって整備

をとにかく頼むといいですよ。ブレーキが

泣くとか、何かちょっとおかしいというと、

たいてい軸が緩んでいるんです。自転車を

あまり気にしてご覧になったことはないと

思うけれど、走っているのをよく見るとタ

イヤが揺れていたりするのもあるわけで、

軸がゆがんでいるんですね。それをきちっ

と直すと、あっ、なんて自転車って快適な

んだってわかったりするので。いつの間に

か運転しにくくなっているというか、事故

が起きやすくなっていることもあるので、

整備はなるべく心がけて下さい。大したお

金は取らないはずです。 

 ▽ 無料でやってくれます。ほかで買っ

た子どもの自転車の補助輪のことを聞きた

くて、後ろにこういう手でも持って押して

あげるようなものをつけたかったんですけ

れど、それを聞いたときに、そのときに大

人の自転車もちょっと見ますよと言って見

てくれたんですけれど、やっぱり軸ですね。 

 ―― 荷物はどうしています？ 

 ▽ ちょっとしたものを買うつもりで自

転車で行ったのが、ついついあれも買いた

い、これも買いたいでトイレットペーパー

とかティッシュペーパーを買ったときはハ

ンドルにぶら下げて足にあてながら走って、

あのときはちょっと無謀だなって思います

けれど。 

 ―― 無謀ですね、それは。 

 ▽ 危ないなって。 

 ―― 買い物、どんなものでもいいんで

すけれど。やっぱり前かごにポンと乗っけ

る？ 

 ▽ 後ろの座席もかごになるのがあるよ

ね。だから重いものを後ろに乗せちゃう。 

 ▽ 私はそれで１回落としたことがあっ

て、かごを買い替えたんですけれど、フラ

ットに子どもが乗る専用のタイプがあった

ので、足のところがちょうど空いているの

で、荷物がそこからずり落ちて。うちは前

に入れるときも子どもたちの足が立つとこ

ろがちゃんと閉まるので、それは閉めて、

いまはかごとして使っているので。やっぱ

り後ろは不安定ですね。 

 ▽ でも、買い物荷物は後ろのかごに全

部入れるしかない。 

 ―― 後ろに子どもがいた場合には？ 

 ▽ 後ろに子どもがいた場合は、いつも

ハンドルか肩か、そのへんを活用するしか

なかった。ただ、そんな思いをして買い物

に行ったことはないかもしれないです。 

 ―― 買い物に行くのは毎日ですか？ス

ーパーに例えば１週間に１回か２回ですみ

ますか。１週間分をまとめて買ってきて冷

蔵庫をいっぱいにして１週間暮らすという

ことは？ ▽ 足りないものだけをちょっ

と買う程度。 

 ―― 行く場合は車で行っちゃったりす

る？ 

 ▽ 車ですね。 

 ▽ 私は意地でも自転車。昼間車がない

ので。 

 ―― 免許証をお持ちじゃない方は？ 

免許証はみんな持っていらっしゃる。自転

車への不満というのかな、これ、何とかな

らないのというもの、ポイントか何か、も

う少しこうなるといいなという注文。 

 ▽ サドルがよく曲がっちゃうというか。

ロックが硬くてちゃんとできずに運転中に

クッとサドルが動いちゃってハンドルを持

っていかれちゃったりする場合がある。 

 ―― それは危ないですね。 

 ▽ もうちょっと力をいれてクッとやら

なきゃいけないんだろうね。 

 ―― サドルの高さは両足が着くような

高さになっているわけでしょう？ 

 ▽ 私はそうですけれど、違うよね。好

みだよね。ぎりぎりだよね。つま先立ちだ
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よね。 

 ▽ でも子どもを乗せることを考えて、

すごくこぎにくいんですけれど、スタート

時が。足が着いていないと私はだめで。 

 ▽ 子どもがいなければはずみで乗るこ

ともできるけど、子どもがいるからサドル

は足が絶対着くような低さにして。 

 ―― ギアはしょっちゅう使います？ 

 ▽ 逆に重くしちゃうとこぎにくいし、

軽すぎちゃうと一生懸命こいでも進まない

し。段階は何になっていたっけ？ 

 ―― １、２、３だったら２ぐらい？ 

 ▽ 私は２だっけ、そう。 

 ▽ 私も２ぐらいにしている。 

 ▽ いつもそれで。 

 ―― ギアがついているのを買った意味

はあまりないですか。 

 ▽ たまたま勧められて。でも、ちょっ

と１人で買い物に行くときは楽しみます。 

 ―― ギアを使わないお母さんが多いん

ですよ。ギアを使うといいと思いますし、

また美容と健康の話だけれど、できれば軽

いギアにしてたくさんこいだほうがいい。

スピードを上げなくていいから、たくさん

こいだほうがいい。とにかく太ももを持ち

上げるという作業だけでいいんです。 

値段のことを聞きたいんですけれどね、

自転車に子どもを乗せるのに座席やなんか

をつけるわけでしょう。やっぱりランプが

ついてなけりゃ不安だなと思うし、ブレー

キもちゃんとある程度いい自転車をなるべ

く選びますよね。子どもを育てるときに使

う自転車にいくらだったら払います？ い

ま払っている金額以上に払えますか。５万

払えとか、10万払えとか言われたら。 

 ▽ でも絶対倒れないよと、安全だよっ

ていろいろな機能がついて安全だよと言わ

れても自分がこれからあと何年しか使わな

いから買わないと思いますけれど、１歳、

２歳になって自転車に乗れる年齢になった

ら、５万すると言われたら買うと思います。

安全だよと言われたら。 

 ▽ 子どもが大きくなって乗れなくなっ

たときには、こうすれば使えるんだという、

そのあとの話があっても５万はどうかな。 

 ▽ １万6,000円ぐらいのを買って、で

も後ろに子どもを乗せるのをつけても、そ

れも２万ぐらいして、さらにヘルメットも

つけてとやったら軽く５万ぐらい行っちゃ

った。 

 ▽ 後ろの座席、そんなに高いの、あれ？ 

 ▽ 高いの。 

 ―― あれは高いんですよ。普通の自転

車よりずっと高い。 

 ▽ でもつかまるところがついていて重

いんだよね。 

 ▽ そんなにするのにそのうえ自転車の

値段が上がったら、もう私は買わないです。 

―― 自転車は壊れます。十分お気をつ

けください。がたつき始めたら、こういう

ところが抜けるとか、割れるとかしますの

で、整備に行ってくださいね。例えば、一

昨年、５万円以下の30台の自転車を町で買

ってきて、JIS 規格でテストをしたら、合

格したのは１割です。27台はアウト。ろく

でもない自転車を売っています。日本は自

転車の安全基準がない国なんです。輸入物

が多いですね。中国から来るのは平均

6,500 円で来るんです。これを１万 2,000

円とか２万円で売っているわけですから、

これはもう恐ろしいことですよ。まともな

自転車というと台湾の１万5,000円とか、

アメリカの10万円ぐらいする高いもので、

本来そのくらいするものなんですね。 

 だから平均価格を比べると、日本がだい

たい１万円ぐらいで売っているとすると、

ドイツは４万6,000円ぐらいで売る、平均

ですよ。オランダは８万円ぐらいで売って

います。これは平均ですよ。何が違うかと

いうと、日本の１万円くらいの自転車とい
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うのは耐荷重量、乗せられる重さが65キロ

で計算されているんです。子どもたちが大

きくなってくると全部オーバーするわけで

すよ。だから、安全係数を超えているわけ

です。ヨーロッパ、アメリカも含めてです

が、そういう自転車は全部85キロ～120キ

ロ対応になっているんですよ。自転車のつ

くり方がまるっきり違うということです。

だからこういう自転車でも最近、電動アシ

ストだと85キロ対応になっているけれど、

ちょっと運転しにくいところがあるかもし

れませんね。自転車を安全に乗るようにし

たほうがいいと思います。 

 これはおととしの大阪の茨木市で起きた

かわいそうな話です。36歳のお母さんが自

転車で娘２人を乗せて横断中に踏み切りの

中でバランスを崩しちゃったんですね。そ

こへ電車が来た。シートベルトをしていた

んです。お姉ちゃんは助けられたんだけれ

ども、下の女の子は間に合わなくて自転車

ごとひかれちゃった。２人の目の前でひか

れちゃった。ものすごく大変なことになっ

て、実はこの事件がきっかけでいまの議論

が起きているわけです。だから子どもを乗

せるということをどういうふうにするか考

えないと。子どもを例えば後ろに乗せる。

これはどうですか、子どもを後ろに乗せる

のと前に乗せるのは。小さな子どもを後ろ

に乗っけるということに抵抗はないですか。 

 ▽ 後ろで寝ちゃうときとか、すごく怖

くて、ガックン、ガックンやっていて、ほ

かの子を見たときにも反り返ってこうなっ

ていたので、それはちょっとやっぱり後ろ

だと怖いなとは思いましたけれど。 

 ▽ ちょっと前のテレビで国内のメーカ

ーが安全な自転車を開発しているといった

ニュースがあって、後ろに乗せるようなか

たちで開発している写真が載っていたんで

すよ。私はどうせ後ろに２人乗せるんだっ

たら、前にいたほうが親が見やすいから、

なんで前にしないんだろうと思ったんです

よ。欧米ではみんなほとんど前じゃないで

すか。 

 ―― 彼らは後ろに乗せることはしませ

ん。 

 ▽ せっかく安全につくるんだったらな

んで後ろにつくるの、なんで前にしないの。

日本の土地の道路事情とか、そういうのか

ななんて思ったりしたんですけれど。 

 ―― それはお母さんたちの意見が伝わ

っていないからですよ。お母さんたちが後

ろに乗せるなら買わないぞと、前に乗せる

のじゃなきゃ買わないぞと言えば変わるん

ですよ。 

 ▽ どう思う？ 前のほうがいいと思わ

ない？ どうせ２人乗せるんだったら。 

 ▽ 会話がしやすい。 

 ▽ そう、そう、会話もできるしね、後

ろを振り向いてもお母さんを見るから別に

いいし、ちょっと危ないことをしていても

やめなさいと注意ができるのに、なんで後

ろなのかなと思うんですよね。 

 ▽ 後ろは危ないですよ。不安になると

きありますね。しーんとしていると、あれ、

いるのかなと思って。 

 ▽ 自分も後ろを見たいけど危ないしね。 

 ▽ ね、危ないしね。 

 ▽ 逆に前にして何か不都合なことがあ

るんですかね、例えばドライバーから見た

ら。 

 ―― 警察では横断歩道で最初にぶつか

るのが子どもだと言うんです。 

ちょっと値段の話に戻りたいと思います。

ニホラは20万円ぐらいする。日本でうまく

つくれば10万以下でできると思うし、補助

金も出るだろうから、たぶんあれに電動ア

シストをつけて 10 万円くらいだと開発で

きるかなと思っているんだけれども、でも

乗るところがなきゃしょうがないですよね。

乗れるところ。それから幼稚園に行っても、
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スーパーに行っても止められないというの

では困る。 

 ただお母さんたちがちょっと待って、少

子化時代とかいって何やってんだという声

を上げればスーパーなんかすぐひっくり返

りますから。お母さんたちを敵に回したら

生きていけない。冗談じゃない、何とかし

ろと。いちばん入り口のいいところに置き

場所をとる。だって僕らは８年前からこの

運動をしていていろいろなスーパーにずっ

とかけ合って、ようやく最近スーパーの入

り口の近くに駐輪場ができるようになりま

したよね。当たり前だろうと僕らは思った

んですよ。昔は車の奥のすごい遠いところ

に駐輪場があった記憶はありませんか。お

客のことを考えたら、自転車で来る人たち

がいちばん大切なんだからって、僕らは全

部統計も取ったんですよ。おもしろい。１

週間にいっぺんお買い物に行く皆さん方よ

りも、毎日自転車でお買い物に行く人のほ

うがトータルだとたくさん買うんですよ。

やっぱりそういうものなんですね。だから

毎日来るお客のためにやれと言ったら、１

回に１万円も２万円も買ってくれるお客が

大事だから、車に運ぶのも大変だからと言

っていたのが、スーパーが数字を見た途端

に、あっ、これはいかんというので自転車

のほうを優遇するようになった。 

 そういう運動をしなきゃいけないと思う

んだけれど。同じことですよ。ああいうも

のだとか、安全に子どもを乗せられるよう

なこと、これは停められるようにしてほし

いという要望をとにかくスーパーに対して

言えば変わりますよ。声を出さないという

のが美徳になっちゃっているからいけない

と思う。文句を言うべきだと思う。だって

主役はお母さんたちなんだもの。その場合

に値段のほうが問題なんだけれど、ああい

う自転車、さっきのは後ろが三輪になって

いる四輪車みたいなやつは後ろに子どもを

２人乗っけるやつですが、６万円ぐらいと

言っていました。ヨーロッパ的なやつはや

っぱり 10 万円ぐらいかかると思うんです

ね。買いますか。 

 ▽ リースじゃないと、期間限定。 

 ▽ 子どもが大きくなったら使わないも

のなので。 

 ▽ 捨てるのもやっぱりね、大変な問題

ですから。 

 ▽ いろいろなところを変えていかない

と、ニホラのようなタイプをみんなが定着

させるのは日本じゃ難しい。 

 ―― と思っているけれども、あっとい

う間にそういう時代が来ますよ。車がなく

なるから。車がなくなると、そこが空くん

ですよ、スペースが。あれをだから止めら

れるようなコインパーキングとかそういう

ものがどんどん出てくるはずなんですよ。

そのころには子育てが終わっていますから

ね。次のお母さんのためにやっぱりそうい

う文句を言ったほうがいいと思うし、じゃ

あ、あれがもしリースだったらいくらぐら

いなら借りられます？ 

 ▽ 月1,500円とか、2,000円とか。 

 ―― そういうふうに考えると、2,000

円だとすると年間２万4,000円。 

 ▽ けっこうになる。 

 ▽ けっこういくね。 

 ▽ ８年使えると思って。 

 ▽ ８年ね。 

 ▽ でも 1,500 円、2,000 円出しても惜

しくはないという感じですよね。だってガ

ソリン代の代わりになると思えば。 

 ▽ 1,000円台だったら絶対だよね。 

 ▽ すごい広まる。 

 ▽ ４月から子どもを２人乗せちゃいけ

ないって。 

 ―― 子どもを２人乗せちゃいけないっ

ていうのはもう何十年も前から決まってい

ます。法律的に言うと16歳以上の大人が幼
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児用座席に子どもを１人だけ乗せることが

できる。基本的には子どもは１人だけちゃ

んとした座席に乗せることができるという

のが正しいんだけれども、そんなことは言

ってられませんね。１人置いていけないも

のね。 

 ▽ ２人乗せちゃいけないわけで、罰金

を取られたり、ヘルメットも義務化。そん

なことを決める人はちゃんとした電車で通

勤して、バスで通勤して、足があるからい

いけれど私たちはないから、あなたたちも

電車がなくなりました、バスがなくなりま

したって、じゃあ、どうするのって。みん

な私たちのことを考えていないなと。 

 ―― だから政府も一部のところは考え

始めたわけだから、皆さんがそこで文句を

言わないと、僕はそれをまとめて政府に言

うわけだから文句を言ってください。いま

文句を言わないと文句を言うときがないで

すよ。 

 ▽ 突然、いままで許されてきたことが

突然だめと言われたら、本当に困るので、

じゃあ、代わりのものを与えてほしいとい

うのが本当の気持ちですね。代用品をね。

これはだめだからこっちにしてくださいと

いうものをもらわないと、その生活が突然

できなくなったら、本当に困るので。 

 ―― いままで許されてきたんじゃない

ですよ、いままで無関心だったのね。事故

がいっぱい増えてきてこれはいかんと。法

律を調べてみたらこれは違反じゃないか。

取り締まるかと言って警察が言い始めたの

でおかしなことになった。 

 ▽ おかしいですね。それは根本がおか

しい。 

 ―― やっぱりお母さんたちの意見って

すごく強くてね、金沢で自転車レーンをつ

くったわけですよ。しかもバスレーンの内

側につくったわけです。そこは歩道があっ

て、歩道を小学生がランドセルを背負って

朝通うときに中学生と高校生のお兄ちゃん

たちが自転車でその子どもたちを蹴散らし

て走るという、すごいことになっていたわ

け。それでお母さんたちが立ち上がって署

名運動も始めて車道側にレーンをつくる。

まずバスレーンを確保したわけね。JRバス

と地元バスが四路線ぐらいあって、バスの

運転手さんたちを徹底的に教育した。それ

でバスの運転手さんたちは高校生、中学生

の子どもたちがバスレーンのところに自転

車レーンがあるけれど、そこを走っていく

としょうがないからあとからついていく。

それはもうバスの運転手だけが気をつけれ

ばできちゃうことですよ。小学校の子ども

たちは歩道を堂々とゆっくり歩けるように

なった。お母さんたちの勝利。これは警察

が法定外の道なので認められないと頑張っ

たんだけれども、金沢東署の署長さんのと

ころにお母さんたちが行って、子どもの命

が大事なのか、法律が大事なのかといった

ら、ごめんなさいと言ってできるようにな

っちゃった。やっぱりやればいい。 

 ▽ ３人乗りの自転車が開発されたら、

お母さんにも免許証じゃないけど、許可証

をとるために、ちゃんと何時間か教育を受

ければいいんじゃないですかね。 

 ―― リースをするときに、ちゃんと教

育を受けて安全な運転ができるようにする

ということね。 

 ▽ 警察に１時間、２時間話を聞きに行

くとか。 

 ―― それだったら、月3,000円のとこ

ろを1,000円にしましょうとなるといいね。 

 ▽ そういうのがあってもおかしくない

ですよ。 

 ―― 教育をね、なるほどね。子どもを

守るためだものね。 

 ▽ そうですね。それは努力を惜しまな

い。リースをするのは国土交通省とか、そ

ういうのが一括してできないんですかね。
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登録して、要は警察に借りに行く。産まれ

ました、子どもがいるので、その際に警察

が、車の運転と一緒ですよね、講習を受け

たら免許証が更新できるのと同じように、

リースの自転車も国が貸し出す。 

 ▽ そうなると、みんな、意識が高まる。

国がそれを買う、それをリースをする、メ

ンテナンスもする。 

 ▽ 民間に任せるとばらつきが出るので、

国がまとめて面倒見るのは？ 

 ―― 少子化対策大臣もいることだし。

大した予算じゃないのにね。 

 ドイツでは子どもの心理学をやっている

人たちが論文を書いていますが、公園デビ

ューで公園で遊んでいる子どもたちには社

会性が欠けるということがわかってきたと

いうのです。半面、道で遊んでいる子ども

たちには社会性が身につくと言っている。

不思議なんだけれど。それで、ドイツの文

部省にあたるところが率先して居住地域に

車を入れるなと、道で子どもを遊ばせよう

というキャンペーンを始めた。「チャイル

ド・ストリート・キャンペーン」というの

だけれど、もう４年目。そういうことが始

まっているわけですよ。居住地域に住んで

いる人たち以外の車を一切入れないという

こともやっぱりやったほうがいいですよ。

当たり前なことで、抜け道にされる必要は

ないわけでしょう。 

 ▽ でも、幼稚園には車で行きたいとい

う、車の駐車場がほしいとか、そういう意

見のほうが多いんですけれど。 

 ―― だから、その場合には１本だけ車

が行ける道があればいいんですよ。１本だ

け抜けられる道があればいいわけです。そ

こはたいていの場合、必ず時速30 km制限、

30km以下ですよ。ゾーン30、ゾーンサーテ

ィと言って、いまロンドンもパリもベルリ

ンも中心市街地は、地方都市も真ん中へん、

居住地域、商店街は全部30km制限です。向

こうは徹底していて、30kmを超えるとお巡

りさんは来ないんだけれども、ずっとカメ

ラで撮っているんだよね。一発でナンバー

プレートから持ち主に、突然はがきが来る

という。払わないで置いておくと車検のと

きにまとめて取られる。それに使っている

のは日本製のカメラだから余計に頭に来る

んだよね。なんで日本でそういうことをや

らないのかな。やっぱり車があるのが当た

り前、商店に行くのも車があったほうがい

いということですか。でも車で行くんだっ

たら、今はもう20kmぐらいでとろとろ行か

ないといけませんよと。自転車だったら

30kmで走れるみところがあるわけです。考

え方を変えるといいかもしれないし。海老

名市にそういう要望を出すべきだよね。話

を聞いてくれる人はいませんか。 

 ▽ 市議会議員さんとか。 

 ▽ でしょうが、会ったこともないです

よ。 

 ▽ 市議会報とか送られてきますけれど、

会ったことがない。 

 ―― そういうところに投書するとかね。

やりようはあると思うんだよ。特に自転車

の関係はようやく話題になってきて、国会

議員も自転車の問題をやるというとけっこ

う来る。市議会議員なんかもっと敏感だと

思うけれど。自転車のことをちゃんとまと

めに考えないやつは落選させるぞという運

動を起こすと、みんな来ると思うから。や

ったほうがいいですよ。 
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■小平市における母親ヒアリング記録 

 

利用者ニーズに基づく自転車の開発に向け

た調査検討委員会 

① 子ども乗せ自転車開発に関する利用者

ニーズ調査 

お母さんヒアリング・小平市 

平成20年６月２日（月）10時30分～12

時30分 

 

 ―― ８人いらっしゃって、６人が「ふ

らっか～ず」。あとのお二人はどんな自転

車？ 

 ▽ 普通の自転車。ハンドルの手前に座

席をつける。 

 ―― みんなさんオートロックとかハン

ドルロックつきのもの？ 

 ▽ 「ふらっか～ず」にそれがついてい

る。 

 ―― ヘルメットはいかがですか。 

 ▽ いま、上の子２人が幼稚園で、２人

を乗せることはそんなに毎日のことではな

いので。ヘルメットはもっていない。 

 ▽ 持っています。でも 子どもが２人

いますけど１個しか持ってない。 

 ―― 何か理由があって買ったのですか。 

 ▽ みんな被っているから。 

 ▽ 持っています。子ども乗せ用の自転

車を買ったときに一緒にヘルメットも買っ

て被せていましたけど、もう幼稚園に通う

ようになると幼稚園の送り迎えがメインで、

幼稚園の帽子を被ってしまうので、最近は

ほとんど……。 

 ▽ 被せないと乗らせないというぐらい、

絶対に被せます。 

 ―― 子ども、嫌がりません？ 

 ▽ すごく嫌がりました。だけどもう今

は慣れてしまって。 

 ▽ うちは子ども３人いるんですけどヘ

ルメットは一つしかなくて、本人が被りた

いと被っているんですけれど、だいたい被

らせてない。自転車で倒れた話を聞くと、

「被らないと」と思うんですけれど。 

 ▽ 最初から被らせています。ただ、幼

稚園の送り迎えのときは上の子は帽子を被

ってしまうのでヘルメットなしで、下の子

だけ被っています。あとどこか、幼稚園で

はないところに自転車で行くときは必ずヘ

ルメットを被って行っています。 

 ▽ 危ないということを聞いて買ったん

ですけれど、送り迎えは帽子を被っている

ので。行く道によって被せようとか、ちょ

っと遠くに行くときは被せようとか思って

いるのですけれど、定着はしていなく。被

せないといけないなと思いながら……。 

 ▽ あまり危険を感じないので持ってな

い。でも、行こうというとき子どもが立っ

て暴れたんで、転びました。やはり、危な

いのは危ないと思いますが。 

 ―― どういうときに危ないと思います

か。いちばん危険を感じるときというのは。 

▽ 段差。段差を斜めにこう行くとき、

上り方を考えないと、ハンドルをとられま

す。 

 ―― 転んだ経験はありますか。 

 ▽ 家で乗せるときに子ども２人を乗せ

たままこけちゃいました。上の子を先に乗

せておいて下の子を乗せようとして、下の

子の足が自転車を押してしまって、二人と

も、ぼんと向こうに行きました。大事はな

かったんですけれど、怖いですね。 

▽ このへんは自転車がものすごく多い

地域なのですが、そのわりに歩道がものす

ごく狭いので、歩道で、自転車と自転車が

すれ違えないんです。だから、前から子乗

せが来たら端によけたり、片方が車道に下

りてくれると助かるんですけれど。 

 ▽ 車よりも自転車同士とのすれ違い、

例えば高校生ぐらいの子にばんと走られた

りすると怖い。 
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 ―― 止めるときはどうでしょうか。 

 ▽ ２人乗せていると止められないので、

まず後ろの大きい子を降ろして止めて、下

を降ろす。 

 ―― つまりスタンドは乗せたままでは

立たないですか。 

 ▽ すごく重くてできない。 

 ▽ 「ふらっか～ず」自体が重たいの。 

 ▽ 上の子は乗り降りができるので、「降

りて」といって自分で降りてもらって。 

 ―― 「ふらっか～ず」は後ろが軽くな

ればスタンドを立てると、オートロックで

すよね、そのほうがいいですか。 

 ▽ 楽です。１人目の子どものときには

全然わからなくて、安さだけを追求して買

った普通の自転車。古くなったから、子乗

せ機能のオートロックつきのものに最近、

買い換えたんです。オートロックがすごく

便利ですし、ハンドルロックもすばらしい

機能で、最初からこれにすればよかったと。 

 ―― 乗り出すときと走っているときと

止めるときだったら、いちばん危ないのは

どこですか。 

 ▽ 走り出すとき。それと止まるとき。 

 ▽ 乗り出すときのほうが怖い。 

 ▽ ぎりぎりの狭いところで走り出すと

きは本当に万が一というか、もし間違えば

転倒の可能性もある。 

 ▽ 上の子を後ろに乗せているときは、

やはり走り出すときがハンドルを取られて

怖いです。前に乗せるよりも後ろに乗せた

ときのほうが、ハンドルがこんなにもぶれ

るのかと思って、何度もひやっとしたこと

があります。前だけに乗せているときはそ

んなに、自転車が怖いとは思わなかったで

すけれど、後ろに乗せるようになってから

「ああ、全然違うんだな」と思いました。 

 ▽ 私は後ろだけのほうが乗りやすい。

「ふらっか～ず」じゃないからかもしれな

い。 

 ▽ 「ふらっか～ず」は、後ろだけだと

もう前が上がっちゃうの。 

 ▽ だからどこか変なの。前と後ろに乗

せているほうが安定感がある。 

 ▽ そもそも後ろに乗せるという設計で

はないと思うんですよね。 

 ▽ 私も後ろしか乗せたことがなかった

ので後ろのほうがよかったんですけれど、

前にこの子を乗せるようになってからはど

っちも同じぐらい。 

 ―― ハンドルの手前側に 子どもを乗

せると、運転しにくくないですか。 

 ▽ 私、それで「ふらっか～ず」に買い

換えたのです。子どもが落した物を拾いた

かったときに、自分が降りられなかった。

万が一のときに降りられなかったら困ると

思って、それで「ふらっか～ず」に買い換

えました。 

 ―― 前に子どもを乗せた場合、前が見

にくくなりませんか。 

 ▽ ５歳の子が細いので前に乗れるんで

すが、そうすると頭が重って、まったく前

が見えない。５歳はもう無理ですね。 

 ▽ 「ふらっか～ず」はちょっと低いか

ら、前が見えなく感じたことはないですね。 

―― 後ろに子どもを乗せていて、何か

不安になったり危険だったりということは

ありますか。 

 ▽ 子どもが電信柱にぶつかって、すご

い音がした（笑）。寝てはいなかったのです

が、遊んでいて。10分ぐらい泣いて、その

あと病院行こうかと思っていたんですけれ

ど全然平気で元気に。「後ろで動くのやめな

さい。また打つよ」と言ったらあまり動か

なくなった。ヘルメットは被っていません

でした。 

 ▽ ヘルメットは遠くに行くときは被せ

るようにしているんですけれど。面倒くさ

くてなかなか。 

 ▽ 荷物になるのがね。それでなくても
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荷物が多いのに。置いていっちゃう。 

 ―― ヘルメットを入れて。 

 ▽ でも上の子はほとんど、幼稚園の送

り迎え以外はもう自分の自転車に乗りたい。

後ろには乗りたがらないので、だから必然

的に。 

 ▽ 「ふらっか～ず」は荷物が載らない

よね。 

 ―― 子どもを前、後ろに乗せたら、荷

物載らないよね。 

 ▽ 本人に持たせる。 

 ▽ あと、ハンドルにかけられるものは

ハンドルに。 

 ▽ それも怖いよね。 

 ▽ がんばって自転車で走っていたとき

に、年配のおじさんに、「子ども２人も連れ

てふらふらして、危ないな」と言われたこ

とがあって。 

 ▽ 地域センターとか児童館に駐車場が

ないんですね。３人乗りがいけないという

ニュースが出たとき、駐車場もないのに、

来るなって言われているみたいですごく嫌

でした。 

 ―― 法律の話をすると、２人乗り、３

人乗りはもともとだめなんですよ。 

 ▽ 知らなかったです。言われだして、

それで「だめになったんだ」と。 

 ―― これまでお母さんの意見を聞くこ

とはなかったわけです。後ろに乗せた子ど

もは心配じゃないですか？ 

 ▽ 心配は心配。 

 ▽ ５歳はそうでもないけれどね。 

 ▽ 大きくなっていると予期せぬ動きに、

こっちがハンドルをとられるということは

ありますけれど、言えばわかるから。 

▽ 新聞で前乗せの新自転車見たんです

けれど、駐輪場に止めづらそう。 

 ―― レンタルだったら借りますか。 

 ▽ 仮に月に1,000円だったら、３年ぐ

らい使うと３万円以上、結構かかる。市が

無料で貸してくれるんだったらいいけれど。 

 ▽ 提供してもらわないと。 

 ―― 子どもの安全のためならいくらに

しますか。 

 ▽ 2,000円。 

 ▽ せいぜい1,000円。 

 ▽ 私は借りないと思う。 

―― 後ろ２人乗せは？  

▽ 借りるか借りないかを言われるのだ

ったら、私も借りないと思う。 

 ▽ 前のほうが安心して乗れるような気

がする。 

 ▽ どうしてもの時期だけかな。借りる

として。 

 ▽ でも乗ってみたいのは乗ってみたい

ね。 

 ―― これはデンマークのニホラ、どう

ですか。 

 ▽ すごいね。 

▽ これは快適そうだね。 

 ▽ こういうのが本当に道路を謳歌する

時代が、いつくるんだろう。 

 ▽ すごい、雨風しのげる。 

 ―― 雨が降ると、お母さんたちはびし

ょ濡れだけど子どもたちは平気。 

 ▽ 子どもが濡れなかったらいいよね。 

 ▽ 本当にヨーロッパとかは自転車が全

然大丈夫なんだよね。 

 ▽ そうなんだよね。自転車がまたすご

いもんね。 

 ▽ これだったら 子どもも喜ぶ感じ。 

 ―― これだったら借りますか。 

 ▽ これなら借りてもいいかな。 

 ▽ かわいいから。月1,000円ぐらいで。 

 ▽ 走るところがない。 

▽ これだったら車道、行けそう。 

―― スーパーの駐車場に、自転車は７

台から10台止められるのだけれども、これ

だと３～４台しか止まれない。それでも、

スーパーはたぶん文句言わないでしょう。



 

 170 

お母さんたちに文句言ったらそれこそ、商

売上がったりだから。 

 ○○ あそこのスーパーで、そうそうっ

て。 

 ―― ブレーキの話を聞きたいのですが、

ブレーキのきき具合というのは何か不満は

ありませんか。 

 ▽ あまり気になったことはない。 

 ▽ 急に横から来られたりしたときのブ

レーキのききは、悪いなとは思いますね。 

  ―― 日本の自転車は 65 キロ対応に

できています。 

 ▽ 子ども２人乗せたらもう無理なんで

すよね。 

 ―― だからもともと重さがだめですね。 

 ▽ タイヤがもうだめで、私、自転車屋

さんに言われたんです、「何キロが限度か知

ってる？」と。65キロだって。 

 ▽ 私は自転車屋さんに、70キロまでと

いわれた。 

―― 買ってから何年目くらいで自転車屋

さんに整備に持っていきますか。 

 ▽ 後ろの座席をつけたときに見てもら

ったので。２年目。 

 ▽ 買ってもう４年ぐらいですけれど、

整備には持っていったことないです。 

パンクは主人が直しました。 

 ―― すばらしい。整備はされたことあ

りますか。 

 ▽ 買ってまだ１ヵ月ぐらいなので。 

 ―― １ヵ月目の点検には行ってないで

すか。 

 ▽ そんな点検、あるんですか。 

 ―― 自転車はどんなものでも、買った

ら、１ヵ月たったら必ず持っていって締め

てもらってください。 

 ▽ 壊れたときに行って、でも「もうタ

イヤも替えたら」と言われて替えたりとか。 

 ▽ 雨ざらしだから、後ろのタイヤが破

れてないのにすぐ空気が抜けてしまう。も

う寿命だから替えたほうがいいよと言われ

たときにブレーキとか全部直してもらった

んですけれど、何かトラブルがない限りは

点検には行かないですね。 

▽ 私はパンクしたときに行っただけで、

それ以外は行ったことないです。タイヤは

使わないとよくないと教えてもらったので

すけれど、なにも見てもらっていません。 

 ―― してないんですか。それはだって、

まあいいや。整備に行ってないですか。 

 ▽ 整備にわざわざは行かないですけれ

ど、去年、タイヤが減ったのでタイヤを替

えたときに一応、全部見てもらいました。 

 ▽ 買ってまだ１年たってないのにオー

トがかからなくなったので、つい最近、行

ったんですけれど、そこしか見てくれなか

ったので、今の話を聞きながら、全部見て

もらえばよかったと思いました。 

 ―― インターネットで自転車を買った

方は、防犯登録はどうしましたか。  

 ▽ 何か防犯登録みたいなのは貼ってあ

りましたが、 

 ―― 警察に届けましたか。届けないと

防犯登録されてません。説明書に書いてあ

ると思うんだけれど。 

 ▽ そこまで読まないですね。 

 ―― さっきお見せしたようなヨーロッ

パ式の三輪車がもっと日本でうまくできる

ようになった場合、借りますか。 

 ▽ 借りたいと思います。1,000 円ぐら

いで。 

 ▽ 1,000 円から 2,000 円の間ぐらい。

１年間で計算すると２万4,000円だから。 

 ▽ 借りるのは借りると思います。でも

やはり1,000円ぐらい。 

 ▽ 借りてもいいと思います。でも、

2,000円だとちょっと考えちゃいます。 

 ▽ 家に止めるところがない。自転車が

通るのがいっぱいいっぱいなので、玄関ま

で行き着けなくて、駐輪場を別に借りなけ
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れば。 

 ▽ 1,000 円でそれが普及されたとして

も、周りの意識はそんな急には変わらない

じゃないですか。あんなので走っていたら、

もっとまわりの人に邪魔扱いされるんじゃ

ないかという気持ちです。 

―― 雨のときは傘をさしたり、フード

つけたりしますか。 

 ▽ 傘をさして乗ります。 

 ▽ 雨だと車になっちゃうね。 

 ▽ 雨の中、自転車で行く人はいない。 

 ▽ 最近、車に乗り出したんですよ。１

人目は合羽買って自転車でしたが、もうび

ちょびちょでした。 

 ▽ 大阪ではすごく普及している自転車

に取り付ける傘、こっちはあまり普及して

ないよね。 

 ▽ 傘幅がこわくない？ 

 ▽傘さしては運転できない。幼稚園まで、

車にという話にもならなくて、すごい大回

りで歩いていく。 

 ▽ 子どもさえ濡れなければいいのにと

思うから、さっきのああいう、カバーみた

いなのがしゃっと立ったらいい。 

 ▽  子どもが濡れなければ、自分は合

羽着て。 

 ▽ 合羽を着せても子どもはどうせ濡れ

ちゃうから、さっきのああいうカバーみた

いなの開発してくれたら。 

 ▽ コミュニティバスとかをもう少し増

やしてほしいね。 

 ▽ 保護者会とかになったら、幼稚園の

前に自転車すごいですよ。 

 ▽ うちは近いので歩いて行ける距離な

んですけれど、歩くと子どもだからすごい

寄り道をして時間がかかるので自転車で。 

 ▽ 自転車だと３分ぐらいで着いちゃう

んですけれど、歩きだともう果てしなく時

間がかかるから。 

 ▽ 自転車ってすごく便利。子どもを自

転車に乗せてしまえば動かないからすごく

楽だよね。 

 ▽ 時間を節約できますよね。 

 ▽ 二酸化炭素をあまり出してはいけな

いと思っているから、ガソリンも高いし、

自転車で行けたら自転車で行きたい気持ち

がすごくあります。 

 ▽ 何歳児健診は一、車では来ないでく

ださいと書いていてあるけれど、風がびゅ

うびゅう吹いている寒い中、自転車で来て

いる人なんかさすがにいませんでした。 

―― お母さんが被るヘルメットはどう思

いますか。 

 ▽ 私、持ってない。 

 ▽ 主人が持っているんです。私にも買

うようにいうんですけれど、ちょっと恥ず

かしい。 

 ▽ 外国人のお父さんは被っているよね。 

 ▽ 髪型が崩れちゃうから嫌だとか。見

た目がちょっと。 

 ▽ 面倒くさいもんね。やっぱりね。 

 ▽ でもみんなが被るようになれば、違

和感もなくなるのかなとか。 

 ▽ でも何か、抵抗あるよね、子どもに

は被りなさいとか言ってね。 

 ▽ 言われるよね。「何でママ、被らない

の」って言われるよね。  

 ▽ 決まりになったら。 

 ▽ でも自分は運転しているから、それ

こそぶつかりそうになったときに自分を守

れるんだけれど、 子どもは乗せられてい

るだけだからばんと飛んでいっちゃうかも

しれないし、自分はとりあえず被ってなく

てもまあ何とかなるかな。 

 ▽ 被ってなかったら罰金とかにならな

い限り自分は被らないと思う。 

 ▽ 本当に 子どもが２人、３人いると、

被る作業自体がもう本当にわずらわしい。    

 ▽ 乗せてからだと自転車から手が離れ

てしまうから、子どもは被せてから乗せる
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わけだよね。そうだよね。 

 ▽ わかっているんだけど、なかなか習

慣にならず。ヘルメットが３人で１個とい

うのも問題。 

 ▽ うちのヘルメットはサンバイザーが

ついているんだけど、風ですごく飛ぶの。 

 ▽ 風ですごくあおられる。あまり意味

のない機能なので、サンバイザーつけなく

ていいから、100円でも安くしてほしい。 

 ▽ ヘルメット、高いよね。 

 ▽ 「ふらっか～ず」じゃない子乗せ自

転車を買って、前と後ろの座席を一気に買

ったんです。そのとき一応、これ道路法違

反ですけれどいいですかぐらいのことを言

われて。 

―― さっき見たスライドの中で、いちば

ん乗ってみたいのはどれですか。 

 ▽ テントみたいなやつ。 

 ▽ 外国の、３輪のベビーカーみたいな

感じね。わりとスタイリッシュな感じだっ

たよね。 

▽ 設計のおじちゃんに、私たちの気持

ちがわかるわけがないと思いますよね。 

 ▽ 私たちも、いま乗っているから言え

るんであって、これが過ぎてしまえばもう

たぶん忘れてしまうし、不便さもたぶん感

じないんだろうから。 

 ▽ テレビのニュースとかでアナウンサ

ーが３人分のおもりを前と後ろに乗せて

「危ないです」と言っていたけれど、おも

りと子どもは全然違うから、実験をすると

きは、おもりじゃなくて人を乗せてやって

もらいたい。 
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■大阪市における母親ヒアリング記録 

 

利用者ニーズに基づく自転車の開発に向けた

調査検討委員会 

①子ども乗せ自転車開発に関する利用者ニー

ズ調査 

お母さんヒアリング・大阪市 

平成20年６月６日（金）10時～12時 

 

 ―― 今、自転車でお子さんを毎日のよう

に乗せておられる方っていますか。全員です

か。大変だ。３人の方、いらっしゃいますか。

どうします？ 

 ▽ 抱っこ紐でおんぶして、前・後ろに乗

せて、当時は。 

 ―― 前・後ろ、４人乗り。 

 ▽ 立たせてましたよ、その間に。 

 ▽ 危ないねえ。 

 ▽ 危ないけど、置いていかれへんしなあ。 

 ―― 「ふらっか～ず」の場合はここの真

ん中に子どもを乗せるんですが、後ろに乗せ

るものをつけると、荷物はどうしてるんです

か。 

 ▽ 子どもに持たせたり（笑）。 

 ―― どういうところで自転車を買いまし

た？ 

 ▽ ホームセンターで普通のママチャリを

買って。一緒につけたんですけど。 

 自分でつけました。 

 ▽ 自転車屋さんで買いました。 

 ―― で、その前カゴを取り替えたのは、

自転車屋さんに取り替えてもらったんですか、

それとも自分で。 

 ▽ 自転車屋さん。「できるよ」って言われ

たんです。 

 ―― あ、そうですか。どちらでお買いに

なりました？ 

 ▽ 私も自転車屋さんで。 

 ▽ 自転車屋さんで子ども乗せ仕様でない

自転車を買って、どんどん子どもが増えてく

るから（笑）仕方なく。 

 ―― 足していったんですね。 

 ▽ 自転車屋さんに持っていって、斜め停

めをまっすぐに停められるように変えてもら

って、荷台もつけてもらって。 

 ―― まずスタンドを変えた。そうでしょ

うね。 

 ▽ はい、荷台もスタンドも全部自転車屋

さんで、徐々に変えていってもらってます。 

 ―― ああ、そうですか。何年使ってます

か。 

 ▽ 10年ぐらい。 

 ―― ああ、すごいですねえ。ちなみにど

この自転車屋ですか、覚えてますか。 

 ▽ かわいいだけで買ってしまって、子ど

もがだんだん増えてきたからもう。今はかわ

いくはないですよ、斜め停めがまっすぐにな

って荷台がついて。 

 ▽ 私も自転車屋さんで。 

 ―― お子さんを乗せて走っていて、何と

かならんかなと思うことはあります？ 何が

危ないとお感じになりますか。 

 ▽ 雨の日。 

 ▽ 雨の日ですね、そりゃあ（笑）。 

 ▽ うん、雨だ。 

 ―― 「さすべえ」は？ 

 ▽ つけてるけど、子どもには雨がかかる

みたい。 

 ▽ つけてない。 

 ―― 「さすべえ」をつけてる方は？ ３

人。あれもすごく危ないんですよね。 

 ▽ あれは前に子ども用を引っ掛けてたら、

つけられないって言われたんで、つけてない

んです。 

 ▽ はい、私も言われました。 

 ▽ でも、横からつけるのがあったので。 

 ▽ つけてくれる自転車屋さんと、それは

無理っていう自転車屋さんがあるみたいで。 

 ▽ でも斜めにここにつけるから、傘も斜

めになって。 
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 ▽ うん、あんまり意味がない。 

 ▽ 雨がかかっちゃう、やっぱり。で、風

が強い日はすごくハンドルをとられるんで、

結局ささない。ささないんですよ。一応つけ

てるんですけど。だからもう子どもはカッパ

を着せて。 

 ―― もう風がちょっとでもあったり、こ

ういうマンションなんかの脇はビル風があっ

て。 

 ▽ 怖いです、はい。 

 ―― 本当に危ないですよ。 

 ▽ だからほとんど最近は使わないですね、

怖くて。 

 ―― ああ。傘は法律に二つ違反するんで

す。さすべえも違反してるんです、実は。 

 ▽ へえ。 

 ▽ 大阪だけ、あんなんつけてるの。 

 ―― 一応自転車は幅が 60 センチってい

う幅が決まってるんです。で、傘は必ず 90

センチあるもんですから、まずそれでアウト。

もう一つは自転車も車両なので、法律による

と車両には突起物がついていてはいけないん

です。だから例えば自転車のブレーキのレバ

ーなんかも先がちょっと丸くなってたり、あ

まり尖ってないようにできてますけど、傘は

見事な突起物ですから、二つの面で違反です。

取り締まられることはないけど、取り締まる

と……高いですね、罰金５万円以下です。 

 ▽ えっ、ふーん。 

 ―― ああ、取り締まりませんから大丈夫

ですよ。そんなこと言ったら前・後ろに乗せ

るのも全部３か月以下の懲役だったりするけ

ど、やってられない。すると雨の日、傘を…

…傘をささない方はカッパか何か着るんです

か。 

 ▽ 濡れます。小雨なら自分は濡れます。

子どもはカッパとか傘。 

 ▽ うちは子どもに傘を持ってもらってま

す、前の子に。 

 ―― それも危ない。 

 ▽ （笑）そうそう。 

 ―― まあしょうがないと言えばしょうが

ないんだけど。雨の日、ほかに何か、こう乗

せて。 

 ▽ 重たい荷物を。 

 ―― 重たい荷物ね。荷物の問題は確かに

非常に難しいですねえ。例えばこぎだすとき

とか停まるときに相当不安定になると思うん

ですけど。 

 ▽ すごく停まりたくない……。バランス

崩すから停まりたくないのに。 

 ▽ そう、信号渡るとき。 

 ▽ で、信号は出てきてるわ、自転車は停

まってるわ、なんか歩道は狭いわ、停まりた

くないーって思うんやけど。停まりたくない

から、自転車の道が欲しいって思う。 

 ▽ うーん、それは思う、歩道が狭い。 

 ▽ で、車道を走るのも、やっぱり子ども

が車にあたったりするのが怖いから。 

 ▽ 自分も怖い。 

 ▽ そう、ギリギリ走ってるんで。 

 ▽ うん、怖い。子どもの足があたって怖

い。車道も怖いし、歩道も怖いし。 

 ―― いや、確かに日本は車のドライバー

を甘やかしすぎでいますね。世界中の先進国

で日本だけですよ、子どもが乗ってる自転車

とかベビーカーの近くを平気で通る車がいる

でしょう。あれはほかの国だとないですよ、

即座に逮捕されるから。 

 一同 へええ。 

 ▽ 私は運転もするんですけど、自分が子

どもを持って自転車をこぎ始めて大変なこと

がわかって、停まるように。すべてのことで

停まるし、待ってあげるようになったけど、

子どもを持つまではわからないですね、前後

に乗せた怖さが。 

 ―― そうですよね、お父さんが一番わか

んないしね。やっぱり運転するときも、自転

車だとか子どもに本当に気をつけるようにな

りますか。 
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 ▽ はい。というか、こいでる人がかわい

そうやからね。自分もしんどいから、停まり

たくない気持ちもわかるし、かわいそうやな

と思って。 

 ―― 車にじゃまされたり意地悪されたこ

とはありますか。あまり意識したことはない

ですか。 

 ▽ 意地悪はないけど、急にビューッと出

てきたりしたら、もうパニック。 

 ▽ それは意地悪（笑）。 

 ▽ 意地悪？ なんか停まるときにウーッ

とハンドルとられる。 

 ▽ あと歩道に半分だけまたいで停めてる

車はすごくじゃま。 

 ▽ 多いですよね。 

 ▽ 多い。 

 ▽ 駐車違反だね。 

 ―― たいてい大きいお子さんが後ろです

よね。 

 ▽ 前は３歳ぐらいまでやね。 

 ▽ 「ふらっか～ず」でも３歳ぐらいまで

かな。 

 ▽ もう６歳になる子が前と後ろに乗って

る。 

 ―― ええッ。 

 ▽ うちも（笑）、うちはちっちゃいですけ

ど（笑）。 

 ▽ 双子やから一組になってる。 

 ▽ あ、双子なんや。じゃそう。 

 ▽ 20kg近いのが２人、後ろと前に。 

 ▽ すごいー。 

 ▽ いやー（笑）。 

 ▽ 幸せ。 

 ―― それは初めて聞いた。前が見えない

でしょう。 

 ▽ でも、「ふらっか～ず」だと何とか見え

るんです。 

 ▽ あ、そう、見えるんです。 

 ―― ああ、低いから。 

 ▽ うちは３歳でももう見えないです。「ち

ょっと頭下げて、頭下げて」とか言っている

（笑）。 

 ▽ それはよく言ってるわ。 

 ▽ そうそう。 

 ―― 子どもはお母さんが大変なのをわか

ってるから、ね、荷物持ったり、なんか健気

だよね。そうか。で、双子さんってお２人と

も双子さん？ 

 ▽ そうです。うちはお兄ちゃんがいるの

で、後ろに２人乗せてた時期がありました、

前にも（笑）。 

 ―― 例えば交差点があって、歩道から一

旦下りてまた歩道に上がるでしょ。あの段差

なんかは相当危ないような気がしますけれど

も、転んだことはないですか。 

 ▽ ああ、うちはあります。車が急に曲が

ってきて、そのときもう臨月まで乗ってたん

で（笑）、すごくバランスを崩して、子どもの

ベルトも普段はしてないので、２人とも落ち

てましたね。 

 ▽ わあ。 

 ▽ １回倒れかけたらもう終わりやね（笑）。

「ああ、倒れよう」ってなるね。 

 ▽ そこでバランスを崩しちゃうと持ちこ

たえれないんですよ、重たくて。で、ゆっく

り「ごめん、倒すよ」みたいな感じでもう。 

 ▽ そうそうそう（笑）。 

 ▽ そう、子どもが上手に下りて、「落ちる

よ」（笑）。 

 ▽ 大きくなっていけるんやから。 

 ▽ 小さいときは前でベルトをしてたりす

るんで、急に子どもも出られないので、「倒す

からね」みたいな感じでもう倒しちゃう。今

はもう重たくてやっぱり持ちこたえれない。 

 ―― そりゃそうでしょう。あれは大の大

人、男だって無理だもんね。自転車が向こう

へ行っちゃったら完全に駄目ですね、停めら

れないですね。 

 ちょっと自転車の話にまた戻るんですが、

ランプはどうしてますか。 
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 ▽ つけてます。 

 ▽ つけたことない。 

 ▽ つけたことない（笑）。 

 ▽ つけたことない、重くなるから。もう

これ以上重くなるのはいや。 

 ▽ そうそう。 

 ―― じゃあ夜は出歩かない？ 夜出かけ

なきゃいけないときは。 

 ▽ いや、夜だけは（笑） 

 ―― そうね。都会は明るいですよね。そ

れにしても危ないは危ないね。 

 ―― 子どもにヘルメットは？ つけてい

る方はいらっしゃいますか。 

 ▽ ６月１日から着けないといけないと先

週、聞いた。 

 ▽ なんやそれ。 

 ▽ 聞いただけ、聞いてとりあえず。 

 ―― ６月１日から、13歳未満の子どもを

自転車に乗せたり、（13 歳未満の子どもが）

自転車に乗ったりする場合には、ヘルメット

を被せる義務が親にあるということなんです

が、罰則はありません。NHK の受信料と同じ

で払わなくても罰せられないけれど、一応法

律ではヘルメットを被せる義務が親にあると

いうことです。子どもに被る義務はないです

けどね。そういう法律ができてしばらく、来

年ぐらいからいろいろな自治体がヘルメット

を配り始めます。東京の杉並区はもう３年前

に２歳の子ども全員に無料で配っています。 

 ▽ あ、そう。いいなあ（笑）。 

 ―― やっぱりヘルメットを被った子ども

が乗っている自転車を見かけると、車は気を

つけますよね。 

 ▽ ああ。 

 ―― 本当は逆なんですよね。車に乗って

いる方はおわかりだと思うけど、ヘルメット

を被ってない自転車のほうが危険なわけでし

ょ。ところがヘルメットを被っている子ども

を見ると、「危ない」ということに初めて気が

ついて、車はすごく遠慮してくれます。どう

もそういう効果がありそうなので、ヘルメッ

トは比較的いいかなと思いますね。 

 ▽ でもじゃまだ、あれ。 

 ―― ヘルメットをぶら下げる鍵なんかも

全部売ってはいるんだけど、最初から買わな

いとなかなか、子どもの頭ってすぐ大きくな

るからね。で、２人ずつペアで買っていくと

大変だろうしね。そのヘルメットを被ってい

くのはいいんだけど、ヘルメットは被ってな

い。ヘルメットを被ってる子どもを見たこと

あります？ 

 ▽ あります、あります。 

 ▽ ありません。 

 ▽ 最近多い。 

 ―― 多くなりました、そうでしょうね。

子どもが被りたがらないってこともあるし、

幼稚園なんかに行くと幼稚園の帽子を被る子

が多いから、ヘルメットじゃなくてその帽子

ということになってしまうけど、ヘルメット

のほうが正解なんですよね。 

 ▽ 幼稚園でヘルメットを配るとか。 

 ▽ 後ろ座席のヘッドガードが切れたから

自転車で買いに行ったら、「取り寄せしないと

あかんから日にちがかかります」って言われ

て。 

 ▽ あれ切れますよね、すぐに。 

 ▽ うん、切れます。それでもう仕方なく

ここだけのベルトを買って。 

 ▽ これ、子ども寝たときに怖いやろ。う

ちは前も後ろもこれで、寝たらワワワワッみ

たいな（笑）。 

 ―― ベルトが切れる。 

 ▽ うん、切れます。 

 ―― そりゃ文句言ったほうがいいね。切

れるベルトじゃ意味がないですね。なんか子

ども用のシートのベルトって、すごくちゃち

いですよね。 

 ▽ ちゃちい。 

 ▽ ほんまにちゃちい。 

 ▽ 子どもは全然支えられていないと思う。
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フラフラや。 

 ―― 前に乗っている子はある程度、皆さ

んから動き見えるけど、小さい子が後ろに乗

って、後ろの子どもって見えないでしょ。 

 ▽ うん。 

 ―― 東京で聞いたら、なんか動いたり、

知らないうちに逆さまになっていたっていう

ことで、器用な……。 

 ▽ あ、それはうちもある。 

 ▽ しょっちゅうですよ、もう。 

 ―― え？ それしょっちゅう？ それは、

最初っから後ろ向きに乗せるんじゃないの？ 

 ▽ そういうときもあるし、走ってるとき

に勝手に後ろ向いたりとか。 

 ▽ うん、それはもう。それはベルトをし

てないから、ということですよね（笑）。 

 ―― やっぱりお母さんの背中しか見えな

いから、何かやりたがる。 

 ▽ うーん。 

 ▽ あのベルトはちゃちいから子どもでも

すぐ外せるし、ベルトがとにかくすごくちゃ

っちい。 

 ▽ うん、つまんだらピュッてすぐとれた

んで、大きくなったらもう自分で外してる。 

 ―― そうだよね。これで役に立ってるか

なあ、本当に。 

 ▽ 本当に２歳ぐらいまで。で、それ以上

になったら、いやだったら自分でビャッと外

す。 

 ―― パンクはしますか。 

 ▽ ああ、もうよくする。 

 ▽ よくする。で、修理に行ったら、やっ

ぱり子どもを前と後ろに乗せてるから、タイ

ヤの溝の減りが早いから、タイヤ自体換えた

ほうがいいと言われたり。 

 ▽ します。 

 ―― 皆さんする。あんまりパンクしない

って方はいらっしゃいます？ 

 ▽ あんまりというか、１回しかしたこと

ないです。 

 ▽ 私もそんなにしてないけど、今の「ふ

らっか～ず」タイプはまだ３年目だからそん

なに、ちょっと空気を入れたりとかはするけ

ど。 

 ―― 、空気はいっぱい、パンパンに入れ

てます？ 

 ▽ はい。パンパンに入れないと重たくて。 

 ▽ うちは主人が入れてくれるんですけど、

パンパンにしたら危ないからって、ちょっと

余裕を持って。 

 ▽ て言うよね。言うけど、パンパンのほ

うが。荷物が重いし。 

 ▽ 重いから「ちょっと減ってない？」っ

て言うんですけど、あんまりパンパンにした

ら危ない」って言われるんで。 

 ▽ へええ。 

 ―― それ、ちょっと旦那さんに言ったほ

うがいい。空気は普通９気圧、で、重いもの

を乗せる場合は10気圧ぐらい、だから。パン

パンが正しいんです。 

 ▽ ああ、そうですか。 

 ▽ そうなんや。 

 ―― ちょっとでも空気が抜け始めるとパ

ンクするんです。 

 ▽ へええ。 

 ▽ それは自転車屋さんに言われました、

いつもパンパンに入れなさいって。 

 ▽ あ、そうですか。ちょっと段差とか怖

いですけどね、パンパンのとき。 

 ―― パンパンのほうが実はクッションが

効いてるんですよ。 

 ▽ ああ。でも段差なんかはちょっとスリ

ップしそうな感じが。 

 ▽ そうそう、ちょっと跳ね返るような感

じがある。 

 ―― それから買ってから、パンク以外に

整備に行くことってありますか。 

 ▽ ない。 

 ▽ ないね、１回もないですね。 

 ―― そもそも買ったとき、たいていの自
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転車屋さんは、スーパーやディスカウントシ

ョップでも、１カ月経ったら持ってこいって

みんな言うんですよ。みんな忘れちゃって。 

 ？▽ それ言われたことがない。 

 ▽ 言われたことない。 

 ―― 言われてない。１カ月点検って車と

同じで、やっぱり１カ月経ったらいろんなと

こが緩んでくるので、そこで締めると長持ち

する。今はもう手遅れだけど。 

 ▽ （笑）手遅れ？ 

 ―― 今からでも遅くないから、ガタが来

てないかどうか１回見てもらったほうがいい

かもしれない。子どもを乗せているから、安

全はやっぱり大事だと思います。自転車を停

めたとき、どうします？ まず停まりますよ

ね。停まって自分が降りて、で、スタンドを

上げますか、それとも最初に後ろの子どもに

「降りて」と言いますか。 

 ▽ 最初に降りてもらう。 

 ▽ 私も降ろす。 

 ▽ 乗せたままは絶対無理ですね。 

 ▽ 重いもん。 

 ▽ 自分で乗って、自分で降りて。 

 ▽ 降りる、うん。 

 ―― でも最初の頃はそうはいかないでし

ょ。 

 ▽ もうこう持ち上げて、お母さんは全身

で支えてる。 

 ▽ そうそう、そうそう。 

 ▽ 前は乗せないといけないから、支えて

るから、前はチビやから絶対こかしたくない

ので、引っ張り上げて。 

 ▽ そうそう、上げて。 

 ▽ 子どもなんかすぐ乗れるようになるよ

（笑）。 

 ―― 乗せたままスタンドを上げられない。 

 ▽ もう、無理。 

 ▽ それは無理、無理。 

 ―― 上げます？ 

 ▽ 上げます、上げます。 

 ―― すばらしい。 

 ▽ それはいい自転車なんと違う？ 改良

して。普通の自転車では無理、重たすぎて。 

 ▽ そう、普通の自転車は無理やで。 

 ▽ うん、無理。 

 ―― 前の子どもを乗せたり降ろしたりす

るときは何か問題がありますか。 

 ▽ 足というか、靴が引っ掛かる。それで

自転車を倒してしまったりする。 

 ―― 子どもが蹴っちゃうわけだね、結果

的には。 

 ▽ いや、引っ掛かるのね。 

 ▽ 引っ掛かるから無理やり降ろそうとし

て、そのまま無視してバターンと倒れたりと

か。 

 ―― そうか。自転車を倒したときは、本

当は自転車屋さんに持って行ったほうがいい

んです。思わぬところでガタが来てる場合が

あるからね。自転車は縦には強いけど横には

ものすごく弱いんですよね。 

 ▽ 旦那の自転車は前輪がゆがんでました

ね、こかしただけで。 

 ―― はい。ちょっと今でも？ 

 ▽ 今は直してもらったけど、乗ってると

きに全然気がつかなくて、なんかおかしいな

あと思いながらヨロヨロヨロ。やっぱり１回

倒れたらそうなんですね。 

 ―― そうです、ちょっとそれ歪むんです。 

 ▽ 歪むんですね、こう。 

 ―― 簡単に歪むんです。歪んだまましば

らく乗ってると、本当に突然クシャッといく

から。 

 ▽ へええー。 

 ▽ 突然クシャッとは怖いなあ（笑）。 

 ▽ なんかおかしいなと思って。 

 ―― 早く直してよかったです。脅かすわ

けじゃないけど、日本では１年間にだいたい

1,000 人以上自転車に乗ってて死んでるんで

す。 

 ▽ ええー。 
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 ―― こんな国は日本だけ。 

 ▽ というか、車がやさしくないよな、全

然。 

 ―― うん、車もやさしくないけど、自転

車そのものも結構、粗悪品がいっぱいあって、

困ったもんなんですよ。 

 ▽ ああ、そこらのおばちゃんの自転車ね。 

 ―― いわゆるママチャリというやつね。

お母さんたちが乗ってるものは結構重いもの

を載せますから、自転車屋さんも変なものは

売らないんですけど、あんまり気にしない自

転車屋さんというか、よくわかってない自転

車屋さんだと危ないんですね。それは困った

ことです。 

 ▽ 私自転車がすごく不安だったんですよ。

あまり上手じゃなくて。親やきょうだいとか

周りから「そんな２人も乗せたら、お前アホ

やから絶対あかん」とか言われて、泣く泣く

高い自転車を買ったんですけどね。でも私は

本当に誰よりもこぐのが遅いんです（笑）。す

ごくヨチヨチこいで。 

 ―― でも、歩いて手引っ張っていくより

はるかに早いだろうし。 

 ▽ うん、それは早い、それは楽です。 

 ―― 今の自転車に乗ってて、何が不満で

すか。もうちょっとなんとかならんかってい

うところはありますか。 

 ▽ 荷物が乗せられたら。 

 ▽ うん、荷物が。 

 ―― そうですね。こちらの方々は荷物は

前に。 

 ▽ 前カゴに。 

 ▽ だから「ふらっか～ず」だったら前カ

ゴがないから、このタイプにする友達が結構

多いです。 

 ▽ で、このタイプでちょっと改良しても

らってるんですけど、そのスタンドとハンド

ルロックは自転車屋さんが独自でやってるん

ですけど。停めた瞬間にもうハンドルロック

がかかる。さらに、立てるとロックがかかる。

イスが少し高めで足が長い。少し余裕がある。

その自転車屋さんが独自につくっているのは。

で、前カゴはちゃんとある。保育所だと布団

を持っていったりとか荷物が多いじゃないで

すか。 

 ▽ あとものを落とされたりしたら。 

 ▽ うん、もう最悪。 

 ▽ 拾えないから。 

 ▽ そう、そう。 

 ―― ああ、子どもがものを落とした。そ

したら、停めて、子どもを降ろして。 

 ▽ 停めて。 

 ▽ しかも？拾わなならん。 

 ―― スタンド立てて、それからですよね。

大ごとだね。 

 ▽ 後ろに乗ってる子に、「降りて」。 

 ▽ そうそう（笑）。 

 ▽ 「降りて」って（笑）。 

 ▽ 「ちょっと取って来て」とか言うて（笑） 

 ▽ 一緒やわ（笑） 

 ―― お母さんたちの自転車って、結構事

故は少ないはずなんだよね。ただ、停めると

きとかこぎだすとき、スタンドを立てるとき

にこけちゃったとか、それから皆さんはそん

なことはないと思うけど、ちょっとそこまで

買物だからと、子どもを自転車に乗せたまま。 

 ▽ 私、ある、ある。 

 ▽ うん、ある。それもようする、ある（笑）。 

 ▽ 買物はないけど、ちょっと、ちょっと

だけ。 

 ▽ うん、ちょっとだけね。そうそう、一

旦家に帰るわ、ちょっとだけ。 

 ―― でも、本当にそれでこけるのがすご

く多いの。で、子どもは意外に、自分では気

がつかないうちに動くわけね。で、自転車が

振られて、帰ってきたらガチャンと倒れてる

っていうのが結構あるんです。 

 ▽ うん、見たことがあるから怖くてでき

ないです。乗せて親が離れてて、本当にバー

ンと倒れるとこを目の前で見たことあるんで。 
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 ▽ 落としたものを拾ってる間に１回こけ

て、それだけでこけたからもう二度とせんと

こうと思って。 

 ▽ うん、私は自転車の横に立ってて、暴

れてたので後ろを先に降ろして、子どもを置

く間にバーンと倒れたことがあるので、もう

本当に怖いですね。 

 ―― 停まってるときに転んだ、倒れたと

いう事故が結構あるんだけど、表に出てこな

くてね。交通事故はよく発表されるけど、あ

れは交通事故じゃないんですよ。あれも交通

事故にするべきだと思うけどね。どうしても

警察はなるべく事故の件数を減らしたいもん

だから、削るんだよね。やっぱり座席の高さ

なんかは結構低くしておられるわけですね。 

 ▽ 一番低くしてる。 

 ―― 足が届かないと怖いしね。 

 ▽ 足が着くように、そう。 

 ―― 自転車に乗るということでは相当無

理なことをやっているんでしょうね。もう少

ししてお子さんたちが自分たちも自転車でと

なって手が離れたら、ぜひ座席は高くしてく

ださい。まっすぐ足を伸ばしてかかとがこの

ぺダルのところに、で、ひざがまっすぐ伸び

るくらいの高さにするんです。なぜそうした

ほうがいいかと言うと、美容と健康のため、

つまり、自分のために。 

 今みたいな低い位置でずっとひざを曲げて

こいでいると、脅かすわけじゃないけど太も

もが太くなります。だからそれは美容にはも

のすごく悪い乗り方です、残念ながら。例え

ば競輪の選手なんかはものすごい脚をしてる

けど、ツール・ド・フランスなどのロードレ

ースで長距離をやる人たちの脚ってきれいで

すよ。本当にきれいでほれぼれするぐらいで

す。モデルさんなんかも結構自転車でスタイ

ルをつくっているんです。だから自転車はい

っぱいにつま先でこぐものです。ちょうど外

反母趾ができるところでペダルを踏むんです

が、踏んだ一番最後のところでひざがかすか

に曲がるくらいまで座席を上げて、ハンドル

をちょっと低い位置にして、三角になって乗

っていると、見事に脚はきれいになります。

子育てが終わったらぜひお試しください。 

 ▽ 足つかないと怖いからやめよ、停まっ

たときに（笑）。 

 ―― それに 40 代半ばから後半ぐらいか

ら始めるといいと思うんですが、そういうき

ちんとした格好で自転車に乗り続けていると、

血管年齢がすごく若いままになるし、腸腰筋

という、背骨が曲がらないように背筋を伸ば

す筋肉が自転車ではできます。腸腰筋だけは

いくら歩いてもジョギングしても鍛えられま

せん。階段を上るか自転車に乗るか、つまり

ひざを上げるという作業だけですから。 

 ―― 変速ギアがついてる人いますか。 

 ▽ ああ、ついてない。 

 ▽ そんなの要らない。 

 ―― ギアがついているとよく壊れるって

こと言うけど。 

 ▽ ギアをつけると、このスタンドタイプ

は無理になるんじゃないですか。 

 ―― いや、そんなことありません。 

 ▽ 大丈夫なんですか。 

 ―― 全然。内装タイプもあるし外装タイ

プもある、大丈夫ですよ。事故というか、子

どもを倒したという経験がおありのようです

が、原因は何だったと思いますか。やはり子

どもの足が抜けなくて引っ掛かったとか。 

 ▽ うんうん、そうね。 

 ―― それが多いんですか。 

 ▽ うちは土の上に停めてたから、石とか

木とかに当たって。 

 ―― 平坦じゃなかった。 

 ▽ 小さな公園で、ちょっとその道で。ガ

シャーンと。でも、下に土があったので。 

 ▽ 停めてものを拾ってる間にこけたわ、

私。 

 ▽ ああ、それはまあ。あかんな、そんな

とこ停めたらな（笑）。 
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 ▽ やっぱりクイーンと曲がっちゃうせい

だろうけど、もう二度としないと思ってる。 

 ―― そうすると、前のハンドルロックは

重要ですか。 

 ▽ 前に子どもを乗せるときはやっぱり必

要。 

 ▽ うーん、欲しい、やっぱり。 

 ―― なるほど。皆さんはやっぱり歩道を

走っていますよね。それから歩道と車道の区

別ないところも歩道側というか、一番端っこ

を走っている？ 

 ▽ うん、この辺の歩道は狭いから。 

 ▽ 狭くてデコボコが多いから、車道のほ

うが。 

 ▽ うん、車道のほうが多いかな。 

 ―― ああ、主に車道ですか。 

 ▽ 主に、うーん。 

 ▽ いや、広ければ歩道。主に歩道なんで

すけど、停まりたくないから。 

 ▽ 人が歩いてるなと思ったらもう停まり

たくないから、もう車道に出て。 

 ▽ 車が多いところはもう歩道に上がるけ

ど。 

 ―― すると、車道が走れたら車道。 

 ▽ 車道が走れたら停まらなくて済むから。 

 ▽ 歩道のほうがガタガタしている。 

 ▽ で、狭い。 

 ▽ プップッと鳴らされたことは、ある。 

 ▽ それはもう承知でやってる。 

 ▽ なあ、承知してるよな。 

 ▽ そう、もう聞こえない。 

 ▽ そう。 

 ▽ それはもう車道に出ると仕方ない。 

 ▽ しゃあないと思いながら、出る。 

 ―― プップと鳴らすやつはいる。それは

警察官が逮捕するべきだよね、そういうのは

ね。 

 ▽ うん、そんな人は。 

 ▽ でもそれは自転車のほうが悪いような

気がする。 

 ▽ でも車道を走らないと駄目。 

 ▽ でも自転車って車道やねんで。だから

鳴らす車が悪いの。 

 ▽ ああ、そうか。 

 ▽ そう聞いたらそう思う。 

 ▽ 鳴らされるけどどうしようもできない

から、無視してそのまま。 

 ▽ うん、そう無視、鳴らす車が悪いから、

聞こえない（笑）。 

 ▽ そう。 

 ―― やっぱそこで鳴らす車がいるわけで

すよね。だから鳴らす車が悪いってことを、

車に知らせなきゃ駄目ですよね。だからやっ

ぱり免許証を確認する必要がある。 

 ▽ そうなんやな。私が悪いと思ってしま

う。 

 ▽ いやいや、車が悪いの。いっぱいいま

すよ、大阪なんてそんな心ない運転手、いっ

ぱいいる。 

 ▽ 意地悪かな、うん。 

 ―― だいたい子ども乗せてる自転車にプ

ップッとするっていうことは、ちょっと世界

の非常識だよね。 

 ▽ 非常識やと思う。 

 ▽ でもマナーが悪い車が多いから。 

 ▽ でも教習所でも私も聞いた記憶もない

し、教えてもらってないと思う。 

 ―― 昨年の４月からは教えてます。僕ら

は８年もさんざんそれについて文句言って、

ついに警察もあきらめた。去年の４月からは

紙を配って、自転車は車道を通るものですか

らちゃんと尊重しなさいと。 

 ▽ 路駐してる車とかはどうするんですか、

そのときは車道のセンターライン側をガーッ

とこう行くんですか。 

 ▽ ものすごく停めてるよね。 

 ―― 本当はヘルメットを被って、白い軍

手がいいけど、手を出して合図すればいいけ

ど、でも片手運転なんか難しいよね。 

 ▽ 難しい。 
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 ―― これがデンマークのニホラというも

ので、今、世界のベストセラーです。ヨーロ

ッパはみんなこれです。 

 ▽ へええ。 

 ▽ これいい、いいなあ。 

 ―― 輸入するだけで30万円かかってる。

現物が22万円で計50万円以上かかりました。 

 ▽ 高い。 

 ▽ 高すぎる。 

 ―― だけど非常に丈夫にできてて。 

 ▽ 雨の日でもいいし、後ろに荷物積んで

もぐりこんでも。 

 ▽ ここは何でできているんですか。 

 ―― これは強化プラスチック、FRP です

ね。風呂桶なんかに使われてるやつと同じ。

前は透明のアクリルです。 

 ▽ じゃ結構頑丈なんだ。 

 ―― で、子どもは濡れない。お母さん、

お父さんはびしょ濡れ。 

 ▽ （笑）カッパ着て、でもそれは仕方な

い。 

 ▽ それはいいな。 

 ▽ 子どもが濡れないから。 

 ▽ 子どもが濡れなきゃ。 

 ▽ そうそう。 

 ―― 実はこの前にフットブレーキがつい

ていて、それを踏み込むと全部バンとロック

されます。 

 ▽ へええ。 

 ―― それから、ウィンカーまでついてま

す。 

 ▽ すごい（笑）。 

 ―― 車なんです。 

 ▽ 車やな。 

 ▽ それに乗せたら絶対中でけんかするよ。 

 ―― うん、中でけんか。だけど中でけん

かしようが暴れようが、大丈夫。 

 ▽ ウイーンってならない（笑）。ここ閉め

てもらったらもう（笑）。 

 ▽ で、閉めた中でもう。 

 ▽ 暑くてもなんでもあり。 

 ▽ 暑そう。 

 ▽ そうやな。 

 ―― 暑いですよね。でも風はちゃんと入

るようになってるんです。これは中にほら。 

 ▽ わあ、すごーい。 

 ▽ ああ、それすごいです。 

 ▽ これいいなあ。これいいなあ。 

 ▽ ワンちゃんと一緒に入ったら。 

 ―― だから子どもを３人まで乗せられる。 

 ▽ 停める重たさも感じなくていいやん。

これいい。 

 ▽ これがあったら、３人目考えようかな

って（笑）。 

 ▽ これだけで、これだけで（笑）。 

 ▽ でも値段が。 

 ▽ そう値段が、びっくり50万やで。 

 ―― でもヨーロッパでも誰も買いません、

これは。 

 ▽ あ、そうなんですか（笑）。 

 ▽ 高すぎるよ。 

 ―― 全部自治体とか福祉団体とか保育所

だとか、そういうところがレンタルするんで

す。 

 ▽ へえ、いいなあ、それ。 

 ▽ いいなあ。 

 ―― ものすごく安く。子育てしてる期間

だけ。 

 ▽ ああ、それでいいわ。 

 ▽ それはいいですね。 

 ▽ それでいいな、３年間限定で貸してく

れたら。 

 ―― だってヨーロッパなんか子ども大事

なんだもん。日本ぐらい子どものことを考え

ない国ってめずらしいよね。これだけ少子化

問題とかいって。少子化対策に国は１年間に

１兆3,000億も使ってるんですよ、計算上は。

何に使ってるんだろうねえ。 

 ▽ でも、停めとく場所が少ないから。 

 ▽ ああ、そうやな、そうそう。 
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 ―― だから駐輪場は全く車と同じです。

車１台のスペースに４台ぐらいしか停められ

ないから。 

 ▽ 駐車代とか要るな（笑）、駐車料金。 

 ▽ 要る、要る、要る。 

 ―― ただヨーロッパへ行くと、こういう

ものは全部優遇されます。 

 ▽ 日本って障害者の駐車場でも心ない人

が使ってるから、きっと「子育ての人のため

に」っていうスペースはとらないなあ。ある

んやで、こっちだって、一応。 

 ―― 欧州ではあえて子育ての人のための

スペースなんてものはないんです。ないけど

も、社会全体がもうそういう仕組みになって

いる。これが走っていて、例えばプッと車が

鳴らそうものなら、周りの車がみんな停まっ

て袋叩きですよ。 

 ▽ へえ、そう。 

 ―― だって子どもを守るためにはみんな

必死だもん。日本のように、お母さんたちが

前後ろに子どもを乗せて街を走ってて、尊重

しないってことがおかしいよね。 

 ▽ 逆に「危ないことしてるな」っていう

ふうにちょっと攻撃的な感じで。 

 ▽ 怒られる、怒られる、怒られる。 

 ▽ そうそう、そうそう。 

 ―― 日本の３人乗っている自転車のこの

写真を見せると、ヨーロッパやアメリカの人

は「児童虐待だ」って言うんですよ。 

 ▽ これ？ これ（笑）。 

 ▽ へええ。 

 ―― 児童虐待に見えるんでしょうね、こ

れは。お母さんたちは虐待してるつもりはな

いし、日本人は全然そう思わないけども、こ

んな虐待をやってていいのかと、それこそア

ムネスティ辺りが人権で日本を訴えるかもし

れないと思っているんですが、外から見ると

そう見えるんでしょうね。 

 ▽ へえ、見えるかなあ。 

 ▽ 見えるかなあ。 

 ▽ 倒れたら危ないっていうわけですか。 

 ―― 倒れたら危ない。それからこういう

狭苦しいところに子どもを押し込んで。 

 ▽ 狭苦しいところ（笑）。 

 ―― そういう危険はものすごく大きいわ

けですよね。今の環境ではしょうがないんだ

けども、確かに転んだときはどうしようもな

いですよね、これ。それからヘルメットを被

せていないということは、確かに万が一のこ

とをあんまり考えないようにして走っている

ということだろうから、それはちょっと難し

いところがあると思うけども、ヨーロッパ辺

りだとやはりそういうふうになって、社会全

体でニホラのような自転車をみんなに提供す

るわけです。 

 日本で使われている自転車は平均１万円

ぐらい、ドイツだと平均４万6,000円だし、

オランダは７万8,000円ぐらい。当然20万、

30 万のさっきのような自転車が普通に売ら

れているということです。フランス、イタリ

ア、イギリスがだいたい３万 2,000～３万

5,000 円、アメリカがちょっと安くて２万

8,000 円ぐらい。いずれも日本の倍から３倍

以上です。どうしてかというとみんな基準が

違うからです。これはみんな120kgまで平気

で載せられる自転車を売っているんです。そ

うでなければ売ってはいけないんです。日本

は平気だもんね。 

ところで、危険だからあきらめて自転車を

やめるという人はいないですよね。 

 ▽ うーん。 

 ▽ 車のガソリン代が高くなって、自転車

に乗る機会のほうがむしろ増えた。 

 ▽ どっちかと言うと夫婦揃って増えたん

ですよ。 

 ▽ 大阪は駐車する場所がないもん。 

 ▽ 送り迎えに車で行っても停められない

から、自転車で行かないと。 

 ▽ 大坂から路駐がなくなるかなって感じ

ですけど。 
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 ―― 路駐は実は東京でもなくならなくて、

今では東京のほうが緩いですね。大阪のほう

が厳しいんじゃないかな。 

 ▽ でも路駐は心ないですよ、公園の入口

とかでも平気で停めてるから。 

 ―― 取り締まらないからね。 

 ▽ 中でみんな寝てたりする。 

 ▽ そうそう。公園に公衆トイレがあるか

ら、タクシーとかは公園の横で寝てるんです。

そこを子どもがすり抜けて道を渡ってんねん、

危ない。 

 ―― そうだよな。その路駐さえなくなれ

ば自転車はずいぶん変わりますよね。 

 ▽ そうです。 

 ―― 路駐はちゃんと罰金があるわけだか

らやればいいんですけど、日本の路駐の取り

締まりはグルグル回ってるけど、一つ取り締

まるのに20分ぐらいかかってるでしょう。 

２年前にちょっと長くイギリスで調査してい

ていたときに車を借りましたが、向こうは本

当に厳しいんです。ダーッと道端にちゃんと

路上駐車の場所があるんだけど、空いてると

ころに停めようとすると、そこは消火栓の前

だから駄目だったんです。でもどこも空いて

いなくて、ちょっと飯を食う間だけならいい

かなとそこに切り返しで入れ始めたら、向こ

うから制服を来た黒人が、口笛を吹きながら

あさってのほうを見ながら歩いてくるんです。

危ないなと思ったので逃げたんですが、追っ

かけてきて「なんで行っちゃうんだ」と言う

わけです。「だってここは駐車違反だろう」と

言うと、「俺はその取締りに来たんだ」。話を

聞くと、１台捕まえるといくらという歩合制

なんです。だから知らん顔してそばまで行っ

てパッと捕まえる。捕まえるのではなく写真

を撮るんです。日本製の特別な写真機がある

んだけど、それを向けてバシャッと撮るわけ

です。そいつに「やめろ」と言っても駄目で、

撮った瞬間にインターネットで本部に送られ

て、ナンバープレートから持ち主を探して、

その場からハガキが来るんです。 

 ▽ ええー。 

 ―― しかも１回80ポンド（約１万8,000

円）ですよ。だから向こうは路上駐車なんか

絶対やらない。だってやったら１年間で車が

何台も買えそうなんです。日本では何か用足

しから帰ってきて「悪い、悪い、もうどかす

から許してくれ」とか言うと許されちゃうじ

ゃない。それはないから。向こうだとシャッ

ターを押した瞬間に、「もう情報が行っちゃっ

たんだから文句は本部に言ってくれ」と言う

だけですよ。 

 で、おもしろいのは、払わないと車の持ち

主に来るんです。日本は運転しているやつを

捕まえようとするんだけど、世界中全部持ち

主、ナンバープレートで登録しているやつの

ところへ来ます。だから息子に貸せば親父の

ところに全部請求書が来ます。そして３回督

促を受けて払わないと罰金が５倍になります。 

 ▽ ええー。 

 ―― で、しかもそれを払わないで何十万

もたまると、車検を通してくれない。罰金を

全部払ってからでないと車検は下りません。

ナンバープレートをくれません。また車を売

ろうとしても負債がついて回るんです。だか

らヨーロッパは違法駐車がなくなりましたよ、

丸っきりない、ゼロです。そうするとバスレ

ーンができるんです。バスが全く遅れない。

時間どおりにピタッと来て、時間通りに次の

停留所に着くわけです。バスは時速20キロで

走れば時間どおりで間に合うようにできてい

るんです。時速20キロでバスレーンを専用で

走っているから、バスレーンは自転車と兼用

なんです。自転車のスピードと同じだから。 

 ▽ 大阪市も大正区はバスレーンがあるん

です。大正区は鉄道が入口にしかかすってい

なくて、奥が深いのに交通機関がバスだけな

んです。だから道路のバス停のところがもう

バスゾーンになっていて、市バスなのに急行

バスとかもあるんです。 
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 ―― で、そこは絶対に駐車はない？ 

 ▽ 絶対しないです。 

 ―― 24時間そうなってる？ 

 ▽ そうです。で、ラッシュの時間なんか

は、監視員が立ってて、絶対停められない感

じになってる。だから、本当にバスがスース

ーと流れる。大正区だけだと思うんです、私

が住んでたときにそうだったので。 

 ―― いや、ヨーロッパなんかはまずだい

たい月曜から土曜の朝７時から夜７時までが

バスレーンです。だからバスレーンじゃない

時間のほうが少ない。で、バスレーンは全部

カメラで監視していて、普通の車がバスレー

ンに入っただけで金を取るんです。 

 ▽ へええ。 

 ―― バチッと写真を撮って一発で来ます

から、恐ろしいですよ。僕は知らないでレン

タカーで、イギリスは日本と同じなので左に

曲がろうと思ってバスレーンに入っていった

ら、すぐお巡りさんが「外側から曲がれ」と

言われた。「あ、そう」と言うと、「お前はチ

ャイニーズか」「俺はジャパニーズだ」。する

と「しょうがない」と、何か操作して、レン

タカーのナンバープレートを見て「手続きし

といてやる」とキャンセルしてくれました。

キャンセルしてくれないと１万8,000円取ら

れますから。 

 大阪なんかもこれをやればいいと思う。ロ

ードープライシングを導入しているロンドン

は中心部に入る全部の車から１日１回 1,800

円取っている。で、その中に暮らしている人

たちは、動かすと10分の１取られます。です

から自分の車庫から外へ出ただけで180円取

られます。 

 ▽ ええー。 

 ―― だから車に乗る人が減って、地下鉄

とかバスが発達して、バスに乗れば間に合う

けども、車で行くと間に合わない。そのうえ、

金もかかるということになっている。パリな

んかもそうです。約束すると「何で来る？」

「いや、俺はタクシー」「タクシーならいいけ

どレンタカーで来るなよ。間に合わないぞ」

と言われました。確かに全然間に合わない。

バスだと間違いなく着きます。 

 大阪もそうだと思うけど、パリ市はすべて

のバス会社が赤字なんです。だからバスに乗

らない人もみんな、住民税から補助金を出し

ているわけです。バスが定刻どおりに動くと

昼間の仕事に使えるようになるから、赤字が

減る。そうすると街全体が変わってくる。そ

れを目指して僕らはずーっと運動をやってい

るんだけど、なかなか前へ進みませんね。 

 さあ、子どもの座席について聞いて、ブレ

ーキ・スタンド、そして荷物も聞きましたが、

どういう自転車がいいですか。子どもを乗せ

る自転車に必要なものってどんなものだと思

いますか。 

 ▽ さっきみたいな高価な自転車を、区役

所が貸してくれたら。 

 ▽ ああ。 

 ▽ 貸してくれたらいいのに。 

 ▽ よう買わんから。 

 ―― １カ月いくらなら借りる？使うのは、

５年から８年ぐらい？ 

 ▽ うーん、結構長いこと使うね。 

 ―― 子どもが三歳ぐらいずつ離れてると、

３人で10年ぐらい使っちゃうかもしれない。 

 ▽ うん、年子で３人と三歳ずつ離れた３

人とは違う。 

 ▽ 年子で３人やったら払うかも。1,000

円ないし2,000円かな、年子だったら。 

 ―― 2,000円から。 

 ▽ 一瞬で済むし、欲しいし。でもうちみ

たいに学年が三つずつ離れて３人で、1,000

円も2,000円も延々と払うのはいや。 

 ▽ 児童費補助みたいに３人目が生まれた

ら無料で貸しますとか、そういう制度ならい

い（笑）。 

 ▽ ああ。 

 ―― １人だったらもうしょうがないけど
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も、「２人目が生まれたら貸すよ。その代わり

１カ月いくらか払ってよ」と言われたら、い

くらなら払いますか。 

 ▽ 3,000円ぐらい。 

 ▽ えー。高い、高い、高いよ。 

 ▽ 3,000円なら年間36,000円やで。 

 ―― 年間３万6000円ですね。 

 ▽ 1,000 円までとちゃう？ それを延々

と。 

 ▽ 1,000円まで。 

 ▽ なあ、うん。 

 ▽ 1,000円、1,000円。 

 ▽ みんなが公共施設から借りるようにな

ったら、盗難もなくなるやん。でも、買う人

もおるし借りる人もおったら盗る人も出てく

るから、全員に貸してくれたら盗られる心配

もないし。 

 ▽ うん、まあ全員になあ、全員に貸すの

で。 

 ▽ そしたら、なんぼでも生むよなあ（笑）。 

 ▽ うんうん。 

 ―― これはニホラっていうんだけど、こ

れだったら月3,000円出しても借りる。 

 ▽ うーん、借りたいな。 

 ▽ 幼稚園のバスに１人乗せたら3,000円

要るんで。 

 ―― ああ、そう。 

 ▽ きょうだい割引もないので。 

 ―― 幼稚園のバスってあのスクールバス

っていうか、あの幼稚園のバス？それに月

3,000円の負担があるわけですか。 

 ▽ ２人乗せると割引も全然なくて 6,000

円払わないといけない。 

 ―― じゃ3,000円のニホラのほうが安い

の。 

 ▽ うん。 

 ▽ これで塾の送り迎えもできるし。 

 ▽ 荷物もちょっと乗せられるし。 

 ―― これは荷物乗せられますね、確かに

ね。 

 ▽ これいい、かなりいい。 

 ▽ うん、これはいいね。 

 ▽ これはいいね。後ろよりは、やっぱり

前に乗せられるもんなら乗せたほうが、安心

じゃないですか、様子をずっと見てられるん

で。 

 ―― まあそうでしょうね。 

 ▽ うん。これいい、真冬に毛布ぐるぐる

巻きにせんでもいいし。 

 ▽ うん、いいし。 

 ▽ そう、今は寒くなるとこう毛布が必要

になる。 

 ▽ 雨の日が一番つらい。 

 ▽ うんうん、ニホラは特に雨の日がいい

わ。 

 ▽ これはかなり、これやったら、うん、

バス代を思うと3,000円かなあ。 

 ▽ うん、そうそう。 

 ―― こんなに受けると思わなかったなあ。

いや、50万出してこれを輸入した甲斐があっ

たなあ。 

 ▽ ああ、見てみたい。 

 ―― みんなお母さんたちに乗ってもらお

うと思ってるんですよ。 

 ▽ 乗ってみたいわ、これ。 

 ▽ これをみんなに公共機関が貸し出すこ

とによって、スーパーでも何でも、これを置

ける駐輪場もとってくれるように変わってい

くと思うから、やっぱりこれを貸し出しして

欲しい。 

 ▽ で、自転車専用道路もちゃんとできる

ようになって。 

 ―― これが車道を走っていたら、車が遠

慮しろって話だよね。 

 ▽ うんうん。 
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■京都市における母親ヒアリング記録 

 

利用者ニーズに基づく自転車の開発に向け

た調査検討委員会 

①子ども乗せ自転車開発に関する利用者ニ

ーズ調査 

お母さんヒアリング・京都市 

平成20年６月17日（火）10時～12時 

京都市修学院児童館 

 

 ―― 今、自転車の前と後ろにお子さん

を乗せている方が多い、というか皆さんも

そうだと思います。これは法律的には禁止

されていますが、そんなことは言っていら

れない状況があるわけです。警察のほうは、

いちおう建前上は法律違反なのでなんとか

したいと考えて、去年の11月に委員会をつ

くって、一度は取り締まりを強化しようと

決めました。しかし、とにかくお母さんた

ちからの反対がものすごく強くて、警察は

へなへなとなってしまいました。「法律違反

だから」と言いながらも、「安全に子どもを

乗せられる自転車ができれば認める」とい

うことにしたわけです。 

 安全に子どもを乗せられる自転車ができ

るまでの間は目をつぶる、という建前で政

府として言ったわけですから、つくらない

わけにはいきません。つくっても売れない

とまずいのですが、つくれということにな

って、政府のほうから話がありました。名

刺があまりなかったのでお２人に１枚置い

てありますが、私たちは自転車活用推進研

究会といいまして、こういう仕事を８年ぐ

らいやっているNPOです。そういうことを

ずっと繰り返して、政府に対して提言をし

てきている団体です。私たちの提言が、法

律あるいは自転車のいろいろな開発などに

役立っていることは確かです。 

 そういういきさつもあって、政府側もお

役所だけでものごとを決めるとよくないと

いうことで、私たちに調査を依頼してきま

した。そこで全国を飛びまわって、お母さ

んたちに本当の生の声を聞きたいと思って

来ました。東京でも聞きましたし、大阪で

も聞きました。これから四国や北海道でも

聞きます。それはやはり地域差があるとい

うことと、それぞれの地域で事情が全く違

うのだろうと思うからです。 

 今まで政府がやってきたアンケート調査

とか聴き取り調査は、全部子育て卒業生に

聞いているのです。実際に前と後ろに子ど

もを乗せて走っているとか、昨日まで走っ

ていたというお母さんからは聞いていない

のです。それも当たり前で、忙しくてそん

なことにつきあっていられませんので、無

理をお願いして声をかけてもらってお集ま

りいただいた次第です。 

 子どもにヘルメットを被らせるというの

は、皆さん最近ですか。 

 ▽ はい、そうです。 

 ―― ６月１日からいちおう親の努力義

務になっています。いいことです。結構毎

日自転車にお乗りになるんですか。 

 ▽ 毎日。 

 ―― 毎日。もう自転車なしには動けな

いでしょ。 

 ▽ そうですね。 

 ―― 車を持っておられる方は、何人い

らっしゃいますか。皆さん持ってらっしゃ

るんですね。車を持っているけども、自転

車に乗って動く。 

 ▽ 駐車場がやっぱりない。主人は仕事

用の車と、家で使う車とがあるんですけど。 

 ―― どういうときに車を使うんですか。 

 ▽ 行き先に駐車場があるとわかってる

ところで、たくさん買物する予定があると

きとか、雨が降っているときとかですね。

それ以外だと自転車。できる限り。 

 ―― でも、例えばトイレットペーパー

だとかティッシュペーパーだとか赤ちゃん
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のオムツだとか、大量に買い込むときは自

転車ではきついんじゃないですか。 

 ▽ そのときには車で行ったりとか、お

兄ちゃんが幼稚園に行ってる間に、下の子

だけ連れて後ろに乗せたりとか。 

 ―― 子どもに怪我させてしまったとい

う経験がある方はいらっしゃいませんか。 

▽ 前のカゴに子どもを乗せてて、それを

降ろそうと思ったときに。 

 ―― 降ろそうとして。 

 ▽ で、ちょっと私がきちんとだっこし

てなかったから倒れてしまったとか。 

 ―― 自転車が倒れてしまったというこ

とは、子どもも一緒に倒れてしまった。 

 ▽ 子どもも一緒に倒れてしまって。足

が引っ掛かってなかなか外せなくて。 

 ▽ 足が引っ掛かるんですね、靴が。 

 ▽ 停まっているときに倒れてしまって。 

 ―― それはちょっと目を離したら倒れ

たとか。 

 ▽ いえ、子どもがちょっと動いたりし

て。停まってるときに、上の子とか下の子

を見てないといけないと思って。 

 ―― ２人乗っていてですか。 

 ▽ はい。 

 ―― 前と後ろに２人乗っていて、子ど

もが動いて倒れちゃった。 

 ▽ はい。 

 ―― ちょっと自転車から離れていたん

ですか。 

 ▽ いえ、いえ、乗っていましたけど、

そのままこう倒れた。 

 ―― 乗ってた。もう向こう側へ行っち

ゃったらどうしようもないですね。男だっ

て、とてももたないもんね。 

 ▽ やっぱり重たいし、バランスが崩れ

て。ちょっと人を待っていて。 

 ▽ 私の場合は歯医者さんから帰ろうし

て、発車時に片方の足が浮いたとき、（子ど

もは）もう乗っていたんですが、後ろの上

の子が手を伸ばして重心がそっちに行って

しまったんです。片方の足はまだ定まらな

いのに動かれたから転倒して、前に乗って

いた下の子は血を出した。 

 ―― するとこぎだす瞬間に。 

 ▽ その瞬間ってやっぱりまだ不安定で

すから。それにスタンドがかたいので。 

 ▽ ２人だったらまた重たいしな。 

 ▽ たぶん走ってたら大丈夫だったんで

すけど。走ろうとするときにやられたら、

どっちに行っていいかもわからないし……。 

 ―― そのときお兄ちゃんはいくつぐら

いでしたか。 

 ▽ その頃は、年長だから。 

 ―― 後ろにいる子が５歳。体重はもう

20キロ近いわけですね。それが動いちゃっ

たらもたないなあ。 

 ▽ もう保ち切れなくて全員でこけて。 

 ―― お母さんも３人でこけた。 

 ▽ 私もこけて。 

 ―― で、前の子が頭を打っちゃった。 

 ▽ 前の子だけが一番最初に地面につい

たんです。その頃は２人乗り用に３人で乗

ってたんですけど。 

 ―― それは「ふらっか～ず」ってやつ

ですか。 

 ▽ そうですね、はい。それに乗ってい

たんですけどこけまして、今は変えました。 

 ―― 「ふらっか～ず」は「ふらつかず」

という言葉から来ているんですが、ふらつ

くんですね。 

 ▽ やっぱりそういう状況では無理です。 

 ▽ それに一番最初はやっぱり、出しな

は。 

 ―― ああ。そうか、「ふらっか～ず」は

前に子どもを乗せることは想定されている

けども、後ろに追加することは想定されて

ないから変わってしまうんでしょうね。 

 ▽ 私は２、３回、２人こけましたけど、

怪我はありませんでした。それはよかった
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んですけど、前と後ろに乗せていて、バイ

クがガーンと横からあたるという事故にあ

いました。私は結構怪我をして、すごい青

じん（内出血）で。そのバイクの人に今の

新しい自転車に買い直してもらいました。 

 ▽ それ何年前の話？ 

 ▽ １年半前かな。 

 ▽ じゃあまだ下の子は小さいね。 

 ▽ うん、まだちっちゃくて。前の子は

私が見ていたので頭を打ってないのはわか

って、後ろの子はわからなかったんで、そ

のときはびっくりしました。 

 ―― あと２回ぐらいやってるというの

は、自分のこと？ 

 ▽ あと２回は、家の鍵を「あれ、閉め

たかな」と思って行ってる間に自転車が倒

れた。 

 ▽ ああ、あるわー。 

 ―― 自転車で行こうとして、スタンド

は立ててた。 

 ▽ スタンドを立てて、それでこう。 

 ▽ ああ、わかる。 

 ▽ 最後、めんどくさいんだよね。また

１回戻すのがめんどくさいから、降ろさな

いで置いたままで、もういいやって。 

 ▽ うん、そう、後ろを持ちなが。前の

子が動いたんです。それで。 

 ▽ そう、転倒したのもそれだと思う。 

 ▽ それが２回ぐらいで。（笑） 

 ▽ あるわ。（笑） 

 ―― 今、例えば経済産業省だとか警察

庁だとかで、いろいろな自転車を持ってき

て子供を乗せる実験をやっているんですが、

全部重りを乗っけてるわけです。あれでは

わからないだろうと僕らは言っているんで

す。重りを載せて男が運転して「大丈夫だ」

と言っても、本当に大丈夫かなと思います。

子どもの動くパワーがどれだけ大きいかと

いうのが、あまりわからないんですよね。 

 ▽ パワーもそうですけど、予測できな

いというか。そこでこんな動きするのって

いうような動きをとられてしまう。 

 ▽ ちょうちょが飛んできたら、「わあ、

ちょうちょや」とうちの子どもなんかワー

ッと行くから、「じっとしなさい」とか。 

 ―― そりゃ、ちょうちょが飛んできた

ら行くよね。 

 ▽ （笑）立つしね。 

 ▽ うん、立ちますよ、こう手持ちのこ

こを持ってガーッと、ベルトをしてても立

つし、乗ってたらウーンとなるんだから。 

 ▽ １歳ぐらいのときっていろいろなこ

とに好奇心がすごいから、自分が思ったと

おりに体が動いてしまうので。 

 ▽ 私は２人乗せてるほうがかえって自

転車が安定するんですよ。ふらつきがない

んです。 

 ▽ そう、後ろばっかりだったらちょっ

と不安。うん、わかる、わかる。 

 ―― 最初は前に乗せるでしょ。で、そ

の子が大きくなって次の子が前に乗って、

後ろに行きますね。そのときのほうが安定

する。 

 ▽ 安定してるんです。私はいつも前で

しくじるので。たいてい足が引っ掛かって

転倒することが多いので、もう自転車と一

緒に。 

 ▽ 私はなんか自転車自体が危ないよう

な感じがして、前後に乗せているときに危

ないときもあれば、１人だけしか乗せてな

いのに、ちょっとふらついて倒れそうにな

ることもかなりあるんです。自分１人で乗

っているときでさえ結構ふらついたり、車

道を走ったりしなければいけないじゃない

ですか。歩道も走っていいと思うんですけ

ど。 

 ―― 法律的に言うと自転車は軽車両で

すから車道を走ることになっていますが、

危ないときは歩道でいいということにもな

っています。だからどっちかわからなくな
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っているんですね。 

 ▽ 歩道は歩道で人が来るから避けるの

に必死だし、車道は車道で今度車とかバイ

クが来るのでまた必死なので、自転車は本

当に危ないなと思います。でもやはり車だ

とガソリン代はかかるし駐車場は大変だし、

いろいろな事故も怖いという感じで、自転

車を選ばざるを得ないみたいな状況です。

ですから１人、２人とか言われたら、私は

そんなに安定性がいいと感じたことはない。 

 ▽ 私は最初から、１人のとき後ろに乗

せていたんです、前ではなく。小さいとき

には乗せていなくて、ある程度大きくなっ

てから乗せました。 

 ―― ２歳ぐらいですか、もっと。 

 ▽ ２歳ですね。だから私はどっちかと

いうと後ろだけに重心があるとこけてしま

うというか、前にあったほうが。停まって

いるときは不安定ですけど、走っていると

きは両方あったほうが安定するし走りやす

い。 

 ▽ 私も一緒ですね。後ろだけだともう

今12kgあるので、前が軽かったらハンドル

を取られるんですね。だから両方乗ってる

か前だけのほうが、安定はしてます。 

 ―― 上のお子さんはもう幼稚園？ 

 ▽ 小１です。早生まれなのでみんなよ

りちょっとは小さいけど、ギリギリまで乗

せてます。 

 ▽ 私は下の子が生まれて、最初に３人

乗りしたときは「うわー、私こんなのは無

理や」という感じだったんですけど、だん

だんバランスがよくなってきて、どこへ行

くのも自転車のほうがいい。車だったらシ

ートベルトをするのに泣いたりして、自転

車のほうが楽になってきて３人で乗ってい

ます。 

 たまにお兄ちゃんだけを後ろに乗せたり

すると、やっぱり前が軽くなって感覚が違

うというか、こけるとかではないんですけ

ど、なんか変な感じなんです。で、今度下

の子だけを前に乗せて走ると、それもなん

かおかしいんです。やっぱり３人に慣れて

るから、３人乗りしているほうが安定して

走りやすいです。 

 ―― いつもの感覚。 

 ▽ そうですね。最初に３人乗りしたと

きは無理だと思ったけど、今は３人乗りで

下の子が前で寝てても、動物園まで行った

りとかできるようになって、私ってすごい。 

 私も地元じゃないですけど、京都に来て、

自転車で動くのが当たり前なんだなと思い

ました。今まではそんなことなかったんで

すけど。 

 ―― 前はどちらだったんですか。 

 ▽ 亀岡、保津川下りの。駐車場はタダ

だし、どこへ停めても取り締まりも来ない

のでどこへ行くのも車でしたが、京都市内

に来てからは、駐車場代は高いし路駐する

ところもないので、これはもう自転車しか

ないという感じです。 

 ▽ 私は今は古いタイプの電動自転車な

んですけど、前に乗ってた自転車は電動じ

ゃなかったので、同じようにバランスが取

りにくいなという感じでした。今のは知り

合いからもらったんですが、乗り換えたと

きにはすっごく重たかったんです。 

 ―― 重いです、25kgぐらいありますね。 

 ▽ こぐのは楽なんです。停めていると

きはちょっと動かすだけでも重たくて大変

なんですが、走りだすと重いほうが安定す

るんです。停まるときも前の自転車よりも

インチが小さく両足がつける状態なので、

前後ろに乗っていてもそれほど違和感はな

いです。ただ、もう２人とも大きくなって

きたので、前に乗せると前が見づらくなっ

てきて。ヘルメットを被ってからはよけい

に。 

 ▽ ああ、わかる。それでもうこの辺が

死角になってて。わかるわ。 
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 ▽ うん、わかる。 

 ▽ ヘルメット被らんほうが安全やねん。 

 ▽ まん前のすぐ前が見えない。 

 ▽ 見えない、本当にこのすぐ近くが見

えないね。 

 ▽ だからもうちょっと低いところに座

ってくれてるほうが。 

 ▽ そう、あれどうにかならへんのかな、

いつも思うけど。 

 ▽ もう真下が見えないから。 

 ―― じゃあ、こうやってのぞいてるの。 

 ▽ そう、のぞきながら運転します。 

 ▽ いつも通ってる道やから、もう、わ

かってるから。 

 ▽ 「見なくてもええで」みたいな。も

し突発的なことが起こったらちょっと大変

だけど。 

 ▽ 危ない、うん。 

 ―― じゃ目つぶって運転してるのと同

じだ。 

 ▽ そう、ヘルメットを被らないほうが

反対に前がよく見える。 

 ▽ もうあれで５センチぐらい違うから。 

 ▽ そうそう、そんなちょっとしたとこ

ろがね。 

 ▽ 私は２人乗せてても全然。平気。走

ってるときは大丈夫ですけど、やっぱり自

転車を駐輪場に入れてしまって、今度出そ

うと思ったら、どうしても後ろへ引かない

といけない、あれがどうしようもなくて。

後ろの子が重たいので。そういうのはいや

ですけどね。 

 ―― 子どもを乗せたまま入れたりする

のは大変でしょう。 

 ▽ 大変。 

 ▽ 並んでるところに入れたりするとね。 

 ▽ そうですね、入れるのは。ギリギリ

のところにガチャンと入れるのは大変です。 

 ▽ でもそういうケースって京都はすご

く多いよね。 

 ―― 子どもをまず降ろしてからとなる

と、どこへ行っちゃうかわからないし。 

 ▽ わからない、そうそうそう。 

 ▽ ああ、そうそう、それも怖い。 

 ―― 「じゃ降ろしゃいいじゃないか」

って言うけど、降ろしたら大変なんだとい

うことがよくわからないんですね。 

 ▽ またそこから追いかけないとあかん

もんね。（笑） 

 ―― そうだよね。で、１人を追っかけ

てるともう１人が大変だしね。 

 ▽ 買物に行った帰りだったら、そこに

また荷物が加わるから。 

 ―― 荷物のことを聞きたいんですけど、

今、「ふらっか～ず」に乗ってらっしゃる方

はいるのかな。あれは荷物はどこに置いて

るんですか。 

 ▽ ２人乗ってるときは前に乗ってる子

の足元がちょっと空くんです。そこに載せ

る。 

 ▽ それと後ろの子の足の上とか。 

 ―― なるほど。子どもにとにかく持た

せる。 

 ▽ そうですね。子どもの手に縛りつけ

たりとか。（笑） 

 ―― ほかの方々はハンドルの手前に幼

児用の座席をつけたから、その前のカゴが

使えるわけですね。でもあまり大きなカゴ

ではないでしょう？ 

 ▽ そう。 

 ▽ だから横に引っ掛けてますね。 

 ―― ハンドルに引っ掛ける、ああ。 

 ▽ すごいな。 

 ▽ それでふらつかないの。出発のとき

大変じゃない。 

 ▽ すごいふらつく。出発ではこんなに

なって怖いよ。（笑） 

 ―― いずれにしても、ハンドルにもの

を引っ掛けるのはものすごく危ないから気

をつけてください。なるべくならやめたほ
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うがいい。自転車はいちおう車なんです。

車だと考えると、ハンドルに買物カゴは引

っ掛けないよね。（笑）ということなんです。 

 ▽ そうですよね。それはおっしゃると

おり。 

 ―― やっぱり車だという感覚がないか

ら、屋根がない車に乗ってて傘をさすやつ

はいないと思うけど、傘さしちゃうわけで

すね。それはいずれにしても、「さすべえ」

なんかを使ってもものすごく危ないし、命

取りになるケースがあるので、できればカ

ッパを着たほうがいいと思います。「さすべ

え」でよくあるのは、横風を受けたときに

フラッと出ていって車にバーンとやられる

というケースです。報告はされているけど、

なかなか問題になりません。何か後ろめた

いのかもしれません。子どもの事故もだい

たい自転車が停まってるときに倒れるので、

交通事故ではないのであまりカウントされ

ないわけです。ですからあまり新聞などに

載らないけど、ものすごく事故が多いので

気をつけてください。 

 荷物はあとどんなことを工夫しています

か。荷物を載せる場所が少ないですよね、

どっちにしても。 

 ▽ 載せられる分しか買わない。（笑） 

 ―― ああ、そのほうがいいかもしれな

いな。埼玉で聞いたら、子どもの後ろの座

席に100円ショップで買ってきたＳ字型の

金具をかけて、それにスーパーのレジ袋を

引っ掛ける、ということもやっていました

ね。 

 ▽ すごい。（笑） 

 ▽ タイヤとかに巻き込まれないんです

かね。 

 ―― もうちょっと上のほうにぶら下げ

てあるんでしょうね。まあ工夫するもんで

すね。 

 ▽ その光景がすごいですね。（笑） 

 ―― この辺だと自転車で移動するとき

に、例えば自転車そのものがパンクしたり

いろいろなことが起きると思いますが、整

備はされていますか。どこで買いましたか、

自転車屋さん？ 

 ▽ プレゼントでいただいたものなので

わからないんですけど。 

 ▽ ホームセンターで。 

 ▽ この近くの自転車屋さんです。 

 ▽ 自転車屋さん。 

 ▽ 自転車屋さんです。 

 ▽ 私は今のはもらったんです。 

 ▽ 自転車屋さんです。 

 ―― やっぱりある程度タイヤにいっぱ

い空気を入れておかないと、すぐパンクし

ますからね。 

 自転車に子どもを乗せて走っていて、一

番困ったなと思うのはどういうところです

か。自転車に子どもを２人乗せて、走って

も停まっても、自転車を使っているときに

困ったなというのは。 

 ▽ やっぱり荷物です。自転車置き場で、

２人乗せてるとバックしたいときにできな

い。 

 ―― 乗せたまま動かすというのは非常

に難しい？ 

 ▽ うん、とても無理。 

 ―― 押し歩きというか、押して歩くこ

とが相当難しいということですかね。 

 ▽ うん、そう。 

 ▽ 難しいね、本当に。 

 ▽ 手前に倒れてくるのは受けられるけ

ど。 

 ―― うん、向こうへ行っちゃうと、あ

れはどうしようもないですよね。 

 ▽ それと小回りのターンが絶対できな

い。あれはこける。 

 ▽ ああ。 

 ▽ もうそれは転倒するわ。 

 ―― え、小回り？ 

 ▽ こう内側にね。 
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 ▽ グッと回してしまうと、前に乗って

る子の足が挟まれたままこういう感じで。 

 ―― ああ、そんなに小回りを利かせな

きゃいけないところが多いですか。 

 ▽ 送り迎えだけにしても、幼稚園の前

に行ったらいっぱいお母さんたちの自転車

が停まっているし、バックさせて家のほう

に方向転換するだけでも、結構あれで重い。 

 ▽ そうですね。 

 ▽ お兄ちゃんが前に乗って「よいしょ」

と停めるときが、後ろのスタンドがもう私

は重くて。スタンド立てるとき、こっちは

こう持っていないとあかんし、片手でもう

うーんという感じで、あれがもう私はしん

どい。だから「うーん」とやったときに、

よけいに前がどうしても傾く。荷物なんか

載せてたら、ぎゅうぎゅうに子どもに持た

せたらもう大変で。 

 ―― どっちを向くかわからない、ああ。

スタンドは立てにくいですか、やっぱり。 

 ▽ 立てにくい。 

 ―― 子どもを降ろせば大丈夫？ 

 ▽ うん、降ろせないけどね。 

 ▽ 降ろしたらやっぱり心配で。 

 ▽ 走り出したりするから。 

 ▽ でも、スタンドを立てないで降ろす

というのは無理だから、「飛び降りなさい」

と言うしかない。 

 ▽ 「もう自分で降りて」って言うかね。 

 ▽ ね、こうフラフラなのに。 

 ―― 後ろの子どもはとにかく自分で降

りてねというか。 

 ▽ いや、無理です。 

 ―― それは無理なの。 

 ▽ 最初覚えるまではもう本当に祈るよ

うな気持ちで、「動いたらあかんで」って言

ってバンと降ろしてたけど、今はどうやっ

て降りるか教えています。でも足のステッ

プとかももう一つフラフラだから、本人は

こわごわ飛び降りてます。 

 ―― 自分で乗る人は。 

 ▽ はい。後ろは乗りますね。 

 ―― こうよじ登っていって乗る。 

 ▽ それはそれでまたバランスが崩れ、

乗るときにバタンと倒れたら困る。私は勝

手に乗らないように今は言っています。 

 ▽ 見てるところで。 

 ▽ そう。で、先にお兄ちゃんを後ろに

乗せてから前を乗せたほうが、まだ停まっ

てる状態で安全なので。 

 ▽ 乗せるときは後ろが先。 

 ▽ うん、もう足がつくから。 

 ▽ 私は前から乗せます。 

 ▽ 上の子と下の子が競い合って、どち

らを先に乗せるかでもうけんかするんです

よ。だからそのときによって前から乗せた

り後ろから乗せたりと。とりあえずはやっ

ぱり後ろから乗せたほうが安定するような

気がするんです。子どもを乗せた瞬間にハ

ンドルがどうしても動き出すので、とりあ

えずまず重たいものを乗せて動かないよう

にして。で、スタンドは必ずロックをして。 

 ―― ああ、そう。ギアがついてても使

ったことがない人も多いけど。 

 ▽ 全然。使ってない。 

 ▽ 私は使ってます。軽くなるけど空回

りする感じ。 

 ―― 登り坂なんかへ来ると。 

 ▽ 坂とかは軽いようにしたりとか。 

 ―― 子どもを前後ろに乗せて荷重がか

かっていると、ギアが壊れやすいという話

があります。 

 ▽ ああ、グッと力をいれたままで乗り

ますからね。 

 ―― うん、いろいろあるんだけど、あ

まり使わなきゃ問題ないでしょうね。でも

ギアは付いていたら使うと便利ですよ、本

当に。あと何かこういうところを工夫して

ほしいとか、ここが困るということはあり

ませんか。 
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 ▽ スタンドを立てて停めるとき、地面

がちょっと斜めになっていてこけたことが

何回もあります。自分では平らだと思って

いるんですけど、本当にちょっとのことで

こうなってしまうので、いいスタンドがあ

れば。真っ平らに見えてちょっとだけ傾い

ているところがあって、それですら結構下

ろすときによろけてしまうので、それに対

応できるスタンドが欲しいです。 

 ―― なるほどね。スタンドについては

確かにすごく不満があるんですよね。自転

車屋さんは「てこの原理を働かせてこうや

りなさい、簡単にいくでしょ」と言うけど、

そうはいかないよねえ。 

 ▽ 20kg近い子どもを乗せてるしね、重

たいなあ。 

 ―― 自転車屋に言わせると、「いや、子

供を乗せることは考えてない」だからね。

でも乗せてるんだから何とかして欲しいで

すね。 

 ―― うん。これは40万円ぐらいするん

ですがどうですか。 

 ▽ へーえ。 

 ▽ 40 万、いや、おもしろい。低いし、

いい。 

 ▽ これはいいわ。これいいよね。 

 ▽ かわいい。 

 ▽ うん、前についてる。 

 ▽ これいいやん、雨でも全然濡れなく

ていいし。 

 ▽ これは子どもたちが乗らなくてなっ

て卒業したらどうなるの、前が取れるんで

すか。 

 ▽ もったいないよ、それ。 

 ―― こっちはすごく人気があって、ヨ

ーロッパではよく走っています。で、これ

は買う人もいるんですが、多くはリースで

す。 

 ▽ えー、欲しい。 

 ▽ リースでも欲しいな、これ。 

 ―― ３年、５年、８年ぐらい。 

 ―― だからものすごく丈夫で数十年使

えるようになっているので、子育てが終わ

ったら次の人が借りるというふうになって

います。 

 ▽ ああ、それいいわ、すごくいいわ。 

 ―― こういうものもあります。これは

低い位置ですから車にひかれるといけない

ので、旗を必ず立てて走るようにしていま

す。私は研究用にこの自転車を１台買いま

した。 

 ▽ これでいくらぐらいですか。 

 ▽ 40万ぐらいするんですか。 

 ―― これは 22 万で、消費税が 25％と

デンマークはすごいですから。僕は外国人

なので消費税はかからなかったのですが、

オプションでいろいろつけるとまた高くな

ります。７段変速をつけたので22万ぐらい

でした。そうでなければ20万ぐらいで買え

ます。日本で同じものをつくれば、電動ア

シストを付けて 10 万円台でできると思い

ます。 

 今、国交省や経産省とかからみんなうち

に乗りに来て、先週もすごかったんです。

みんな乗って感動して帰りました。なんで

だろうと。日本にあるものだと、これがブ

リヂストンなどで使われているお年寄りが

よく乗る自転車です。この自転車に子ども

を乗せようとしても乗せられませんが、こ

れはものすごく運転しにくいんです。同じ

仕組みなのに不思議にこういうものは乗り

やすいんです。だから、向こうの連中が考

えることは何かが違うわけです。 

 これは後ろが二輪、前が一輪の荷物を運

ぶためのものです。これをうちの研究会の

委員長である東京工業大学の屋井教授に押

してもらったら、自分の足をひいてしまう

んですね。 

 ▽ ああ、足を上げて歩いてる。 

 ―― こういう自転車がなぜちゃんと向
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こうで走っているかというと、降りて押し

歩くときに全然自分の足をひかないからで

す。よくできています。 

 これもそうですけど、シートベルト付で

子どもを２人乗せられます。もう一つこっ

ちにベンチを付けると４人乗せられます。

荷物を積むことであまり不都合を感じない

ようにできています。 

 そこでちょっと皆さんに聞きたいんです

が、例えばこういうものがあったら、買い

ますか。 

 ▽ 置く場所がなくて。 

 ―― うん、置けないでしょう、まず。

走る場所がない、置く場所がない。それか

らスーパーへ行っても停められない。この

辺だと停められるけれども、保育園とかで

は停める場所がない。ただスーパーとか保

育園などは、これが動き始めれば停める場

所をつくるでしょう。皆さんは車をお持ち

なので、車を売っ払えば置けます。ヨーロ

ッパは早くから高齢化したこともあって、

こういうものが進んでいます。それから子

どもを二輪車の前後ろに乗せることが児童

虐待だという考え方もあって、絶対転ばな

い自転車にするわけです。そして子育てが

終わると要らなくなるわけだから、リース

にすることを考えているようです。 

 僕たちはこれがいいと思っています。し

かしこれが通れる道はない。また停める場

所もない。各家庭にそういう場所もない。

それは確かなのですが、車を少し遠慮させ

てこれが通れるようにすればいいはずだし、

これから先ガソリン価格がどんどん上がっ

てくれば、車はそれほどみんなが乗れる状

況ではないはずです。 

 ▽ で、値段ですよね。６万ぐらいだっ

たら買う。 

 ▽ ６万ぐらいだったら。 

 ―― リースだったらこれはどのくらい

出すでしょうか、１か月。 

 ▽ １か月まあ2～3,000円ぐらいかな。 

 ▽ うん、2～3,000円ぐらいな。 

 ▽ そうですね、子どもの安全と思うな

ら多少は。 

 ▽ うん、安いと思う。 

 ―― 3,000 円出すと１年間で３万

6,000円。 

 ▽ 買えるね。（笑） 

 ▽ ほんまや、それは買える、６万だっ

たら買えるな。 

 ▽ じゃもうちょっと安く。 

 ―― ぜひ東京にお越しの節は私どもの

事務所にお越しいただきたいんですが、あ

あ、なるほどと思いますよ。よくできてい

ます。丈夫だし、何十年も使えるんだなと

いうことがわかりますね。 

 ―― 二輪車の前後ろに子どもを乗せて

いることの怖さが身にしみておられるでし

ょうから、ルールを変えたりすればよくな

るのかなと思いますね。何かこうして欲し

いという意見がありましたら、おっしゃっ

て下さい。 

 ▽ 自転車専用のレーンがある道路をつ

くって欲しいです。そうすれば車も乗らな

くなるし、環境にも効果があるし。車の真

横では走れない。 

 ▽ バイクとかもあるもんね。 

 ▽ うん、そう。これを横に停めて信号

待ちはできないですね。 

 ▽ 何かあったときに。 

 ▽ 何かのときに。 

 ▽ 衝突しちゃう。 

 ―― 僕はヨーロッパでこれに乗ってみ

て感動したのですが、ヨーロッパでは（自

転車専用）レーンがないところもいっぱい

あるんです。それでも歩道を走ると捕まっ

てしまうので、みんな車道を走っています。

全くレーンがないところでも、ニホラが走

っていると車は必ず避けるというか待ちま

すね。子どもが乗っているのだから、抜い
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たりじゃまするようなことは絶対しません。

ところが、日本のドライバーって平気でじ

ゃまをします。 

 ▽ すごいじゃまされるしな。 

 ▽ そうそう、車優先っていう感じでも

う。 

 ▽ 怖いなあ。 

 ▽ なんかあまり信用できないよね。ど

んな人がいるかわからないし。 

 ▽ そうそう。 

 ▽ 信号で待ってたら急にバーンと出て

きて、「じゃましたやろ」って刺されてもか

なわんし。（笑） 

 ▽ 怖い、そういう時代やもん。 

 ―― いや、だからといって歩道も危な

いんですよ。歩道にいても同じでしょ？ 

 ▽ でも車道と比べるんだったらまだ歩

道のほうが。 

 ―― 僕らは自転車は車道でしか走らな

い。ヘルメットを被って、バックミラーを

付けて、白い手袋をして必ず合図をして出

ていくので、車道のほうがはるかに安全だ

と思っていますね。どうしてかと言うと、

車道を走っていると、横から来た車とぶつ

かるということはほとんどないんです。そ

れは歩道がある場合には歩道の部分の距離

があるわけです。歩道を走っていたら、横

から、建物の陰から何か出てきたらもう終

わりです。だから絶対にスピードは出せな

い。まあ歩道でスピードを出すのは違反で

すが。ヨーロッパもアメリカも法律に、歩

道は危険だから走るなと書いてあります。

歩道を走るのは日本だけなんです。 

 いずれにしても今の車ののさばり方では

とても車道は走れない、ということでしょ

うね。今の状態で前と後ろにお子さんを乗

せて走る場合でも、歩道でガタンガタンし

ながら走るより車道をスーッと走ったほう

がいいと思うのですが、車道にちゃんと専

用レーンがあって違法駐車もなければ、そ

っちのほうが楽でしょうね。どう思います

か。 

 ▽ 歩道に自転車の絵が描いてあるから、

そこを通らないといけないのかなと思って

いたんです。 

 ―― ああ、あれは全く意味がないんで

す。 

 ▽ そうですか。じゃ私は車道を走った

ほうがいいです。走りやすい。（歩道は）ガ

タンガタンするし。 

 ―― だけど歩道はやはり歩くためのも

のだから、自転車だととてもつらいと思う

んですよね。ガタガタでしょうし、転びや

すいでしょう。パンクもしやすいし。 

 ▽ そう。自転車の絵が描いてあるから

子どもが「このとおり行って」って言うけ

ど、バス停とかがあってこっちへ行くと、

「歩く人や、あかん」とか言われて、でも

どうしようもない。 

 ―― あれはいちおう便宜的に描いては

あるのですが、基本的に歩道ですから、法

律ではあそこは走ってはいけないんです。

というのは、つまり徐行で進むことになっ

ているわけです。徐行というのは最大

7.5km ぐらいですから、フラフラで安定し

てないですよね。10 km 出てなければ危な

くてしょうがないと思うので、徐行で歩道

を通るのは危ない、無茶なことなのです。 

自転車に乗せた子どもがヘルメットを被

ってると、いま車は気をつけるでしょう。

そうでもない？ 

 ▽ どうなのかなあ。 

 ―― ドライバーにアンケートをとると、

ヘルメットを被っている子どもが乗ってい

る自転車を見ると、危ないから気をつけよ

うと思うようです。今までは気がつかなか

ったということです。だからヘルメットを

子どもに被らせるのは、ドライバーに気を

つけさせるという意味もあっていいことな

ので、なるべく派手なものを被らせてくだ
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さい。何か京都ならではという悩みはあり

ますか。やっぱり道が細いとか。 

 ▽ ドライバーさんのことで。私だけか

もしれませんが、京都の市バスの運転手さ

んは結構乱暴な人が多いんです。 

 ▽ なんか多いよね。危ないと思うこと

があった、ある、ある。 

 ▽ 私が妊娠してるときでも、横断歩道

を渡りかけているときにも無理やり入って

こられたり、乗っているときも乗ってない

ときでも、乱暴な運転手に遭遇したことが

たくさんあって、普通の乗用車よりもバス

のほうが怖かったりする。 

 ▽ 怖い、怖い。 

 ▽ 同じです。もうギリギリまで幅寄せ

するし。 

 ▽ そうそう、なんかあおるみたいな感

じでね。たまたまそういう人にあたっただ

けかもしれないけど。 

 ―― え、そんな経験をされてますか。 

 ▽ 運転してたらいつも思うね。 

 ▽ うん、急ブレーキに、急発進。 

 ▽ そう、バスがガーッと入っていくも

んね、すごい。 

 ―― うーん。京都のバスって時刻どお

りに動いてるんですか。 

 ▽ どうかなあ……。 

 ▽ 結構遅れるとか。主人はバス通勤な

んですけど、やはり観光バスとかで京都は

混むから、そのたびに遅れてくるそうです。

巡回バスで遅れてきたのが何かちょうど合

うという感じで、とりあえず帳尻を合わせ

てるのかどうか。そういうこともあるんで

す。 

 ―― パリ、ロンドン、ベルリンとかの

ヨーロッパの大都市はバスレーンを完璧に

つくっていて、しかも朝だけとか夕方だけ

ではなくてずっとなんです。そしてバスを

じゃまする車は全部捕まえてしまいます。

また違法駐車もありません。そうするとバ

スが全部時刻どおりにピタッと動くわけで

す。ですから昼間からみんな仕事はバスで

動きます。するとバス会社は黒字になって

きます。京都もそうだと思いますが、全部

のバス会社に市民は税金から補助金を出し

ているわけです。赤字のためにバス会社が

「この路線はやめます」となると、陸の孤

島が生まれてしまいますから。 

 ヨーロッパも税金を出していたのですが、

あるときにそのばかばかしさに気がついた

わけです。バスを使わない住民からも税金

をとって払っているわけだから、おかしい

じゃないかと。ではバスレーンをきちんと

つくろうということになりました。そして

バスレーンにカメラがついていて、じゃま

する車は全部取り締まるのです。その結果

バスは、バス停からバス停まで時速20キロ

で全部間に合うようになりました。時速20

キロというのは自転車のスピードです。そ

こで自転車とバスの共存が始まったわけで

す。ですからバスの運転手さんは、自転車

を見つけたらじゃまをするなという教育を

まず受けるのです。そして自転車のほうに

は、バス停でバスが停まったら、抜くとき

には気をつけなさい、抜かないなら後ろで

待っていなさい、という教育をします。す

ごくすっきりしています。 

 その結果、住民税からバスの補助金はな

くなって、バスはオンタイムで必ず時刻ど

おりに動くからみんながバスを使うように

なって、車が減って空気がきれいになる。

この図式が最近特に目立つのはパリです。

渋滞の本場と言われたパリが、今ではほと

んど渋滞がありません。市長のドラノエ氏

はやることがすごいです。京都の市長はや

ることは中途半端だよね。 

 ▽ 私はよくわからないけど、京都って

昔ながらの街でお寺とかあるから、あまり

道を変えたりとかできないのかな。 

 ―― パリは400年前に出来上がった街
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で、全く道を広げられないんです。 

 ▽ それでもできたんですか。 

 ―― うん、パリは 1996 年、12 年前に

は、8.2 キロしか自転車のレーンはなかっ

たんですが、今は400キロあります。人口

230 万人の街ですが、全く道は広げていま

せん。何をしたかと言うと、まず２車線あ

る車線を削って歩道を広げました。それか

ら余ったところを自転車道にして、それだ

けでなくバスレーンにしてしまう。ですか

ら車が通れるのは真ん中の１車線だけです。

車に乗ると仕事に間に合わないので、地下

鉄とバスで行く。あとは自転車で動く。そ

ういう街にしてしまったわけです。ですか

らやればできると思います。 

 ▽ タクシーは。 

 ―― タクシーもパリとかロンドン、ベ

ルリンでは優先です。道の王様はバスで、

バスをじゃまする車があってはいけないわ

けです。日本だったらヤクザのベンツが平

気で入ってくるけれど、バスをじゃまする

と向こうでは全部逮捕されるのでしません。

その次にOKなのはタクシーです。タクシー

をトラックや普通の車がじゃますることも

ありません。それからトラックがあって、

普通の乗用車はランクが一番下なのです。 

 しかし日本では、特に京都なんかはすご

くて、ベンツが一番威張ってるよね。こん

な国はめずらしいです。やはりバスをじゃ

ましても平気な国というのは文明国ではあ

りません。京都市長にも１回言ったけれど、

そういうことはなかなか理解されないんで

すよね。おっしゃったように「日本は道が

狭いからだめだよ」で終わりです。狭くな

いんです。京都の道とパリの道を比べたら、

僕は測ってきたんですけど、こっちのほう

が広いんです。要するに政治家に知恵と度

胸がないからできないだけです。そういう

政治家に文句を言う市民がいないから平気

なんですよ。だから文句を言ったほうがい

い。お母さんたちは文句を言ったほうがい

い。ちゃんと文句は伝えておきますから。 

 ▽ はい、お願いします。 
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■豊島区における母親ヒアリング記録 

 

利用者ニーズに基づく自転車の開発に向け

た調査検討委員会 

①子ども乗せ自転車開発に関する利用者ニ

ーズ調査 

お母さんヒアリング 豊島区・若草保育園 

平成20年６月24日（火） 

 

 ―― いま何を調査しているかというと、

子どもを複数、安全に乗せる自転車が必要

なのではないかということです。法律的に

は違反なんですよ。１人は乗せていい。16

歳以上の大人がちゃんとした座席に６歳未

満の子どもを１人だけ乗せることは合法と

されていて、これは各県の条例で決まって

いるのですが、東京の場合はそれはいいん

ですよ。しかも、お母さんが子どもを背負

っている場合もお母さん１人とみなすので、

子ども１人背負って、ないしは抱きかかえ

るようにして子どもがもう１人乗っている

のは許されている。では、もう１人乗せた

ら、これは違反になるのです。昔から、何

十年も前から違反なんです。 

 ▽ そうなんですか。 

 ―― ずっと前から違反なんです。そし

て、去年の11月までに警察庁が専門家を集

めて、30年ぶりに道路交通法の教則という

手引き書を書き換えよう。そのときに、い

ままで取り締まっていないけれども、やは

り危険なので取り締まったほうがいいので

はないかという学会の意見があって、警察

はそういう意見が出たので、取り締まろう

かなと言った途端に新聞などで報じられて、

お母さんたちから猛反発をくらったという

次第です。 

 ―― お子さんは何人ですか。 

 ▽ うちは４人。 

 ▽ この保育園に、一昨年、４人子ども

がいたんです。０歳クラス、２歳クラス、

年長、年中と４人入ったときがあって、申

し訳ないですけれども、かなりの違反をし

てしまいました。 

 ▽ 違反してもできましたか。 

 ▽ できましたね。１年それで何とか。 

 ▽ どうやって？ 

 ▽ 中国雑技団みたいにして。 

 ▽ ０歳の子を背負って、１歳の子を前

に乗せて、５歳の年長さんは後ろに乗せて、

４歳の年中さんをカゴに乗せて。 

 ―― 電動でも、「ふらっか～ず」でもな

いよね。 

 ▽ 私が高校時代から使っていた自転車

に付属品を付けて。 

 ▽ すごい。 

 ―― いまでも使っていますか。 

 ▽ もうさすがに、半年前ぐらいに買い

換えましたが、その自転車って、本当に乗

りやすい自転車で、前後の圧迫感とかもな

く、すごく楽。ハンドルがいかつい感じで、

前が普通のなだらかなものよりちょっと高

めなんです。そうすると、足をがに股にし

なくても、前に子どものイスをつけても普

通に運転ができるんですよ。すごく乗りや

すくて。 

 ―― それは本当の意味の軽快車だった

んだ、昔の。今のママチャリじゃないんで

すよ。 

 ▽ はい、ママチャリじゃないです。 

 ―― ちゃんとした自転車。 

 ▽ はい、本当に軽い自転車でした。 

 ▽ 新しい自転車で、いま何人乗せてい

るんですか。 

 ▽ いま２人です。２人は小学生にあが

ったので。 

 ―― 前と後ろにいる。 

 ▽ はい、前と後ろに。 

 ―― 新しい自転車にはカゴみたいなも

のを付けた。 

 ▽ 普通の自転車に前と後ろを付けたも
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のですが、けっこう座席そのものも最近は

ガードがあったり、足がちゃんと乗せられ

たり。すごくいいですよね。だから、すぐ

寝ちゃうんですよね。それは重宝していま

すけれども、やっぱり全体的に重いんです

よ。付属品も重いじゃないですか。前と後

ろに２個付けると本当に重いんですよ。 

 ―― それにしても、４人のお子さんを

乗せていたとはすばらしい。 

 ▽ それしか手段がないんですよね、４

人をまとめて連れてくるとなると。歩かせ

ても時間がかかるし、働いている身にとっ

てはまとめて連れてくるのが手っ取り早い

し楽なんです。それに、自分で言うのも何

なんですけれども、私、自転車はうまいん

ですよね。（笑）自転車は大好きなんです。 

 ▽ わかる、わかる。 

 ▽ 雨の日も？ 

 ▽ 雨の日でも来ますね。カッパを着せ

て。 

 ▽ すごーい。 

 ▽ 傘をちょうど子どもがつかむところ

に引っかけるんですよね。前の子に「持っ

ていてね」と言って。 

 ▽ エーッ、すごい。 

 ―― 子どもが差すようになっているわ

け。 

 ▽ すごーい。（笑） 

 ▽ いまはもうだめですよ。そのときだ

からできたことで。 

 ―― もう二度とできないでしょうね。 

 ▽ 証人がいっぱいいますから。 

 ▽ もう少したったら、おんぶしてとい

うのをちょっとやろうかなと思うんですけ

ど、おんぶすると後ろの子の足に当たりま

すよね。それってどうなのかなと思って。 

 ▽ 後ろの子もバーというか手をかける

ところに座っていましたよ、おんぶしてい

るときは。そうすると親も楽になる。おん

ぶしている子もそこに、立っていました。 

 ▽ 立っていた。（笑）すごい。 

 ―― 背負っている子が立っているんで

すね。お母さんの苦労を知っているんだ、

みんな。 

 ―― いまお二人に聞いたのですが、ほ

かに子どもを運ぶ手段はないですよね。車

だと駐車場もないし。 

 ▽ ないです。 

 ▽ 自転車が一番いい。 

 ▽ 自転車と徒歩だったら、全然スピー

ドが違うじゃないですか、駅に行くのも。

なので、子どもを連れてというと、自転車

のほうが数段早い。 

 ▽ ウロウロしないしね。 

 ▽ 子どもは２人いますが、自転車に乗

せているのは、後ろに１人だけ。私は自転

車が苦手なので、極力乗りたくないほうな

んです。なんか自転車の巡り合わせが悪い

みたいで、私は「アンジェリーノ」を一生

懸命調べて、「ふらっか～ず」も一生懸命調

べて、ジャスコで安い前乗せを買ったら、

それがよくなかったらしくて、とにかく買

った当初から後ろに乗せられない。そのた

めにもともと前には付いているから、わざ

わざ後ろを買って乗せたのに、後ろにはい

っさい乗せられない。スーパーのちょっと

重い荷物を乗せただけでもこうなってしま

って。だから、いま４歳になったんですけ

れども、つい１カ月前までまだ前に乗せて

いて、こんなに持ち上げて前に乗せていた。 

 ―― ４歳だと前が見えなくなりません

か。 

 ▽ そうですね。やっと先日、電動を買

ったのですけども、その中でも一番安いサ

ンヨーにしたら、前の自転車がとにかく重

かったんですね。すごく重くて、本当に重

かったので、今度は極力軽いの、軽いのと

調べて、サンヨーは安かったし、軽かった

し、いいかなと思ったけれども、なんか安

定がいま一つ悪い。後ろに乗せているんだ
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けど、ハンドルが取られる。４歳の子を１

人乗せていてもハンドルが取られる。軽い

のがいけないのかなと思って。 

 ―― いい自転車はものすごくいいから、

すごくいい自転車に当たっていますよ。 

 ▽ うちの主人がそれこそ年代物のボロ

ボロに乗っています。それには子どもは乗

せていないんですけれども、本当に乗りい

い。 

 ―― 自転車ってそういうものですよ。

本当にいい自転車というのは。 

 ▽ それは値段じゃない。 

 ▽ 値段じゃないですよね。 

 ―― 値段じゃない。でも、一定の値段

は必要です。 

 ▽ ある程度出さないと、やはりいいも

のに当たりにくいですか。 

 ―― そう。10年前で３万円ぐらい出し

たものです。 

 ▽ 森林公園へ行くとレンタル自転車は

ボロボロのしかないんですが、ボロボロの

子乗せがついていて、それが乗りいい。ま

るで乗せていないかのようにバランスがい

い。だから、どれを買っても大丈夫なのか

なと思ったら、なんかいま一つ。 

 ―― バランスが悪いんですよ。前と後

ろに完全に乗せてしまうと、むしろバラン

スが取れたりする。後ろにだけ乗せたり、

前だけ乗せると、重心がずれている場合は

重くなる。 

 ▽ いつもエイヤッと乗っています。 

 ―― 自転車はそういうことはあります

よ。当たり外れもあるし、本人の特性もあ

るし、苦手な人はずっと苦手だから、これ

はしょうがないんです。 

 ▽ 転びましたから。 

 ▽ もう何回も転んでいる。 

 ▽ やっぱり、転んでいるんだ。 

 ▽ 転ぶというか、子どもを乗せててバ

ランスが取れなかったときにバタンといっ

てしまった。 

 ▽ でも、必死に押さえていますよね。 

 ▽ そう、もう必死に。 

 ▽ 親がね、転ぶときは。 

 ―― で、転んだんですか。 

 ▽ ２回ぐらいは。 

 ―― お子さんは２人なんですか。いく

つといくつですか。 

 ▽ いま、４歳と３歳です。３歳女の子

が前で、４歳の男の子が後ろ。 

 ―― 乗っていてどうですか。 

 ▽ うちは結構おとなしいほうなので、

あまり暴れたりしない。女の子がたまに両

手を上げたり、ちょっと視界をじゃました

りはするんですけれども、それぐらいで。 

 ▽ 一番最初に買ったのは「ふらっか～

ず」タイプ。車輪が大きいからか、何かち

ょうどいいところで、あまりがに股になっ

ていないと自分では思っているんです。（笑） 

 ―― 転んだことはありますか。 

 ▽ 人が急に飛び出したりしてきたとき

に、ちょっと停まれなくてグラグラしたと

いうのはあります。子どもは座っている状

態そのまま倒れて同じ姿勢。 

 ―― 皆さんに聞きたいのですが、子ど

もにヘルメットをかぶせていますか。 

 ▽ かぶせていない。 

 ▽ そのまま。 

 ―― ６月からかぶることになったので

す。 

 ▽ 初めはかぶるのをすごく嫌がってい

たので、無理やりにはしなかったのですが、

お友達がかわいいアンパンマンのを持って

いて、じゃあ、私もかぶるって言ったから、

じゃあ、かぶると言ったときに買い時かな

と思って。そうしたら、ずっとかぶってい

ますね。 

 ―― ヘルメットをかぶるといいことが

あって、車に乗っている人がヘルメットを

かぶっている子どもを見ると気をつける。
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不思議な心理だけど、ヘルメットをかぶっ

ていないほうが危ないのに、ヘルメットを

かぶっているのを見て初めて、ああ、危な

いと気がつく。だから、ヘルメットをかぶ

っていると幅寄せをしたりしないというこ

とが結構ある。 

 あとスタンドは立てやすいですか。 

 ▽ スタンドはちょっと重いから、それ

なりにヨイショとなりますが・・。 

 ―― 降ろしてから立てるか、子どもを

乗せたまま立てるか。 

 ▽ 乗せたままですね。 

 ―― 乗せたまま立てられないというお

母さんが結構いるのです。 

 ▽ 降ろしたほうが危ないという気がし

ますね。 

 ▽ 新聞屋さんの自転車のスタンド、あ

れがほしいんですよね。 

 ▽ 皆さん、荷物はどうやってお持ちに

なるんですか。 

 ▽ ４人分の布団を乗せましたよ。 

 ▽ どこに？ 

 ▽ パジャマ袋とか上履きとか、全部乗

せましたよ。後ろの子が１人持って、前の

子が１人持って、あとは両サイドに掛ける

とか。スタンドがその重みですり減ってし

まって。２回ぐらい取り換えたんです。鉄

が削れてくるんです。 

 ▽ すごい。 

 ▽ ヨッコイショって滑らせてスタンド

はかけるじゃないですか。地面を滑らせる

ことで削れてくるんです。 

 ▽ すごい、怖いね。 

 ▽ だから、いまなんか全然楽ですよ。

必死でした、あの１年は。 

 ▽ 私、初めて４人乗せる人に会いまし

た。ありがとうございました。（笑） 

 ▽ うちは２人で、こちらに比べると余

裕と言うべきだと思います。 

 ―― でも、それなりに乗せるのに苦労

するわけでしょう。 

 ▽ そうですね。でも、何とか乗せてい

ます。子どもに持たせたりとか。 

 ▽ しますね。 

 ▽ 前に乗せて、あと後ろの座席に引っ

かけて。 

 ▽ 座席に引っかける大きい、これぐら

いのものに布団を入れるんですよ。それを

後ろに引っかけて。 

 ▽ そうそう。使いました。 

 ▽ 便利なんですよね。 

 ▽ いろいろぶら下げて。 

 ―― 埼玉で聞いたときは、百均のＳ字

のやつをつけて、ここにぶら下げる。 

 ▽ 後ろにね。 

 ▽ 乳母車を引っかけたりとか。（笑） 

 ―― 前の自転車は本当に優秀だったん

ですね。どう考えても100kg超えているで

しょう。 

 ▽ 余裕で超えてますよね。 

 ―― 後ろに２人というのは何か問題が

ありそそうですか。 

 ▽ 結局、何をしているかわからないと

いうところですね。テレビではここにバッ

クミラーをつければいいということを言っ

ていたんですけれども、ちょっとなあと思

って。 

 ▽ ミラーを付けても、ちょっと怖いよ

ね。 

 ▽ うん、何か。 

 ▽ 集中できないよね。 

 ―― いまの自転車と比べてどうでしょ

うね。 

 ▽ すごく安全性はありますね。安定感

はありますし。 

 ▽ これは子どもが乗るのにいい。 

 ▽ 絶対にこれがいいと思うけれども、

日本では無理だろうなと思いますね。 

 ―― そうでしょうね。 

 ▽ 人力車みたい。 
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 ―― これはデンマーク製です。 

 ▽ 前にいて、位置が低いほうが絶対安

心。 

 ―― そうでしょうね。前にいて、位置

が低いほうがいい。 

 ▽ でも、前は下のほうが見えなくなる。 

 ―― これは実は切り離せるんです、ベ

ビーカーと自転車が。 

 ▽ すごーい、欲しい。 

 ―― 40万するんですね。よかったらど

うぞ。 

 ▽ 横２人で前というのが、幅が無理で

すよね、日本だと。 

 ▽ 40万円か、買えないな。（笑） 

 ▽ レンタルだと。 

 ―― デンマークはお母さんはこれで走

っているんです。子どもが４人乗っている

んです。 

 ▽ いいなあ。 

 ▽ すごい。楽しそう。 

 ―― 幅は広いです。 

 ▽ 道が広いからできることですよね。 

 ―― 道は東京のほうが広いですよ。ヨ

ーロッパの道は日本ほど広くないです。み

んな勘違いです。みんなだまされているん

です。お役所が日本の道は狭いから、狭い

からと言っているから、みんなそう思い込

んでいるんです。測りに行ったんです。そ

んなことはないですね。まったく勘違い。 

 ▽ じゃあ人の多さですか。 

 ―― いや、違います。車優先にするか、

しないかの違いです。 

 ▽ 当然これだと車道は無理ですよ。 

 ―― 車道です、これは全部。 

 ▽ 車道は無理。 

 ―― ヨーロッパでは車道しか走れない

んです。自転車が歩道を走る国はないんで

す。歩道を自転車が走ってもいいのは、実

は世界の先進国で日本だけなんです。どこ

へ行ってもみんな車道を走っている。 

 ▽ こんなに低くて車道だと怖い。ぶつ

かられたら。 

 ―― だから、こういうもので走ってい

るお母さんを見かけたら、向こうのドライ

バーは徹底的に教育されているから、絶対

に近づきません。幅寄せなんかしたら即座

に逮捕されてしまうから。 

 ▽ それはいいや。 

 ―― これは歩道ですよね。歩道はもの

すごく広いのですが。もう一つあって、自

転車の道があるんです。 

 ▽ そういうのだったら。 

 ▽ 日本の自転車が遅れているとか、そ

ういうことではないんですか。 

 ―― 社会というか、まちづくりを間違

えているから。だって、街が車優先ででき

ているから。ところが、これだけガソリン

価格が騰がって、車の販売も２年前から頭

打ちになって、なかなか使えない。実は、

街もすき始めたんですね。買い物に行くと

きに、車を使うのはちょっとバカバカしい

でしょう。 

 ▽ 特にこんな便利なところだしね。 

 ―― 電車に乗って、自転車に乗って、

歩けばすむわけだし。車って考えたら、例

えば家族３人で150キロ体重があったとし

て、150 キロ運ぶのに 1.5 トンぐらいの箱

で動くわけですよ。どっちにエネルギーを

使っているかといったら、人間を運ぶエネ

ルギーではなくて、箱そのものを動かすた

めにエネルギーを使っているわけですね。

人間は偉そうに車に乗って運転しているよ

うに自分では思っているけれども、外から

見たら、箱を一生懸命動かしているという

ことなるわけです。だから、そこに貴重な

ガソリンを使っていいのかということです

ね。だから、ヨーロッパはものを運んだり

子どもを運んだりするときに安全にという

ことを考えるとこうなるんですね。 

 ▽ ヨーロッパの自転車にはスタンドは
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ないですよね。 

 ―― スタンドはありません。真ん中の

ところでこう立てるやつなんです。ヨーロ

ッパの自転車はスタンドがついていないの

が半分以上ですよ。スタンドがついている

のは珍しいんですよ。 

 ―― スタンドって日本独特のものみた

いですね。 

 ▽ でもスタンドがないと安定しないじ

ゃないですか。 

 ―― 停めるときはラックにガチャンと

入れるんですよ。スタンドなんかいらない

んです。ラックというか、文化というか、

街のつくりが違うんだと思うんです。 

街の中にラックが普通にある。だから、ス

タンドなんか基本的にないんですよ。商店

街の中にいっぱいあって、そこにわっかが

付いているでしょう。こういうふうにガチ

ャンと入れて、ここにワイヤーのキーロッ

クをかけるわけですね。盗まれないという

ことが重要なんです。 

 ▽ ああ、なるほど。 

 ―― 日本を除くと、放置自転車の問題

があるのはたぶん中国と韓国ぐらいで、日

本にしか放置自転車の問題はないんですよ。

ヨーロッパの自転車というのは、例えばオ

ランダは自転車の平均価格は７万8,000円

ぐらい。平均ですよ。ドイツが４万 5,000

～6,000円、イギリス、フランス、ドイツ、

イタリアが３万5,000円ぐらい、アメリカ

はちょっと安くて２万8,000円から３万円

ぐらい。日本のように平均価格が9,000円

なんていう国は世界中ないんです。安全基

準があるんです。こういうちゃんとしたブ

ランドの自転車は120kg乗せても平気なん

です。ところが、日本の自転車は65kg対応

です。 

 ▽ あら、大変。（笑） 

 ―― でも、昔作られていた自転車は海

外に売るための自転車だったので、海外で

も通用するきちんとした自転車を作ってい

たんですね。最近の日本製は中国で大量に

作っているので、それは相当な粗悪品です。 

 ▽ １万円ぐらいのはやはりだめですか。 

 ―― だめでしょうね。何も付いていな

いでしょう、スタンドとか。盗まれてはい

けないから前輪を外して持って歩く。そう

いうことなんですよ。だから、ちょっと違

うんですね。 

 ▽ 自転車の扱いがね。 

 ▽ 財産なのね。 

 ▽ えーっ、安いのを買ってはいけなか

ったのかも。 

 ―― 例えば一昨年なんですが、30台買

ってきてテストをすると、３台しか合格し

ないんです。国内で作っているものは13％、

ほとんど中国から来ています。平均すると

6500 円でまともなものが作れるはずがな

いんです。これは４年前ですけれども、日

本は9000円ですけれども、ドイツ、オラン

ダ、フランス、イタリア比べて見てくださ

い。値段がまったく違います。いろいろな

問題があるけれども、そうではなくて向こ

うは安全基準があるんです。型式が通らな

いものは売れないので、日本で走っている

ママチャリのほとんどはＥＵ各国では輸入

禁止、危険物だから。だって、ドイツ人な

んか120kgが乗っても平気でいるわけだか

ら、日本のママチャリなんか無理ですよ。 

 ―― ヨーロッパではNPOが大量に補助

金を取ったりして、一気にお金を集めて子

どもを乗せる自転車を買い込みで、お母さ

んたちに貸しているんですよ。 

 ▽ やってほしい、それ。 

 ▽ ぜひ。 

 ―― いちおう日本の国は子育て何か支

援の費用というのが１兆3,000億円あるこ

とになっているんだよ。いったい何に使っ

ているんだろうね。 

 ▽ 必死で安定取りながら運転している
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って、歩いている人はだれも思っていない

んです。普通の自転車だと思っているから、

普通に横を歩けるって、そんなに近くに来

ないでって。（笑）うまく走るのがとても大

変なのよ。漕ぎ出しはふらつくし、加速し

て安定したら、頼むからそばに来ないで、

とお願いしながら乗っている。（笑） 

 ▽ スキー場みたいな。 

 ▽ ほんとに、ほんとに。坂道を登って

いるときに、前から来たら、「すみませーん」

とか。 

 ▽ 停まったら最後もう、これぐらい通

れるだろという感じで見られてしまうんだ

けど、「通れないです」。スペースを空けて

おいて、ふられるんだからって、言いたく

なる。 

 ―― やはり走るところがないわけだか

ら。 

 ―― 車が幅寄せしたり、あおったり、

警笛を鳴らしたら、周りから本当に袋叩き

にあいますよ、そういう文化にしないとい

けないでしょうね。 
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■江東区における母親ヒアリング記録 

 

利用者ニーズに基づく自転車の開発に向け

た調査検討委員会 

①子ども乗せ自転車開発に関する利用者ニ

ーズ調査 

お母さんヒアリング 江東区・東雲保育園 

平成20年６月25日（水） 

 

 ―― 自転車にお乗りですか。 

 ▽ 私は乗っていないのですが、主人が

３歳半の女の子を普通の自転車の後ろに乗

せて、保育園まで来ていました。 

 ―― 何か自転車に乗っていて不満をお

っしゃっることはないですか。 

 ▽ 安定が悪いとは言っていましたね。

歩いて５分のところなので、自転車は２、

３分でパッと来られるので、そんなに困ら

ないです。 

 ―― 歩いてきても何とかなる。 

 ▽ はい、全然。ただ、通勤の途中なの

で、そのほうが楽なのです。主人はそのま

ま自転車で駅まで行きます。 

 ―― 電動をお買いになろうとしている

わけですね。 

 ▽ そうですね。私は今、休んでいます

が、復帰したら電動にして、前後ろに乗せ

るやつを買おうかなと思っています。 

 ▽ ママが乗るためにね。 

 ―― 今は自転車はお乗りになっていま

すか。 

 ▽ 乗せています。ほぼ毎日。 

 ―― お子さんをこういう格好で。 

 ▽ はい、だいたい。天気のいい日は、

この子が自分のに乗っていってくれるので

すが。 

 ―― こちらの方は、電動の自転車を買

おうとしているようなのですが。 

 ▽ 電動のほうが、確かにいいですね。

うちは違うのですが、やっぱり乗り始めが

結構ぐらっとくるので、電動のほうが安定

していると思うのです。 

 ―― 倒れないように、補助輪がついて

いて。ヨーロッパでは、どういうのにお母

さんたちが乗っているかというと、こうい

うのに乗せているのです。４人乗せている

のです。 

 ▽ 雑誌とかで見たことがあります。 

 ―― そうですか。多分うちが提供した

写真だろうと思いますが、こういうので子

ども３人乗せているのです。日本だと、こ

れは走れないのです。 

 ▽ ヨーロッパは道が広いから、いいで

すよね。 

 ―― 道は東京のほうが広いです。ヨー

ロッパは道が狭いです。それは、どう比べ

たって、日本の道のほうが広いです。日本

の道は全部車が優先なので、こういうのは

走れないのです。向こうは全部リースなん

ですが、子育てが終わると要らないから。 

 ▽ リースだったら、いいかもしれない

ですね。 

 ―― 日本だったら、これに電動アシス

トをつけるんでしょうけれども。いくらだ

ったら借ります？ 

 ▽ 安ければ安いほど。（笑） 

 ―― それはそうだけど。電動アシスト

を買うと、今10万ぐらいするでしょう。 

 ▽ 10万ちょっとしますね。 

 ▽ 10万ちょっとで、３年、４年乗るよ

りも安く借りられるんだったら、借ります。 

 ―― 10万というと、年間３万円ちょっ

とだったらいいとうことで、月3,000円な

ら何とかなる。月3,000円で年間３万6,000

円。 

 ▽ だから、それよりも安かったら借り

ます。そうじゃなかったら、自分で買った

ほうがいいです。 

 ▽ でも、買います？ 

 ―― これは買わないでしょう。置いと
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けないものね。 

 ▽ 置けないので。 

 ▽ 置けるやつで 10 万円ぐらいなら買

っちゃう。 

 ―― ヨーロッパだと、これは車なので、

駐輪場なんかないのです。駐車場なんです。

車と考えているのです。普通の自転車じゃ

ないのです。これは、ちゃんとここにトラ

ンクまでついているわけです。だから、こ

れは全く日本とは考え方が違うんですね。

車椅子が乗ったりするわけです。 

 ―― これはニホラね。これは？クリス

ティニアの変形ですね。そういうもの。こ

れは４人乗れるんですけどね。 

 ▽ ４人も乗せたら、こけないかしら。 

 ―― これは全く。向こうの人が乗って

いるのを見たけれどもビックリしますよ。

もう颯爽と走りますよ。 

 ▽ 軽いんですか。 

 ―― 日本のちゃちな自転車と比べ物に

ならないですよ。 

 ▽ タイヤが小さいから、結構漕がなき

ゃいけないイメージが、何となくある。 

 ―― だって、ギアが違うもの。全くレ

ベルが違います。みんな勘違いしているけ

れど、日本の道は狭いって言っているけれ

ど、狭いのは歩道だけであって、道路全体

は広いんですよ。 

 ▽ 車道を入れてしまえばそうでしょう

ね。 

 ▽ でも、これは車道を走らなければい

けないんですよね、今。 

 ―― 本来は車道を走らなければいけな

いんです。 

 ▽ それが嫌なんだよね。 

 ▽ 危ないよね。 

 ▽ 怒られても歩道を走ろうと思ってい

ますから。 

 ―― ヨーロッパの場合には、これが歩

道を走ることはないのですが、車道を走っ

ていて邪魔する車や意地悪する車はいない

わけです。それは、いるはずがないのです。

日本の場合は、子どもとお母さんをいじめ

るのが普通になっちゃっているから、おか

しなことになっている。ヨーロッパでは歩

道があって、自転車道があって、車道があ

るというふうになっているのです。こうす

れば問題はないんです、日本でもこれから

そうなっていくんです。だって、それ以外

に方法はないんだから。ガソリン価格がリ

ッター300 円ぐらいになっちゃったら、ど

うしようもない。 

 ▽ この人は普通のお母さんですって。

私はモデルさんだと思ったのです、雑誌用

の。 

 ―― 違う、違う。 

 ▽ 普通に街中にいるんですって。 

 ―― これはでかく見えるでしょう。そ

して、タイヤが小さく見えるけれど、すご

く早いです。日本のお母さんたちが子ども

を乗せて走っているのが、せいぜい時速12、

３kmが限界だと思うけれど、20 kmぐらい

で走れる。 

 ▽ 小さいから。 

 ―― ぴゅーんと。 

 ▽ 危ない。 

 ―― 日本だと危ないと思うけど、向こ

うだと車が邪魔しないから。子どもとお母

さんに対して、まるっきり感覚が違うので。 

 ▽ 走っている車の数も違うんですか。 

 ―― それは変わりない。車がこういう

お母さんとか子どもを邪魔するということ

は犯罪とみなされます。 

 ▽ 日本だったら、車道ですよね。 

 ―― もちろん車道です。これで歩道を

走ったら、ガタガタです。 

そういうことで、今いろいろなことを調

べていまして、お母さん方はいろいろと不

満があると思うのですが、荷物なんかどう

していますか。子どもを乗せるとき、荷物
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を置くところがありますか。 

 ▽ 子どものヘッドガードのところに引

っ掛けるとか。リュックを引っ掛ける。 

 ―― 荷物を乗せるということを、日本

の自転車は初めから考えていなから。 

 ▽ あとは子どもに持たせる。大きい子

のほうに持たせるんです。大体見ていると、

みんなそうですよね。 

 ―― そうだな。ふらついたときに、向

こう側にふらついたら、もうどうしようも

ないですね。 

 ▽ だから車道は、なるべく走りたくな

い。 

 ―― 今のままでは日本の車道は無理で

すよ。 

 ▽ こわいですね。 

 ―― 教習所でやっとドライバーを教育

し始めていますが、まあ成果が出るまで５

年か６年ぐらいかかるでしょうから。皆さ

ん方はもう間に合わないけれども、次代の

お母さんになったときにこれが間に合うか

どうか、ですね。 

 ▽ 雨の日とかはいいですね。子どもが

濡れなくてね。 

 ―― 大人はビショビショです。 

 ▽ ですけどね。 

 ―― このニホラはうちが取り寄せまし

たから、１台あります。乗りにきます？本

当にビックリしますよ。ギアは７段なんで

すが、普通にスイスイ走ります。 

 ▽ 重くない。 

 ―― 重さは33kgあるので、普通の自転

車の倍ぐらいですが、全く普通に走ります。

子どもは大喜び。これはベンチシートがあ

って、シートベルトが付いていて、子ども

は並んで座れるのです。この子は座ってい

るんです。そういうふうに。ただ、６歳が

ギリギリでしょうね。 

 ▽ もう大きいですね。結構な重さでし

ょうね。４人入っていたら。 

 ―― その重さは全く感じない。  

向こうでもこれはリースなのです。お金

持ちは買うけれど、普通の人はリース。せ

いぜい３年から８年しか使わないから。だ

から、ものすごく丈夫にできていて、ずっ

と受け継がれていくのです。そういうこと

なんでしょう。 

ヨーロッパ、アメリカでは、後ろに子ど

もを乗せるということをまず考えてもいな

いのです。子どもが見えないということは

考えられない。考え方の差なんだけどね。 

 ▽ 前に子どもかごがついている電動が

あるじゃないですか。あれに後ろにもう１

人乗せる。それとここにガチャって付ける

タイプとどっちがいいですかね、２人乗せ

る場合。確かに安定しなくて危ないですよ

ね、ガチャって付けるほうは、持ち上げる

ときに足を入れたりとか、こちらも危ない

ですよね。どっちがいいのか、今悩んでい

ます。 

 ―― どっちも危険は同じ。運転は前者

のほうがしやすい。後者は車軸のところに

体重が乗るので、ハンドルの手前に重心が

来ちゃうから、運転はしにくくなりますよ

ね。いずれにしても。 

 ▽ 値段が、それでかなり変わりますよ

ね。 

 ▽ でも、あれは多分車体が違うんだと

思うのです。私も安い自転車にあれをガチ

ャってつけたら、すぐに自転車がガタガタ

して、結局、ダメになるのは早かったんで

すね。そういうのはしっかりつくってあり

ますね、専用のは。 

 ―― そこはそうなんだけど、これに後

ろをつけると、後ろがこう大きくなって、

前が上がるんです。 

 ▽ 後ろが重いから。 

 ▽ どこのメーカーがいいか、今いろい

ろと調べているんですけれど。 

 ―― 電動だと、２種類しかないんです。
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ブリジストンはヤマハと同じなんです。こ

れはパナソニック。この二つしかないんで

す。あとはサンヨーがありますけれどね。

個人的には、僕はパナソニックのViViがい

いと思うけどね。 

 ―― ブリジストンもよくできています

けど、ViViはそれよりよくできているので。

子どもを乗せるところのバランスを考えて

おやりになっていますね。 

 ―― いつごろからお子さんを乗せてい

ます？ 

 ▽ １歳半ぐらいから。 

 ―― その時は前ですか、後ろですか。 

 ▽ 最初は前からやったんですが、結構、

難しくて、転倒したことがあって。痛かっ

たんだけど、覚えていないかな。（笑） 

 ―― 子ども用の座席を前に付けていた

の。付いていた。 

 ▽ 付いている自転車を買った。そうし

ないと、バランスが難しい。特に重心が、

というので。 

 ―― 前だと、もう見えないかな。 

 ▽ そうですね。 

 ―― 後ろになって、前に荷物を積む。 

 ▽ ええ、そうです。 

 ―― じゃあ、荷物がないときは、結構、

前が上がるでしょう。 

 ▽ 子ども乗せ用自転車って、20kgぐら

いになりますね。本体が15kgぐらいあるか

ら。 

 ―― バランスは取れている。 

 ▽ はい。 

 ―― ブレーキとか、スタンドはどうで

すか。 

 ▽ いちおう立てやすいように工夫して

あるんでしょうけれど、やっぱり、結構、

力が要ります。 

 ―― あれは、みんなそう言うね。荷物

は積むところはいっぱいあるよね。 

 ▽ ええ。大きめのかごを付けたので。 

 ―― １人で降りる？ 

 ▽ はい。１人で乗り降りします。ママ

がきっちり持っていないと危ないので。 

 ―― 前輪はロックが付いていますか。 

 ▽ ええ。 

 ―― 電動アシストではない。 

 ▽ 電動です。前のが重くなったので、

今２台目なんですよ。 

 ―― そうなんですか。 

 ▽ 重くなって、電動アシストじゃない

と、ここは坂があるので。 

 ▽ ありますよね。風もあるしね。 

 ▽ そうなんですよね。 

 ―― やっぱり、漕ぎ出すときは、電動

のほうが安定していますか。 

 ▽ そうですね。あとは、どうしても力

が足りないと、漕いだのにあわせてハンド

ルが振られがちなので。 

 ―― 後ろで動くと。 

 ▽ ええ、ものすごく振られます。 

 ―― じゃあ、転んだりした経験もある

わけだから。 

 ▽ エレベーターの中で転んだんです。 

 ―― エレベーターの中で転んだの。 

 ▽ 転んだというか、倒れた。子どもを

乗せると、ママがいる側じゃないほうに倒

れかかったときに、もう押さえられないん

ですよ。それって、100％無理だと思うんで

すよ。荷物を載せたり、降ろしたりできる

大きなエレベーターがあって、それで昇っ

たり下りたりしていたんですが、子どもが

小さいとき、降りるの嫌だとか、寝ちゃっ

たりとかして。 

 ―― 乗せたまんま。 

 ▽ うちはホールが広く、自転車を置け

るので、その頃は玄関前まで持っていって

いたんですが、それでほかの人も乗ってく

るので、少し寄せたら、そのときに倒れち

ゃって。練習して、反対側に倒れないよう

に頑張っていたつもりだったんですが、そ
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のときは、どうしてもそうなってしまって。 

 ―― こういうものを今、考えていて。 

 ▽ ええ、見ました。後ろが三輪車タイ

プで、かごが後ろにある、ああいう感じで

子どもを乗せられたらいいのにと思ってい

たので、試作品でこういうのが今作られて

いるというのをニュースで見て、どんなの

かなと思って。 

 ―― ２人目ができたら、楽ですよね。 

 ▽ そうですね。 

 ―― でも、子育てが終わったら寂しい

ですよね。これ。 

 ▽ 寂しい。（笑） 

 ―― 使いようがないですね。 

 ▽ 積みにくいでしょうね、荷物を積む

のにしても。 

 ▽ でも、今うちは２台目なんですが、

１台目はやっぱりへたったんです。子ども

もそれなりの体重だし、やっぱりブレーキ

もいくら調整しても緩みやすくなったりし

てきたので、２台目を買ったんですけれど、

やっぱり子どもを乗せて使う以上は、消耗

品かもしれないって気がするんです。前は

電動ではなかったんです。乗せられる自信

がなかったんで、試しにって安売りのとき

に買って。 

 ―― 今の電動アシストは、買ってどの

くらいですか。 

 ▽ １年半ぐらいです。 

 ―― まだ大丈夫だな。もう、あと１年

ぐらいすると電池をちょっと換えなければ

いけない。 

 ▽ そうですよね。ママたちに聞くとや

っぱり。 

 ―― 今乗っていて、ぐらつくとか不安

定だということ以外に、もうちょっとここ

は何とかならないのということはあります

か。 

 ▽ バッテリーですよね。あとは、それ

はオプションだからだとは思うのですが、

今の子ども乗せの荷台につけるタイプって、

重心が後ろにいっちゃうから。今の子ども

乗せタイプって重心が離れているから、子

どもがきょろきょろしたりすると、そんな

に大きな動きをしていなくても、ものすご

く振られるんです。 

 ここらへんだと、そもそも自転車が通れ

るスペースが広いからまだいいんですが、

一般の住宅街とかで歩道を通る場合、その

拍子に絶対に人にぶつかりしそうになると

思うんですよね。だから、何かこわい。 

 このへんでも小さい子が夕方自転車に乗

せているのに、ぶつかりそうになることが

何度もあって。やっぱり、子どもは子ども

同士に気を取られたりするので、こっちも

気をつけようとするけど。そういうのがあ

るんです。 

 ―― ちゃんとした自転車屋さんに取り

付けてもらうと、結構、ギリギリ前につけ

る。 

 ▽ ああ、そうなんですか。やっぱり、

バランスを考えて。 

 ―― 後ろに付けると、この車軸の真上

よりも後ろに加重がかかり、前が浮くんで

すよね。そうすると、もう運転ができなく

なっちゃう。 

 ▽ そうですね。 

 ―― こういうのもあるんです。これは

年寄り向きですね。 

 ▽ これだったら、最強ですよね。保育

園にもほしいくらい。（笑） 

 ―― ヨーロッパだと保育園で貸すんで

す。もうちょっと見ていくとわかるんです

が、これはデンマークのほうで、ちゃんと

シートベルト付で、２人でも４人でも乗せ

られる。これはちょっと高いんです。ここ

に予備のタイヤが入っていまして、このタ

イヤをくっつけるんです。そうすると、前

がベビーカーで、切り離しができる。 

 ▽ でも、確かにどこか駅までは自転車
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で行って、そこから先はベビーカーだけで

行きたいときが、ありますね。 

 ―― まさにそうです。 

 ▽ 私、よくやりましたよ。この子を歩

かせたら、駅に行くまで30分じゃ着かなか

ったりするので、出かけなければいけない

ときには、折りたたみ式ベビーカーを自転

車にくっつけて、自転車で駅まで行って、

あとはベビーカーで行く。歩かせていると、

駅のホームもこわいので。 

 ―― 結構、そういう人多いですよ。 

 ▽ 私はほかの人がやっているのを見た

ことないんですけど。 

 ―― みんなやっています。 

ヨーロッパだと、こういうふうに乗せて

いるんですね。 

 ▽ さっきおっしゃったように、高額で

も安全第一だから、子どもが1人だけとい

う場合には使いきれないこともあるから、

もし、自治体とか公的な機関が買って、子

育て世帯に、それなりの料金でレンタルし

てくれるという制度にすればいいんですよ

ね。 

 ―― ヨーロッパ、アメリカでは、それ

が当たり前なんで。日本だけ、この制度が

ないのがおかしいなと思うんだけど。 

 ▽ そうなんですか。子育て支援は、相

当遅れていますよね。 

 ―― 子どもに関して、日本は本当に言

っていることとやっていることが違いすぎ

るからね。これは４人まで乗れる。 

 ▽ お子さんが４人いるおうちとかもあ

りますよね。 

 ―― 金曜日とか月曜日に、シーツをい

っぱい抱えたり、おむつを抱えたり。こう

いうのだったら何の問題もないでしょうね。

これなんかまさに、いくらでも乗るでしょ

うし。 

 ▽ あと、バランスも絶対にいいですよ

ね。３輪あるんですもんね。 

 ―― これは、もう倒れませんから。 

 ▽ そうですね。今、自転車が車扱いに

なっているじゃないですか。 

 ―― もともと車扱いなんですけどね。

これまでそれに目をつぶってきたのを今、

何とかしようということになって、難しい

状況になっている。ドライバーを教育する

のが先だね。 

 ▽ そうですよね。桜橋も片側が自転車

で、片側が人って分けられているんですけ

れど、誰も気づかないですよね。私も気づ

かなくって、最近になってからそれに気づ

いて。でも、自分は自転車のほうを走ろう

と思っても、人が歩いているから難しい。 

 ▽ 気づきませんでした。 

 ▽ 気づきにくいんですよね。あと、区

によってすみわけのやり方が違うので、わ

かりにくいんですよね。 

 ―― そういうところが一番問題なんで

しょうね。やっぱり歩行者が一番大事だと

いうことで、歩道がきちんと取られている

んですよね。自転車が歩道を通るというの

は、日本以外の国はないから。 

 ▽ そうなんですか。 

 ―― 日本だけなんです。 

 ▽ こわいですよ、あれは。 

 ―― だって、年寄りなんて、後ろから

自転車に追い立てられて歩いているわけだ

から。 

 ▽ こわいですね。 

 ―― そういう国って、やっぱり文明国

じゃないんですよ。 

 ▽ やっぱりそうか。どうもおかしいと

思っていた。 

 ―― どうもそのへんがわかっていない

んですよね。だから、普通の軽四輪の車と

自転車は同格なんです。このニホラという

のは自転車じゃないんですよ。これは今う

ちにあるんです。３カ月かかって、船便で

取り寄せました。向こうで26万円で買いま
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した。送料は船便で 25 万かかりました。

33kgの重さがあるんですが、普通の自転車

よりはるかに軽く動くんです。普通の自転

車のように、きゅーっと曲がるということ

はないんですが、でも乗せてみるとびっく

りしますよね。これは前に子ども用のベン

チシートがあって、シートベルト付で子ど

もが２人並んで乗れる。前のこの子は床に

座っているんですね。そして、カバーをパ

ッとかけると、こういうふうにビニールに

なっていて、濡れない。下に通風孔がある

んで、中で窒息することはない。お母さん、

お父さんは濡れちゃうんですが、子どもは

濡れない。日本のように歩道を通行すれば

角でぶつかってしまう。だから、前に出て

安全を確認しても、もうこのときは手遅れ

です。ヨーロッパの場合は歩道を通ること

はありませんから、車道を通っている限り

は、横から出てきてもその間の歩道分だけ

余裕がありますから、ぶつからないんです。 

 ▽ 歩道分だけ余裕がある。 

 ▽ それを逆に考えれば、日本の場合は

後ろ側にこういうのが来るほうが安全では

ないか。 

 ―― こういう形で後ろのほうがいいだ

ろう、前がぶつかってもいいぞというこに

なると、今度は後ろの子どもたちが動いた

ときには、どうやって運転するんだろうと

思いますね。それに欧米では子どもが見え

ないまま運転することは考えられない。 

 ▽ 私も前に子どもを乗せていると、子

どもの様子がよく見えるから、後ろにする

ときに何となく抵抗があって、前のほうが

安心な気はしたんですけれど。 

 ―― 前のほうがいいんですが、日本の

歩道を通るという前提だと、子どもが乗っ

ている部分だけ前に出ちゃうんですね。そ

こで曲がり角で突然出てきた自転車や人と

接触してしまう。交通ルールそのものの問

題ですね。 

 ▽ あとは、やっぱり日本の住宅事情が

あるから、どうしても駐輪できる場所が確

保できるかどうか。駅はもちろんですが、

それ以前に自分のうちに置けるかどうか。 

 ―― 玄関先にはなかなか置けないです

ものね。だから、これは感覚が自転車じゃ

なく、車なんです。だから駐車場に置くん

です。普通の車のところだと４台ぐらい置

けますけれどね。 

 こういうものが町を走っていると、向こ

うの車のドライバーは絶対に邪魔しないで

す。どうしても、そこが日本と違うところ

ですが、日本もいずれそういう時代になり

ますよ。 

 ▽ ここの駅も、最初は前かごが付いて

いる自転車は置けなかったんです。それで

私が係の人に置かせてくださいと言って、

通路のところとか邪魔にならない壁際のと

ころに、「置いちゃダメですかとか」と交渉

しました。駅の人はダメって言ったんです

けれど、区と掛け合って、置いていいとい

うことにしたというので、置けるようにな

った。私が置き始めたら、だんだんそうい

うママが増えたみたいで、それでスペース

が確保されたんです。 

 ―― すばらしい、すばらしい。全体と

しては今は間に合わないでしょうね。法律

も変えなければならないでしょうし。いや、

簡単に変えられない。考えているのが、男

どもだからね。いくら説得しても。理解し

ないんだもの。 

お母さんだって、もう普通に走っている

わけですよね。そういうことができる環境

をつくらなければいけないと思うので、今

どんなことで本当に困っておられるのか、

お聞きしたい。 

 ▽ ３人お子さんがいるママは乗せざる

を得ないから乗せていますよね。これが一

番危ないわけだから、少しでも今できるこ

とで対応してもらいたい。道路事情、家庭
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事情、住宅事情も踏まえて対応できるんだ

ったら、まだ試作品だとしても、自治体が

まず買って、それをレンタルとかモニター

という形でその地区で利用してもらって、

その上でその地区ではどういう対応が可能

なのかという方向性を見つけていってほし

いですよね。 

 ―― いくらなら借ります。 

 ▽ レンタル料ですか。１年間に１万

2,000 円に収まるように、月 1,000 円。実

際、子育て世代が出せるお金って、やっぱ

りそのへんが限度だと思うんですよ。 

 ▽ 大きいと駐輪代かかるも。 

 ▽ 駐輪代が月1,500円だから、それよ

りも自転車が高くなってたらいけないと思

うんですけど。 

 ―― でも、レンタルと駐輪を入れて、

月2,500円かかるんでしょう。 

 ▽ そうですね。 

 ―― それで、どこかでコインパーキン

グ使って、月3,000円かかって。メンテナ

ンスをして、３年に１回バッテリー換えて。

大変ですよ。 

 ▽ 大変ですよね。 

 ▽ でも、子どもを２人以上乗せてはダ

メというのは、いちおうママたちの意見で

撤回されたじゃないですか。 

 ▽ 撤回はされていないんですか。ちょ

っと見送り？ 

 ―― 見送りというか、違反に対して知

らん顔。 

 ▽ 知らん顔ですか。だから困るんです

よね。 

 ―― 危険なことは間違いないから、法

律は変えられないんですよね。こういう自

転車だったらいいよ、ということを認めよ

うとしているにすぎません。 

 ▽ でも、それをメーカーと買う利用者

にだけ負担させていても、埒が明きません

よね。そういうのって、どこに言ったらい

いんですかね。 

 ―― 我々がちゃんと政府に伝えますけ

れどね。 

 ▽ ママたちレベルの意見もあちこちか

ら出てきてくれないと、たぶん動かないで

しょうね。 

 ―― そうなんです。警察が言うには、

ママたちはそんなことを求めていないとい

うのです。 

 ▽ なんかそういう報道がありましたよ

ね。 

 ―― 全然求めていない。アンケートを

取っても何も来ない。情報がない状態でな

っているからだろうと思うんです。 

 ▽ ママたちも、みんな忙しいから、そ

う思いながらも言う時間がない。それを言

っている暇なんてないですよね。 

 ▽ そうですよね。何年か我慢すればと

思っちゃうから。 
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■札幌市における母親ヒアリング記録 

 

利用者ニーズに基づく自転車の開発に向け

た調査検討委員会 

①子ども乗せ自転車開発に関する利用者ニ

ーズ調査 

お母さんヒアリング 札幌市北区 

平成20年７月８日（火） 

 

 ―― まずどうしてこういうことになっ

たかというお話をしたいと思います。私た

ちは実は自転車活用推進研究会という非常

に長ったらしい名前のNPOなのですが、２

年前に東京都認証のNPOになりました。今

から８年前にこの団体を作ったのですが、

半分以上がジャーナリストか元ジャーナリ

スト。僕も毎日新聞なのですが、現役のテ

レビマンとかそういうのがみんな集まって、

ちょっと自転車のことをきちんと考えてみ

ようという会を作ったのです。 

 お気づきではないと思いますが、このと

ころ、この２年半、３年ぐらいの間、自転

車に関してものすごく大量のテレビ、ラジ

オ、新聞で取り上げられていると思うので

すが、ほとんど全部、発信源はうちです。

それはどうしてかというと、研究会を８年

前から立ち上げて、法律的なことだとか世

界のことも研究し始めて、政府などに提言

したのです。政府のほうも、５年ぐらいは

無視していたのですが、３年ぐらい前から

やはりそうかなとみんな思い始めたらしく

て、聞いてくれるようになりました。去年

はついに全国で 98 カ所のモデル地区を作

って、自転車レーンの実験も始めましたし、

僕らからすると千里の道を３歩ぐらい来た

かなということなのです。 

 そういうことをずっとやっていて、これ

は常に私たちと敵対するというか、協力は

しつつあるのですが、警察の対応が非常に

難しいのです。去年、30年ぶりに自転車に

関する教則を書き換えるということが行わ

れました。30年前にはウォークマンもはや

っていなかったし、携帯電話は22年前から

ですからなかったので、今の自転車の乗り

方に関する法律の手引書を、時代に合わせ

て書き換えるということをやったのです。 

 その中で、お母さんが子どもを前と後ろ

に乗せて走ることは禁止されていました。

それは法律的には違反なのですが、今まで

もちろん取り締まりもしてこなかったし、

できなかった。厳密に取り締まると３カ月

以下の懲役または５万円以下の罰金ですか

ら、これで検挙されると、逮捕して、起訴

して、簡易的な裁判をして、罰金を払いな

さいということになります。そうすると前

科が付くのです。たぶんここにいる人は全

員、前科者。（笑）前科が付いてしまうと、

例えばスーパーでパートとしてちょっと働

きたいといっても、履歴書を出しますと、

「あなた、前科３犯ですか」というばかな

話になる。 

 そんなことになるので警察は取り締まら

なかった。事故が起きたときだけ、お前が

悪かったという言い訳になってしまってい

るわけです。車の場合にはこういう違反、

例えば５人乗りの車に６人乗って捕まった

ら、点数で終わりなのです。車のほうが罪

が軽くて、自転車のほうが罪が重いという、

不思議な逆転現象になっている。それは自

転車には免許証がないからです。もともと

法律的には違反だと言われても、違反だと

は知らなかったでしょう。これはずっと前

から違反なのです。 

 去年、学者が集まって議論したときに、

これはやはり違反なので厳しく取り締まっ

たらいかがなものかという話をしたのです。

警察がやってみようかなと言ったのを僕ら

が聞きつけて、すぐ新聞にバーッと流して、

変なことを言っているぞという話をしたら、

全国から猛烈な反発が来て、警察はヘナヘ
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ナと。お母さんから言われるのがいちばん

効くので、黙ってしまったわけです。 

 黙ってしまったけど、守れないいっても、

もちろん法律ですから、警察としては安全

に子どもを２人乗せられるような自転車が

開発されることを前提として検討するとい

う言い方で、先送りしたわけです。しばら

く何もしない。ただ、いつかそのうち２人

子どもを乗せても大丈夫だ、安全だという

自転車ができるという建前になっているわ

けです。 

 警察は自転車メーカーとかいろいろ集め

て、作ってくださいとお願いしたら、自転

車メーカーのほうは、私たちは警察の管轄

ではなくて経済産業省の管轄なので、経済

産業省を通してくださいといって逃げた。

そこで警察は経済産業省にお願いして、経

産省が自転車メーカーに、何が安全かとい

うことも決めるから、こういう安全なもの

を作ってねということにしたのです。 

 それで警察のほうはお母さんたちにアン

ケートを配って意見を募集して、どういう

ものが安全かというアンケートは採ったけ

ど、アンケートになっていないのです。と

いうのは、現役のお母さんにはいっさい聞

いていない。そこで皆さんにこうやってお

集まりいただいたのですが、普通、子育て

中のお母さんに話を聞くということは無理

です。子どもを預かるというところまでや

らないと、じっくり話を聞いて、考えてみ

るということはできない。警察は何をやっ

たかといったら、みんな OB というか、OG

というか、経験のある人の記憶の中のこと

を聞いているわけです。 

 これは大阪で聞いたときに思ったことで

すが、自分たちが実際こういう格好で乗っ

ていて、危険だとかいろいろなことを言わ

れて気が付き、今、考えればそう思ってい

るけれども、たぶん子育てが終わったら忘

れてしまうだろうし、あまり実感もなくな

るだろう。実際に車を運転していたことが

あって、そのときは自転車は邪魔だと思っ

ていたけれども、自分が自転車に乗ってみ

たら大変なことだと今はわかる。でも子育

てが終わったらたぶんきっと忘れてしまう

だろうから、今しか意見は言いませんと大

阪のお母さんが言ったんですよ。 

 だからそういう意見をまず聞こうという

ことで、政府のほうから私たちのところに

何かいい方法はないですかというから、

我々はキャリアマムさんと相談して、実際

に複数の子どもを自転車に乗せているお母

さんたちから子供を預かって、ちょっと集

中的にお母さんたちに意見を聞こうという

ことになった。私たちのほうからいろいろ

な情報も提供しますけど、それで考えてい

ただいて、ざっとしたアンケートに答えて

いただく。 

 それを今回も含めて９回、全国でやって

きたのです。いろいろなことが分かってき

ました。今まで、全く気が付かないことが

いっぱい出てきました。今日もそういう話

が、北海道を代表しての意見が欲しいので

す。 

冬の３カ月間は自転車に乗れないと聞い

ていますが。 

 ▽ ３カ月だけじゃないよね。 

 ▽ 半年ぐらい乗れないね。 

 ▽ 雪はなくなっても氷が残っている。 

 ▽ 道がちょっとでも凍り始めたらだめ。

怖くて乗れない。 

 ―― 自転車は普通の自転車ですか。 

 ▽ 普通の自転車で。かごは前に付いて

います。 

 ―― ハンドルの手前に付けていますか。 

 ▽ そうです。ハンドルに引っ掛けて付

けるタイプ。 

 ―― そうするとかごはもう一つあるわ

けですね。 

 ▽ そうです。あと後ろですね。電動で
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はないです。 

 ―― お次の方、お子さんは何人ですか。 

 ▽ ３人です。 

 ―― ３人いっぺんに運ぶということは。 

 ▽ いちばん上の子はもう小学生なので、

単独で乗ってもらって。 

 ―― でも３人乗せなければならないこ

とはなかったですか。１人背負うというこ

とはなかったですか。 

 ▽ 前に乗せるのはちょっと怖くて、後

ろだけ。 

 ―― お子さんは何人ですか。 

 ▽ ２人です。 

 ―― 乗っているのは「ふらっか～ず」

のタイプ？ 

 ▽ そうです。それと後ろ。電動ではな

いです。 

 ―― 電動の方はいます？ 

 ▽ 高くて。 

 ▽ 欲しいけど。 

 ―― 東京だとか京都では電動の人が多

かったです。やはり坂の関係？ 

 ▽ 坂だけだよね。 

 ▽ 電動もどうなんだろうというぐらい

の坂だから。 

 ▽ 電動が必要な坂だけれどお金がない

のと、電池が切れたらどうしようという不

安があるから。バッテリーが重たいのと、

切れたときの不安があるから買えない。 

 ▽ 少なくとも初期投資のお金がないと。 

 ―― そうですね。ちゃんとしたものは

10 万円以上ですからね。「ふらっか～ず」

タイプですか。 

 ▽ はい。電動ではない。 

 ―― お子さんは何人ですか。 

 ▽ ２人です。 

 ―― 何人ですか。 

 ▽ ２人で「ふらっか～ず」タイプです。 

 ―― ではお子さんは。 

 ▽ ２人で、同じタイプ。 

 ▽ うちも２人で「ふらっか～ず」タイ

プ。 

 ―― じゃあ５人いるんだ。「ふらっか～

ず」タイプは、子どもができたときに買っ

たのですか。最初から自転車を持っておら

れた方はいらっしゃいます？ 子どもがで

きる前から自転車を。買い換えたのですか。 

 ▽ 買い換えました。 

 ―― やはりそうか。昔から乗っていた

自転車にそのまま座席を取り付けたという

方はいらっしゃいます？ ああ、３人いら

っしゃる。 

 ―― 何がいちばん怖いなと思います？ 

 ▽ こぎ出し。フラフラする。最初は、

「ふらっか～ず」でもやはり。 

 ―― ぐらつきますよね。スピードに乗

ればいいけど。 

 ▽ ある程度小さいうちは、視界が前に

取れるからいいのです。今、うちは下が２

歳なのですが、その２歳を前に乗せている

ので、前が見えなくなってきて。できる限

り、段差とかにも気を付けて走ってはいて

も、見落として段差にちょっと差し掛かる

とガクンと来てやはり怖い。そういうとき

に車がグッと出てこられたら大変。すぐ静

止できるように、わざとサドルをいちばん

低くして、足がベタッと付くようにしてい

るのですが、段差のところはそれでも足が

届かなくて仰向けになるのです。段差で足

が届かないというのは怖い。 

 ―― 皆さんが走っているのは歩道です

ね。 

 ▽ 歩道です。 

 ―― 歩道だからとにかく段差があるわ

けですね。当然そうだろうな。こぎ出すと

きはぐらつく。 

 ▽ うちは「ふらっか～ず」タイプなの

ですが、やはり「ふらっか～ず」タイプは

前乗せ専用なので、後ろ乗せは想定に入っ

ていないと思うのです。うちの場合、後付
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けで後ろに付けているのですが、前の子な

しで後ろの子だけ乗せたときにバランスが

すごく悪い。 

 ▽ ウィリーする。 

 ▽ そう、ウィリーしちゃう。 

 ―― それは「ふらっか～ず」の方は経

験しました？ 

 ▽ しました。 

 ―― ３人。実はこれはコツがありまし

て、それは子どもの大きさによるけれども、

ちゃんとした自転車屋さんだったら後ろの

座席を、子どもが乗る重心を、この軸を手

前に置くのです。そうすると比較的そうい

うことは少ない。 

 ▽ そうなると今度は持つところがお尻

にぶつかって。 

 ―― そう。お母さんの背中にビッタリ

くっつくことになる。 

 ▽ 結構ですよね。 

 ▽ 痛いよね。 

 ▽ 背中が、お尻が痛くて。子どもも痛

い。 

 ―― ここにちょっと余裕を持たせよう

と思うと、これが後ろにいくと、結局この

車軸の後ろ側に重心が乗ると、前が軽いと

きには上がってしまう。それに走らない限

りは倒れるのです。 

 ▽ 前に住んでいたところは、毎日、す

ごい坂を上がって通園させていたのです。

押していくしかないのですが、押すときが

いちばん怖いです。 

 ―― 子どもを前に２人乗せて押し歩き

は大変でしょう。 

 ▽ でもせざるをえなくて。狭い歩道で、

いつもスレスレを車が通り、いちばん危な

いと思いました。 

 ―― 押し歩きはどうですか。 

 ▽ なるべくしたくない。 

 ▽ したくないからベタ足にしてという

のはあるのですが、それでもやはりいやで

すね。 

 ―― ８人いて６台は３段変速。内装で

すよね。お一人だけが使っていない。 

 ▽ 使っていないかもしれない。常にい

ちばん軽いかもしれない。 

 ―― よく使っているお母さんがいるの

だけど、子どもを前後ろに乗せているせい

か、早く壊れると言う。 

 ▽ 高いのに困る。 

 ―― 壊れたら困るよね。でも壊れても

動かせなくなるだけで、たぶんいちばん軽

いところで停まると思うのです。あとはそ

うすると、子どもを乗せて変速して停まり

たくない。どうしても停まりたくない。停

まるとこぎ出すのが大変だから。 

 ▽ 大変だし、停まってまた前に進むの

も大変だけど、それ以外に押していかなき

ゃいけなくなったら、坂の中腹で降りるの

も怖いし、なんとか降りられてもフラフラ

の状態でさらに坂を上がっていくのはよけ

い辛いから、意地でも降りてたまるかと。 

 ―― 押し歩きはとにかく危険だろうと

思います。前のタイヤはフラフラになりま

すよね。 

 ▽ うん、なる。 

 ―― 皆さんたぶん分かってやっておら

れると思うのだけど、押し歩くときのコツ

はブレーキの使い方なのです。坂だと特に、

上げてバッとブレーキを掛けてしまう。息

継ぎして、押してブレーキを掛ける。ブレ

ーキを掛けた瞬間にだいたい安定するので

す。押したまま、グラグラのままでいくら

やっても力だけ掛かってしまう。転びかけ

たり乗り上げたりしてバランスを崩したと

きには、とにかくブレーキを掛けるとある

程度収まるけど、手遅れになったらしよう

がないですね。子どもと一緒に倒れてしま

ったとか、子どもを乗せたまま倒してしま

ったという方はいらっしゃいます？  

 ▽ 倒すのが怖くて、前後に二人乗せる
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ことに踏み切れない。 

 ―― なるほど。でも後ろだけですか。

前だけ？ 

 ▽ 後ろ。前に乗せてしまうとワーッと

なるから。今、ガソリン代も高いし、安全

なのができれば、前後に乗せたい。 

 ―― でもたいしたけがはしていないで

しょう。 

 ▽ 子どもはしていないけど、親がひざ

を。 

 ▽ ああ。ひかれちゃった？ 

 ▽ ペダルでジーパンに穴が開いて、そ

の下に血がダラダラと。とりあえず子ども

を助けなきゃというのがあって。 

 ―― それはそうだよね。子どもたちは

意外に体重も軽いし、受け身もうまい。 

 ▽ ベルトをしめて、ヘルメットもかぶ

っていて、押し歩きをしていたときに、子

どもが暴れてしまったのです。それでバラ

ンスが崩れて倒れてしまった。 

 ―― 子どもは動くでしょう。 

 ▽ 動きます。 

 ―― 予測がつかないことが多いですよ

ね。いつもけんかするのですが、試乗テス

トなどの際、20㎏の砂袋や水を入れた袋を

乗せたりするのです。それで「大丈夫、安

全」といってるが、これでは実際に子ども

を乗せた状態はわからない。 

 ▽ 砂は動かない。 

 ―― 後ろで寝られるのと前で寝られる

のと、どっちが怖いですか。 

 ▽ 後ろ。 

 ▽ 見えないから。物も落とすしね。気

づくと靴がないとか。 

 ▽ 後ろで寝られたことはないけど、前

はしょっちゅう寝られる。 

 ▽ 前後で寝られる。 

 ―― 自転車って気持ちいいんですよね。

よく寝てしまうとはみ出すじゃないですか。

僕が見たのは、ヘルメットをかぶっている

子の頭が電信柱にゴーンと。（笑）かわいそ

うに。あとはやはり子どもが動いたときに

バランスが崩れることは多いですか。 

 ▽ 多い。 

 ―― 前と後ろだったら。 

 ▽ 後ろ。 

 ―― やはり後ろだよね。後ろに子ども

を乗せるということに関して不安はありま

す？  

 ▽ 見えないから。 

 ―― 前は動くなと言える。 

 ▽ ただ、すごく小さいのを乗せている

ときは、ぐずったりしたら「静かにしろ」

では聞かなくて、エビぞりになって、それ

でこうやってやります。 

 ―― もう嫌でしようがなかったりする

んだね。 

 ▽ そのときはなんか機嫌が悪くて。 

 ―― とにかく子どもたちは動くんです

よね。でも動く子どもで実験するというの

は一種の人体実験なので、なかなかできな

いのです。でも本当にそれをやらないと分

からないでしょうね。世のおじさんたちは、

自転車を開発しているおじさんたちは、み

んな砂袋を乗せてやるのです。それで「大

丈夫」。絶対、大丈夫じゃないと思うんだよ

ね。 

 ▽ せめて人型の模型にしてほしいな。 

 ―― しかも動くのがいい。 

「ふらっか～ず」タイプの場合にはかご

はないですよね。荷物はどうしていますか。 

 ▽ ハンドルに。 

 ▽ 子どもに持たせる。 

 ―― ハンドルに掛けると大変です。 

 ▽ あと保育園に置いてある「ふらっか

～ず」タイプの自転車は、後ろに荷物を載

せられるように一生懸命作っていた人もい

ました。 

 ―― 100 円ショップに行って、ここに

Ｓ字型の鍵を掛けてぶら下げる。だから余
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計に前が浮き上がる。空気圧はある程度き

ちんと入れておいたほうがいいですね。パ

ンクしやすい。整備はどうしていますか。

ブレーキなど調整は、自転車屋さんに持っ

ていったりしない？ 

 ▽ ほとんどしない。 

 ▽ ヤバイと感じたときだけしか、自転

車屋さんには持っていかない。 

 ▽ あまりにもブレーキが利かないとか、

なんらかあったら。 

 ―― でも日本の自転車はきっと優秀な

んだよな。 

 ▽ 意外に平気。 

 ▽ だいたいここがこうというふうなの

があらかた少し分かれば、自分でドライバ

ーを持ってやっちゃったり、あとお父さん

とかがそういうのを、「ちょっと見てよ」と

いって見てくれたりするケースもある。 

 ▽ うちはない。 

 ▽ うちも知らないな。 

 ▽ うちお父さん、機械だけだもん。機

械以外、全然だめだから。 

 ―― 自転車で走っていて、荷物はやは

り苦労する。例えば保育園とか幼稚園で、

保育園は特にシーツを持っていったり、お

むつとか着替えを持っていったり。見かけ

るお母さんは、こんなズタ袋をたすき掛け

にこんなになって乗っている人もいるけど、

そういうことはやらないですか。 

 ▽ やりました。たすき掛けではないの

ですが、うちは「ふらっか～ず」タイプで

はないのですが、お布団を持ち帰るときに、

布団を平らにしてロールケーキみたいに丸

めて、結わいて、それを前かごに入れる。

それが落ちないように固定して、それで前

と後ろに子どもですね。 

 ―― すごい。 

 ▽ でもそうでもしないと持って帰れな

いので。 

 ―― 日本は冒頭の法律的な規制がある

ので、２人目の子どもを乗せることはまず

考えていないわけです。したがって、それ

を考えた自転車は作っていない。こういう

ふうに子どもを乗せるとか、荷物を載せる

ということも考えていない。お母さんたち

のニーズに全く応えていないのです。今度

も12のアイデアを採用して、経産省が税金

から補助金を出して、試作品を作るのだけ

ど、12 のうちの 10 試作品は「荷物はどこ

に積むのですか」といったら、「考えていま

せん」という答えでした。 

 ▽ 荷物は大切です。 

 ―― あと、子ども用の座席については

何か。例えば乗せにくいとか、降ろしにく

いとか。 

 ▽ 前が降ろしにくい。大きくなればひ

ざが突っかかって出なくなるというか。 

 ▽ 足、靴に引っ掛けて。 

 ▽ さっきの補足になるかもしれないの

ですが、自転車を降りて、まず目的地に着

いたといったときに、いちばん最初に降り

るのは大人じゃないですか。前、後ろに乗

っていて、そこでまずグラグラする。なん

とかとりあえず阻止して降りました。今度、

スタンドを立てるときってないというか。 

 ―― 聞きたいのですが、スタンドを立

てるときは、後ろの子どもを乗せたまま立

てますか。 

 ▽ 乗せたままです。降ろすほうが、逆

に自転車が不安定な状態になりかねないの

で、それこそ動くなと。「動くな。動いたら

倒れるぞ」と言って、それでなんとか立て

る。 

 ―― どうします？ 後ろに子どもを１

人乗せていますよね。 

 ▽ スタンドを立てていない状態では、

グラグラ状態で降ろすことになる。 

 ―― やはりスタンドを立ててから降ろ

すんですよね。どうですか。 

 ▽ スタンドを立ててから。走ってどこ
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かへ行ってしまう。 

 ―― 降ろしたら途端にどこかへ行って

しまう。どうしています？ 

 ▽ 乗せたまま。前にロックを掛けて。 

 ―― どうしています？ 

 ▽ まず自分から降りてもらう。停まっ

て固定しているときに、後ろの子に降りて

もらって。 

 ―― 後ろに乗っているお子さんは今お

いくつ。 

 ▽ ４歳。もう上ったりもできるので、

ある程度ロックとか全部外してもらって、

自分で降りてもらう。 

 ―― それからスタンドを立てる。なる

ほど。どうしています？ 

 ▽ 私は乗せたまま、よいしょと。 

 ―― どうしてます？ 

 ▽ 乗せたままです。 

 ―― やはり乗せたままスタンドを立て

る方のほうが多いのでしょうね。立てにく

いとか重いということは感じますか。 

 ▽ 重いです。 

 ▽ 前はだいたい軽いじゃないですか。

それこそ立てようとしたときに、軽くウィ

リーする。前が浮いちゃったと思って、そ

れでいったんもう１回仕切り直して、立て

直すことがあって。 

 ―― やはりスタンドはもうちょっと工

夫できそうな気がしますよね。そういう要

望はないのです。お話を聞いていると、み

んな現役のお母さんたちはとにかくそう言

うのだけど、メーカーにも警察にもそうい

う意見は全く聞こえていない。 

 ▽ どうやったらいいというのがみんな

分からないと思うから。 

 ―― 分からないでしょうね。 

 ▽ 昔、新聞配達で使っていた自転車の

スタンドがいい。 

 ―― 「ふらっか～ず」のやつはけっこ

う幅広いけど、本当に新聞配達の格子状み

たいなのをガチャンとやると。 

 ▽ 重いのだろうけど、あれは安定しそ

うだなと思う。 

 ▽ 必要なのはおしゃれ感じゃないから

ね。 

 ―― 幅だね。確かに。でもあれは安全

でしょうね。 

 ▽ もともと新聞が、いちばん多いとき

はすごく重いからということを想定して、

たぶんああいうふうに作られているのだろ

うなと思ったので。ああいうのがあったら

いいのに。でもきっと重いんだろうな。 

 ―― ブレーキは、壊れなければいい？ 

 ▽ でも利きが違うよね。 

 ▽ うん、違う。 

 ▽ 使っているうちに変わってきて。 

 ―― そうでしょうね。 

 ▽ だいたい右を使ってしまうよね。 

 ▽ 利きが悪くなる。 

 ▽ 最近、停まらなくなっている。 

 ▽ 重たくなるよね。 

 ―― それは当然そうですよね。重くな

るから。慣性重量もまるっきり違うわけで

すから。ブレーキはもうちょっと強力に。

ブレーキだとかハンドルだとかは、設計す

る連中はみんな考えるのです。１人で普通

に乗っていると、やたら利きすぎたりする。 

 ▽ 普通の「機械、ちょっと苦手なんで

す、私」という人でも、ちょっと整備でき

るようなブレーキだったらすごくうれしい

かな。 

 ―― 書いてあるといいですね。ここ、

ねじを巻けとか。ここまで伸びたらワイヤ

ーを取り替えろとか、分かるようにすると

いいね。そうか、そういうところはやはり

考えていないですね。座席についてはいろ

いろなことを考えなければいけないでしょ

う。最近のシートベルト、付けています？ 

 ▽ はい。 

 ―― 子どもを乗せてシートベルトを付
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けていない人、いますか。 

 ▽ もう届かなくなってしまって、前も

後ろも足りないのです。ギリギリで。 

 ―― 北海道の自転車は結構ベルトが丈

夫なのかな。大阪で聞いたら、あんなちゃ

ちいもの、子どもがかじったら切れてしま

うとか。 

 ▽ あと炎天下にさらしているので、劣

化して割れて。 

 ―― ヘルメットはどうしていますか。 

 ▽ 付けていない。 

 ―― ヘルメットを付けないという方は

いらっしゃいます？ 子どもたちが嫌が

る？ それとも。 

 ▽ かぶるのが嫌い。 

 ▽ 予算がなかった。 

 ▽ ヘルメットは高いから。 

 ▽ ヘルメットが高いよね。 

 ▽ 付けているのですが、夏は暑くてす

ごい汗。 

 ―― 幼稚園とか保育園に行くようにな

ると、帽子になって、ヘルメットをかぶら

ないとか。でもヘルメットはかぶせたほう

がいいし、この６月から一応、ヘルメット

をかぶせる義務が保護者に課せられる。13

歳未満の子どもが自転車に乗る場合、乗せ

る場合ともヘルメットをかぶせる義務が親

にはある。子どもにはかぶる義務はない。 

 70歳以上のおじいちゃん、おばあちゃん

もかぶらせるといいのだけど。（笑）今度の

法律改正でおもしろいのは、13歳未満と70

歳以上の人はすべての歩道を通っていいと

いうルールに変わったことです。でも、13

歳未満にだけヘルメットの規定がある。こ

の前、70 歳を超えたある国会議員が、「お

れたちは死んでもいいのか！」と怒ってい

ました。 

 ▽ 小さいとき、１歳前後で乗せた場合、

うちは今でこそ下の子も一応ちゃんとかぶ

ってくれる。たまに嫌だとごねることはあ

るのですが、最初のうちはかぶるのを嫌が

りました。 

 ―― ヘルメットは２歳からにしてくだ

さい。１歳半ぐらいまでは首の据わりがま

だよくないのです。だからそんな重いもの

を載せてしまうと、本当にむち打ちになっ

てしまうから。帽子だとかクッション性の

あるものをなるべく頭に載せてやって。 

 ▽ 防災ずきんを付けたほうがいいかな。 

 ▽ 防災ずきんいいね。小さいのはない

よね。 

 ▽ 自転車用防災ずきんみたいなものが

あったら、意外にいいかも。 

 ▽ 通気性のいいのね。 

 ▽ 確かにフラフラして、でもいま聞か

なかったら、２歳まではヘルメットはやめ

たほうがいいというのは、たぶん知らない

お母さんが多いと思います。 

 ―― ヘルメットを売っているところへ

行くと、だいたい２歳以上になっています。

ただ２歳までは自転車に子どもを乗せない

ことになっている。 

 ▽ 「ふらっか～ず」は10カ月くらいか

ら乗せていいんですよね。 

 ―― 10 カ月ぐらいからというふうに

書いてあります。だけどヘルメット着用の

義務は零歳からあることになってしまって

いるのです。どういうことなのか。 

 ▽ 意味分かんない。 

 ▽ 零歳はかぶれないし。 

 ▽ やはり重いから、子どもからすると

「何これ」と感じるのかなと思うのです。 

 ―― いくつかの自治体で、ただでヘル

メットを配ったことがある。それは全部、

２歳児になったら配るということになって

いる。 

 ▽ いいね。 

 ▽ できれば自転車も配ってほしい。 

 ―― 僕もそう思います。ヘルメットぐ

らいは配るべきだと思う。杉並区では４年
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前に配ったのです。２歳児に配ったら、３

歳児のお母さんたちが文句を言い始めた。

しようがないから区長さんが、住民票の写

しを持っていくと半額で買えるようにした。

そういうことは意外に効くのです。だから

私が住んでいる周りなんか、お母さんたち

からみんなヘルメットだらけですよ。 

 おもしろいことがあって、皆さんご経験

かどうか分かりませんが、車を運転してい

る連中が、子どもがヘルメットをかぶって

いるのを見ると、気を付けて運転するので

す。本当は逆でしょう。ヘルメットをかぶ

っていないほうが危ない。ヘルメットをか

ぶっていない自転車だとそばに行って意地

悪するようなやつが、ヘルメットをかぶっ

ている子どもを見かけると、危ないという

ことに初めて気が付いて遠回りする。 

 だからヘルメットというのは安全の意識

を高めるという効果もあるので、なるべく

派手なやつをかぶっていただくといいと思

います。かわいいのだとよくかぶるじゃな

いですか。お母さんたちがヘルメットをか

ぶるというケースはありますか。ヘルメッ

トをかぶっているお母さんはいない？ 

 ▽ 見たことないです。 

 ―― 最近、東京などでは増えてきまし

たよ。子どもたちにヘルメットをかぶせて

いますでしょう。考えたらやはり危ないと

いうことに気が付いて、お母さんもヘルメ

ットをかぶっている。 

 ▽ 子どもにかぶらせるために、親がか

ぶるではなくて。 

 ―― そのためでもあるのでしょうね。

「お母さんもかぶるから、かぶろうね」と

いうのもあるでしょう。やはり自転車の転

倒でとにかく怖いのは、頭を打つことです。

ヘルメットは値段は確かにある程度するの

だけど、できたらかぶったほうがいいです

が、ヘアスタイルは乱れるし、暑いし。 

 座席、ブレーキ、スタンド、荷物、全部

困ったものですね。例えばちょうど２年前

なのですが、こういう事故がありました。

今回のいろいろなことの出発がこれから始

まったのです。２歳と３歳の女の子を乗せ

たお母さんが、踏切でまさに押し歩きして

いて転倒してしまった。そこへ電車が来て、

長女のほうは助け出したのだけど、下の子

は２人の目の前で。もうたまりませんよね。 

 日本以外の先進国で、自転車が歩道を通

っている国はありません。歩道を通るのは

世界中で違反なので、日本だけ異常なので

す。だから車と同じように石畳のこんなと

ころを行くのですが、これもさっきと同じ

です。いろいろなものを載せてある。なか

なかすごいですよね。これは実はモデルさ

んではないのです。（ニホラの写っている写

真をみている） 

 ▽ 素敵な。 

 ―― 普通に街をこのハイヒールで。 

 ▽ 倒れないからだよね。 

 ―― 街をシューッと走って、しかもこ

れは歩道ですよね。ここが自転車道です。

こっちが車道なのです。 

 ▽ こういう専用のレーンがあると。 

 ―― 向こうから自転車が来ることはな

いのです。完全な一方通行です。 

 ▽ いいよね。よける必要がない。 

 ―― 自転車が車なのです。だから自転

車のつもりで運転すると、ものすごく運転

しにくい。当然、普通の車を運転するのと

同じ感覚で運転するのです。 

 ▽ かわいい。 

 ―― 例えばこういう、カバーも掛かる。 

 ▽ いいよね、カバーが掛かるの。 

 ―― この自転車をうちの研究会で１台

輸入しました。東京まで来ていただければ

お乗せいたします。 

 ▽ かわいい。 

 ―― このオプションはお金がなくて買

えなかったのですが、中は２人が並んでシ
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ートベルトが付くようになっています。 

 ▽ かわいい。車みたい。 

 ▽ 写っている人もかわいいからね。 

 ―― ７月１日に、５組のお母さんたち

に子ども２人ずつ連れてきてもらって乗せ

ました。見事に軽く、相当な坂でも平気。

７段変速が付いています。 

 ▽ ７段。すごーい。 

 ―― ただカーブは曲がれないから、ブ

レーキを掛けて相当スピードダウンして曲

がる。普通の自転車でも実はそうなので。

この場合には停まっても倒れることはない

わけですから、もう安心してやっている。

最初は子どもたちが嫌がって。前に乗せる

と重くて後ろが浮いてしまうのです。前に

子どもを乗せるとギャーッと泣き始めて。

でも勇気のある子が２人乗って、１周して

きた途端に奪い合いになった。最後は４人

乗っていました。４人乗せて、普通のお母

さんが、普通に走っていました。 

 ▽ 確かに１人がおもしろそうなのを見

たら、おれもおれもと。 

 ―― 幅が87㎝もあるのです。長さ２ｍ

３㎝。 

 ▽ ２ｍ。車だね。 

 ―― そういうことを考えるとどうでし

ょうね。こういうものがいったい走ること

ができるかどうか。 

 ▽ 歩道は無理ですね。 

 ▽ 車道でも。 

 ―― この写真が４人乗っているときの

写真です。 

 ▽ かわいい。 

 ▽ この自転車も40万？ 

 ―― この自転車は実は向こうで 18 万

から、いろいろなオプションを付けると26

万ぐらい。ただ向こうは消費税が25％の国

なので、30万ぐらいになってしまう。僕は

日本人ですから消費税は要らないので、い

ろいろなオプションを付けたのですが、７

段変速も付けたので25万ぐらい。ただし船

便で持って帰ってきて、関税を払ったら倍

かかったので50万。ただ乗せてみる価値は

ありました。たぶん皆さん乗ったら、「そう

か、なんだ、こんなものがあったのか」と

思うでしょうね。 

 ▽ でも幅がもうちょっと狭くなったら

いいかもね。 

 ▽ 道が狭いから、ニホラ同士ですれ違

うと。 

 ―― 向こうはこれですれ違うというこ

とは考えていないのです。一方通行しか考

えていないし、車道しか考えていないから。 

 ▽ 日本ではちょっと。 

 ―― こういうものが走っているときに、

向こうのドライバーがこれを邪魔したりす

ることは違反ですから、邪魔しないのです。 

 ―― ベロタクシーはちゃんと車道を走

っています。 

 ▽ あれも自転車ですよね。 

 ―― あれは自転車ですけれども、歩道

は走ってはいけません。幅も１ｍ近くあり

ますし、長さも２ｍ50cmぐらいある。しか

もあれは電動アシストなのです。ドイツ製

で１台100万です。 

 ―― 私はニホラを輸入して、今うちの

事務所の周りを走っています。すごいです

よ。これでスーパーへ行くとみんな寄って

きます。 

 ▽ うらやましい。 

 ―― 大きな段ボールの缶ビール、この

前500mlの缶ビールを６箱載せて帰ってき

ました。 

 ▽ 多用途に使えるよね。 

 ▽ 買い物も楽だね。 

 ―― それから子どもが４人乗りました

けれども、大人もみんな乗りたくて、体重

100 ㎏のやつが乗っていましたけれども、

びくともしませんでした。重いかというと、

そう重くないのです。こぎ出すとスーッと
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走ってしまう。自転車としての質も非常に

いいのです。重さは33㎏あるのです。 

 ▽ それでスーッと行くのがいいね。 

 ―― 皆さん方が乗っている自転車は、

たぶん重さ20㎏ぐらいだと思います。その

1.5 倍以上、２倍近くあるのですが、非常

にこぎやすいし、運転もしやすいです。 

 ▽ サドルが高いのもいいよね。こぎや

すいよね。 

 ▽ 動きやすそう。 

 ―― でも幅があって、長さも普通の自

転車よりもちょっと数センチ長い。置くと

ころがないでしょう。 

 ▽ ないです。 

 ▽ 逆にこういうふうなものを使うのだ

ったら、それ用の納戸のようなものも用意

しないと。 

 ―― 車用のパタパタとかぶせるものと

か、物置にしまうとか。玄関先に置けない。

マンションなんかではどうしようもないで

す。 

 ▽ これは下手したら持っていかれる。 

 ▽ 絶対、持っていかれる。 

 ―― これを盗むやつはいないと思うよ。 

 ▽ あそこにいたよとなっちゃう。 

 ▽ でも子どもにいたずらされそう。 

 ―― いたずらはされそうですね。 

 ▽ 確かに珍しい。 

 ▽ 行った先でも停めるところがなさそ

う。 

 ―― ただ、こういう自転車は40年ぐら

い前からあるのですが、特に最近、12～13

年前から急に子育て用として注目されてい

る。その頃からガソリン価格が向こうも上

がりまして、今、日本はこの辺だと180円

ぐらいですけれども、もうとっくにドイツ、

イギリス、フランス、イタリアあたりでは

300円近いですから。 

 日本よりガソリン価格が安い国は、アメ

リカ、カナダ、オーストラリアぐらいしか

ない。ヨーロッパは全部日本の倍ぐらいし

ていたわけですから、早くからこういうも

のにシフトし始めていたのです。だからこ

ういうもので、お母さんたちがどんどん走

り始めたものだから、スーパーは入り口の

周辺にこれが置ける場所をさっそく作った。

日本だってすぐ作りますよ。 

 ▽ スーパーはやってくれそうだよね。

問題は国だよね。 

 ―― 札幌市だとか市営の駐輪場だとか、

そういうところは対応がいちばん遅くなる

でしょうね。ヨーロッパは、僕もよく見に

いってなるほどと思ったのは、市営の駐輪

場はあるけど、公設民営なのです。全部、

民間が運営する。しかもほとんど自転車屋

さんが運営するのです。駐輪場へ停めに来

ると、自転車屋さんだから、パンクしてい

るのを直しておいてというと、帰りまでに

直っているはずです。それが当たり前なの

です。 

 この辺だって1,000台ぐらい停められる

駐輪場が、シルバーボランティアの人がや

っていると思うけど、自転車屋さんがセッ

トになっていない国はないですよ。だって

自転車屋さんはばかばかしいでしょう。お

客さんがそこにいるんだもの。商店街の片

隅でクモの巣を張って待っているよりも、

自転車が毎日、何台も来るところへ行った

ほうが絶対もうかる。そういうところに行

かない。行けないようなルールになってし

まっている。そういうところから変えてい

くと変わるのでしょうね。 

 最近はイオングループが整備士を置きま

した。この辺も置き始めていると思います。

だから例えばイオンに、ジャスコでもどこ

でも買い物へ行って、自転車屋さんへ行っ

て、修理しますとか書いてあるところは、

帰りまでに直しておいてくださいといった

ら、買い物をして帰ってくれば直っている。

結構安いはずです。自転車屋さんはあがっ
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たり。だから早くどこかいい駐輪場にみん

な出ていけばいいと思うのです。 

 おもしろい世界でね、日本の自転車屋さ

んは古い体質があって。自分は出ていきた

いのだけど、人が出ていくのが嫌なものだ

からみんなで反対する。不思議ですよね。 

 ▽ 北海道の場合、冬場の雪というのが

あるので、どうしても車に頼らざるを得な

いと思うのです。例えば、本州の、年に何

回かしか、数えるぐらいしか降らないよう

なところだったら、たぶん対策を進められ

るでしょう。結局、雪が降るのだから自転

車は動かせない、積もったところなんか走

れない。だから車が走るんだみたいな感じ

に引っくり返されてしまったら意味がない。

であれば、期間限定で、雪のこの季節は車

は２車線でというふうな形にまで、詰めな

いと北海道では難しいのではないか。北海

道、もしくは雪が多いところ、例えば新潟

でも雪深いところがありますよね。そうい

うところまで考えないと。そういう地域的

な差はやはりある。 

 ▽ でも、確か雪のためか、道路は広く

作られているんだよね。だから、そこの広

く作っている場所の、その雪の部分を自転

車にさいてくれと。夏場は。 

 ―― 北海道では環境的に難しいことで

はなさそうですね。 

 ▽ 道路がけっこう広く作られているの

だから、その雪の分だけ。 

 ―― その広く作られている部分は、雪

がないときには何に使われているのですか。 

 ▽ 普通に車道だけど。縦列駐車用に使

われている。 

 ―― 要するに駐車する場所だよね。で

も冬場は駐車していないよね。できない。 

 ▽ していない。 

 ―― それはどこへ行っちゃっているの。

つまり、雪がないときは路上駐車をするだ

けじゃない。でも雪があるときは路上駐車

できないわけだから、その分はどこかにし

まってあるはずだよね。 

 ▽ 雪の季節は逆に車を運転するのも嫌

だといって、乗らない人もいるから。 

 ▽ うん、それも多いね。 

 ▽ それで若干台数は減っているのかな

と。 

 ―― でも考えてみれば、冬場、路上駐

車が滅多にないということは実は、ちゃん

と駐車できる場所があるはずだよね。とい

うことは、春になって雪がなくなったとき

に、その部分を空けようと思ったら空けら

れるはずだよね。 

 ▽ 空けられるはず。 

 ▽ 条例できちんと決めて、それで整備

されれば、たぶんできるとは思います。 

 ―― ヨーロッパは駐車違反にすごく厳

しくて。僕も３年前、ロンドンでレンタカ

ーを借りて、停めようかなと思って、「ここ

は違反だな、ちょっと危ないかな」と思っ

て中へ入りかけたけど、やめて外へ出たら、

そこに係官が待っていて、残念そうな顔を

していた。（笑） 

 あとで聞いたら、入ってエンジンを切っ

た瞬間に、パッと写真を撮られたら終わり

なのです。80ポンド取られる。１万8,000

円かな。しかも写真を撮った瞬間にインタ

ーネットでピュッと本部へ送ってしまうか

ら、そいつをとっつかまえて「今の写真」

といったってもうどうしようもない。ちゃ

んと書いてあるのです。「私をいじめても取

り消しできません」と。（笑） 

 とにかく写真を撮ってしまうと、しかも

罰金を取ると、民間委託されているから歩

合でお金が入るので、僕を取り逃がしたの

はかなり辛かったのでしょうね。しょっち

ゅうそういうのがウロウロしていますよ。

そのくらいやればなくなるのでしょうね。

そうすると自転車が走れそうだよね。 

 ▽ うん、走れそう。 
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 ―― 北海道の場合、有利な条件があり

そうだな。ちょっと北海道をモデル地区と

してやってみたいですね。 

 ▽ やってみたい、やってみたい。 

 ―― 特に札幌はいろいろなところの実

験、新しいお菓子を作ったらまず札幌でと

言われるぐらいだから。 

 ▽ 札幌限定で。 

 ―― しかも１年の半分しか使えない。

半分というか、４～５カ月は使えないでし

ょう。おととしか３年前、環境財団に呼ば

れて講演しに来て、真冬の12月12日に自

転車のことで人が集まるかよといったら、

満杯だった。北大を見にいったら、北大の

中が北京通りになっていた。ダーッと自転

車が雪の中を走っていましたよ。 

 ▽ 最近、スパイクタイヤも売り出して

いるよね。 

 ▽ もっと頻繁に売り出してくれれば。 

 ▽ 新聞配達もスパイクだよ。 

 ―― スパイクタイヤがありますよね。 

 ▽ 一般のママチャリでもあれば。 

 ▽ 全然ママチャリじゃないよね。ママ

に優しくないもんね。 

 ▽ そこだよね。 

 ―― 確かに子どもを乗せて２輪車で、

雪の中はきついよね。雪が降ったらもうだ

めですよね。 

 ▽ でもあのニホラの前の部分、そりみ

たくなれば。車輪取り外してそりになれば

いいよね。１年中使えるよね。 

 ―― メンテが大変よ。 

 ▽ ストッパーか何かで。 

 ▽ あれも欲しいよね。大阪にある傘。 

 ▽ 「さすべえ」だ。 

 ▽ 大阪のおばちゃんの。あれ、けっこ

う欲しいよね。 

 ―― 「さすべえ」は違反ですよ。 

 ▽ 確か違反と言っていた。だめになっ

たと。 

 ▽ だからそこの会社がもう大変とか言

っていたのを、テレビで見たことはある。 

 ―― 「さすべえ」だと片手運転ではな

いからいいみたいな話がある。だけどあれ

は二つの意味で違反。自転車が歩道を通る

場合には、幅は60㎝以内なのです。傘はど

んなに小さくても必ず90㎝になるのです。

まず積載違反です。次に車も何でもそうで

すけど、車両はすべて突起物が付いていて

はいけない。傘は完全に突起物ですから。

大阪で怖いのは、あれで目を突くのです。 

 ▽ ちょうどその高さだよね。 

 ―― 「どいて、どいて」とおばちゃん

が走って、通り掛かりの人がフッと振り向

いた瞬間に目を突く。大変ですよ。 

 ▽ 昔、自転車にミラーが付いていまし

たよね。あれはどうなのですか。 

 ―― バックミラーは今でも付いていま

す。 

 ▽ あまり見かけないですよね。 

 ―― あとで付けるのです。僕らもバッ

クミラーを付けないで走るようなことはし

ません。ヘルメット、バックミラー、ライ

ト、手袋。白い手袋、軍手が一番いいので

すが、右手だけでもいいからして。東京は

最近、自転車メッセンジャーがものすごく

増えたので、我がもの顔でみんな車道を走

るものですから、車のほうもあきらめて、

自転車は車道を走るものだと思い込んでい

るから、けっこう車道を走るお母さんたち

も増えてきました。 

 ▽ 走りたいけど、怖いよね。前と後ろ

のウィンカーは付けられないのですか。 

 ―― ウィンカーは、ヨーロッパは付い

ているのがあります。 

 ▽ 手信号とかあるけど、それって分か

らない。ウィンカーは欲しいんですよね。

車道を走るなら、やはりどこへ行くか分か

らないと怖いんですよね。 

 ―― ウィンカー欲しいですよね。 
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 ▽ 車を運転していて、「どっち行くの、

この自転車」といつも思っていたりして怖

いんですよね。 

 ―― 私が輸入したのはウィンカーが付

けられるようになっているのです。当たり

前なのですが、そういうことはあまりやら

ないのです。 

 ▽ 自転車で走る人が増えてきて、「どっ

ち行くの、この人」とよく思っている。 

 ▽ すれ違いざまの年配の人、「うーん」

となっているでしょう。こっちも「うーん」

となるでしょう。でもこっちがよけると、

絶対あっちもこっちに来る。 

 ―― ヨーロッパではこういう街中は全

部ゾーン30で、時速30㎞以上出せないの

です。ところが例えばここから岩見沢に行

くとかいうときには、その間は140㎞でビ

ューッと行くのだけど、街へ入ったらもう

30㎞と、メリハリがつくのです。日本みた

いにこの辺を60㎞で走るなんて、まさに後

進国の象徴。 

 ▽ そうだよね。メリハリをつけてほし

いよね。 

 ▽ 怖いんだよね。 

 ―― その辺は、日本の場合にはどうも

メリハリがついていないところがあります

ね。これは警視庁のホームページですが、

何て書いてあると思います？「交差点を曲

がるとき、後輪に巻き込まれないようにし

ましょう」と。 

 ▽ えー、なんで。 

 ▽ おかしい。じゃあ通り過ぎていいん

だ。車のときは通り過ぎていい。 

 ―― これは北海道警も似たようなこと

を言うのです。同じ。つまり警察にとって、

交通は車中心なのです。車が大事。人間を

大事にしたほうがそろそろいいと思うんだ

けどね。この女の子は、右を見て、後ろを

見て、ちゃんと確認して手信号を出して曲

がります。それから右を見て、左を見て、

前を見ていないのが問題なのです。これは

左に曲がります。 

 ▽ でも危ない。 

 ▽ 手信号は覚えていないよね。 

 ―― 道路交通法第53条、車両。自転車

以外の軽車両、これはリヤカーのことです

けど、法律的に言うと自転車を含む車両で

す。自転車を含む車両の運転者は、曲がっ

たりするときには手、方向指示器、または

灯火により合図をし、かつ、これらの行為

が終わるまで当該合図を継続しなければな

らないというから、さっきの子はこのまま

曲がっているわけです。片手運転で。 

 ▽ 危ないよね。 

 ▽ 片手で曲がるのは難しいよね。 

 ▽ しかも得意なほうとかあるでしょう。 

 ▽ 危ないね、逆に。 

 ▽ それでなおかつ子どもを前後に乗せ

てとか、荷物を積んでいるのに、片手運転

をしなさいというのは無理です。 

 ―― 守れない法律を作っているんです。

では皆さん、お巡りさんが手信号をしたの

を見たことある人。 

 ▽ ない。 

 ―― 誰もいないでしょう。お巡りさん、

全部これ違反ですよ。２万円以下の罰金。

ひどい話でしょう。自分たちが守れないこ

とを、国民に押し付けてどうするんだとい

う話ですよ。こういうことを野放しにして

はいけない。ヨーロッパの法律を見ると、

これは書いてあるのだけど、自転車の場合

には指示をして、合図をして後ろに確認さ

せたら、両手でハンドルを持って曲がりな

さいと書いてある。当たり前だよね。日本

は車両を全部入れてしまっているものだか

ら、全部同じになってしまう。 

 ヨーロッパのものですが、これはハンド

ルのところにレバーがあって、倒すと後ろ

から、赤い文字が書かれたプラスチックが

出ている。パタッと出てくる。戻すと、こ



 

 228 

れがまた元へ戻る。まっすぐ立っている。

こっち側に行くときパタッと倒す。こっち

へ倒れる。これは本当に方向指示器です。

ウィンカーが付いているのもあります。幅

の広いのは、ボタンを押すとランプがチカ

チカとつく。それからブレーキを掛けると

ブレーキランプがつく。 

 ▽ それもいいね。 

 ―― 車なのです。日本だって法律的に

は車なのです。だけど昭和45年（1970年）

に車と自転車の事故を減らしたいというの

で、日本だけ自転車を歩道に逃がしてしま

った。その途端にみんな、自転車は歩道を

通るから歩行者の仲間だと勘違いした。皆

さん勘違いしている。それでもう40年たっ

ているわけだから、みんな勘違いしてしま

った。 

 その結果、普通にハンドルに買い物した

ものを引っ掛けているでしょう。車に乗っ

ているときに、ハンドルにレジ袋をかけた

り、バックミラーに買い物かごをぶら下げ

ないですよね。それから、オープンカーに

乗って、雨が降ってきたから傘を差します

か。車だと思ったらそういうことはしない

はずです。自転車が車ではなくなってしま

っているという認識が今の問題です。 

 研究しているといろいろなこと、くだら

ないことがいっぱいあるのだけど、これも、

自転車専用と書いてあるでしょう。日本語

が読める人なら全員が分かりますよね。読

めない人は、これは何の信号か分からない

でしょう。タガログ語しか読めない人は、

これが何だか分からないでしょう。向こう

では歩行者のマーク、分かりますね。自転

車のマーク、分かりますよね。やはりそう

いうものなのです。これだって人のマーク

でしょう。この横に自転車・歩行者専用と

書いてあるから自転車だと分かるけれども、

読めない人はどうやって理解するのですか。

分からないでしょう。 

 「VISIT JAPAN」とかいって、世界中から

観光客を呼ぼうと言っているけど、日本で

北海道に遊びに来た外国人が、レンタカー

で動いているのを見たことがないと思いま

すよ。運転できないから。僕らはヨーロッ

パへ行こうが、アメリカへ行こうが、右ハ

ンドルでも左ハンドルがあるけれども、運

転できる。分かるのです。街がシンプルに

なっていて、交通が大原則だけで動いてい

るから。日本は例外だらけでしょう。何時

から何時まで曲がってはいけないと書いて

ある。外国人には分からない。 

 ということも含めて、自転車だとか交通

環境というのは大変なことになっているの

で、皆さんもいろいろあると思うのですが、

ぜひ考えて。「自転車どうしたらいいかね」

と聞かれたら、散々文句を言ってください。

我々もがんばります。 

 ▽ ありがとうございました。 

 ▽ おもしろかったね。 
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■松山市における母親ヒアリング記録 

 

利用者ニーズに基づく自転車の開発に向け

た調査検討委員会 

①子ども乗せ自転車開発に関する利用者ニ

ーズ調査 

お母さんヒアリング 愛媛県松山市 

平成20年７月14日（月） 

 

 ―― なるべく倒れないような自転車を

つくりました。これは前が二輪です。 

 ▽ 三輪車や。見たことないね。 

 ―― 三輪車ですね。これはなかなか運

転しやすい設計になっていて、それなりに

評判はいいのですが、ただ、これは子ども

が１人ならまだしも、２人乗せるのはいか

がかなと思っています。いろいろな自転車

があって、今、計画しているところもあり

ます。この辺の地域事情も考えながら、ど

ういう自転車だったら安全かなという、生

の意見を聞かせていただこうと思って来ま

した。 

 いろいろな意見があって、子どもを乗せ

やすいようにしろとか、こぎ出したときに

ふらつかないようにとか、後ろの座席の子

どもが動くとフラフラするので、それを何

とかしろとか。あるいは大きくなった子ど

もを前に乗せても前が見通せるように、今

度ヘルメットを被せろという話になります

から、ますます見にくくなります。それか

らスタンドが立てにくいという意見がずい

ぶんありました。 

 保育園とか幼稚園の送り迎えをするとき

に、金曜とか月曜に子どもたちのシーツや

着替えなどの荷物が積めない。子どもを前

後ろに乗せて、カゴにもいっぱい詰め込む

と、もう何も載らない。一旦止まるとまた

こぎだすのが大変なので、止まらずに走れ

る道をつくれという話もありました。この

辺はどうでしょうか。そもそも自転車が走

る環境にはないみたいですから、そういう

いろいろなことを教えていただこうと思い

ます。 

 ちょっと順番に聞いていいですか。お子

さんは何人ですか。 

 ▽ ３人です。 

 ―― ３人乗せることはないですか。 

 ▽ ３人はないです。この子１人だけで

す。 

 ―― ２人乗せたことはないですか。 

 ▽ 前と後ろに乗せたことはあります。

３人一緒に行くときはもう車で。 

 ―― 何人ですか。 

 ▽ ２人です。前後ろ。たまにあります。 

 ―― 何人ですか。 

 ▽ ２人です。２か月ぐらい前まで乗せ

ていましたが、あまりにもフラフラして危

なくなって、１人だけにしています。２人

のときは車です。 

 ―― 今何人ですか。 

 ▽ ３人です。 

 ―― ３人乗せたことはないですか。 

 ▽ ないですね（笑）。 

 ―― こっちの人は３人乗せないのかな。

１人背負う。 

 ▽ いや、でも見たことはあります。赤

ちゃんを背負って、乗せてあげてた。 

 ―― だって置いていけないもんね。 

 ▽ うーん、でもそれは歩くかな。 

 ▽ それはおばあちゃんとか。 

 ―― おばあちゃんとかうちに誰かいれ

ば。こちらはそういう方が結構多いかもし

れないけど。 

 ▽ ２人は乗せたことはありますけど。

３人だったら車ですね。それか上の子は自

分で自転車。 

 ―― 何人ですか。 

 ▽ うちは２人。３人乗り、前と後ろと。 

 ―― 何人ですか、そちらは。 

 ▽ うちも２人で、乗せたことはありま
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すけど、私はあまり自信がないので車のほ

うになってしまいます。 

 ―― この辺だとたぶん車なしでは生活

できないだろうとは思いますが、松山市内

だったら車は全く要りませんね。すごくよ

くできていますね。まさにコンパクトシテ

ィの典型ですよね。この辺からだと電車に

乗ってピュッと市内どこでも行けるわけで

しょ？よくできてるよねえ。この辺りで買

物をしたり、子どもの送り迎えをするのに

自転車が要るということですか。でもどう

やってるんですか。その前の道を自転車で

通っている人がいたけど、怖いですね。皆

さん、あそこは通るんですか。裏道ではな

くて、あの道を通りますか。 

 ▽ うん、通るね。 

 ▽ 歩道が狭いよね。 

 ―― 歩道らしい歩道ではないよね。 

 ▽ 一応白線寄りの、片方にしか歩道が

ない道があるので、そういうときはやっぱ

り白い線の上あたりを。 

 ―― お年寄りも歩いてるし。あまりス

ピードを出して走るわけにいかないでしょ

う。でもゆっくりだとかえって危ないかも

しれないですね。自転車に子どもを乗せて

走っていると、何が一番心配というか、い

やですか。 

 ▽ 細い道。 

 ―― ここはだいたい平坦ですかね。 

 ▽ わりと坂はないですよね。 

―― ここから松山市内まで行っちゃう

って人はいないですよね。 

 ▽ 子どもを乗せては絶対無理。 

 ▽ 自転車では行かない。 

 ―― 子どもを乗せなかったら行ける？ 

 ▽ うん、行こうと思えば。 

 ―― 何kmぐらいある？ 

 ▽ ４kmぐらいかな。 

 ―― 車で行くとあっという間でしょ。

街の中で５キロ以内だったら自転車が一番

早いんです、車よりも。だから市内までは

自転車で行くのが一番早いかもしれません

ね。 

▽ 20分かかるかな。 

 ▽ うちの主人は大手町の会社に自転車

で行っているんですけど、男の人で20分か

かるんです。だから女の人とかだったらも

うちょっとかかるかなと思って。 

 ―― いや、あまり変わらないでしょう。

自転車のスピードは男も女もほとんど変わ

りません。ただ子どもを乗せるとそんなに

スピードは出さないですか。 

 ▽ 出せない。 

 ―― ガンガン走っちゃうということは

ないですか。 

 ▽ ないですね。急に止まれなくなると

いうか、（笑）、止まったときは「おっと」

みたいな。 

 ―― とにかく重くなるとブレーキの効

きが悪いですものね。それで今、「安全性に

配慮した幼児２人同乗用自転車試作の採用

内定について」、これは警察と経産省が一緒

になって始めているのですが、僕たちは経

産省から頼まれてこういう仕事をやってい

ます。もともと僕らは「２人同乗と言うけ

ど、３人目が生まれたらどうするのか」と

文句を言っているのですが、その答はない

わけです。でもとりあえずは考えようと。

そして、こういう能書きを言っています。

「自転車の前後に幼児２人を乗せて運転す

ることは基本的に禁止であるが、幼児を持

つ保護者が必要に迫られて幼児２人同乗を

行っている実態はある。したがって幼児２

人同乗の要請があると認められる。そこで

２人同乗に関する社会的要請に対して検討

材料を提供する」。 

 12の会社が知恵を絞って考えました。①

前一輪、後ろ二輪の三輪自転車で、前の車

輪が駆動して走っています。幼児座席は前

後ろに一つずつ。二輪スウィング機構でち
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ょっと軽くできているというイメージです。 

 ▽ これは後ろが降りられそう。 

 ―― この①は後ろの子どもが勝手に降

りちゃいそう。 

 ▽ うん、立ったりしそう。 

 ▽ 立ったりできるもんね。怖くないか

らね。 

 ―― でも、ちゃんと座席をつけてシー

トベルトをつければ、どうかな。 

 ▽ 子どもが勝手に外すもんね。 

 ▽ 勝手に外して降りそう。 

 ▽ これ、後ろが低いということは前が

見えないから、たいくつになるし、そうし

たら絶対くちゅくちゅくちゅっとして。 

▽ 鏡使ったりとかしないと後ろにいる

子どもを見ることができない。 

 ▽ 怖いです。 

 ▽ これは電動式というのが前提なんで

すか。 

 ―― 電動式ではないですが、電動式に

することもできます。すべての自転車は。 

 ▽ でもこれタイヤが小さいから電動式

じゃなかったら、ものすごくこぐのがしん

どいんじゃないですか。 

 ▽ そうでもないですか。かったら。 

 ―― それは皆さんちょっと誤解がある

と思う。タイヤの大きさとスピードは全く

関係ありません。 

  ▽ こぐ回数も？ 

 ―― こぐ回数は、ギアがついてないと、

こいだ分だけ回りますよね。ところがギア

がついてるものが多いですね。僕らなんか

は 16 段変速でものすごく小さなタイヤで

すけど、普通の自転車よりはるかに速いわ

けです。ですからそれはあんまり心配しな

くていいと思います。 

 ▽ 荷物はどこに載せるんですか。 

 ―― そう、荷物はどこに載せるかです

ね。 

 ▽ スタンドはどこについてるんですか。 

 ―― 三輪ですからスタンドはついてな

いですね。三輪の特徴はやはりスタンドを

立てる必要がないということです。ブレー

キさえかければ止まる、転ばない。例えば

こういうものができたら、いくらで買うか

なあと調べているんです。 

 ▽ みんながこれに乗ってたら買うけど、

自分では。 

 ▽ 見た目がねえ。 

 ▽ ああ、おばあちゃんのがそうね。 

 ▽ 子どもが大きくなったら乗らんもん

ね。 

 ―― あとは必要なときだけリースする

っていうのもあるでしょうね。 

 ▽ 買う気はないので。 

②は見ていただくとよく似ています。やっ

ぱり後ろ二輪なのですが、真ん中のところ

にカゴというか座席をつけて、そしてここ

にも子どもを乗せる。やはり三輪車で、高

齢者や自転車の乗れない人も大丈夫だと言

っています。こういう自転車はどうですか。

これもやっぱり後ろに乗ってる子どもに目

が行かないのはしょうがないですね。そん

なに幅広くはないので、たいていのところ

は通れるだろうと思いますが、この辺の道

だととても無理かもしれません。 

 ▽ 子どもが後ろに乗ったときに、手で

触れますよね。 

 ―― 手を入れそうだから。車輪の内側

とかにカバーが必要ですね、これはきっと。 

 ③も似たようなもので今の自転車とそっ

くりですが、前が二輪です。前が二輪の上

にもう一つ工夫があって、ハンドルを回し

ても子どもが乗っているところは左右に動

かない。 

だからちょっと安定感は高い。 

 ▽ スタンドが大変そうやね。絡まるし。 

 ▽ ２人乗せたら無理よね。 

 ▽ 荷物をこのどこかに載せるか、子ど

もを連れて買物に行けないね。 
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 ▽ いつも自転車で来たことを忘れて、

「こんなもん買ってしまった。どうやって

持って帰ろうか」「あ、失敗やった」ってあ

ります。 

 ▽ そう、こんなときに車だったら。 

 ―― ④も似た格好していますが、やや

小振りです。実はこれも前が二輪で後ろが

一輪です。そして子どもは低めの座席に乗

せます。これも実は荷物はどうするのかな

というのが書いてない。 

 ▽ 買物は無理だと思う。 

 ▽ 無理だろうねえ。 

 ―― この後ろの座席はフレームと一体

化させています。これは前が二輪でも意外

に定評があって、段差に乗り上げたり、斜

めにカーブを曲がったりするときにも楽な

ようにできています。 

 ▽ ふーん、すごい。 

 ―― 12ありますから、そのうち欲しい

なと思うものにあたるかもしれません。⑤

は非常に変わっています。前が二輪で、そ

の真ん中に子どもを乗せるところがありま

す。 

 ▽ え、怖いね。 

 ▽ 車椅子状態。 

 ―― 後ろにも１人。 

 ▽ 子どもが楽しそう。 

 ▽ 子どもが喜びそう。 

 ▽ でも怖い、手がね。 

 ▽ 段差とかは衝撃を一番ガーンと受け

るでしょうね。 

 ▽ 変わったのに乗ってたら、おばあさ

んとかが「あんなのに乗せて」 

「だから怪我したんよ」とかって言う。 

 ―― 次は普通っぽい自転車ですが、後

ろが二輪です。これは実際に街でよく見か

けるお年寄り向けの自転車の改良版です。

やや小さなタイヤにしてあります。 

 ▽ 大きい。 

 ▽ 重そうですねえ。 

 ▽ もう見るからに重そうだね（笑）。前

も後ろも。自転車は自転車なんですけど。 

 ―― 自転車と考えないほうがいいかも

しれないですね。 

 ▽ でも、屋根が欲しくなるよね。 

 ▽ マイカー代わりにね。 

 ▽ もうここまで来たら自転車やない。 

 ―― 雨の日はみんなどうしていますか。 

 ▽ 雨は乗らない。 

 ―― 傘をさして乗るなんて方はいませ

んね。 

 ▽ はい、たまに。 

 ―― 危ないからやめてくださいよ。 

 次は後ろが三輪です。後ろの一輪が大き

くて、左右に補助輪がついています。転ば

ないように補助輪がついているというもの

です。 

 ―― 前は一輪、後ろが三輪。 

 ▽ 四輪自動……え、自動車？ 

 ▽ 四輪の自転車。 

 ▽ でも笑われそう。 

 ▽ みんなが乗ってたら乗れるけど。 

 ▽ そうそう、１人じゃね。これに乗る

のは勇気が。 

 ▽ すごく目立つ。でもみんなが10台ぐ

らいまとめて買ったら。 

 ▽ そうやね。条例とか何かで決めてく

れたらね。はい、これにしなさいって。 

 ―― お母さんたちはこれに乗ると決ま

ればもう全く平気になるけどね。 

 ▽ うんうん。 

 ▽ でもみんな乗ってないのに自分だけ

だと、「何あれ」って。 

 ▽ すごく見られるよ、通るたびに。 

 ▽ 電動自転車だけでもこの辺で乗ると

なるとちょっと目立つ。 

 ▽ 目立つやろうね。 

 ―― 目立ったら、やっぱりまずいです

か。 

 ▽ いや、まずくはないですけど、「ああ、
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乗ってるなあ」という感じで。 

 ―― 前も後ろも一輪の普通の自転車で、

スタンドの幅を広くしたとか、止めたとき

にスタンドがうまく立ちやすいようにした

というものです。今普通に売っている自転

車の改良版ですね。これも荷物を積むとこ

ろは見当たらないですね。やはり子ども２

人乗せて荷物まで載せるというのは非常に

難しいのでしょうね。 

 ▽ なんでカゴはつけないの、カゴ。 

 ▽ ここに載せたらいいの、そんな意見。 

 ―― これはお母さんたちの意見で 18

年前にできた、ふらつかないというタイプ

の自転車です。前輪の車軸の上に子どもを

乗せるとバランスがとれるということを発

見しました。これにすると荷物を積むとこ

ろがなくなってしまうんです。子ども１人

だったら後ろに荷物を積めるけれども、大

きくなったら子どもを後ろに乗せて前に荷

物を載せるとか、どちらかでないと駄目と

いうことです。 

 次はブリヂストンが今度つくると言って

いるもので、同じようなものです。前と後

ろにすごいリクライニング型のシートを。 

 ▽ すごい、リクライニング（笑）。 

 ▽ すごいな、これ。 

 ―― ハンドルのところが一体型になっ

て、やはり車軸の上に重心が来ます。 

 ▽ 車のチャイルドシートがそのままつ

いたような。 

 ▽ でも重たそう。 

 ―― スタンドも幅広くてがっちりして

います。 

 ▽ 後ろもリクライニングになってるん

ですか、 

 ▽ すごい、贅沢な。（笑） 

 ▽ うーん、そんなの要らんやろう。（笑） 

 ▽ でも子どもが寝たときとかいいかも

しれない。 

 ▽ 子どもが寝るとすごい怖い。 

 ▽ 前で寝たら怖いね。 

 ▽ めっちゃ多いわ。 

 ▽ 寝てたら、いろんな人が「かわいそ

う」って感じでみる。（笑） 

 ▽ 後ろで寝てたら、どんなことやっと

んやろうと。 

 ▽ 好きで寝かしてるわけじゃないのに。 

 ―― 子どもは自転車に乗るとすぐ寝る

んですよね。 

 ▽ そう、気持ちいいから。 

 ▽ 風も吹いてくるし。 

 ―― これは結局転んだときに大丈夫な

ように、頭をガードするものにしたみたい

だけど、重いだろうなあ、きっと。電動ア

シストをつけたほうがいいですね、これは。 

 次も似たようなものです。タイヤは少し

小さめにして重心を下げています。これも

「ふらっか～ず」タイプで、子どもが前の

車軸の中心に乗ります。だけど前に乗せて

ないときに、後ろだけ乗せるとちょっとウ

ィリーするかもしれませんね。（笑） 

 ▽ １人のときだったらだいたい後ろよ

ね。 

 ―― そうすると前が軽いとちょっと困

る。上り坂なんかで思いっきりぺタルをこ

ぐとウッと上がってしまうかも。 

 ▽ いや、絶対そう。 

 ―― あと二つです。これも同じような

ものですが、よく考えられているのは、リ

クライニングにしているのですが、足など

を絶対巻き込まないように完全にガードし

ています。スタートダッシュのときですね。

やはり重心が低くなっています。このタイ

プだと荷物を積むのは難しいでしょうね。 

 最後の一つれも同じようなものです。後

ろの座席を取り付けるという形です。前の

車輪をものすごく小さくしてあって、前が

見やすいように工夫されています。後ろの

座席をつけてしまえば３人乗りができます。 

 ▽ うんうん。 
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 ―― 12見て、どれが一番いいですか。 

 ▽ 二輪タイプのやつは全部後ろの椅子

というか、あれはのけられるんですか。 

 ―― どれも一応外すことができます。 

これはヨーロッパで走ってるやつで４人

乗れます。リヤカーの親戚かな。向こうの

お母さんたちはこういうのは平気です。ハ

イヒールで。 

 ▽ じゃあ実際に、普通に走ってるんで

すか、これ。 

 ―― 普通に走ってます。乗ってみると

重くもありません。 

 ▽ ちゃんと自転車用の車道があるの？ 

 ―― もちろん全部あります。歩道を通

ることは絶対ないんですが、車道を通って

いて、後ろに車がいても、これをじゃます

るということはないです。つまり子どもを

育てているお母さんが一番尊敬されている

社会ですから。 

 ▽ いいなあ。 

 ▽ 日本では車の人とかにじゃまされる

ようになるし。「どいてや」みたいな。 

 ―― 向こうでは堂々と明るく走ってま

す。後ろからダンプが来ようが何しようが、

絶対抜くことはありません。こういう自転

車が走ってるところに来たら、車のドライ

バーは我慢です。 

 ▽ いや、そんな。 

 ▽ 車のほうが我慢なんや。 

 ―― 車のほうが、当然我慢。 

 ▽ そういうようになってほしいね。 

 ―― デンマークのニホラを１台私たち

が買いました。３か月かけて船便で持って

きました。乗ってみてびっくりしました。

乗りやすい。 

 ▽ へえ。 

 ▽ 乗りやすいんだ。 

 ―― これが最新型です。 

 ▽ これはかっこいいよ、かっこいいよ。 

 ▽ それはいいね。すごーい。 

 ▽ これだったらいいね。値段は？ 

 ―― 約20万です。 

 ▽ 買えんわ。 

 ―― ただ向こうも買いません、リース

です。だって子育てが終わったら要らない

でしょう。 

 ▽ 日本でこれをリースしてくれたらい

いのに。 

 ▽ 子どもも喜びそうやね、こんなのに

やったらね。 

 ―― 三輪車だから地面に足がつく必要

はない、止まったときに。だから高い位置

に座席が置けるんです。 

 ▽ じゃあ前が見やすくなるということ。 

 ▽ あの中に乗れる子どもの年齢制限は

あるんですか。 

 ―― もちろん６歳未満です。日本と同

じです。 

 こういうものが街を走っている状況と比

べて、どうでしょうか、何か考え方が違っ

てないか。日本ではやはりああいう三輪車

は無理でしょうかね。ヨーロッパで走って

いるようなものは。 

 ▽ ああいうほうがいい。 

 ▽ うん、ああいうほうがいいね。 

 ―― でもこの辺を走れますか。 

 ▽ 条例とか法律なりで「これでなけれ

ばいけない」とならないと、たぶんしない

と思う。……。 

 ▽ あと値段とか。 

 ―― メーカーが一生懸命いろいろ知恵

を絞ってつくった今の12の中では、どれが

いいですか。 

 ▽ あの外国の見てしまったら、あっち

に。（笑） 

 ―― ヨーロッパだと、こういう子ども

を前後ろに乗せる自転車はないんです。な

ぜないかと言うと児童虐待になるからです。 

 ▽ 危ないってことで？ 

 ▽ 守られてないと。 
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 ―― ただ、日本ではヨーロッパで走っ

ているようなタイプは使えないんです。法

律の規定でもこれは車道しか走ってはいけ

ないわけです。車道を走っている分にはい

いのですが、あまり走る勇気はないでしょ

う？ でもヨーロッパのお母さんたちはこ

れを40年前に使い始めて、車道を走るよう

になって、今はどんな車もこれを絶対に抜

くことはありません。40年前はやはりプッ

プーッと鳴らされたり意地悪をされたりし

たはずです。しかし「それはいかん、子ど

もが乗っているんだ」ということがわかっ

てきて今のようになったのですが、日本の

お母さんたちが主張しなければ、永遠に前

と後ろに子どもを乗せて走るしかないと思

うのです。 

 こういう自転車が市民権を得られないも

う一つの理由は、日本の場合自転車は歩道

を通りますから、交差点の角からお母さん

たちが両側を安全確認したときには、子ど

もたちを乗せた部分は前へ出てしまってい

るわけです。交通全体がまるっきり違いま

す。 

 例えばこういう自転車だったら、買う気

はありますか。この間日本の自転車をつく

っている専門家に聞いたら、「日本だったら、

これに電動アシストをつけて 10 万ちょっ

とでつくれる」と言っていました。 

 ▽ うん、売れそうじゃない？ 売れる

と思う。 

 ▽ だけどこの辺は道が狭いから、どこ

を走ったらいいんですか。 

 ―― 道が狭くて走れないということで

しょうね。だからどこを走ったらいいかと

考えていると、永遠に来ないです。ヨーロ

ッパのお母さんたちはこれで走り始めたわ

けです。子どものほうが大事だと頑張った

わけです。それはちょっとお母さんたちに

は難しい話だと思うので。 

 ▽ 走っていいのかな、いいのかな。 

 ―― 法律的には日本は車道を走れます。

ただ、これが走ったらその辺の道は大渋滞

でしょう。（笑） 

 ▽ すごいクラクション鳴らされまくり

のような気がする。 

 ―― 向こうだとクラクションを鳴らし

たら、それこそ周りから寄ってたかって、

そのドライバーがやっつけられますからね。

子どもを抱えているお母さんたちが電車に

乗ってきたら、みんなが立ち上がる世界で

すからね。 

 ―― だからもう少し頑張ったほうがい

いよ。お母さんたちが文句言わなさ過ぎ、

日本は、遠慮し過ぎ。何のために子どもを

育てているかですよね。 

 ▽ そう言ったら、まあそうかもね。 

 ―― 世界中で歩道を自転車で走ってい

る国は日本だけなんです。海外旅行へ行っ

て向こうでレンタル自転車を借りるときは、

絶対に歩道を走らないでくださいね。逮捕

されます。 

 ▽ 車道ですか。 

 ―― 全部車道です。で、車道を走って

いて、自転車をじゃまする車はほとんどな

いと思っていい。ニホラはどうですか。 

 ▽ なんかいいような気がする。 

 ▽ うん、こっちのほうがいいよねえ。 

 ▽ 前も安全だし、落ちる心配がないし。 

 ▽ ないよ、外で雨が降ってもね。 

 ―― 僕は東京でこれに乗って走ってい

るんですが、スーパーの前に止めると黒山

の人だかりです。 

 ▽ でも見てしまうね。 

 ―― 子どもたちは「乗りたい」と言っ

て騒ぐんです。 

 ▽ 子どもを乗せて荷物を載せてもいい

んですね。 

 ―― そうですね、みんなこれですね。

最近ガソリン価格が上がっていますが、ど

うしていますか。 
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 ▽ もう自転車に。なるべく自転車に。 

 ▽ 方向指示器というのはウィンカーみ

たいなものですか。 

 ―― ウィンカーです。方向指示器はヨ

ーロッパにはあるんです。日本にはまだな

いものが多いですね。 

 ▽ おじいさんとかがこうやって手です

るやろ。でもしたとたんに本当に曲がるか

ら、後ろに。 

 ▽ してもそれがどっちに曲がるのか、

私らにはわからないからね。 

 ▽ うん、そう。でもしたとたんにヒュ

ッと曲がる。 

 ▽ おじさんはわかって「右に回ります」

とかしてるけど、見たってわからない。 

 ―― 確かに危ないんですよね。 

 ▽ それだったら「あっち」とか指差し

てほしいよね。 

 ―― ちょっとこれをご覧にいれたほう

がいいかと思います。主に東京でタクシー

の前にカメラをつけたのですが、ちょっと

見にくいです。例えば青信号で交差点を行

くと、こっち側から高校生が自転車でこう

来て、ぶつかってガラスが割れます。大丈

夫かな。 

 これはこのあとこの子が信号無視をして

入ってきます。ぶつかる事故が多くて、こ

れはこのおじいちゃんが突然曲がってくる

わけです。頭を打っています。これはこの

人がやっぱり突然曲がってきました。これ

も女性が曲がってきています。今まで車が

悪いとされていた事故の７割までは、どう

も自転車のほうが悪いということがわかっ

てしまいました。これはたいした怪我では

なかったのですが、無灯火で携帯メールを

打ちながら来た子どもがぶつかりました。

ヘッドホンをしていた子もいました。そう

いう突然出てくる人を避けるのは無理です。 

 ▽ でもこれは、全部車が悪かったんで

すよね。 

 ―― カメラの映像が残っているので、

間違いなく自転車のほうがアウトです。 

 ▽ 怪我した場合は大きいほうが悪いこ

とになるんじゃないんですか。 

 ―― 昔だと10対０、自転車が０で車が

10だったのですが、こういう証拠が残って

いる場合、今はほとんどの場合が逆転して

いて８対２で、自転車のほうが８割です。 

 だから皆さんに特に交差点で気をつけて

いただきたいのは、交差点は止まらないと

駄目です。もう一つ、子どもたちはもう少

しすると習うと思います。手信号をして曲

がります。左右を確認して手信号をして、

そのまま片手運転で曲がります。皆さんは

やっていないから全部違反です。道路交通

法53条で「手、方向指示器又は灯火により

合図をし、かつ、これらの行為が終わるま

で」、つまり曲がりきるまで合図を継続しろ

と書いてあります。やっている人はいるで

しょうか。では、やっているおまわりさん

を見たことはありますか。 

 ▽ ここらへんはバイクじゃないかな。 

 ▽ 都会は自転車やね。ドラマなんかで

見る。（笑） 

 ―― 自転車に乗ってるおまわりさんは

これを守っていない。全部罰金２万円です。

だから要するに守れない法律になっている

わけです。 

 東京にお越しの節はぜひお立ち寄りくだ

さい。ニホラに乗ってみることができます。 

 ▽ 乗ってみたいです。 

 ▽ うん、乗ってみたい。 

 ―― 子どもたちにバカ受けですよ。小

回りが利かないかというと、結構回るんで

すよね。これだと子ども４人持っても平気

だよね、きっと。 

 ▽ 立っても大丈夫よね。 

―― これはやっぱりお母さんたちのた

めにつくられた自転車で、11年前にできた

ものですが、今これをリースするNGOがヨ
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ーロッパにあります。補助金だとか寄付金

を集めてお母さんたちにリースしています。

ね、月いくらだったら借りますか。 

 ▽ 月々2,000円とか……。 

 ▽ 1,000円、1,000円。 

 ―― 2,000円だと年間２万4,000円。 

 ▽ そうか、買えるね、自転車がね。じ

ゃ1,000円。 

 ▽ じゃ500円。 

 ▽ 安ければ安いほうが。 

 ▽ でも何年も借りなくてもいいもんね。

１年か２年ぐらいで、子どもが乗れるよう

になったら要らんし。 

 ―― ２人目ができた、３人目ができた、

これを借りました。で、子どもたちが自分

で自転車に乗れるようになって要らなくな

ったから次の人に、ということになると、

短くて３年、長くて８年。４人子どもがい

ると８年ぐらいだからね。 

 ▽ ８年、それじゃ長いね。 

 ―― また戻りますけれども、危険だけ

れどもこれで走らざるを得ない状況があっ

て、何か考えている。これは先ほどの前二

輪です。これに後ろをつければ転びにくい

自転車ができるわけです。これが今だいた

い６万8000円ぐらいかな。 

 これはおじいちゃん、おばあちゃん用で

すが、極めて運転しにくいです。 

 これはリヤカー自転車といって、日本で

一つだけ、鹿児島県でつくっているもので

す。生協さんがお弁当を配ったりするのに

使っています。立派なリヤカーで３段変速

です。ただこれにも欠点がありまして、押

し歩きをするときに自分の足をひいてしま

うんです。 

 ▽ それはいややな。（笑） 

 ―― いや、後ろ二輪は絶対そうなるん

です。だからヨーロッパの自転車を見ると

後ろ二輪がないでしょう。なぜ前二輪しか

ないかというと、みんな押し歩きを考えて

いるからです。後ろだと、さっきのカート

の場合がありましたが、前が通れても後ろ

がぶつかる可能性があります。さっきのよ

うなヨーロッパ型のものは、前が通れたら

どこでも絶対通れます。前が通れなければ

通れないんですね。 

 あとはこういうふうに後ろまで含めて体

のサイズぐらい、幅60センチ以内に小さく

しないと日本では使えないということにな

ります。日本のお母さんはこういうものし

か選べない。 

 さて、皆さんが、例えばこういうものだ

ったら、月にいくらだったらいいですか。

じゃあ、こういうもので借りたいと思うも

のがありましたか。 

 ▽ ３、４の普通のタイプかなあ。 

 ▽ 普通の、タイプやねえ。 

 ▽ これなら今のままで。 

 ▽ 自分のやつの。 

 ▽ もう事足りる。 

 ―― そうだよね。僕もなんかそんな気

がするな。これで十分だよね。だから極端

なことを言うと、ヨーロッパ型のああいう

ものだったらどうしますか、あったら。あ

れを例えば月 1000 円で貸しますという話

では。 

 ▽ それなら借りてみるかも。 

 ▽ 借りて一度走ってみて、周りからの、

ブブーッとされたらもうすぐお返し。（笑） 

 ▽ でも子どもが喜びそうやし、そんな

にぐらつきもないし。 

 ▽ うんうん。ほんまいいな。 

 ▽ カッコいい。 

―― ヨーロッパの人たちの間で何が始

まったかというと、早くからこういうもの

が普及し始めて、しかもガソリン代がすご

く高いという状況になったから、車を手放

して、代わりにこれを生かしているんです。 

 そういう時代が間違いなく来るんですよ。

今はそんなことはないと思っておられると
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思いますが、これから先というか、もう２

年前から新車の販売台数は落ちているわけ

で、免許証をとる人たちも減っています。

どうしてかというと、もう安いガソリンが

大量に手に入る時代は終わってしまったわ

けです。どこかに行かなきゃいけないなら、

これからはレンタル自転車やレンタカーが

ものすごく使いやすくなるでしょうね。普

段はそれで動けてしまうわけです。だんな

さんは自転車で会社に行く。 

 ―― 家族で出かけるときにはだんなさ

んが自転車で、子どもたちを乗せて。（笑） 

 ▽ お母さんは電動アシスト。 

 ―― だからライフスタイルが変わっち

ゃったわけです、向こうは。 

 ▽ なるほど。 

 ▽ じゃあ車でお出かけとかいうのはな

いんですか。 

 ―― だから車でお出かけするときはレ

ンタカーを借りるとか。 

 ▽ ああ、レンタカー。 

 ▽ 安いかもね、維持費とか考えると高

いね。 

 ▽ もう税金が上がって。 

 ▽ 時代って変わる。 

 ▽ この間番町幼稚園まで自転車で行っ

たよ。 

 ▽ 行けるよね。児童館も行くね。 

 ▽ 私車を止めるところがね、番町は。 

 ▽ 自転車だったらすぐ帰れる。で、近

道、裏を通ったら意外と早いし。車は本当

にいらつく。 

 ▽ 誰か乗せていってくれるから、その

ときは乗るけど、もういいよ、自転車で。

暑いけど。 

 ▽ でも自転車乗ってたら楽しいな。 

 ▽ お試しで１か月とかあったらいいの

に。試乗で乗ってみたい。 

 ▽ もっとリースをさかんに、ねえ。も

っと市がね。 

 ▽ うん、絶対、自転車でみんなで出か

けるっていうイメージがないねん、ねえ。 

 ▽ うん、ない。休みの日はもう車よね

え。電車も遠いしね。 

 ▽ うんうん、車になってしまう。 

 ▽ そうそうそう、暑いよ、夏なんか。 

 ▽ だってちょっと行くだけでも車やも

ん。タバコ買ってくるのも車やし、「ごみ捨

ててくる、ちょっと車で行く」って。 

 ▽ ごみも？ 

 ▽ そう、ごみも車で。「えー、車で行く

んやったら恥ずかしいから行かんでいいわ」

って言うたって車やもん。なんでなんの。 

 ▽ 都会におったらちょっと違うかも。 

 ▽ 違うかもねえ。 

 ▽ 田舎は車がないとねえ。 

 ▽ そうよね、電車がね、ちょっと。 

 ▽ 電車がそんなにあるわけじゃないし、

バスは高いし。 

 ▽ 電車も高いしね、ここは。 

 ▽ 駅まで遠いしね。でもやっぱり車す

ごい減ってる。昨日の夜帰ってきてたら、

車がすっごい少ない。 

 ▽ みんな出るのを控えてる。（笑）ガソ

リンを。 

 ▽ うん、ガソリンが高いし。 

 ▽ そう。前より絶対昼間車が少ない。

少ないよね。 

 ▽ 動いてもエアコンつけないかんしね。 

 ▽ オゾン層のためにはええのかもしれ

んけど。 

 ▽ 燃費走行とかこないだテレビでやっ

てて、クーラーをつけるなとかって。 

 ▽ エコドライブとか。 

 ▽ 「車も買い替えなさい」とか、言っ

てるよね。 

 ―― たぶんここ２、３年で全国の自治

体が全部変えていくと思います。自転車に

うまく乗れるようにしようという政策にな

ってきているんです。 
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 ▽ それに応じて道も。 

 ―― 道も変わるでしょうね、やがて。 

 ▽ 自転車屋さんしようかな。自転車屋

さんしようかな。（笑） 

 ▽ ああ、これから自転車屋やったら儲

かるかも。車屋さんより。 

 ―― いや、自転車屋は儲からないと思

うな。 

ヨーロッパだと、お母さんたちのNPOみ

たいなものが寄付金を集めたり補助金をも

らったりして、自転車を買い込んでしてい

るんですよ。 

 ▽ うん、いいかも。 

 ―― 儲かりはしないけど、お母さんた

ちの自主的なグループが貸していたり、そ

れから保育園や市役所が貸してたりしてい

るんです。 

 ▽ 町で１台とか買っても。町内で何台

とか買って回してくれたらいいのにね。 

 ▽ ああ、町内でね。そういうのを上手

にやってくれたらね。 

 ▽ ねえ、公民館にありますと。 

 ―― 保育園とかを拠点にするといいか

もしれないね。 

 「２人目の子どもができちゃった」とか

「３人目できたのでなんとか貸してよ」「じ

ゃあ、あの人が終わったから次に」という

ふうに。いずれにしても子どもが減ろうが

何しようが、やっぱり２人乗り、３人乗り

をさせて二輪で走っている限りは、必ず転

ぶ可能性があるわけです。そこが一番問題

なんですよね。 

 ―― 子どもはいくつから乗っていまし

たか。 

 ▽ おしめがとれた１歳ぐらい。 

 ▽ ちゃんと自分でこう持てるぐらい。 

 ―― じゃあもう１歳半ぐらいでしょ。 

 ▽ ２歳前、１歳半ぐらいです。 

 ―― 背負っていったっていう経験はお

ありですか。 

 ▽ ない、怖い。 

 ―― それはない。 

 ▽ もうそうなったら車で。 

 ―― なるほど、車がいい。 

 ▽ 怖いよね、それじゃあね。 

 ▽ 下へ落ちたかもしれないから。 

 ▽ それまでは、自転車に乗せるまでは

車やね。 

 ▽ 車か、もうベビーカーで行ける範囲

よね、無理に行っても。 

 ▽ 首がすわらないとどっちみちねえ。 

 ―― そうですね、ね。でも、みんな子

どもを置いてでかけるわけにいかないし、

連れて出るとなると大変でしょうね。 

 ▽ 夏は自転車は暑いしねえ。 

 ―― ちょっと戻りますが、ヨーロッパ

型のああいう前二輪で何人か乗れるような、

荷物を載せられるようなものを、止めると

ころとか走るところを考えて、この付近だ

とやってできそうな気がしますか、それと

も無理ですか。 

 ▽ 走るけど…？…。 

 ―― 幹線道路は無理だったら裏道を走

るとか、そういうことで。 

 ▽ うーん、そうなるともう、小回りが

利かない……。乗ってないからわからない

ねえ。 

 ▽ うん、どんな感じがねえ。 

 ▽ 大きさもどんなもんなのかね。 

 ―― これは大きさ87センチ。大きさは

自転車とだいたい同じです。だけど幅があ

る。リヤカーをイメージすると、リヤカー

は幅90センチですから、あれよりちょっと

狭いぐらい。 

 ▽ ちょっと大きいね、危ないね。 

 ▽ この辺の道は細いから。やっぱり自

転車というのはちょっとでも近道しようと

思って、細い道、細い道を走る。だからヨ

ーロッパ型とかは乗れないか。 

 ▽ うん、かもしれない。 
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 ―― この辺の道をよく研究してみると

行けそうな通りはいっぱいあるんです。 

 ▽ でもやっぱりこの辺の人はプップッ

プップ鳴らすからね。 

 ―― 問題はそこですね。ドライバー次

第だね。 

 ▽ うーん、それはあると思う。 

 ―― うーん、とても難しい。年内に試

作品ができて、皆さんが誰も選ばなかった

12のやつができます。ちょっとあれでは本

当に、今ので十分だよって思うけどねえ。

まあ、どうしようもないんだろうなあ。 

 ▽ 置くところもないね。 

 ―― 置くところがないというのもある

ね。 

 ▽ じゃまになるからさ。 

 ―― ただ、その辺のスーパー、入口の

脇に駐輪場があるでしょう、今。そうなり

始めたのは４、５年前からです。それ以前

のことを考えたら、自転車置き場って結構

遠いところにあったんです。最近できてい

るところは全部入口の周辺に置くようにな

ったけど、昔はそんなことはなかったんで

す。 

 ▽ そうやったかねえ。 

 ▽ そうかなあ。 

 ▽ というか、みんな関係なしに入口に。 

 ▽ うん、入口にみんな止めてたよね。 

 ―― だんだん自転車で来るようなお客

さんたちも増えて、変わってる。 

あっと言う間変わるんですから。 

 

 



 

 

京王閣競輪場での予備試乗会報告とヒアリング記録 
（2008/7/1 京王閣競輪場） 

2008/7/1 京王閣競輪場テントコートで開催した試乗会には、ニーズ検討委員会や開発委員会メンバ
ーの他、近所に居住している子どもを２人持つ母親が５人参加した。終了後の映像で、普段、どの

ような乗り方をしているかを確認できるので、参考になる。試乗車は６台。１台はパレード用のた

め評価せず。

 

１） ドイツ製二輪貨物自転車 
２０インチ車輪、車体フレームの前部が延

びていて荷台があり、重いものを乗せても

安定しており、ハンドル操作に影響しない。

子ども乗せ座席を取り付ければ安定感は高

そう。試乗車はコースターブレーキのうえ、

サドルを女性用の高さまで下げることがで

きず、乗りこなせる母親はいなかった。 
 

２） ドイツ製前部車イス自転車 
ワンタッチで車イス部分を切り離せる。後部の自転車部分は左右にスイ

ングし、小回りができるようになっているが、不安定で結局大回りにな

ってしまう。サドル位置が高いので大柄な母親２人が子どもを２人前に

乗せて試乗。いまの前後２人乗せよりは良い、との評価。 
 
●ニーズ委員会出席者（敬称略順不同） 
荒砥 悦子 
鈴木 美緒 
堤  香苗 
屋井 鉄雄 
横山 克義 
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３） 大阪製バイコロジーデモ用前二輪
自転車 

二輪と箱部が一体の操舵にな

っているクリスチャニアタイ

プ。運転はしにくいが、幅約

９０センチで安定感は抜群。

箱部には子どもが４，５人楽

に乗れて、遊園地状態。子ど

もたちには一番人気だった。 
 

４）デンマーク製nihola前二輪自転車 
前二輪が操舵、箱部は本体フレームに一体とな

っており、小回りがききにくい。実際に曲がっ

てみると回転半径は他の試乗車と大差がないが、

思ったより軽く走ることができるためカーブに

オーバースピードで入ることが多く、危険を感

じるため大回りになっていることがわかった。

母親全員が「走る・駐める」環境があれば使い

たいと答えた。 
 

５）ＢＳ製自転車にアメリカ製牽引カート 
操作性は最高。カートに子ども２人を乗せると

少し後ろに引っ張られる感覚になる。子どもた

ちが見えないので心配との意見を全員が口にし

た。実際、１人の母親が障害物にカートをぶつ

けてしまい、前部が抜けられる隙間でもカート

がぶつかる可能性があることが実証された。そ

の後は、全員が後ろに子ど

もを載せるのはイヤだと答

えた。 
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利用者ニーズに基づく自転車の開発に向けた調査検討委員会 

①子ども乗せ自転車開発に関する利用者ニーズ調査 

京王閣試乗会ヒアリング 

平成20年７月１日（火） 

 

＜子ども２人の父親＞ 

 

１） ドイツ製二輪荷物乗せ：体重76kg の方が乗っても全然ハンドルの重さを感じない。強度的に
もたぶん問題がない構造になっていると思う。サドルが高く、またぎやすさだけが課題。セン

タースタンドはとても立てやすくて良かった。 

２） 車椅子自転車：前に誰も乗ってないときにカーブがちょっと難しい。曲がる方向と逆側に重心
を移すという三輪特性の乗り方を試したところ、転倒しそうになった。 

３） バイコロジー広報用：以前、乗ってみた前二輪に比べれば、かなり乗りやすい。違和感は乗り
慣れれば、ある程度薄らぐと思う。角張っていて事故が心配。 

４） ブリジストン（BS、以下 BS）製普通自転車＋牽引カート：非常に快適。普通の自転車と同じ
ように乗れる。ただ、前部が通過できても、牽引しているカート部分が通過できるとは限らな

い。運転者が見ることのできない後部の幅の問題があり、歩行者あるいは歩道の幅との関係で

懸念がある。 

５） デンマーク製 nihola：ほかの前二輪の自転車に比べればはるかに乗りやすい。三輪特有の特
性である曲がる方向と反対側にかなり重心を落としても倒れそうな気がしない。、乗り慣れれ

ば乗れる。 

 

＜５０代・男性＞ 

１） ドイツ製二輪荷物乗せ：二輪車で荷台付きの荷物運搬用に子どもを前後に乗せる座席を付けて
も、重心も低くぶれが全然問題ないので安心。サドル位置を下げる必要がある。また、コース

ターブレーキ（ペダルを逆回転させるとブレーキがかかる）は慣れないと危険。 

２） 車椅子自転車：特に問題はない 

３） バイコロジー広報用：遊び用おもしろ自転車の域を出ない。 

４） ＢＳ製普通自転車＋牽引カート：普通の自転車と違和感もなく、後ろに子どもを乗せ加重をか
けても全然問題なく走れる。ただ、後ろが見えないという不安がある。 

５） デンマーク製nihola：極めて安定していて、大変安心して乗れる。三輪独特の癖を承知して、
ゆっくり乗るのであれば全然問題ない。幅が大きく歩道を走れない。 

 

＜男の子２人の母親＞ 

１） ドイツ製二輪荷物乗せ：サドルが高すぎて女性には乗れない。 

２） 車椅子自転車：運転しにくいことはなかった。曲がるときに癖がある。調布は道が狭いので心
配。 

３） バイコロジー広報用：非実用的。 
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４） ＢＳ製普通自転車＋牽引カート：荷物感覚で重さを感じない。内輪と後輪の差がわからなくて
曲がりにくい。子どもが這い出そうとしても後ろが見えない。バックミラーで用が足りるか不

安。荷物を子どもの足元に乗せるしかない。雨でも幌を被せるのは便利。 

５） デンマーク製 nihola：子どもを乗せるとき持ち上げる必要がある。前が扉になっていると良
い。ちょっと幅が広い。乗りやすく安定感がある。幌付きは良い。子どもを何人も前に載せら

れるので、確認が目の前で取れる。這い出したり、泣いてるのもわかるので、母親として安心

感がある。 

▽動き始めればいいが、いちばん怖いのは乗せるとき。小さいのを前に乗せてて、後ろに乗せると

きに足をひっぱったりすると落ちる。一回転んだことがあり、子どもが覚えてて「怖い怖い」って

泣く。 

 

＜女の子２人の母親＞ 

１） ドイツ製二輪荷物乗せ： サドルが高すぎて女性には乗れない。 

２） 車椅子自転車：  

３） バイコロジー広報用： 

４） ＢＳ製普通自転車＋牽引カート：乗りやすさとしてはこれがいちばんこぎやすいという。感じ
はしました。後ろの子どもと自分との距離が開くのでトランシーバーが欲しい。カートが遅れ

て曲がってくる内輪差が気になる。 

５） デンマーク製nihola：けっこう身近でいいけど、やっぱりハンドルが切りにくい。 

 

＜３人の子どもの母親＞ 

１） ドイツ製二輪荷物乗せ： サドルが高すぎて女性には乗れない。 

２） 車椅子自転車：  

３） バイコロジー広報用：  

４） ＢＳ製普通自転車＋牽引カート：後ろの子どもが見れれば安心なのでバックミラーが付いてる
といい。子どもが立ち上がったりすると怖い。 

５） デンマーク製nihola：乗り心地が安定している。ハンドルがぶれない。 

 

＜４歳と２歳の女の子の母親＞ 

１） ドイツ製二輪荷物乗せ： サドルが高すぎて女性には乗れない。 

２） 車椅子自転車：  

３） バイコロジー広報用：  

４） ＢＳ製普通自転車＋牽引カート：２番目に良い。後ろを気にしながらこぐより、前に子どもが
いたほうが安心。 

５） デンマーク製 nihola：ペダルも軽い。幅がもう少し狭いほうが曲がるとき楽。荷物もいっぱ
い載せられる。歩道が狭かったら通れない。 

 

＜女の子と男の子の母親＞ 

１） ドイツ製二輪荷物乗せ：重心が低く乗るとすごく快適。サドルが高すぎて女性には乗れない。 
２） 車椅子自転車：  
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３） バイコロジー広報用：  

４） ＢＳ製普通自転車＋牽引カート：後ろが見えず電信柱に100％ぶつける。たぶん事故続発する
と思う。 

５） デンマーク製 nihola：いちばん良かった。子どもたちを前乗せがいい。安定が良かった。小
回りが利かないのでベビーカーを押したほうが楽かなという感じがする。広い道ならいい。普

通の二輪車は前に重いのを乗せるとヨロヨロになるが、それがない。坂道のために電動アシス

ト付きが欲しい。サイドブレーキが付いているのは安心。自動車感覚で荷物がいっぱい積める。

荷物載せても重さはあまり変わらない。日本の商店街にこれで入るとひんしゅくを買う。 

 

＜２歳と５歳の母親＞ 

１） ドイツ製二輪荷物乗せ： サドルが高すぎて女性には乗れない。 

２） 車椅子自転車：曲がりづらい。  

３） バイコロジー広報用：重い。ハンドルが使いづらい。 

４） ＢＳ製普通自転車＋牽引カート：運転はすごいしやすかった。後ろなので２人が大丈夫かなと
気になる。 

５） デンマーク製 nihola：前二輪でも運転しやすかった。バランスはいちばん良かったです。ス
ピードも出しやすい。一言で言うと扱いやすい。転ぶ心配はない。本当にいいなと思います。 

 

＜子ども３人の母親＞ 

１） ドイツ製二輪荷物乗せ： サドルが高すぎて女性には乗れない。 

２） 車椅子自転車：  

３） バイコロジー広報用：  

４） ＢＳ製普通自転車＋牽引カート：乗りやすい。後ろに乗せるのは怖い。 

５） デンマーク製 nihola：乗りやすくて、前が見える。問題は道と駐輪場と値段。駐輪代も１時
間半で200円とるところがある。少子化対策と言いながら、子育て中の母親に負担をかけ過ぎ。 

 

＜子ども３人の母親＞ 

１） ドイツ製二輪荷物乗せ： サドルが高すぎて女性には乗れない。 

２） 車椅子自転車：  

３） バイコロジー広報用：  

４） ＢＳ製普通自転車＋牽引カート：  

５） デンマーク製 nihola：４人を前に乗せて連れていけるのが楽。この人数は自転車では絶対移
動できない。後ろの牽引カートより前のほうがいい。 

 

＜子ども１人の母親＞ 

１） ドイツ製二輪荷物乗せ： サドルが高すぎて女性には乗れない。 

２） 車椅子自転車：  

３） バイコロジー広報用：安定はしてるが重い。 

４） ＢＳ製普通自転車＋牽引カート：  

５） デンマーク製nihola：乗りやすい。 
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＜自転車に乗り慣れた男性＞ 

１） ドイツ製二輪荷物乗せ： サドルが高い。 

２） 車椅子自転車：  

３） バイコロジー広報用：  

４） ＢＳ製普通自転車＋牽引カート：  

５） デンマーク製nihola：曲がるときに違和感がある。軽く動く。スピードが出てると快適。 

 

＜子ども２人の母親＞ 

１） ドイツ製二輪荷物乗せ：サドルが高すぎて女性には乗れない。 

２） 車椅子自転車：  

３） バイコロジー広報用：  

４） ＢＳ製普通自転車＋牽引カート：  

５） デンマーク製 nihola：４人乗っても、２人乗っても、そんなに重い感じがしない。子どもが
前に乗っているのは安心。これの日本版が欲しい。 

 

＜子ども３人の母親＞ 

１） ドイツ製二輪荷物乗せ：サドルが高すぎて女性には乗れない。 

２） 車椅子自転車：  

３） バイコロジー広報用：  

４） ＢＳ製普通自転車＋牽引カート：  

５） デンマーク製 nihola：いちばん使いやすかった。これだったら、４人産める。車道を行くと
きにバスとか来たら怖い。歩道に上がるにも段差があると難しい。坂道を試してみたい。荷物

は積める。運転する人が乗っていないと前部尖端に荷重をかけるとサドルが浮いた。赤色はす

てき。ボルボのクラシックレッドで格好が良い。 
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■サイトアンケート画像 
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下記の最終ページはダミーです。 
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■超高齢社会の交通課題・自転車に求められる役割と課題 
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【奥付】 
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（無断転載を禁じます） 
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